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福島県立いわき総合高等学校



はじめに

本校は、平成１４年度４月からいわき市内で唯一の総合学科高校として
スタートしました。総合学科とは、「普通科」と「専門学科」の良いところ
を受け継ぎ、進路希望の実現などの自己目標の形成や達成といった「生き
る力」を育成しながら、生徒一人ひとりがそれぞれの科目を自分の目標に
沿って体系的に学習することができる第３の学科です。従来の学科は、学
校が定めたカリキュラムに沿って基本的に全員が同じ科目を学習していま
す。それに対し、総合学科では、幅広い選択科目の中から自分の興味・関
心・進路目標に応じて、自分が学びたいと思う科目を選んで学習すること
ができます。

そのため、「一人ひとり」が自分で時間割を作る」ことになります。

現在、本校では約１２０の選択科目を設定していますが、これらの科目
を系統立てて分類し、グループ化したものが系列です。この系列には「人
文・国際」、「自然科学」、「生活福祉」、「スポーツ健康」、「芸術・表現」、「情
報」の６つの系列があります。

選択科目には、自由に選ぶことができますが、科目によっては、履修条
件があるものや、時間割の都合により同時に選択できない科目もあります。
また、一つの系列の中から集中的に選択したり、いくつかの系列にまたが
って選択したりすることもできます。そのため、よく考えて選択しないと、

「学習につながりがなくなり、進路目標が達成できなってしまう」
ということになってしまいます。

科目選択は、君たちに任されています。その時大切なのは、次の３つの
ことです。

①自分は、将来何になりたいか。
②そのために、必要な科目は何か。
③その科目で目標は達成できるのか。

これらのことを自らよく考えて、自らの責任のもとに科目を選択してく
ださい。

この冊子「ＳＹＬＬＡＢＵＳ２０１３」には、本校が平成２５年度に実
施する科目の内容と科目を選択する上での条件や心得などが詳しく説明さ
れています。この冊子を大いに参考にして、あなたに最も合った時間割を
自分の手で作り上げてください。

さあ、いよいよ本来の自主的学習が始まります。

福島県立いわき総合高等学校
〒 973-8404 福島県磐いわき市内郷内町駒谷３－１

ＴＥＬ 0246-26-3505・3945
ＦＡＸ 0246-26-8273
ＵＲＬ http://www.iwakisogo-h.fks.ed.jp/
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１ 必履修科目

国語総合 ･････････････････････ ２０ 保健（１年次） ･･････････････････３６

現代社会 ･････････････････････ ２２ 保健（２年次） ･･････････････････３８

世界史Ｂ ･････････････････････ ２４ 一般体育男子（１・２・３年次）････４０

コミュニケーション英語Ⅰ･･････ ２６ 一般体育女子（１・２・３年次）････４２

数学Ⅰ ･････････････････････ ２８ 社会と情報 ･･････････････････４４

化学基礎 ･････････････････････ ３０ 産業社会と人間 ･･････････････････４６

生物基礎 ･････････････････････ ３２ ２年次総合的な学習の時間 ････････４８

家庭基礎 ･････････････････････ ３４ ３年次総合的な学習の時間 ･････････５０

２ 選択必履修科目

日本史Ａ ････････････････････ ５４ 物理基礎 ････････････････････････６２

日本史Ｂ ････････････････････ ５６ 地学基礎 ････････････････････････６４

地 理Ａ ････････････････････ ５８ 音楽Ⅰ ････････････････････････６６

地 理Ｂ ････････････････････ ６０ 美術Ⅰ ････････････････････････６８



３選択科目

人文国際系列

国語表現 ･･･････････････････････・７２ 政治・経済 ･･････････････････････９８

△現代文Ｂ＊（２年次）･･･････････・７４ 世界地誌 ･････････････････････１００

△古典Ｂ＊（２年次）･････････････・７６ 時事問題研究････････････････････１０２

国語表現演習 ･････････････････・７８ コミュニケーション英語Ⅱ････････１０４

古典Ａ ････････････････････・８０ 英語表現Ⅰ ･････････････････････１０６

現代文演習 ････････････････････・８２ 英語会話 ･････････････････････１０８

△現代文Ｂ＊（３年次）･････････････８４ 英語基礎演習 ･･･････････････････１１０

△古典Ｂ＊（３年次）･･･････････････８６ コミュニケーション英語Ⅲ････････１１２

創作と鑑賞 ･･･････････････････････８８ 英語表現Ⅱ ･････････････････１１４

世界史演習 ･･････････････････････９０ 英語総合演習 ･････････････････１１６

日本史演習 ･･･････････････････････９２ 英語会話上級 ･････････････････１１８

地理演習 ･･･････････････････････９４ 異文化理解 ･････････････････１２０

倫理 ･･･････････････････････９６ 中国語 ･････････････････１２２

自然科学系列

数学Ａ ･････････････････････････１２４ 生物 ･････････････････････････１４２

数学Ⅱ ･････････････････････････１２６ 物理 ･････････････････････････１４４

△数学Ⅱ＊（２年次）･････････････１２８ 地学 ･････････････････････････１４６

数学Ⅲ ･････････････････････････１３０ 理科演習（物理） ･･･････････････１４８

数学Ｂ ･････････････････････････１３２ 理科演習（化学） ･･･････････････１５０

数学総合演習･････････････････････１３４ 理科演習（生物） ･･･････････････１５２

△数学Ⅱ＊（３年次）･････････････１３６ 応用物理 ･････････････････････１５４

数学総合演習･････････････････････１３８ 応用化学 ･････････････････････１５６

化学 ･････････････････････････１４０ 応用生物 ･････････････････････１５８



生活福祉系列

△ファッション造形基礎（２年次）･･１６０ 基礎看護 ････････････････････１７６

△ファッション造形基礎（３年次）･･１６２ 生活と看護 ････････････････････１７８

△子どもの発達と保育（２年次）････１６４ 社会福祉基礎････････････････････１８０

△子どもの発達と保育（３年次）････１６６ 介護福祉基礎････････････････････１８２

子ども文化 ････････････････････１６８ コミュニケーション技術･･････････１８４

着付け ････････････････････････１７０ 生活支援技術････････････････････１８６

△フードデザイン（２年）･･････････１７２ 介護総合演習････････････････････１８８

△フードデザイン（３年）･･････････１７４ 介護実習････････････････････････１９０

手話・点字 ････････････････････１９２

スポーツ健康系列

スポーツ概論 ･････････････････････１９４ スポーツトレーナー実習･･････････２０６

スポーツⅠ（２年次）･･･････････････１９６ コーチ学 ･･･････････････････２０８

スポーツⅡ（２年次）･･･････････････１９８ スポーツⅣ ･･･････････････････２１０

スポーツⅢ･････････････････････････２００ スポーツⅤ ･･･････････････････２１２

スポーツⅠ（３年次）･･･････････････２０２ ニュースポーツ･･････････････････２１４

スポーツⅡ（３年次）･･･････････････２０４

芸術表現系列

声楽Ⅰ ･･･････････････････････････２１６ ビジュアルデザイン ･････････････２４２

ソルフェージュⅠ･･･････････････････２１８ 構成Ⅱ ････････････････････････２４４

器楽Ⅰ ･･･････････････････････････２２０ 絵画Ⅱ ････････････････････････２４６

音楽理論Ⅰ ････････････････････････２２２ 立体造形 ･･･････････････････････２４８

日本伝統音楽研究Ⅰ･････････････････２２４ 美術概論 ･･･････････････････････２５０

声楽Ⅱ ･･････････････････････････２２６ クラフトデザイン ･･･････････････２５２

ソルフェージュⅡ･･･････････････････２２８ 舞踊Ⅰ ･････････････････････････２５４

器楽Ⅱ ･･････････････････････････２３０ 演技・演出 ･････････････････････２５６

音楽理論Ⅱ･････････････････････････２３２ 舞踊Ⅱ･･････････････････････････２５８

日本伝統音楽研究Ⅱ･････････････････２３４ 演劇総合演習 ･･･････････････････２６０



音楽史 ･･･････････････････････････２３６ 日本舞踊 ･･････････････････････２６２

構成Ⅰ ･･･････････････････････････２３８ 演劇表現････････････････････････２６４

絵画Ⅰ ･･･････････････････････････２４０

情報系列

△簿記演習＊（２年次）･････････････２６６ 情報の表現と管理････････････････２７８

△ワープロ演習＊（２年次）･････････２６８ 情報メディア････････････････････２８０

△簿記演習＊（３年次）･････････････２７０ ネットワークシステム ･･･････････２８２

△ワープロ演習＊（３年次）･････････２７２ 表現メディアの編集と表現････････２８４

アルゴリズムとプログラム ･････････２７４ △情報テクノロジー＊（３年次）･･２８６

△情報テクノロジー＊（２年次）･････２７６



科目選択のためのアドバイス

（１）自分の責任で科目選択すること。

（友達が選択するからといった安易な選択はしないこと）

（２）進路に関わる科目選択をすること。

（モデルプランを参考に、自分にとってプラスとなる科目を選択すること。）

（３）保護者や先生方と十分に話し合うこと。

（４）科目の性格や内容を正しく理解すること。

＜ 科 目 の 分 類 ＞

①必履修科目

全員が必ず履修しなければならない科目です。

②選択必修科目

いくつかの科目から選択して必ず履修しなければならない科目です。

③総合選択科目（２年次）

基礎科目です。２年次履修が基本となる科目です。

④総合選択科目（３年次）

基礎科目以外の科目です。

基礎科目からの発展として３年次履修が基本となる科目です。

（注）総合選択科目で科目名の最初に△（後ろに＊の印）が付いている科目は２年次

から３年次かけて継続して履修する科目です。

⑤自由選択科目

年次を問わずに自由に選択することができる科目です。

（科目によっては年次が指定されている場合もあります）

（５）履修条件をよく読み、２年次だけではなく、３年次の科目選択も十分に考えること。

（注）履修条件の関係で３年次に自分の選択したい科目を選択できない場合もあります。

○同時履修が選択条件になっている科目

○ある科目の履修が選択条件になっている科目

（６）実習等を伴う科目は実習費が必要になる場合もあります。備考をよく読むこと。

（７）人数の関係で開講できない科目もあります。



4 国語表現 2 古典Ａ 2 創作と鑑賞②ｏｒ③ 2

2 △現代文Ｂ（＊） 2 △現代文Ｂ（＊） 2

4 △古典Ｂ（＊） 2 △古典Ｂ（＊） 2

数学Ⅰ 4 現代文演習 2

化学基礎 2 国語表現演習 2

生物基礎 2 世界史演習 4 世界地誌③ 2

体育 2 日本史演習 4 時事問題研究②ｏｒ③ 2

保健 1 地理演習 4

家庭基礎 2 倫理 2

社会と情報 2 政治・経済 2

LHR 1

選択必履修科目

音楽Ⅰ 2

美術Ⅰ 2 コミュニケーション英語Ⅱ 4 コミュニケーション英語Ⅲ 4 中国語③ 2

原則履修科目 英語Ⅱ 4 異文化理解②ｏｒ③ 2

2 英語基礎演習 2 英語総合演習 2

英語表現Ⅰ 2 英語表現Ⅱ 4

英語会話 2 英語会話上級 4

3 国際交流①～③ 2

2 数学Ⅱ 4 数学Ⅲ 6

1 数学A 2 数学B 2

1 数学基礎演習 2 数学総合演習 2

1 △数学Ⅱ（＊） 2 △数学Ⅱ（＊） 2

化学 4 △化学（＊） 2

生物 4 △生物（＊） 2

3 △化学（＊） 2 物理 4

2 △生物（＊） 2 地学 4

1 理科演習（物理） 2 理科演習（化学） 2

理科演習（生物） 2

応用物理 2

物理基礎 2 応用化学 2

地学基礎 2 応用生物 2

日本史Ｂ 4

地理Ｂ 4

日本史Ａ 2 △ファッション造形基礎（＊） 2 △ファッション造形基礎（＊） 2

地理Ａ 2 △フードデザイン（＊） 2 △フードデザイン（＊） 2

△子どもの発達と保育 2 △子どもの発達と保育 2

着付け③ 2

社会福祉基礎 4 コミュニケーション技術 2 手話・点字③ 2

介護福祉基礎 4 介護総合演習 2

介護実習 2

生活支援技術 2

基礎看護 2 生活と看護 2

スポーツ概論 2 ニュースポーツ 2 スポーツⅣ②ｏｒ③ 2

年次 必履修等 選択 スポーツⅠ 2 スポーツⅤ② 2

1 30 0 スポーツⅡ 2 スポーツⅡ 2

2 10～14 16～20 スポーツⅢ 2 スポーツトレーナー実習② 2

3 6～8 22～24 コーチ学② 2

音楽理論 2 音楽理論 2 音楽史②ｏｒ③ 2

ソルフェージュ 2 ソルフェージュ 2

声楽 2 声楽 2

器楽 2 器楽 2

日本伝統音楽研究 2 日本伝統音楽研究 2

構成 4 構成 4 立体造形③ 2

絵画 4 絵画 4

ビジュアルデザイン 2 クラフトデザイン 2

美術概論 2

舞踊Ⅰ 4 舞踊Ⅱ 4 演劇表現②ｏｒ③ 2

演技･演出 4 演劇総合演習 4

日本舞踊 2

△簿記演習（＊） 4 △簿記演習（＊） 4

△ワープロ演習（＊） 4 △ワープロ演習（＊） 4

アルゴリズムとプログラム 4 ネットワークシステム 4

情報の表現と管理 2 表現メディアの編集と表現 2

△情報テクノロジー（＊） 2 △情報テクノロジー（＊） 2

情報メディア 2 2

4３科目112単位 56科目150単位 １2科目24単位

Ⅰ　平成２５年度入学生用教育課程表
系
列

総合選択科目

必履修科目 基礎科目（2年次） 基礎以外の科目（３年次）

どちらか
選択

産業社会と人間

１つ以上
選択（注1）

世界史B

体育

総合的な学習の時間

ＬＨＲ

3
年
次

自由選択科目

1
年
次

国語総合

コミュニケーション英語Ⅰ

人
文
・
国
際

自
然
科
学

必履修科目

現代社会

必履修科目

2
年
次

３
年
次

体育

保健

どちらか選
択

総合的な学習の時間

ＬＨＲ

選択必履修科目

( 注1）以下の組み併せの
選択はできない。
　　日本史Ｂと日本史A
　　地理Ｂと地理A

２
年
次

・②は2年次、③は3年次科目

・校内科目名で表記

生
活
福
祉

ス
ポ
ー

ツ
健
康

芸
術
・
表
現

情
報

・科目名の右側は単位数

・（＊）は継続履修の科目



＜科目相互関係表の見方＞

Ｂの科目を履修するためには必ずＡの科目を履修しなくてはならない

Ｂの科目を履修するためにはＡの科目を履修していることが望ましい

ＡとＢの科目は必ず同時に履修しなければならない

ＡとＢの科目は同時に履修することが望ましい

ＡとＢのどちらか一方の科目しか履修できない

Ⅱ科目相互関係表

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

＊網掛けの科目は必履修または選択必履修の科目です。

Ｂ

Ａ Ｂ
ｏｒ

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



1 2 3

国語総合（４単位） 国語表現（２単位） 国語表現演習（２単位）

現代文演習(２単位)

古典Ａ（２単位）

創作と鑑賞（２単位） or 創作と鑑賞（２単位）

1 2 3

世界史B（３単位） 世界史演習（４単位）

日本史B（４単位） 日本史演習（４単位）

地理B（４単位） 地理演習（４単位）

日本史Ａ（２単位）

地理Ａ（２単位）

現代社会（２単位） 政治経済（２単位）

倫理（２単位）

世界地誌（２単位）

時事問題研究（２単位） or 時事問題研究（２単位）

1 2 3

コミュニケーション英語Ⅰ（４単位） コミュニケーション英語Ⅱ（４単位） コミュニケーション英語Ⅲ（４単位）

英語表現Ⅰ（２単位） 英語表現Ⅱ（４単位）

コミュニケーション英語Ⅱ（４単位） コミュニケーション英語Ⅲ（４単位）

英語基礎演習（２単位） 英語総合演習（2単位）

英語会話（２単位） 英語会話上級（４単位）

異文化理解（２単位） or 異文化理解（２単位）

中国語（２単位）

上にある組み合わせどほど学ぶ数学の質が高くなります。

①　人文・国際系列
【国語科目の相互関係】

現代文Ｂ(２年次・・２単位、３年次・・２単位)

古典Ｂ(２年次・・２単位、３年次・・２単位)

【地理歴史・公民科目の相互関係】

【外国語科目の相互関係】

 ・日本史B 

 ・地理Ｂ 

 ・日本史Ａ 

 ・地理Ａ 

 上記のうち 

   
 



【数学科目の相互関係】

1 2 3

数学Ⅰ（４単位）

数学Ⅱ（４単位） 数学Ⅲ（４単位）

数学Ａ（２単位） 数学Ｂ（２単位）

数学Ⅱ（４単位） 数学Ｂ（２単位）

数学Ａ（２単位） 数学総合演習（２単位）

数学Ⅱ（２年次・・２単位、３年次・・２単位）

数学Ａ（２単位） 数学Ｂ（２単位）

数学Ａ（２単位） 数学基礎演習（２単位）

数学Ⅱ（４単位） 数学Ｂ（２単位）

数学Ａ（２単位）

数学Ⅱ（２年次・・２単位、３年次・・２単位）

1 2 3

化学基礎（２単位）

生物基礎（２単位）

物理基礎（２単位） 物理（４単位）

理科演習（物理）（２単位） 応用物理（２単位）

地学基礎（２単位） 地学（４単位）

化学（４単位） 応用化学（２単位）

理科演習（２単位）

生物（４単位） 応用生物（２単位）

理科演習（２単位）

【理科科目の相互関係】

※数学B+数学総合演習をとる場合は、数学Ⅱ（4単位）と数学Aを履修していることが必要

②　自然科学系列

理系大学 

進学希望者 

大学進学    

(看護医療系) 

公務員 

就職希望者 

   

上にある組み合わ

せになるほど学ぶ

数学の質が高くな

ります。 

受験に必要な科

目を選択すること 



1 2 3

ファッション造形基礎（２単位） ファッション造形基礎（２単位）

着付け（２単位）

フードデザイン（２単位） フードデザイン（２単位）

子どもの発達と保育（２単位） 子どもの発達と保育（２単位）

子ども文化

社会福祉基礎（４単位） 介護総合演習（２単位）

介護福祉基礎（４単位） 生活支援技術（２単位）

コミュニケーション技術（２単位）

介護実習（２単位）

介護総合演習（２単位）

生活支援技術（２単位）

コミュニケーション技術（２単位）

介護実習（２単位）

基礎看護（２単位） 生活と看護（２単位）

手話・点字（２単位）

【体育科目の相互関係】

1 2 3

スポーツⅠ（２単位） スポーツⅠ（２単位）

スポーツⅡ（２単位） スポーツⅡ（２単位）

スポーツⅢ（２単位）

スポーツ概論（２単位） スポーツトレーナー実習（２単位）

スポーツⅤ（２単位） コーチ学（２単位）

スポーツⅣ（２単位） or スポーツⅣ（２単位）

ニュースポーツ（２単位） or ニュースポーツ（２単位）

④　スポーツ健康系列

③　生活福祉系列

家庭総合（１年次・・２単位、２年次・・２単位）

【家庭・看護・福祉科目の相互関係】

体育（１年次・・２単位、２年次・・２単位、３年次・・３単位）

保健（１年次・・１単位、２年次・・１単位）

社会福祉系 

大学・短大 

医療福祉系 

大学・高看 

社会福祉系 

大学・短大 

医療福祉系 

大学・高看 



1 2 3

音楽Ⅰ（２単位） 声楽Ⅰ（２単位） 声楽Ⅱ（２単位）

器楽Ⅰ（２単位） 器楽Ⅱ（２単位）

ソルフェージュⅠ（２単位） ソルフェージュⅡ（２単位）

音楽理論Ⅰ（２単位） 音楽理論Ⅱ(２単位)

日本伝統音楽研究Ⅰ（２単位） 日本伝統音楽研究Ⅱ（２単位）

音楽史（２単位） or 音楽史（２単位）

1 2 3

美術Ⅰ（２単位） 構成Ⅰ（４単位） 構成Ⅱ（４単位）

絵画Ⅰ（４単位） 絵画Ⅱ（４単位）

ビジュアルデザイン（２単位） 立体造形（２単位）

美術概論（２単位）

クラフトデザイン（２単位） or クラフトデザイン（２単位）

1 2 3

演技・演出（４単位） 演劇総合演習（４単位）

舞踊Ⅰ（４単位） 舞踊Ⅱ（４単位）

日本舞踊（２単位）

演劇表現（２単位） or 演劇表現（２単位）

【商業科目の相互関係】

1 2 3

【情報科目の相互関係】

1 2 3

社会と情報（２単位） アルゴリズムとプログラム（４単位） ネットワークシステム（４単位）

情報メディア（２単位） 表現メディアの編集と表現（４単位）

情報の表現と管理（２単位）

情報テクノロジー(２年次・・２単位、３年次・・２単位)

【演劇科目の相互関係】

簿記演習（２年次・・４単位、３年次・・４単位）

【美術科目の相互関係】

⑥　情報系列

⑤　芸術・表現系列
【音楽科目の相互関係】

ワープロ演習（２年次・・４単位、３年次・・４単位）



平成２５年度入学生用

Ⅲ モデルプラン

１ ．国公立大学文系進学希望者

２ ．国公立大学理系進学希望者（化学・生物系）

３ ．私立大学文系進学希望者

４ ．私立大学理系進学希望者（化学系）

５ ．医療系（看護・作業療法・理学療法等）大学・短期大学・専門学校進学希望者①

６ ．医療系（看護・作業療法・理学療法等）大学・短期大学・専門学校進学希望者②

７ ．社会福祉系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

８ ．保育系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

９ ．食物系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

10 ．体育系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

11 ．音楽系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

12 ．美術系大学（含む短期大学・専門学校）（短期大学）進学希望者

13 ．演劇系大学（含む短期大学・専門学校）（短期大学）進学希望者

14 ．情報系（プログラミング）大学・短期大学・専門学校進学希望者

15 ．情報系（画像処理）大学・短期大学・専門学校進学希望者

16 ．公務員希望者

17 ．就職希望者



２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

応用化学

数学Ｂ 応用物理

Free介護実習 Free

日本史演習英語総合演習

数学Ⅲ

※物理系（工学部等）の希望者は選択の仕方が複雑になりますので、理科の先生に相談してください。

数学Ｂ＋数学総合演
習

現代文演習

総
合
学
習

現代文Ｂ

国語表現
演習

コミュニケーション英語Ⅱ

平成２５年度モデルプラン

数学Ⅱ世界史Ｂ 体育 数学Ａ

家
庭
総
合

化学
理科演習
（物理）

体育

理科演習
（化学）

現代文Ｂ
　

国語表現 社会福祉基礎

コミュニケーション英語Ⅲ体育

体育

医療系（看護・作業療・理学療等）大学・短期大学・専門学校　進学希望者②

現代文Ｂ

総
合
学
習

地学基礎体育

Free

コミュニケーション英語Ⅱ

家
庭
総
合

英語基礎
演習

コミュニケーション英語Ⅱ 数学Ａ

英語総合
演習

国公立大学理系進学希望者（化学・生物系）

地学基礎 化学または生物

私立大学文系進学希望者

世界史Ｂ 体育

応用生物

コミュニケーション英語Ⅱ

家
庭
総
合

数学Ⅲ

平成２５年度モデルプラン

国公立大学文系進学希望者

世界史Ｂ 体育

家
庭
総
合

コミュニケーション英語Ⅱ 地学基礎 日本史Ｂ現代文Ｂ 古典Ｂ

現代文Ｂ 古典Ｂ

総
合
学
習

世界史Ｂ 体育

コミュニケーション英語Ⅲ現代文Ｂ

数学Ⅱ

数学Ｂ 数学Ⅱ

数学Ａ

コミュニケーション英語Ⅲ

英語表現
Ⅰ

総
合
学
習

※数学Ⅱは４単位を履修することもできる。

数学Ａ

体育

平成２５年度モデルプラン

政治経済古典Ａ

数学Ⅱ

古典Ｂ現代文Ｂ

日本史Ｂ現代文Ｂ
　

国語表現

※物理系（工学部等）の希望者は選択の仕方が複雑になりますので、理科の先生に相談してください。

家
庭
総
合

コミュニケーション英語Ⅱ
英語表現

Ⅰ

国語表現
演習

古典Ｂ 古典Ａ コミュニケーション英語Ⅲ

古典Ｂ

平成２５年度モデルプラン

Free

理科演習
（化学ま
たは生物)

体育
日本史Ａ

ｏｒ
地理Ａ

数学Ｂ古典Ｂ

コミュニケーション英語Ⅲ

社会福祉系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

世界史Ｂ

私立大学理系進学希望者（化学系）

英語総合
演習

体育

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

英語表現
Ⅰ

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

現代文演習現代文Ｂ体育

※３年次には、進学希望先に応じて、生活支援技術・介護実習・コミュニケーション技術を選択することが望ましい。

介護総合
演習

数学Ａ

現代文Ｂ

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

数学Ⅱ

平成２５年度モデルプラン

医療系（看護・作業療・理学療等）大学・短期大学・専門学校　進学希望者①

家
庭
総
合

世界史Ｂ 体育 地学基礎 生物

世界史Ｂ

英語基礎
演習

コミュニケーション英語Ⅱ現代文Ｂ

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

家
庭
総
合

コミュニケーション英語Ⅲ
英語総合

演習

数学Ⅱ

世界史演習コミュニケーション英語Ⅲ

数学Ｂ＋数学総合演
習

現代文Ｂ

※診療放射線技師等を目指す場合は、2年次で物理基礎及び理科演習（物理）を3年次では物理及び応用物理を選択すること。

生物

地学基礎 Free

理科演習
（生物）

応用化学

物理基礎

物理

生活と看
護

平成２５年度モデルプラン

国語表現
演習

国語表現
演習

基礎看護

平成２５年度モデルプラン

介護総合
演習

Free

体育

日本史
演習

英語表現Ⅱ

理科演習
（生物）

応用生物 Free

介護福祉基礎

地学基礎



２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数学Ⅱ

化学フードデザイン

理科演習
（化学）

フードデザイン

コミュニケーション英語Ⅲ
英語総合

演習

子どもの
発達と保

育

　
国語表現

総
合
学
習

※２年次に器楽Ⅰ・声楽Ⅰを選択することが望ましい。
3年次はスポーツⅣを選択することが望ましい。

数学A 数学Ⅱ

平成２５年度モデルプラン

保育系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

世界史Ｂ 体育

家
庭
総
合

現代文Ｂ
子どもの
発達と保

育
器楽Ⅰ 声楽Ⅰ

　
国語表現 コミュニケーション英語Ⅱ

応用化学 Free

体育
日本史Ａ

ｏｒ
地理Ａ

現代文Ｂ
子ども文

化
国語表現

演習

平成２５年度モデルプラン

体育

家
庭
総
合

現代文Ｂ

演劇系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

体育

体育

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

演技・演出

家
庭
総
合

コミュニケーション英語Ⅱ 舞踊Ⅰ

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

平成２５年度モデルプラン

現代文Ｂ

コミュニケーション英語Ⅱ

平成２５年度モデルプラン

国語表現
演習

数学Ⅱ

世界史Ｂ

構成Ⅰ

音楽理論Ⅰ

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

現代文Ｂ

美術系大学（短期大学）進学希望者

世界史Ｂ 数学Ⅱ

数学Ⅱ

絵画Ⅰ

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

音楽理論Ⅱコミュニケーション英語Ⅲ

家
庭
総
合

体育

総
合
学
習

現代文Ｂ

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ
Ⅰ

現代文Ｂ

コミュニケーション英語Ⅱ

　
国語表現体育

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ
Ⅱ

　
国語表現

国語表現
演習

コミュニケーション英語Ⅲ

コミュニケーション英語Ⅲ

現代文Ｂ

体育系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

数学Ａ現代文Ｂ

体育

舞踊Ⅱ

絵画Ⅱ

現代文Ｂ

体育

家
庭
総
合

スポーツ
Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅲ

音楽系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

数学基礎
演習

　
国語表現 数学Ａ地学基礎

体育

現代文Ｂ

平成２５年度モデルプラン

数学Ⅱ

コーチ学

現代文Ｂ

コミュニケーション英語Ⅲ

演劇総合演習

数学Ⅱ

世界史Ｂ

スポーツ
Ⅳ

体育

総
合
学
習

国語表現
演習

地学基礎

スポーツ概論
スポーツ

Ⅱ
スポーツ

Ⅲ

食物系大学（含む短期大学・専門学校）進学希望者

世界史Ｂ

地学基礎

国語表現
演習

食品衛生

平成２５年度モデルプラン

コミュニケーション英語Ⅱ
英語基礎

演習

英語総合
演習

数学Ⅱ

地学基礎

Free

コミュニケーション英語Ⅱ

家
庭
総
合

体育
日本史Ａ

ｏｒ
地理Ａ

スポーツ
トレー
ナー
実習

数学Ⅱ
国語表現

演習

　
国語表現

総
合
学
習

世界史Ｂ

Free
数学基礎
演習

数学Ⅱ

地学基礎

地学基礎

Free

Free

数学基礎
演習

Free

Free

日本舞踊 Free

構成Ⅱ



２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

保
健

総
合
学
習

Ｌ
Ｈ
Ｒ

３
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

数学Ⅱ

現代文Ｂ 国語表現 数学Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅱ

Free

地学基礎

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

現代文Ｂ
数学基礎
演習

地学基礎体育

家
庭
総
合

コミュニケーション英語Ⅲ

コミュニケーション英語Ⅱ数学Ａ

数学Ⅱ
国語表現

演習

数学基礎
演習

政治経済コミュニケーション英語Ⅲ

平成２５年度モデルプラン

Free

体育

世界史Ｂ

公務員希望者

Free

Free政治経済

※就職試験に対応するため、国・数・英は必ず選択すること。

現代文Ｂ
国語表現

演習
古典Ｂ

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

情報系（プログラミング）大学・短期大学・専門学校進学希望者

数学Ⅱ体育

情報テク
ノロジー

現代文Ｂ

数学Ａ

総
合
学
習

就職希望者

数学Ｂ

現代文Ｂ

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

国語表現

理科演習
（物理）

家
庭
総
合

古典Ｂ

体育

数学基礎
演習

現代文Ｂ

情報
メディア

数学Ⅱ

アルゴリズムとプログラム

数学Ａ

平成２５年度モデルプラン

現代文Ｂ世界史Ｂ

情報テク
ノロジー

現代文Ｂ

平成２５年度モデルプラン

物理

理科演習
（物理）

平成２５年度モデルプラン

情報系（画像処理）大学・短期大学・専門学校進学希望者

ネットワーク
システム

物理基礎

数学Ⅱ 数学Ａ

体育世界史Ｂ

体育

総
合
学
習

日本史Ａ
ｏｒ
地理Ａ

家
庭
総
合

体育

家
庭
総
合

世界史Ｂ

体育

総
合
学
習

数学基礎
演習

コミュニケーション英語Ⅱ

物理基礎 コミュニケーション英語Ⅱ

数学Ⅱコミュニケーション英語Ⅲ

表現メディアの
編集と表現

物理 数学Ｂ コミュニケーション英語Ⅲ Free

Free



平成２５年度入学生用

Ⅳ シラバス（全教科・科目）

１．必履修科目

２．選択必履修科目

３．選択科目

福島県立いわき総合高等学校



１ 必履修科目



系 列 人文国際 教 科 国語 必履修科目（１年次） 

講座名 国語総合 単位数 ４ ブロック

番号  

科目の概要 

言語による表現能力や理解力、これらを土台とする伝え合う力といった、社会の変

化に自ら対応できるために必要な言語能力を総合的に身に付けるために設定され

た高等学校国語における基礎的な科目である。 

科目の目標 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、 
思考力を伸ばし心情を豊かにし，言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、 
国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

・様々な教材を読み、言葉に関する知識・理解を深めより高度な学習への基礎を確 
かなものとする。 

授業形態 講義 

教科書 
使用教材等 

『高等学校 国語総合』（第一学習社）『国語総合学習課題集』（第一学習社） 

『新総合図説国語』（東京書籍）・国語辞典・古語辞典・その他（プリント教材） 

評価の観点 
評価の方法 

１．国語や言語文化に対する関心を深め国語を尊重してその向上を図り、進んで表

現したり理解したりするとともに、伝え合おうとしているかどうか。 
２．自分の考えをまとめたり深めたりして目的や場面に応じ筋道を立てて話したり 

的確に聞きとっているかどうか。 
３．自分の考えをまとめたり深めたりして相手や目的に応じて適切に文章を書ける 

かどうか。 
４．自分の考えを深めたり発展させたりしながら目的に応じて様々な文章を的確に 

読みとったり読書に親しんでいるかどうか。 
５．表現と理解に役立てるための音声・文法・表記・語句・語彙・漢字等を理解し、 

知識を身につけているかどうか。 
６．上記観点に基づき、豆テスト、ノートの提出、授業への取り組みなどを重視し 

ながら定期考査を中心に評価する。 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

・事前に必ず、難解な語句の意味を調べておくこと。 
・授業には必ず、国語辞典や古語辞典もしくは漢和辞典を持参すること。 
                  など準備や予習などが必要である。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

本校における国語学習オリエ

ンテーション 

 

現代文 評論「水の東西」 

 

古文 「宇治拾遺物語」 

 

現代文 小説「羅生門」 

 

古文 「徒然草」 

 

現代文 詩「くらげの唄」 

     「I was born」 

 

現代文 評論「『間』の感覚」 

 

漢文 漢文入門 

 

現代文 表現 手紙の書き方 

 

漢文 故事成語 

 

 

現代文 短歌「その子二十」 

・本校における３年間の国語学習、図 

書館利用について学ぶ 

 

・論理の展開に従い、筆者の主張を正 

確に読みとり要約できるようにする 

・仮名遣いや言葉遣いに注意して音読 

し古文に慣れる 

・様々な状況の中で揺れ動く微妙な人 

間の心理を読みとる 

・古人の生き方や考え方に触れ、理解 

する 

・音読に韻律を味わい、作品の情景や

作者の感動を理解する 

 

・筆者の主張に対して自分の考えを深

めていく作業に取り組む 

・漢文を訓読する方法を学ぶ 

 

・形式に則った手紙の書き方を学ぶ 

 

・故事成語の本来の意味、現在使われ 

ている意味を知る 

 

・定型律の特色を理解し、作者の感動

の中心を押さえて作品を味わう 

 
 
 
 
 
 
 
 
感想文 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

古文 歌物語「伊勢物語」 

 

 

現代文 小説 

「血であがなったもの」 

 

 

 

現代文 評論「科学の限界」 

 

 

 

漢文 「論語」 

 

 

 

現代文 小説「富岳百景」 

 

 

 

 

表現 意見文を書く 

 

 

・物語や和歌の表現に即して古人の心

情や感動を読みとる 

 

 

・「私」の心理変化や行動を周囲の状況

から、整理して読みとる 

 

 

・筆者の論のすすめ方を整理し、読み

とる 

 

 

・現代人の生き方に通じる問題を「論

語」の言葉から汲みとる 

 

 

・時間の経過から「私」の心境がどの

ように変化したのか読みとる 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 公民 必履修科目（１年次） 

講座名 現代社会 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

・公民（政治、経済、国際問題）、青年期の特色、倫理（思想）など幅広い範囲の   

 内容を学習します。 

・現代の社会の中で起こっている諸問題について多方面から学習し、これから自分 

 がどう生きていけばよいのかを考えます。 

・新聞記事やテレビ報道などを参考に現実に起こっている問題を捉え、自分の考え 

 をまとめます。 

・社会に出たときの基礎的事項を学習します。 

 

科目の目標 

・今日の社会で起こっているさまざまな諸問題に関心を持つようにします。 

・広い視野に立って現代社会を捉え、公正に判断できる力を身に付けるようにしま

す。 

・将来、自分がどんな生き方をしたいのかを考えます。 

・基本的用語などを正しく理解するようにします。 

・他人の意見を聞き、自分の考え方との違いについて考えます。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

教科書〔「新版現代社会」（実教出版）〕 

資料集〔｢最新現代社会資料集２０１３｣（第一学習社）〕 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

・教師が指導した内容を理解し、自分考え方がまとめられるかを確認します。 

・定期考査の結果（知識や思考力が身に付いているか）を基礎とし、提出物の状況、 

 教師の発問に対する応答、欠席、授業態度などを総合的に判断します。 

 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

・中学校の社会の公民分野と内容が重なるところが多いですが、その深さやとりあ   

 げかたは高等学校ならではのものです。また、中学校では勉強しなかった内容も 

 説明します。 

・中学校で学習した内容のうえにたって、自分で問題を見つけ、解決することが大 

 切になります。今、社会で起こっている問題や青年期の意義を考え自分の見つめ 

 てみることが必要になります。 

・新聞記事やテレビのニュースに関心を持つことが大切になります。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１章 地球環境問題 

 

 

 

２章 資源・エネルギー問題 

 

 

 

３章 宗教と芸術 

 

 

４章 科学技術の発達と私たち

の生命 

 

５章 現代社会の特質と社会生

活の変化 

 

 

 

６章 現代に生きる青年 

 

 

・地球環境問題とは何か 

・解決の方法と課題 

・個人がなすべき対応 

 

・資源とエネルギーの国際的配分 

・地球環境問題との関係 

 

 

・宗教と芸術の人生における意義 

・世界三大宗教（仏教、キリスト

教、イスラム教） 

・科学技術の発展の光と影 

・遺伝子情報と人権 

 

・大衆社会 

・少子高齢社会 

・高度情報化社会 

・国際化の時代 

 

・青年期の諸問題 

・自立と社会 

・これからの自分 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

７章 現代の経済社会と私たち

の生活 

 

 

 

 

 

８章 国際経済の動向と日本の

役割 

 

 

９章 現代の民主政治と私たち

の生活 

 

 

 

 

10 章 国際政治の動向と日本の

役割 

・企業と市場 

・景気変動と政府の役割 

・金融機関の働きと財政 

・こんにちの金融・財政問題 

・日本経済の特質 

・社会保障と労働問題 

 

・国際経済のしくみ 

・貿易と経済摩擦 

・南北問題と南南問題 

 

・民主政治の本質 

・日本国憲法 

・基本的人権 

・平和主義 

・行政の拡大と選挙 

 

・国際政治の特質 

・国際連合と国際協力 

・こんにちの国際政治 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 必履修科目（２年次） 

講座名 世界史Ｂ 単位数 ３ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

現在私たちが生活している、この時代のこの世界は、これまでに人類が重ねてき

た様々な出来事を土台に成り立っています。つまり、現在の世の中を、表面的では

なく根底から正しく理解するためには歴史を学習することが欠かせません。また、

歴史を学習することによって、過去人類が経験した様々な成功・失敗を知ることが

できます。それは、今後の社会をよりよいものにし、私たちの人生をよりよいもの

にするための大きなヒントになるはずです。 

この科目では世界の歴史を学習します。特に現在の世界と関わりの深い、18 世

紀後半（産業革命以降）から現代までの歴史を重点的に学習します。 

 

科目の目標 

 

世界の歴史の大きな枠組みと流れを、日本の歴史と関連付けながら理解し、文化

の多様性と現代世界の特質を広い視野から考察することによって、歴史的思考力を

培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚を養う。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

教科書「新選世界史Ｂ」（東京書籍） 

図説「最新世界史図説タペストリー」（帝国書院） 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

・世界の歴史に対する関心が深まったか。 

・歴史の大きな枠組みと流れを捉え、広い視野で考える力が身についたか。 

・世界の歴史とそれを背景にした多様な文化に関する基礎的知識が身についたか。 

（方法） 

定期考査の結果を基礎とし、授業態度・提出物の状況などを含めて総合的に評価す

る。 

選択条件 ２年次必履修科目 

選択する上

での心得 

 

『歴史とは、現在と過去との絶えざる対話である』――これは、イギリスの歴史家

Ｅ・Ｈ・カーの言葉です。この世界史の授業を通して、過去との対話を重ね、今こ

こに生きる自分の立ち位置を知り、激変する現代社会の中でどう生きるかを考え、

人生と未来とを切り拓く上での一助としてください。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

文明と地域世界の形成 

 西アジア・地中海世界 

 南アジア・東アジア世界 

 イスラーム世界 

 ヨーロッパ世界 

 

 

ヨーロッパ・アメリカ諸国の発展 

産業革命 

アメリカ合衆国の成立 

フランス革命とナポレオン 

国民国家の建設 

ヨーロッパの文化 

 

 

 

 

 

世界市場の形成とアジア帝国 

ヨーロッパ諸国のアジア進出 

西アジアの変動 

南アジア、東南アジアの変動 

東アジアの変動 

 

 

文明がはじまり、それぞれに歴史

を刻んだ各地域の特色と、ヨーロ

ッパ勢力が世界に進出していくよ

うすをおおまかに学習します。 

 

 

 

18世紀後半から 19世紀にかけて、

ヨーロッパやアメリカで自由や平

等などの思想が広がり、産業革命

など大きな経済的変革のようすを

学習します。 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパ諸国がアジア各地への

進出を拡大し、それによってアジ

ア世界が動揺するようすを学習し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

世界の分割 

世界を支配する国々 

アジアの民族主義と国家建設 

世界の一体化 

 

二つの世界大戦と世界 

第一次世界大戦とロシア革命 

ヴェルサイユ体制 

アジアの独立運動と革命 

アメリカ合衆国の繁栄 

世界恐慌とファシズム 

第二次世界大戦 

 

 

 

戦後世界の形成と変容 

冷戦の展開 
平和共存の模索と多極化の進展 

冷戦の終結と地球社会の到来 

 

世界の一体化が加速する一方、ヨ

ーロッパ諸国によるアジア・アフ

リカの植民地化が進み、対立が表

面化するようすを学習します。 

 

20 世紀前半の世界の動向を二つの

大戦の背景と経過を中心に学習し

ます。また、この時代に起こった、

世界恐慌・社会主義体制の拡大・

アジアの民族運動などについても

学習します。 

 

 

 

 

20 世紀後半の世界の動向を米ソ冷

戦の展開と終結を中心に学習しま

す。また、この時代に起こったア

ジア・アフリカ諸国の独立、多極

化の進展についても学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 必履修科目（１年次） 

講座名 コミュニケーション英語Ⅰ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

（授業について） 

原則的に、英語Ⅰの教科書に沿った授業を展開していきます。扱われる文章の

内容は、「環境問題」、「国際問題」、「友情」、「平和」、「異文化理解」など、幅広い

ものになります。これらを通して語法・英文法・語句などの基礎的な英語力と、

グローバルなものの見方･考え方を育成します。また、週に 1回の ALTと日本人教

師による授業を通して、「聞く・話す」英語力育成もはかっていきます。 

科目の目標 

日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し､情報や考え方などを

英語で話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養います。また積極的にコミ

ュニケーションを図れるように学習していくことが目標です。 

主に「聞く・話す・読む・書く」という４技能のバランスの取れた英語力を育

成することを目的にしています。また、受講者全員英検 3 級以上の英語力を目指

します。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

教 科 書:Ｇｒｏｖｅ English CommunicationⅠ（文英堂） 

ワーク等：Ｇｒｏｖｅ English CommunicationⅠ  フィルインノート 

      Ｇｒｏｖｅ English CommunicationⅠ ワークブック 

単 語 集:DataBase3000（桐原書店） 

英和辞典:エースクラウン英和辞典（三省堂） 

評価の観点 

評価の方法 

１．コミュニケーションに関心を持ち､積極的に言語活動を行い、コミュニケーシ

ョンを図ろうとする。 

２．日常的な話題について、外国語で話したり書いたりして、自分の考えなどを

表現する。 

３．外国語を聞いたり読んだりして､話し手や書き手の意向などを理解している。 

４．外国語の学習を通して、言語やその運用についての知識を身に付けていると

ともに、その背景にある文化などを理解している。 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

① 予習・復習・課題を済ませて授業に臨むこと。 

② 授業には積極的に参加し、主体的に考え、学ぶこと。 

③ コミュニケーションを図る機会が多くあるため、活動する際に必要とされ

るマナーを守ること。 

英語は積み重ねの教科であり、この｢コミュニケーション英語Ⅰ｣は本校でのす

べての英語科目の基礎となるものである。毎時間予習・復習に努めることはもち

ろんのこと、授業においては集中し、積極的な姿勢で学習に励むこと。また、授

業中理解できなかった部分については、その都度質問をし、苦手な部分を無くす

ようにすること。 

備考 

・ ALT との授業では積極的に発言をすること。評価に含まれます。 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。提出が評価に大きく含まれる

のでしっかり行なうこと。 

・ 毎回の単語課題をしっかりと提出すること。 

・ 積極的に英検を受験すること。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

 

 

４月 

 

 

 
 
 
Lesson 1 
Ways of 
 Communication 
 

 
Lesson 2 
Why Is That So? 
 
 
 
Lesson 3 
The Bento Goes 

International 
 
 
 
Lesson 4 
Owen and Mzee: 
An Amazing Friendship 
 

 

 

◎年間を通して、週 1 回 ALT の先生とコミュニケー

ション中心の授業を行います。 
 
★ 形を変えた様々なコミュニケーション方法につ

いて学びます。 
<文法事項> 
主部と述部／「S+V」「S+V+C」「S+V+O」／現在形・

過去形・未来形 
★ 身の回りにある様々な疑問について意見を交換

します。 
<文法事項> 
冠詞＋(形容詞)＋名詞／to 不定詞（名詞的用法）／動

名詞 
 
★ 日本の弁当について理解し、世界に広まりつつあ

る弁当について知る。 
<文法事項> 
進行形／「S+V+O+O」／「S+V+O+C」 
 
 
★ オウエンがなぜ保護されたのか、その経緯を理解

し、ムゼイとの間に芽生えた友情について学ぶ。。 
<文法事項> 
現在完了形／「S+V+O(=that 節)」／過去完了形 
 

毎週単

語テス

ト実施 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

 

 

期末 

 考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

Lesson 5 
Brightening the 
 Future 
 
 
Lesson 6 
Eric Carle: How He 
 Creates His Art  
 

 

 

Lesson 7 
The Netherlands － 
Living with Water 
 

 
Lesson 8 
Merry-Go-Round 
Water Pumps 
 
 
 
Lesson 9 
What’s in a Name? 
 

★ 東根工業高校の生徒達の取組みと、彼らがモンゴ

ルで体験したことについて知る。 
<文法事項> 
分詞の形容詞的用法／to 不定詞（形容詞的用法）／ 
受け身 
 
★ エリック・カールが絵本を創作する過程や、アイ

ディアがどこから生まれるかを理解する。 
<文法事項>  
関係代名詞／to 不定詞（副詞的用法）／ 
関係代名詞 what 
 
★ オランダと日本の関係や、オランダの人々の生活

について理解する。 
<文法事項> 
比較／It is + ~ (for~) + to 不定詞／ 
「S+V+O+to 不定詞」／S+V+O+O(=that 節) 
 
★ アフリカの水問題について知り、それを解決する

ために作られたあるポンプについて理解する。 
<文法事項> 
「S+V+O(=疑問詞節など)」／「S+V+O+C(=現在分

詞)」／「S+V+O+C(=原形不定詞)」／It is +形容詞[名
詞]+that 節 
★ 日本やアメリカの子どもの名前の付け方につい

て知り、自分の名前の由来についても考える。 
<文法事項> 
助動詞を含む受け身／関係副詞／仮定法過去／現在

完了進行形 
★ Communication Corner は進度に応じて授業で

取り扱います。 
 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

冬期 

 課題 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 必履修科目（１年次） 

講座名 数学Ⅰ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

  

この「数学Ⅰ」は、中学校までに学んできた数学を復習しながら、社会生活を送る

上で必要と思われる数学的な考え方、知識が得られる内容になっています。簡単に

言うと、２・３年次で開講される数学科目の基礎となるものです。 

この数学Ⅰは、「２次関数」、「２次不等式」、「三角比」等の高校生になって初め

て学習する内容が含まれています。 

授業に関しては、講義＋問題演習の形になっています。問題演習に関しては、教

科書の演習問題や副教材の問題集を使って、数多くの問題を解いていきます。 

科目の目標 

 

①数と式、不等式と方程式、２次関数及び図形と計量について理解する。 

 

②基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ば

す。 

 

③数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。 

授業形態 講義・演習・確認テスト 

教科書 

使用教材等 

 

教科書：最新 数学Ⅰ （数研出版） 

問題集：３ＲＯＵＮＤ 数学Ⅰ＋Ａ（数研出版） 

 

評価の観点 

評価の方法 

 

積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか（関心・意欲・態度）、自ら考えて課題を

解決しようとしているか（思考・判断）、計算や作図・証明に工夫を凝らしている

か（技能・表現）、定期考査・確認テスト（知識・理解）、提出物等を総合的に判断

して評価します。 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

 

｢数学Ⅰ｣は高校で学習する最初の数学の科目で、本校でのすべての数学科目の基

礎となるものです。この数学Ⅰの内容を理解しないまま２・３年次の数学科目を選

択すると、非常に苦労します。授業においては集中して望み、積極的な姿勢で学習

に励んでください。また、授業中理解できなかった部分については、その都度､質

問をし、苦手な部分を無くすようにしてください。 

 テストに関しては、定期考査と確認テストで評価します。確認テストは、４回の

定期考査の間等に実施しますのでしっかりと勉強してください。 

備考 

 

授業には必ず教科書、ノート（場合によってはファイル）、問題集を用意しておく

こと。 

授業がスタートしたら、予習・復習を行うこと。特に復習には力を入れること。 

なお、課題（宿題）等は評価の一部となるので、必ずやり、期限まで提出すること。 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

第１章 数と式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 ２次関数とグラフ 

 

 

 

 

 

第１節 整式 
１．整式 

２．整式の加法・減法・乗法 

３．展開の公式 

４．式の展開の工夫 

５．因数分解 

６．いろいろな因数分解 

７．実数 

８．根号を含む式の計算 

第２節 １次不等式 
９．不等式 

１０．不等式の性質 

１１．１次不等式の解き方 

１２．連立不等式 

１３．不等式の応用 

第３節 集合と命題 

１４．集合と部分集合 

１５．共通部分、和集合、補集合 

１６．命題と集合 

１７．命題と証明 

 

第１節 ２次関数とグラフ 
１．関数 

２．関数とグラフ 

３．～７．２次関数のグラフ 

８．２次関数の最大・最小 

９．２次関数の決定 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

第３章 図形と計量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 データの分析 

第２節 ２次方程式と２次不

等式 
１０．２次関数のグラフとｘ軸の

共有点 

１１．２次不等式 

１２・２次不等式の応用 

 

第１節 三角比 
１．鋭角の三角比 

２．三角比の応用 

３．三角比の相互関係 

４．三角比の拡張 

５．三角比が与えられたときの角 

第２節 正弦定理・余弦定理 
６．正弦定理 

７．余弦定理 

８．三角形の面積 

９．図形の計量 

 

１．データの代表値 

２．データの散らばり 

３．四分位範囲 

４．データの相関 

５．相関係数 

６．表計算ソフトによるデータ

の分析 

 

 

 

 

 

 

中間考査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



系 列 自然科学 教 科 理科 必履修科目（１年次） 

講座名 化学基礎 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

化学の基本的な概念や原理・法則について学び、科学的な見方や考え方を養って

いく科目です。 

 

 ○化学と人間生活・・・生活の中の化学、化学とその役割 

○物質の構成・・・・・粒子、化学結合  

○物質の変化・・・・・物質量、化学反応式、酸と塩基、酸化と還元 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化への関心を高め、目的意

識をもって観察・実験などを行い、科学的に探究する能力・態度を育てるとともに、

化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養っていく。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

教科書「新編 化学基礎」（数研出版） 

問題集「化学基礎ノート」（数研出版） 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①科学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

 

 化学の基礎についての学習を行いますので、中学校の理科・第１分野の復習をし

ておくと理解しやすくなります。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

化学と人間生活 

1.物質とエネルギー 

 

物質の構成と化学結合 

1.物質の構成 

・混合物と純物質 

・物資とその成分 

・物質の三態と熱運動 

 

2.物質の構成粒子 

・原子の構造 

・イオン 

・周期表 

 

3.粒子の結合 

・イオン結合 

・共有結合 

・金属結合 

 

 

 

○日常生活の中で化学が果た

している役割を理解する。 

 

○実験における基本操作と物

質を探究する方法を学習す

る。 

 

○粒子の熱運動と物質の三態

変化との関係について理解す

る。 

 

 

○原子、分子、イオンとその

結合についての基礎を学習す

る。 

 

○電子配置と周期律の関係を

理解する。 

 

 

○イオンからなる物質、分子

からなる物質、金属について、

性質の違いを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

物質の変化 

1.物質量と化学反応式 

・原子量・分子量・式量 

・物質量 

・濃度 

・化学変化とその量的関係 

 

2．酸と塩基の反応 

・酸・塩基 

・水の電離と水溶液のｐＨ 

・中和反応 

・塩 

 

3．酸化還元反応 

・酸化と還元 

・金属の酸化還元反応 

・電池、金属の精錬 

 

 

 

○物質量の概念について学習

する。 

 

○化学反応の際の反応物と生

成物の量的な関係を理解す

る。 

 

 

○酸，塩基の性質の違いを理

解し、中和反応の定量的な扱

いができるようにする。 

 

 

○酸化還元反応の定義と酸化

数の定義を学習する。 

 

○酸化還元反応と電池の関係

を理解する。 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 必履修科目（１年次） 

講座名 生 物 基 礎 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

日常生活や社会との関連を考えながら、生物や生物現象を観察、実験を通して探

究し、生物の基礎的な考え方や原理、法則を学習する科目です。 

（１）生物と遺伝 ･･･ 細胞の働き、DNAの構造と機能 

（２）生物の体内環境の維持 ･･･ 体内環境を維持する仕組み 

（３）生物の多様性と生態系 ･･･ 生態系の成り立ちとその保全の重要性 

 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識

をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、

生物学の基礎的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

授業形態   講義・実験 

教科書 

使用教材等 

 教科書「高校生物基礎」（実教出版） 

問題集「標準セミナー 生物基礎」（第一学習社） 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①科学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

  

 生物の基礎についての学習を行いますので、中学校の理科・第２分野の復習をし

ておくと理解しやすくなります。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

1章 生物の特徴 

1節 生物の共通性と 

多様性 

 

 

 

2節 細胞とエネルギー 

 

 

 

 

2章 遺伝子とその働き 

1節 遺伝情報と DNA 

 

 

 

2節 遺伝情報の分配 

 

 

 

3節 遺伝情報と 

タンパク質の合成 

 

○生物の分類や細胞の構造とその

働きについて学習する。 

・いろいろな生物 

・生物の共通性の由来 

・細胞の特徴 

○動物や植物の細胞で起こる化学

反応（代謝）について学習する。 

・代謝とエネルギー 

・酵素  ・呼吸  ・光合成 

・ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱと葉緑体の起源 

○遺伝子発見の歴史と DNA の構造

について学習する。 

・ゲノムと遺伝子 

・DNA研究の歴史 

・DNAの構造 

○体細胞分裂と DNA 量の変化につ

いて学習する。 

・細胞分裂と DNA 

○遺伝情報からタンパク質が合成

される過程について学習する。 

・遺伝子とタンパク質 

・タンパク質の合成 

・遺伝子の発現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

3章 生物の体内環境と 

その維持 

1節 体内環境 

 

 

2節 体内環境の維持のしくみ 

 

 

 

3節 免疫 

 

 

4章 生物の多様性と生態系 

1節 植生と遷移 

 

 

 

2節 気候とバイオファーム 

 

3節 生態系と物質循環 

 

 

4節 生態系のバランスと保全 

 

○体液の組成と働き、腎臓の機能

について学習する。 

・体液と体内環境 

・恒常性にかかわるしくみ 

○体内環境維持における神経とホ

ルモンの働きについて学習する。 

・自律神経系による調節 

・ホルモンによる調節 

・自律神経とホルモンによる調節 

○外界からの異物の侵入に対する

生体防御について学習する。 

・生体防御  ・免疫のしくみ 

○植物の生活と森林の成り立ちに

ついて学習する。 

・植物の生活と環境 

・植生とその構造 ・遷移と極相 

○世界や日本における植物分布に

ついて学習する。 

・バイオファームの分布 

○食物連鎖や物質の循環について

学習する。 

・生態系 

・エネルギーの流れと物質循環 

・生態系のバランス 

○環境問題とその取り組みについ

て学習す。 

・人間生活と生態系 

・生態系の保全 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 必履修科目（１年次） 

講座名 家庭基礎 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ、人の一生と家族・家庭、

子どもの発達と保育・福祉、高齢者の生活と福祉、高齢者の生活と福祉、生活の科

学と文化、消費生活と資源・環境などに関する知識と技術を実際の生活の場で生き

て働く力となるよう総合的に学ぶ。 

科目の目標 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的

な知識と技術を習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生

活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

 

 教科書「家庭基礎」 （東京書籍） 

学習ノート「家庭基礎 学習ノート」 （東京書籍） 

 

評価の観点 

評価の方法 

各自の生活の中で課題を見つけ、その課題解決を目指して自ら考え、適切に判断

し意欲的に取り組んでいるか、基礎的・基本的な知識・技術を身につけているかを

定期考査、授業態度、提出物等を通して総合的に評価します。 

選択条件 必履修科目 

選択する上

での心得 

学習ノートや課題プリント、ホームプロジェクト等の提出物は期限を守り、必ず

提出するようにしてください。 

備考 実験実習費（2,000円） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

ホームプロジェクトと学校家庭

クラブ 

＜家族・家庭分野＞ 

１．生涯発達と家族 

 

 

＜高齢者分野＞ 

２．高齢者の生活と福祉 

 

＜食生活分野＞ 

３．食生活の管理と健康 

 

○実験・実習 

 

 

４．ホームプロジェクト 

 

  ＊夏休み各自１研究 

  

 

 

 

 

○ホームプロジェクト・学校家庭

クラブについての説明  

(1)自分を見つめる 

(2)変化する家族・家庭 

(3)男女で担う家庭生活 

 

(1)高齢者の生活と福祉 

(2)高齢者を支えるしくみ 

(3)これからの高齢社会 

 

(1)「食べる」とは 

(2)栄養・栄養素と食品           

(3)食生活の設計 

(4)これからの食生活 

 

(1) ホームプロジェクトの 

題目設定・実施計画          

(2) ホームプロジェクトの 

実施   

(3) ホームプロジェクトの 

発表・評価    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

＜衣生活分野＞ 

６．衣生活の健康と管理 

 

○実習 

 

 

 

 

＜保育分野＞ 

７．保育と子どもの福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜住生活分野＞ 

８．住生活の管理と健康 

 

(1)「着る」とは 

(2)心地よく着る 

(3)被服の材料 

 

 

 

 

(1)子どもの育つ力 

(2)親として共に育つ 

(3)健やかに育つ環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

(1)住まいについて考える 

(2)安全な住まい 

(3)住まいと地域 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 必履修科目（１年次） 

講座名 保健（１年次） 単位数 １ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じ

て自らの健康を適切に管理し、改善していくための資質や能力を育てる。 

科目の目標 

わが国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するために、ヘルスプ

ロモーションの考え方を生かし、実践すること及び環境を改善していく努力が重要

であることを理解する。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 
現代保健体育 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・知識・理解（個人的及び社会的生活における健康・

安全について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解し、知識を身に付ける。） 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

健康で明るい日常生活を送るために必要なことを学びます。生涯を通じて自らの健

康を適切に管理し、改善できるように真剣に学ぶこと。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

・ 私たちの健康のすがた 

・ 健康のとらえ方 

・ 健康と意志決定・行動選択 

・ 健康に関する環境づくり 

 

・ 生活習慣病とその予防 

・ 食事と健康 

・ 運動と健康 

・ 休養・睡眠と健康 

・ 喫煙と健康 

・ 飲酒と健康             

 

 

・ 薬物乱用と健康 

・ 現代の感染症 

 

 

・ 感染症の予防 

・ 性感染症・エイズとその予防 

 

 

 

 

・ 欲求と適応機制 

・ 健康水準の比較 

・ 健康の成立条件や要因 

・ 情報の収集、思考判断や計画と

評価の重要性 

 

・ 生活習慣病の予防 

・ 食生活の重要性と意義 

・ 運動習慣の形成 

・ 休養・睡眠のとり方 

・ 喫煙の問題点と対策 

・ 飲酒の問題点と対策 

 

 

・ 薬物乱用の問題点と対策 

・ 感染症とは何か 

 

 

・ 感染症の種類と感染症対策 

・ エイズの実態と各国の状況 

 

 

 

 

・ 欲求の種類と欲求不満とそれに

対する適応機制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

・ 心身の相関とストレス 

 

・ ストレスへの対処 

 

・ 心の健康と自己実現 

 

・ 交通事故の現状と要因 

・ 交通社会における運転者の資

質と責任 

                 

 

・ 安全な交通社会づくり 

 

・ 応急手当の意義とその基本 

 

 

 

 

・ 心肺蘇生法 

 

・ 日常的な応急手当 

 

・ 心と体の関わりとストレスの原

因について 

・ 自分がとることができる対処法 

・ 自己実現を達成する過程や条件 

・ 交通事故の特徴 

・ 運転者に必要とされるものと自

己に対しての責任や補償 

 

・ 法的な整備、施設・設備の充実

や安全装置 

・ 適切な連絡・通報や運搬など応

急手当の手順 

 

 

 

・ 心肺蘇生法の原理および手順 

・ けがや熱中症の応急手当の手順

や方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 必履修科目（２年次） 

講座名 保健（２年次） 単位数 １ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じ

て自らの健康を適切に管理し、改善していくための資質や能力を育てる。 

科目の目標 

わが国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するために、ヘルスプ

ロモーションの考え方を生かし、実践すること及び環境を改善していく努力が重要

であることを理解する。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 
現代保健体育 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・知識・理解（個人的及び社会的生活における健康・

安全について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解し、知識を身に付ける。） 

選択条件 
 

２年次必履修科目 

選択する上

での心得 

健康で明るい日常生活を送るために必要なことを学びます。生涯を通じて自らの健

康を適切に管理し、改善できるように真剣に学ぶこと。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

・ 思春期と健康 

・ 性意識と性行動の選択 

 

 

・ 結婚生活と健康 

・ 妊娠・出産と健康 

・ 家族計画と人工妊娠中絶 

 

 

・ 加齢と健康 

・ 高齢者のための社会的取り組

み 

・ 保健制度と保健その活用 

・ 医療制度とその活用 

 

 

 

 

 

・ 医薬品と健康 

・ さまざまな保健活動や対策 

・ 大気汚染と健康 

 

 

・ 体の発達の特徴 

・ 性意識の男女差 

 

 

・ 健康な結婚生活の留意点 

・ 受精・妊娠・出産の過程 

・ 家族計画の意義と人工妊娠中絶

の条件 

 

・ 加齢に伴う心身の変化 

・ 保健・医療・福祉の連携と、総

合的対策の必要性 

・ 保健行政の役割としくみ 

・ 医療保険のしくみと医療費が支

払われるしくみ 

 

 

 

 

・ 医薬品の種類と使い方 

・ 健康づくりのための活動 

・ 健康への影響と原因物質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

・ 水質汚濁・土壌汚染と健康 

・ 健康被害の防止と環境対策 

 

・ 環境衛生活動のしくみと働き 

・ 食品衛生活動のしくみと働き 

 

 

・ 食品と環境の保健と私たち 

 

 

 

 

・ 働くことと健康 

・  

・ 労働災害と健康 

 

 

・ 健康的な職業生活 

 

 

 

・ まとめ 

 

・ 健康への影響と原因物質 

・ 環境汚染の防止・改善への対策 

・ ゴミ・し尿・下水道の整備 

・ 行政および製造・生産者が行っ

ている対策 

 

・ 食品の安全性を保つために、私

たち自身にできること 

 

 

・ 仕事の仕方と職場環境の変化 

・ 労働災害の防止対策 

 

 

・ 職場の健康増進対策と日常生活

での健康増進 

 

 

・1年間のまとめと反省 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 必履修科目（１・２・３年次） 

講座名 一般体育男子（１・２・３年次） 単位数 ７ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

運動についての理解と運動の合理的な実践を通し、高度な運動技術を習得し、心身

共に健全な人間育成に資するとともに体育スポーツの振興発展に寄与する資質や

能力を育て、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。 

科目の目標 

心と体を一体とし、運動についての理解と運動の合理的な実践を通して高度な運動

技能を修得できる、心身共に健全な資質や能力を育てる。 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 
カラーワイドスポーツ 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む。） 

選択条件 １・２・３年次必履修科目 

選択する上

での心得 

礼節を重んじるとともに、時間を守ること。得意、不得意に関わらず、真剣に授業

に臨み自己の体力増進に努めること。ルールを守り、身勝手な行動をとらないこと。 

備考 

3年次は選択科目がグループ分けになっているため、球技（スポーツⅡ）を実施す

る。 

１年次に２単位、２年次に２単位、３年次に３単位を履修する。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

1年次  2年次  3年次 

オリエンテーション 

集団行動 集団行動 球技 3種 

球技全般 球技全般 

 
ソフトボール ソフトボールソフトボール 
      

 

新体力テスト 

 
 

水 泳  水 泳   水 泳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柔 道  柔 道  球技内容

選択 

 

 

学習する意義や内容・評価の確認。 

・ 姿勢、方向転換、集合、整とん、

番号、解散、列の増減、開列、

行進。 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲー

ム 

・ 試合・審判法 

・ 文部科学省新体力テスト実施 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲー

ム・試合・審判法 

 

・クロール・平泳ぎ・背泳ぎ 

 

 

 

 

 

 

 

・礼法・姿勢・組み方・進退動作 

 崩し・体さばき・受身・投げ技 

 固め技・試合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

球技全般 球技全般 球技全般 

バスケ  サッカー サッカー 

サッカー バレー  バレー 

バレー  バスケ  バスケ 

バードゴルフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲー

ム 

・ 試合・審判法 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 必履修科目（１・２・３年次） 

講座名 一般体育女子（１・２・３年次） 単位数 ７ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

運動についての理解と運動の合理的な実践を通し、高度な運動技術を習得し、心身

共に健全な人間育成に資するとともに体育スポーツの振興発展に寄与する資質や

能力を育て、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。 

科目の目標 

心と体を一体とし、運動についての理解と運動の合理的な実践を通して高度な運動

技能を修得できる、心身共に健全な資質や能力を育てる。 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 
カラーワイドスポーツ 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む。） 

選択条件 １・２・３年次必履修科目 

選択する上

での心得 

礼節を重んじるとともに、時間を守ること。得意、不得意に関わらず、真剣に授業

に臨み自己の体力増進に努めること。ルールを守り、身勝手な行動をとらないこと。 

備考 

3年次は選択科目がグループ分けになっているため、球技（スポーツⅡ）を実施す

る。 

１年次に２単位、２年次に２単位、３年次に３単位を履修する。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

1年次  2年次  3年次 

オリエンテーション 

集団行動 集団行動 球技 3種 

球技全般 球技全般 

 

バスケ  バスケ  バスケ 

      

 

 

新体力テスト 

 
球技全般 球技全般 球技内容

選択 

 

 

 

 

 

 

水 泳  水 泳 

学習する意義や内容・評価の確認。 

・ 姿勢、方向転換、集合、整とん、

番号、解散、列の増減、開列、

行進。 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲー

ム 

・ 試合・審判法 

 

・ 文部科学省新体力テスト実施 

 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲー

ム 

・ 試合・審判法 

 

 

 

 

 

・クロール・平泳ぎ・背泳ぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

ダンス  ダンス 

 

 

 

 

球技全般 球技全般 
ソフトテニスソフトテニス ソフトテニス 

バレー    バレー    バレー 

バドミントンバドミントン バドミントン 

ソフトボールソフトボール 

 

・ 身体づくり・基本姿勢・身体各

部位の運動・組み合わせた運動 

・ リズミカルな音楽に合わせた

運動・運動の発展 

 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲー

ム 

・ 試合・審判法 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 情報 必履修科目（１年次） 

講座名 社会と情報 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

情報社会に積極的に参画する態度を育てるために、情報の特徴や情報社会の課 

題、情報化が社会に及ぼす影響について理解させる。 

コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を適切に収集・

処理・表現するとともに、効果的にコミュニケーションを行うために必要な基礎的

知識と技能を習得させる。 

科目の目標 

１．情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させる。 

２．情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して、情報を収集、処理、表現さ 

せる。 

３．効果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を 

育てる。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

教科書「最新社会と情報（実教）」 

副教材「基礎からはじめる情報リテラシー（実教）」 

問題集「最新社会と情報学習ノート(実教)」 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

１ 情報や情報社会に関心をもち、身のまわりの問題を解決するために、自ら進ん

で情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知識を身に付け、社会に

おける情報及び情報技術の意義や役割を理解して主体的に対応できたか。 

２ 情報や情報社会における身のまわりの問題を解決するために、情報に関する科 

学的な見方や考え方を活かし、情報モラルを踏まえた思考を深め、適切に判断し 

表現できたか。 

３ 情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な技能を身に付け、目的に 

応じて情報及び情報技術を適切に扱うことができたか。 

（方法） 

定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、課題の状況、 

授業への関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 １年次必履修科目 

選択する上

での心得 

・教科書中心の講義とコンピュータの実習を交互に行います。 

・実習は文書作成、表計算、プレゼンテーションに関するソフトウェアの操作を中 

心に学習します。欠席をすると、実習の進度が大幅に遅れてしまいます。 

・施設・設備を丁寧に扱い、積極的に取り組むことが大切です。 

備考  



 月 単元／題材 学習内容 
定期考査

等 

前    

期 

４月 

１ 情報社会とわたしたち 

 １ 情報社会 

 ２ 情報社会の個人 

 

 ３ 情報とメディア 

 

  

 

 

２ 情報機器とディジタル表現 

 １ ディジタルと情報機器 

  

 

２ ディジタル表現 

 

 

 

 

 

３ 表現と伝達 

 １ 表現の工夫 

 

 

 ２ 表計算の利用 

１ 情報社会と情報 

２ 情報化の光と影 

１ 個人情報とその保護 

２ 情報を扱う責任とモラル 

１ 情報の特徴 

２ メディアの特徴 

３ メディアリテラシー 

 

 

１ アナログとディジタル 

２ 情報機器 

 

 

１ ２進数と情報量 

２ 数値・文字の表現 

３ 音声の表現 

４ 画像の表現 

５ 情報のデータ量 

 

１ わかりやすい情報伝達 

２ 企画書の作成 

 

１ データの入力 

２ グラフの作成 

３ データの抽出 

４ 関数と引数 

５ データの検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

３ プレゼンテーション 

 

 ４ Ｗｅｂページの利用 

 

４ コミュニケーションとネット 

ワーク 

 １ コミュニケーション 

 

 ２ ネットワーク 

 

 

 

５ 法規とセキュリティ 

 １ 情報の管理・保護に関する 

  法律 

 ２ 情報セキュリティ 

 

６ 情報社会と問題解決 

 １ 情報システムと人間 

 

 ２ 問題解決 

 

 

 ２ 問題解決 

１ プレゼンテーションとは 

２ 多様な表現メディアの利用 

１ Ｗｅｂサイトの制作 

２ Ｗｅｂサイトの評価と改善 

１ 発達の歴史 

２ さまざまなコミュニケーション 

３ ネットワークのコミュニケーション 

４ 守らなければならないルールとマナー 
１ ネットワークの特性 

２ インターネットのしくみ 

３ インターネットのサービス 

４ 転送速度とデータ圧縮 

１ 知的財産権 

２ さまざまな法律 

 

１ 情報セキュリティ技術 

２ 情報セキュリティポリシー 

１ 社会における情報システム 

２ 人に優しい情報システム 

３ 情報社会の課題 

１ 問題解決の手順 

２ 問題解決の手法 

３ アンケートの利用 

４ 問題解決の実践 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
期末考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 総合学科 教 科 総合学科 総合学科原則履修科目 

講座名 産業社会と人間 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

 
総合学科の高校生には「自分で課題を見つけ解決していく」「‘学び方’を学ぶ」

「自分の意見を持ち相手に伝える」などの力が求められます。この力を身につけた

うえで、＜自分自身の将来（進路）＞という課題を見つけ、それを実現させるため

にはどうすべきかを考えていくことになるのです。 
 「産業社会と人間（通称‘産社’）」は、自分の将来（進路）のガイダンス的役割 
を担う科目です。本校では、①自分を知る ②様々な生き方を知る ③社会を知 
る ④実際に様々なことを体験する の四点を柱とし、演習や実習を行います。そ 
こから自分の将来をしっかり考えるとともに、学校での生活の仕方や今後の人生設

計を考えていきます。また多彩な外部講師による講演を通して自分たちが生きる社

会についても考察します。 
 

科目の目標 

 
○自分自身を知り、何事にも主体的に取り組む 

○社会について勉強し、これからの社会で必要なことを学び、実践する 

○進路目標を確立して、その実現に向けて努力する 

授業形態 
 
講義・演習・実習（年次全体での一斉授業・クラスごとの授業などがあります） 

教科書 
使用教材等 

『キャリアデザインノート 201１』 
学習内容によって必要な場合は資料などを配布します。 

評価の観点 
評価の方法 

 
①関心・意欲・態度（授業への参加状況、出席状況、レポート提出状況） 

②理解の能力、知識・理解（感想文・レポートの内容） 
 

選択条件 
 
総合学科原則履修科目 

選択する上

での心得 

 
産業社会と人間は総合学科の根幹になる科目です。＜何となく＞授業を受けてい 

ても身につくことはありません。常に目標を持ち、自分の将来を意識しながら積極 
的に参加しましょう。 
さらに、講演や実習など外部の方とのかかわりが多くなります。制服の着こなし 

し方や挨拶など、社会生活で必要なことを高校生活でも意識し、普段から心がける

ようにしてください。 

備考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

①オリエンテーション 
 
 
 
②自己理解 
③ライフプランⅠ 
 
 
④科目選択と履修計画の 
 作成 
 
 
⑤社会を知るⅠ 
 
⑥上級学校を知るⅠ 
 
⑦コミュニケーションⅠ 
 
 
⑧コミュニケーションⅡ 
 
 
 
⑨上級学校を知るⅡ 
 

・ 総合学科について知る 
・ 産業社会と人間の目的を知る」 
 
 
・ 現在までの自分を振り返る。 
・ 自分史 
・ 「将来設計表」の作成 
 
・ 科目選択の目的と意義について考える 
・ 系列／科目ガイダンス 
・ 履修計画の作成 
 
・ 進路ガイダンス（職業・専門学校） 
 
・ 大学授業体験 
 
・ 聞く力・話す力 
 
 
・ 質問力 
 
 
 
・ 上級学校訪問 
・ 上級学校訪問の発表会 

 
 
 
 
自分史

提出 
将来設

計表 
提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
夏期 
休業 
課題 
 
 

 
 

礼状 
レポー

ト作成 
 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

⑩社会を知るⅡ 
⑪社会を知るⅢ 
 
⑪社会を知るⅣ 
 
 
⑫社会を知るⅤ 
 
 
 
 
⑬ライフプランⅡ 
 
 
 
 
 
 
 
⑭ライフプラン全体発表 
 
 
 
⑮全体反省と自己評価 

・ メディアリテラシー 
・ 職業理解 
 
・ 外部講師講話 
 
 
・ 職場体験実習 
・ 職場体験の発表会 
 
 
 
・ 「ライフプラン」の作成 
・ ライフプラン発表会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 産社の意義の再確認と１年間の反省 
・ １年間の反省と今後の抱負について 

 
礼状 
作成 

 
 
 
礼状 
職 場 体

験 レ ポ

ー ト 作

成 
 
 
 
ラ イ フ

プ ラ ン

レ ポ ー

ト作成 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

 
３月 
 
 



系 列 総合学科 教 科 総合学科 必履修科目（２年次） 

講座名 ２年次総合的な学習の時間 単位数 １ ブロック

番号  

科目の概要 

  
総合学科の高校生には「自分で課題を見つけ解決していく」「‘学び方’を学ぶ」「自分

の意見を持ち相手に伝える」などの力が求められます。１年次の「産業社会と人間」

では自分の将来（進路）という課題のもとに、３年次の「課題研究」では自分で選定

したテーマの研究のもとに＜課題解決力＞をつけていくのです。２年次における「総

合的な学習の時間」ではその両方の橋渡しとなることがらを学んでいきます。 
 本校における「総合的な学習の時間（通称‘総学’）」は、①課題研究の導入として

の問題解決・情報運用・発表能力の育成 ②教科横断的な発想法育成 ③「産業社会

と人間」で考えた自己実現のための考察 という三つの観点から、様々な学習活動を

行います。具体的には、ひとつのテーマに対して個人またはグループで課題を見つけ

解決していくこと、課題研究の前段階となるプレ課題研究などです。 
 また、「産業社会と人間」に引き続き外部講師講演会も行われます。さまざまな分野

の講演を通じて自分が生きる社会を考察し、広く視野をもつことを身につけます。 

科目の目標 

 
①進路という観点から、自己の理想と現実のギャップを埋める方策を再確認し、 
 自己実現を目指す。 
 
②３年次に行う「課題研究」に必要な能力（問題解決・情報運用・発表能力など）を 
 育成し、教科を超えた（教科を横断するような）幅広い発想力をつける。 

授業形態 
 
講義・演習 

教科書 
使用教材等 

『２０１１ 課題研究の手引き』 
学習内容に応じて必要な教材等を配布します 

評価の観点 
評価の方法 

 
①関心・意欲・態度 
（授業への参加状況、グループ学習の取り組み方、出席状況、レポート提出状況） 
②理解の能力、知識・理解 
（感想文・レポート・研究作品（プレ課題研究）の内容） 

選択条件 
 
必履修科目 

選択する上

での心得 

 
理論と実習を行います。欠席をすると、実習進度が遅れてしまうので気をつけま

しょう。また、実習などで施設・設備を利用する際には丁寧に扱い、真面目に取り 
組んでください。 
 １年次の「産業社会と人間」に引き続き、外部講師講演会があります。制服の 
着こなし方や挨拶など、社会生活で必要なことを普段から意識して心がけること。 

備考 

 



 月 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

① 課題研究の導入として、以下の能力育成を図る 

（ア）問題解決能力 
・問題発見能力 
・問題整理能力 
・問題分析能力 

  ・問題統合能力 
・企画力 
・問題探求能力 

（イ）情報運用能力 
・情報収集能力 
・情報選択能力 

  ・情報活用能力 
・情報発信能力 

（ウ）討論技術 
・参加 
・協力 
・発言 
・まとめ、提案 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

② 課題研究の導入として以下の知識育成を図る 

（ア）教科横断的な発想 
・研究内容と教科を関連付けて考える 
・教科間の学習を関連付けて考える 

（イ）知識・技術交換 
・自分たちの研究内容を教科・特別活動等で応用できる力 
・多角的視野育成 

 
③ 自分についての考察を深める 

（ア）存在について 
・集団の中における役割 
・自分の個性や特徴を知る 

（イ）進路について 
・興味関心を広げ、自己の進路に関しての考えを深める 
・社会状況を捉え、対応できる力 

 
④ 表現能力育成 

（ア）発表能力 
・自分の能力を的確に述べる 

（イ）協同 
 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 
 
 
 

 

前期 
①進路研究 
②小論文対策講座 
③外部講師講演会   など 

後期 
①修学旅行事前研究 
②プレ課題研究 
③課題研究導入 
④外部講師講演会   など 



系 列 総合学科 教 科 総合学科 必履修科目（３年次） 

講座名 ３年次総合的な学習の時間 
（課題研究） 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

総合学科の高校生には「自分で課題を見つけ解決していく」「‘学び方’を学ぶ」「自

分の意見を持ち相手に伝える」などの力が求められます。１年次の「産業社会と人間」

では自分の人生とそれを実現する方法について考えました。 
３年次の「課題研究」は、いわき総合高校で学んできたことをもとに、学問に対

する課題を見つけ研究していく科目です。しかし、「産業社会と人間」の時のよう

に何をするかは決まっていません。１年間で何を研究するか、毎時間何をするか、

どこに調査に行くか、などほとんどを自分自身でやらなければなりません。 
この「課題研究」は、総合学科で学ぶべきことを身につける総まとめなのです。

この課題研究で何を研究するのか、どんな作品を作るのかを意識して勉強に励むこ

とが必要です。毎年１２月には課題研究校内発表会があり、各科の選考を経た代表

者が、全校生の前で発表することになります。最も優れた発表者は福島県総合学科

課題研究発表会に参加することになります。 

科目の目標 

 
自己の理想を実現するために選択して学んできた科目、またそれに伴う体験を 

もとに、自ら課題を見つけ、研究し、一つの作品を作ることで、課題解決能力を育

成する。同時にその研究を多くの人に効果的に伝えるプレゼンテーション能力の育

成を図る。様々なことから課題を見つけ解決していく「生きる力」をつけることが

目標である。 

授業形態 
 
講義・演習 

教科書 
使用教材等 

「課題研究への手引き」「課題研究ノート」 
＊各教科からの資料 

評価の観点 
評価の方法 

①関心・意欲・態度 
（研究への取り組み方、出席状況、レポート提出状況） 
②理解の能力、知識・理解 
（研究論文・レポート・作品の内容） 
③その他教科の評価基準による 

選択条件 全員２年次の１２月～３月に課題研究テーマを決定する。 

選択する上

での心得 

  
１２月に行われる「いわき総合高等学校研究発表会」に向けて、自分の研究を 

進めていかなければなりません。１年間（実質９ヶ月）で完成させなければなら 
ないのでしっかりした計画を立てる必要があります。２年次の後半から課題研究 
の準備が始まります。３年間の総まとめなので、悔いのないよう取り組み、作品 
を完成させましょう。 
 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

①個人テーマ決定 
②研究計画作成 
 
 
③個人研究 

それぞれの系列に分かれ個人テーマ作成と

年間の計画を立てる。 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

  

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

 
３月 
 

 

いわき総合高等学校研究発表会課題研究全体発表 

   福島県総合学科生徒課題研究発表会 

研究分野によって異なるが数回レポート提

出、中間発表会、検討会などが行なわれる。 



２ 選択必履修科目



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

選択必履修科目 

（３年次） 

講座名 日本史Ａ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

江戸時代の終わりから現代にいたるまで、近現代を中心に日本の歴史を学習しま

す。特に近代社会が成立し発展する過程に重点をおき、世界史的な視野に立って、

現代日本の形成の歴史的過程を正しく理解します。 

科目の目標 

近現代史を中心とする日本の歴史の展開を、世界史的視野に立ち日本を取り巻く

国際環境などと関連付けながら考察する。そのことによって、歴史的思考力を培い、

日本国民としての自覚と、国際社会において主体的に生きる力を養う。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

教科書 ： 高校日本史Ａ新訂版（実教出版） 

図 説 ： 新詳日本史図説（浜島書店） 

評価の観点 

評価の方法 

日本の歴史に関心を持ち、課題意識を高め、意欲的に追求しようとしているか。

【関心・意欲】 

日本の歴史を、世界史的視野に立って多面的・多角的に考察し、国際社会の変化

を踏まえ、公正に判断できるか。【思考・判断】 

日本の歴史に関する資料を読み取り、適切に活用することができるか。【技能・

表現】 

日本の歴史についての基本的な事項についての知識を身に付け、歴史の展開につ

いて正しく理解しているか。【知識・理解】 

 

以上の観点に基づいて、定期考査の結果を基礎とし、授業態度、提出物の状況な

どを含めて総合的に評価する。 

選択条件 

日本史Ａ・日本史Ｂ・地理Ａ・地理Ｂのいずれか１科目以上を履修すること。た

だし、２年次に日本史Ｂを履修した場合、３年次に日本史Ａを履修することはでき

ない。 

選択する上

での心得 

 日本史を上級学校の受験科目とする可能性のある生徒、および上級学校で歴史や

文化を専門に学習する予定の生徒は、この科目でなく日本史Ｂを選択してくださ

い。 

 このシラバスを見れば分かるように、この科目は最近約１５０年の日本の歴史に

ついて学習する科目です。現代の私たちにつながる事項も多く登場すると思いま

す。選択必履修科目ですので、やむを得ず選択する生徒も多いと思いますが、ぜひ

高い関心を持って受講してください。 

備 考  



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１章 大日本帝国の誕生 

 幕藩体制の動揺 

 開国と社会の変動 

 尊王攘夷から倒幕へ 

 明治維新と新政府の成立 

 文明開化と富国強兵 

 新政府の近隣外交 

 民権思想と国会開設運動 

 松方財政と秩父事件 

 大日本帝国憲法の制定 

 初期議会と日清戦争 

 条約改正と日英同盟 

 産業革命と社会問題 

 日露戦争 

 重工業の発達と財閥の成立 

 欧米文化と伝統文化 

 

２章 大日本帝国の展開 

 朝鮮の植民地化 

 大正デモクラシー 

 第一次世界大戦 

 第一次世界大戦後の社会 

 米騒動と社会運動 

 江戸幕府の体制が揺らぎ滅ん

で、明治新政府が成立するよう

すを学習する。 

 

 明治新政府が欧米の文化の影

響を受けながら、憲法制定など

近代化を進めていくようすを学

習する。 

 

 条約改正や日清戦争、日露戦

争など対外関係の推移について

学習する。 

 

 近代産業の発展のようすと近

代文化の特色について学習す

る。 

  

 政党政治が発展していくよう

すを学習する。 

 

 第一次世界大戦が日本の経済

や国際的地位に与えた影響につ

いて学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 大正期の文化 

 普通選挙法と治安維持法 

 満州事変と満州国 

 日中戦争 

 第二次世界大戦と日本 

 戦時下の学問と文化 

 太平洋戦争と敗戦 

   

３章 日本国憲法と現代の世界 

 戦後世界と日本 

 日本国憲法と民主教育 

 戦後改革の転換 

 サンフランシスコ平和条約 

 新日米安全保障条約 

 高度経済成長と沖縄復帰 

 低成長への転換 

 世界の変動と日本 

 

 軍国主義が高まり国内政治と

対外政策が変化し、敗戦へと向

かうようすについて学習する。 

 

 敗戦後の日本の復興について

国際状況と関連付けながら学習

する。 

 

 高度経済成長を経て、経済大

国として発展していくようすを

その問題点とともに学習する。 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

 自宅学習   

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

選択必履修科目 

（２年次） 

講座名 日本史Ｂ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

日本の歴史の展開について、世界史的視野に立って各時代の特色及び変遷を総合

的に考察し、日本の文化と伝統についての認識を深めます。この過程の中で学習の

対象を狭い意味での日本史にのみ限定せず、各時代における国際環境との関連を視

野に入れ、空間的なかかわりや世界史的な観点から日本の歴史と文化を考える学習

を重視します。そのために、日本の歴史の展開について、その時代的背景としての

政治・経済・社会・文化・対外関係などを総合した考察と理解や、それに基づく歴

史的思考力を育成します。 

特に基本的な事項の知識理解を重点的に行い、上級学校進学に向けて日本史の力

を養うための科目です。 

科目の目標 

日本の歴史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察し、日本の文化と伝統

の特色についての認識を深めることによって、歴史的思考力を培い、国民としての

自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。 

授業形態 講義（演習を行うこともある） 

教科書 

使用教材等 

教科書 ： 高校日本史Ｂ新訂版（実教出版） 

図 説 ： 新詳日本史図説（浜島書店） 

評価の観点 

評価の方法 

日本の歴史に関心を持ち、課題意識を高め、意欲的に追求しようとしているか。

【関心・意欲】 

日本の歴史を、世界史的視野に立って多面的・多角的に考察し、国際社会の変化

を踏まえ、公正に判断できるか。【思考・判断】 

日本の歴史に関する資料を読み取り、適切に活用することができるか。【技能・

表現】 

日本の歴史についての基本的な事項についての知識を身に付け、歴史の展開につ

いて正しく理解しているか。【知識・理解】 

選択条件 

日本史Ａ・日本史Ｂ・地理Ａ・地理Ｂのいずれか１科目以上を履修すること。た

だし、２年次に日本史Ｂを履修した場合、３年次に日本史Ａを履修することはでき

ない。また、２年次に日本史Ｂを履修していなければ、３年次に日本史演習を履修

することができない。 

選択する上

での心得 

 四年制大学進学を希望する者。日本史演習とセットで履修することをお勧めしま

す。 

予習をしっかり行うことが必要です。教科書を読み込み、基本的な学習内容を把

握し、理解できなかったところはノートに書き出し、授業の場等で質問すると良い

でしょう。復習も大切です。授業内容を整理し、理解できた内容とできなかった内

容をまとめましょう。わからなかったことはそのままにせず、質問して解決しまし

ょう。また、興味を持ったところは、自分で調査・探求し、理解を深めましょう。 

備 考 進度等の状況により、学習内容を精選する場合がある。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

第１章 文化と国家の形成 

 

 

 

 

第２章 古代国家の確立 

 

 

 

 

 

第３章 中世社会の成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 中世社会の展開 

 

 

 

 

 原始社会の人々の生活の変化、大

和朝廷による統一、律令に基づく古

代国家の成立と推移及び文化の形成

について、東アジア世界の動きとも

関連付けて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 武家政権の成立から戦国大名の時

代に至る武家社会の進展と文化の展

開について、東アジア世界の動向と

関連付けて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

第５章 統一政権の成立 

 

 

 

 

 

 

第６章 幕藩体制の展開 

 

 

 

 

 

 

第７章 大日本帝国の誕生 

 

 

 

 

 

 

織豊政権及び幕藩体制の特色と推

移、社会・文化の動向について、国

際関係とその影響にも触れながら理

解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開国、幕府の滅亡と新政府の成立

からの明治時代の近代日本の歩みに

ついて、アジアにおける国際環境と

関連付けて考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

選択必履修科目 

（３年次） 

講座名 地理Ａ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

世界の人々の生活や世界各地の文化の特色について学習し、各地域がかかえている

課題について考察します。また、現代の世界全体に共通する課題や、地域間のつな

がりにも注目します。さらに、必要な知識を身につけるだけでなく、さまざまな課

題を解決するためにはどうすればよいのかといったことを考えたり、地図・グラ

フ・写真など地理的な資料をもとにした作業的な内容の学習もおこないます。 

科目の目標 

１ 世界に対して興味関心を深める。 

２ 世界の人々の生活・文化の地域的な特色、課題を正しく理解する。 

３ 国際化の進展など、世界情勢の変化を理解し、基本的な知識や考え方を身につ

ける。 

４ 地図・資料などの情報を正しくよみとり、有効に活用する能力を養う。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

教科書「地理Ａ」（東京書籍）、資料集「世界の諸地域 NOW」（帝国書院）、地図帳・

その他 

評価の観点 

評価の方法 

＜評価の観点＞  

・ 世界に対して深い関心を持つ。 

・ 写真、地図、図表から地理的な情報を読み取り、諸問題について考察を深め

る。 

・ 地図化、グラフ化、読図などの地理的な技能をのばす。 

・ 世界各地の特徴についての基礎的知識を身につけ、民族・環境など世界の諸

問題についての理解を深める。 

＜評価の方法＞  

定期考査の結果（知識や思考力が身に付いているか）を基礎とし、提出物の状況、

資料作成能力、関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 
日本史Ａ・日本史Ｂ・地理Ａ・地理Ｂのいずれか１科目以上を履修すること。ただ

し、２年次に地理Ｂを履修した場合、３年次に地理Ａを履修することはできない。 

選択する上

での心得 

上級学校の受験科目として地理を利用する可能性のある生徒、および上級学校で地

理を専門に学習する予定の生徒は、この科目ではなく地理Ｂを選択してください。

また、題材として世界全体について取り扱うので、世界全体に対してある程度興味

関心のある生徒のみ受講してください。 

備考 

具体的事例としてとりあげる国、地域については、各国の状況、国際情勢の変化に

応じて変更する場合があります。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考 

査等 

前    

期 

４月 

１ 球面上の世界と地域構成 

（１） 球面上の世界 

（２） 平面上の世界 

（３） 日本の位置と領域 

（４） 略地図 

２ 結びつく現代世界 

（１） 交通・通信の発達と世界の

一体化 

（２） 人の移動・もの・国家間の

結びつき 

３ 多様さを増す人間行動と現

代世界 

 

４ 身近な地域の国際化の進展 

＊３か４のいずれかを選択 

 

 

５ 世界的視野から見た自然環

境と文化 

（１） 地形 

（２） 気候 

（３） 文化 

地球は球面であることを認識

し、地図とのずれを確認する 

世界規模の地図の特徴を理解す

る 

世界各国や日本の位置関係を把

握し領土問題を考える 

 

情報・通信・交通の発達による

世界の一体化について理解する 

貿易・国家間の結合（ＥＵ、Ａ

ＳＥＡＮなど）を理解する 

人々の様々な行動が地理的環境

と関連があることを様々な事例

を通して理解する 

国際化を身近な事例からとらえ

る 

図表・写等資料を通しての国際

化を理解する 

日本の国際化について考察する 

地形や気候と人々の生活との関

係についての理解する 

ｹｯﾍﾟﾝの気候区分を理解する 

言語・宗教等の特徴と分布の理

解 

ﾊｲｻｰｸﾞﾗﾌ、雨温図のよみとりと

作成をおこなう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

６ 諸地域の生活・文化と環境 

（１） ヨーロッパ 

（２） 北アメリカ 

（３） 中部・南アメリカ 

（４） オセアニア 

（５） 東南アジア 

（６） 南アジア 

（７） 西アジア 

（８） 中・南アフリカ 

 ＊上のうちいくつかを選択 

７ 近隣諸国の生活・文化と日本 

（１） 韓国 

（２） 中国 

（３） ロシア 

＊上のうち、１～２つを選択 

８ 地球的課題 

（１） 人口問題 

（２） 居住・都市問題 

（３） 食料問題 

（４） 資源・エネルギー問題 

（５） 環境問題 

 ＊上のうち、２～３つを選択 

各地域の特色（自然、民族、農

牧業、文化、生活習慣等）につ

いて理解する。 

各地域の人々が、環境に対して

どのような工夫をしているのか

理解する 

各地域が抱えている課題を理解

し、どのようにすれば解決でき

るのかを考察する 

 

さまざまな資料をもとに近隣諸

国について理解を深め、今後の

日本との関係について考える。 

 

 

地球全体で解決しなければなら

ない諸問題について、原因を追

究し、実態を把握する。また、

解決のためにどうすればいいの

かを考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 
自宅学習   

３月 

 



系列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

選択必履修科目 

（２年次） 

講座名 地理Ｂ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

自然環境（地形や気候など）、資源（エネルギー資源、鉱産資源）、産業（農業、工

業など）、都市と村落、生活文化（言語、宗教、生活習慣など）について、世界全

体に視野を広げて、それぞれの分野で詳細な事項まで学習します。 

必要な知識を身につけるだけではなく、さまざまな課題を解決するためにはどうす

ればいいのかということを考えたり、地図・グラフ・写真など地理的な資料をもと

にした作業的な内容の学習もおこないます。 

また、上級学校進学に向けて地理の力を養うための科目でもあります。 

科目の目標 

１ 世界に対して興味関心を深める。 

２ 世界の人々の生活・文化の地域的な特色、課題を正しく理解する。 

３ 国際化の進展など、世界情勢の変化を的確に理解し、判断するための知識や、

見かた・考え方を身につける。 

４ 地図・資料などの情報を有効に活用する能力を養う。 

５ 上級学校受験に必要な能力を身につける。 

授業形態 
講義 

教科書 

使用教材等 

教科書「詳解地理Ｂ」（二宮書店）、資料集「世界の諸地域 NOW」（帝国書院）、地図

帳 

評価の観点 

評価の方法 

＜評価の観点＞  

・ 世界に対して深い関心を持つ。 

・ 写真、地図、図表から地理的な情報を読み取り、諸問題について考察を深め

る。 

・ 地図化、グラフ化、読図などの地理的な技能をのばす。 

・ 世界各地の特徴についての基礎的知識を身につけ、民族・環境など世界の諸

問題についての理解を深める。 

＜評価の方法＞  

定期考査の結果（知識や思考力が身に付いているか）を基礎とし、提出物の状況、

資料作成能力、関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 

日本史Ａ・日本史Ｂ・地理Ａ・地理Ｂのいずれか１科目以上を履修すること。ただ

し、２年次に地理Ｂを履修した場合、３年次に地理Ａを履修することはできない。

また、２年次に地理Ｂを履修していなければ、３年次に地理演習（４単位）を履修

することができない。 

選択する上

での心得 

上級学校の受験科目として必要な者のみ選択すること。 

地理演習とセットで選択することが望ましい。 

 

備考 

具体的事例としてとりあげる国・地域については、各国の事情・国際情勢の変化に

応じて変更となる場合があります。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

現代世界を地理的事項から

考える 

第１章 自然環境 

１ 地形からみた世界 

２ 気候からみた世界 

３ 総合的な自然環境から

みた世界 

 

第２章 資源と産業 

１ 農業と水産業からみた

世界 

 

２ エネルギー・原料資源か

らみた世界 

 

 

３ 工業からみた世界 

 

 

 

第３章 村落・都市と生活文 

化 

１ 村落・都市からみた世界 

  

・山地、平野、海岸などの地形の特徴

を具体的な事例を通して理解する。 

・日本の地形の特徴を理解する 

・地形図の読図をおこなう 

・気温・降水量・大気循環・水の循環

などの特徴を理解する 

・ｹｯﾍﾟﾝの気候区分に従い、世界の気候

の特徴と分布傾向を理解する 

・自給的農業、商業的農業、企業的農

業の特徴と分布を理解する 

・日本と世界の漁業の特徴を理解し、

課題について考える 

・エネルギー資源と鉱産資源の分布を

通して、エネルギー問題について考

える 

 

・どのようなところでどのような工業

が発達するのか資料をもとに考え、

工業地域の分布傾向を理解する 

 

・村落（集落）や小都市、大都市など

がどのような理由で発達するのか

を、世界の村落や都市を事例に考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

２ 文化と衣食住からみた

世界 

３ 消費・余暇行動からみた

世界 

 

現代世界を地域から考える 

第１章 市町村規模の地誌 

１ 学校所在地を調べる 

２ 外国の都市を調べる 

第２章 国家規模の地誌 

１ アメリカ 

２ ブラジル 

３ ロシア  

４ インド 

５ オーストラリア 

第３章 州・大陸規模の地誌 

１ ヨーロッパ 

２ 中南アフリカ 

３ 東南アジア 

４ 西・中央アジア 

・宗教や言語の伝播・拡大過程を理解

する 

・余暇の過ごし方の地域的な違いをさ

ぐり、その背景について考える 

 

 

・調査対象の地域の大きさや場所によ

って、どのような調査方法がより的

確なのかを学習する 

・各国について、自然、民族、歴史、

工業、人々の生活などさまざまな角

度から調査し、各国が抱えている課

題について考える 

  

 

・各地域の共通性と地域差に着目して、

地理的な項目から調査する方法を学

び、各地域の特徴を理解する。また、

各地域がかかえている課題について

も考察する。 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

選択必履修科目 

（２年次） 

講座名 物理基礎 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

物理的な事物・現象についての観察、実験などを行いながら、物理学の基本的

な概念や法則について学習をする科目です。 

  

○物体の運動とエネルギー 

・・・運動、力、慣性の法則、運動の法則、力学的エネルギー 

○物理現象とエネルギーの利用 

  ・・・熱、波、電気、エネルギーとその利用 

  

科目の目標 

 

物理的な事物・現象についての観察、実験などを行い、自然に対する関心や探

究心を高め、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原

理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

教科書 

問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①物理学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学

期末および年度末に評価を行う。 

選択条件 

 

２年次に「理科演習（物理）」 を履修すること。 

３年次に「物理」を選択することが望ましい 

 

選択する上 

での心得 

 

基本的な数学の力を有していることが望ましい。 

問題集等を活用した自主的な学習や、中学校の物理分野についての復習が不可欠

です。論理的な思考力や数学的な計算力を必要とし、家庭学習を怠ると単位修得

は難しくなりますので、その点を注意してください。  

 

  

備考 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 
物理の世界 
・物理学とは 
・物理量の測定 
 
 
物体の運動 
1.運動の表し方 
・身のまわりの物体の運動 
・速度 
・加速度 
 
2.力 
・様々な力 
・力のつりあい 
・作用と反作用 
 
3.運動の法則 
・慣性の法則 
・物体の落下運動 
 
エネルギー 
1.運動とエネルギー 
・運動エネルギーと位置エネル
ギー 
・力学的エネルギー保存の法則 

 

 

○単位と次元、有効数字につい

て理解し、今後の学習の基礎

とする。 

 

○直線運動における変位、速

度、加速度、速度の合成、相

対速度など運動の表し方を

学び、その概念を理解する。 

 

 

○力の合成，分解，つり合いな

ど，力の性質を理解する。 

 

○ニュートンの古典力学の基

本である運動の三法則を学

習する。 

 

○運動エネルギーと位置エネ

ルギーについて理解し，一定

の条件のもとで力学的エネ

ルギーが保存することを理

解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
2.熱とエネルギー 
・熱と温度 
・熱と仕事 
・気体の法則と分子運動 
 
 
3.波 
・波の性質 
・光 
・音 
・ドップラー効果 
 
 
4.電気 
・電流 
・電気抵抗 
・電気の利用 
 
 
5.エネルギーとその利用 
・さまざまなエネルギー 
・日常生活と物理 
・物理学の未来 

 

○熱容量と比熱について学び、

熱量保存の法則を理解する。 

○熱と仕事の関係を理解し，熱

力学の第一法則について学習

する。 

 

○単振動と正弦波について学

習する。 

○音の三要素を理解し，波の性

質が音としてはどのような性

質になるのかを理解する。 

 

○オームの法則や電気抵抗の

直列接続，並列接続，抵抗率に

ついて理解する。 

○直流と交流の違い，交流の実

効値について理解する。 

 

○放射線，核エネルギー，原子

力発電について理解する。 

○物理の応用と日常生活，物理

の未来について理解する。 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

選択必履修科目 

（２年次） 

講座名 地学基礎 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

地学的な事物・現象についての観察、実験などを行いながら、地学の基本的な

見方・考え方や原理・法則について学習をする科目です。 

  

○宇宙における地球・・・惑星としての地球、宇宙の構成 

 

○変動する地球・・・・・活動する地球、移り変わる地球、大気と大洋、 

            地球の環境  

 

科目の目標 

 

日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を

高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、地学的に探究する能力と態度を

育てるとともに、地学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考

え方を養う。 

 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

教科書 

問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①科学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学

期末および年度末に評価を行う。 

選択条件 

 

２年次選択必履修科目 

 

選択する上 

での心得 

 

 

地学の基礎についての学習を行いますので、中学校の理科・第２分野の復習を

しておくと理解しやすくなります。 

備考 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

第１章 地球の構成と運動 

１節 地球の形と大きさ 

 １ 地球の形と大きさを調べる 

 ２ 地球の形 

２節 地球内部の構成 

 １ 地球内部の層構造 

 ２ 地球内部の状態と構成物質 

 ３ 地殻を構成する物質 

３節 火山と地震 

 １ 火山活動 ２ 地震活動 

４節 プレートの運動 

 １ プレートテクトニクス 

 ２ 大地形の形成 

 

第２章 地球の変遷 

１節 地層と化石 

 １ 地層のできかた 

 ２ 地質構造の形成 

３ 化石と地質時代の区分 

２節 古生物の変遷と地球環境 

 １ 初期生命と大気の変化 

 ２ 多様な生物の出現と脊椎動物  

の発展 

３ 哺乳類の繁栄と人類の発展 

 

第３章 大気と海洋 

１節 大気の構造と運動 

 １ 大気の層構造 

 ２ 大気の動きと天気 

 

・地球の形や大きさの探求の歴史 

・詳しい地球の形と大きさ 

 

・地球の内部構造の調べ方 

・地球内部の構成する物質 

・岩石の分類や成因，性質 

・鉱物の種類と特徴 
・マグマの性質と噴火様式・火山の形 

・地震と断層運動 

 

・プレートテクトニクスとプルームテクト

ニクス 

 

 

・地層のでき方と時間的経過 

・地質構造と地殻変動 

・化石記録と生物界の変遷 

・地質時代の区分の仕方 

 

・地球の大気の変化の変遷 

・生命の誕生と進化 

・多様な生物の出現と繁栄、大量絶滅 

・人類の誕生 

 

 

・大気の層構造，大気圧,大気組成 

・対流圏と気象現象 

・大気の状態変化と雲のでき方 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

２節 大気の大循環 

 １ 地球のエネルギー収支 

 ２ 大気大循環 

 ３ 気象と気候 

３節 海洋の構造と海水の運動 

 １ 海洋の層構造 

 ２ 海水の運動と循環 

 

第４章 太陽系と宇宙 

１節 太陽系の中の地球 

 １ 太陽系の概観 

 ２ 太陽系の構成 

 ３ 太陽系の形成と地球の誕生 

 ４ 生命の星 地球 

２節 太陽とその進化 

 １ 太陽の構造と活動 

 ２ 恒星としての太陽 

 ３ 太陽の誕生と進化 

３節 宇宙のすがた 

 １ 宇宙の誕生 

 ２ 銀河とその分布 

 

第５章 地球の環境 

 １節 日本の自然環境 

  １ 日本列島がつくる自然の特徴 

  ２ 自然がもたらす災害と恩恵 

 ２節 地球環境の科学 

  １ 気候変動と異常気象 

  ２ 地球環境問題と未来の地球 

 

 

・太陽放射と地球放射 

・大気とエネルギーの大循環 

・日本周辺の気団と季節変化 

 

・海洋の層構造と循環 

・水の大循環 

 

 

・太陽系の天体 

 

・太陽系の成り立ちと地球の誕生 

 

・地球の形成と生命誕生 

 

・恒星としての太陽の構造と活動 

 

・太陽の過去と未来 

 

・ビッグバンと宇宙の膨張 

・銀河系の構造と分布 

 

 

・日本列島の地形の特徴 

・日本の気候(四季)の特徴 

・日本列島の災害と防災 

 

・地球の気候変動と環境問題 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 選択必履修科目（１年次） 

講座名 音楽Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

独唱や合唱をとおして、歌うことの意味について考え、表現力の向上を目指しま

す。また、ギター、箏など、様々な楽器の演奏法を学習することにより、幅広い器

楽合奏を行います。さまざまな音楽を鑑賞し、音楽の成り立ちや、世界各国、日本

の伝統音楽などの知識を広げます。 

科目の目標 

１ 発声の基本を身につけ、正確な音程で歌えるようにする。 

２ 合唱活動を通して、互いの音を聞きあい、美しいハーモニーで演奏できるよう

にする。 

３ ギター、箏の基本奏法を理解し、演奏できるようにする。 

４ 器楽合奏を通して、互いのパートを聞きあい、心を合わせた表現ができるよう

にする。 

５ 幅広いジャンルの音楽を鑑賞することにより、表現方法の多様さや、表現力の

訴える力について理解する。   

 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

 

ＭＯＵＳＡ １   

評価の観点 

評価の方法 

音楽に対する興味関心を持ち、意欲的、主体的に音楽活動を行い、その喜びを味

わおうとすることができたか。自己のイメージを持ち、創造的な表現をするための

技能を身につけられたか。 

 定期考査、定期実技テスト、提出物、確認テストを総合評価する。 

選択条件 
 

１年次選択必履修科目。音楽Ⅰ・美術Ⅰのいずれかを履修すること。 

選択する上

での心得 

  

何事もできるようになるためには、一つ一つの積み重ねが必要です。音楽用語や

音符や休符の意味など楽譜を読むために必要な学習は不可欠です。ただ楽しく過ご

す時間ではありませんから、授業時間中に理解するべきこと、できるようになるべ

きことについては自主的に取り組む姿勢で臨みましょう。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

歌唱 

 校歌 

 日本の歌 

 

器楽 

 箏に親しむ 

  「さくらさくら」 

 

 

重唱 

 涙そうそう 

 Amazing grase 

 

器楽 

  ギターの基礎奏法 

 

 

鑑賞 

 「ｱﾙﾊﾝﾌﾞﾗ宮殿の思い出」 

 「天国への階段」 

  

日本音楽史概論 

校歌練習を通して校風を理

解する。 

 曲種に応じた発声の違いを

理解する。 

 箏の基本的な知識と奏法に

ついて理解し、実際に弾くこと

ができるようにする。 

  

 

 互いの声部をよく聞き合い

ながら、声によるアンサンブル

を作り上げる。 

 

 

 ギターの基礎奏法を理解す

る。音階とコードネームについ 

て理解する。  

 

 さまざまなギターの種類と

音色のおもしろさを味わう。 

 

  

 日本音楽史のおおまかな流

れを理解する。 

中間実技テ

スト 

「箏」 

 

 

確認テスト 

「歌唱」 

 

 

確認テスト 

「ギター」 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

鑑賞 

 雅楽「蘭陵王」 

 箏曲「春の海」 

 三味線「寄せの合方」 

 

器楽 

 ギター弾き歌い 

 「カントリーロード」 

 

西洋音楽史概論 

 

 

 

 

 

歌唱 

 野ばら 

カロ・ミオ・ベン 

 

 楽曲の歴史的背景をふまえ

て鑑賞し、標題による情景を理

解する。 

 

 

 コードでの伴奏をマスター

し、弾き歌いのスタイルを経験

する。 

 

 西洋音楽史の大まかな流れ

を理解し、それぞれの音楽の特

徴を理解する。 

 

  

  

 芸術歌曲について理解し、響

きのある声で歌えるようにす

る。また、原語歌詞で歌うこと

により、詩と旋律の密接なかか

わりについて理解する。 

 

 

 

 

 

中間実技テ

スト 

「ギター」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 選択必履修科目（１年次） 

講座名 美術Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

絵画、彫刻、デザイン、鑑賞等幅広い分野にわたる美術表現の基礎を学びます。

中学校美術の学習で養った美的直観力や創造的発想力、構想力をいっそう育て、美

術の基本的な学習を効果的に学びます。 

科目の目標 

１、美術の幅広い創作活動を通して美的体験を豊かにし美術を愛好する心情を育

てるとともに感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。 

２、美術のさまざまな分野の基礎的知識や技能を修得する。 

３、美術の表現に意欲的・主体的に取り組み美術活動の喜びを求め味わおうとす

る。 

４、感性や想像力を働かせて自然や身の回りの造形、美術作品などのよさや美しさ

を感じ取り、表現を構想する。 

５、主題をより豊かに伝えるために必要な技能を身につけ、ふさわしい方法を選択

し自己の表現に効果的に適用できる。 

 

授業形態 作品制作を中心にしながら造形言語や造形技法の知識を学ぶ。 

教科書 

使用教材等 
教科書：高校美術Ⅰ（日文）  

評価の観点 

評価の方法 

１ 授業への関心・意欲・態度 

２ 芸術的な感受や表現の工夫 

３ 鑑賞能力 

４ 創造的な表現の技能 

５ 定期考査（年２回） 

選択条件 １年次選択必履修科目（音楽Ⅰ・美術Ⅰのいずれかを履修すること） 

選択する上

での心得 

１、美術の基本的な内容を学習しますので準備物など事前に必要とするものや事

柄はきちんと指示に従うことが大切です。 

２、作品の提出はもちろんその期限も守ること。 

３、制作課題（授業態度）や、自己の作品反省をしっかり行い次に繋げていけるよ

う意欲的に取り組むこと。 

４、作品を広く鑑賞する心を持つ。 

備考 

絵の具、画用紙など教材は年度初めに集める教材費（年間２０００円）より購入 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

（１）デザイン 

■色彩と配色計画 

①色について学ぶ 

    

②配色計画と実際 

  

■幾何形体による平面構成 

①平面構成について学ぶ 

    

②スケッチ（形について） 

    

③スケッチ（色について） 

・配色のコツと配色計画 

④作品制作 

  （テーマに基づく平面構成） 

（２）絵画 

■素描基礎 

①単純形体の素描 

 

■静物画（アクリル絵の具） 

①下絵制作 

    

②着彩 

   ・着彩の表現と方法 

   ・描き込みと仕上げ 

※「色彩と配色計画」では、色につ

いての基礎知識を習得します。ま

た、学んだ知識を活かし、デザイ

ンとして美しく完成させるための

技術を身につけます。 

 

 

※「幾何形体による平面構成」では、 

テーマに即し、形と色の組み合せ

を考え、デザインとしての美しさ

を追求するとともに、丁寧な作品

制作をしていきます。 

 

 

※「素描基礎」ではデッサンにおけ

る鉛筆や消しゴムの使い方を習得

します。また、形のとりかたや陰

影の付け方など基本的な技術的を

会得するとともに白黒濃淡による

造形美を考察します。 

 

※「静物画」では素描で得た知識や

技術を基に、デザイン分野で学ん

だアクリル絵具の特性を活かしな

がら、表現豊かな静物画を制作し

ます。完成度の高さを追求し、よ

り良い作品を描きあげることが必

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

（３）彫塑 

■人体モデルを立体で表現 

①動くモデルのクロッキー 

    

②立体化へのエスキース 

    

③造形制作（粘土） 

（４）工芸 

■木彫栓抜き制作 

①用途に合わせたデザイン考察 

    

②アイディアスケッチ 

 

③制作 

   ・計画的な制作 

   ・完成と鑑賞 

 

（５）映像メディア表現 

■世界のアニメーション鑑賞 

①世界のアニメーションと 

    日本のアニメについて 

 

②映像表現の仕組みについて 

 

※「人体モデルを立体で表現」では 

 動くモデルをどう捉えるかを追究

しながら、個性的で表現豊かなク

ロッキーを数多く描き上げます。 

このクロッキーをもとに、立体

としてのダイナミズムを考慮した

作品制作をします。 

 

 

※「木彫栓抜き制作」では、工芸作

品の「用の美」を理解し鑑賞する

とともに、素材の特性を活かしな

がら、美しい木彫栓抜きを制作し

ます。 

 

※「世界のアニメーション鑑賞」で

は、多様な表現方法で制作された

各国の短編アニメーションを紹介

鑑賞するとともに、その表現方法

について考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



３ 選択科目



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎科目） 

講座名 国語表現 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

・目的や場面に応じて適切に書いたり話したりする能力を身につけ、コミュニケー

ション行為としての表現力を向上させる。 
・様々な表現の特色、語句や語彙の成立・役割について理解を深める。 

科目の目標 

・国語で適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を 
伸ばし言語感覚を磨き、進んで表現することによって社会生活を充実させる態度 
を育てる。 

・国際化・情報化の進んだ現代社会において必要とされる総合的な表現力を身につ 
けさせる。 

・日常生活の様々な場面において必要な言語活動に関する常識を身につけさせる。 

授業形態 教室での一斉授業 

教科書 
使用教材等 

教科書 未定・ 
国語辞典・副教材 

評価の観点 
評価の方法 

○評価の観点 
１．国語や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで 

表現したり理解したりするとともに、伝え合おうとしているか。 
２．自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋道を立てて話し 

たり的確に聞きとったりしているか。 
３．自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じて適切に文章を書く

ことができるか。 
４．自分の考えを深めたり発展させたりしながら、目的に応じて様々な文章を的確 

に読み取ることができるか。 
５．表現と理解に役立てるための音声・文法・表記・語句・語彙・漢字等を理解し、 

知識を身につけているか。 
○評価の方法 
上記観点に基づき、定期考査の結果を中心に課題の提出状況や発表の評価、授業へ 
の取り組み等を重視しながら総合的に評価する。 
 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

興味関心のある者。 
自らが主体となって読み書きしたり、発表したりする機会があります。積極的な姿

勢で授業に取り組んで下さい。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

 
・.ことばについて 
 
 
 
・.話すことについて 
 
 
・文章表現① 
 
 
 
 
・小論文① 
  
 
 
 
 
・文章表現② 
 
 
 
 
・ことば遊びと創作                      

 
・早く正確に書き写したり、絵を言葉

に変えたりするなど、ことばの性質

や使い方について理解する。 
 
・発声、発音について学習する。 
・スピーチの方法を身につける。 
 
・仮名遣いや表記記号の使い方などの

正しい表記のあり方について学習す

る。 
  

・小論文とは何かを理解する 
・独自の視点で物事をとらえる 
・問題点をとらえる 
   
 
 
・敬語表現や慣用的な表現など正しい

文章の書き方について学習する。 
 
 
 
・ことば遊びや川柳の作成を通して言

語感覚を磨く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
・小論文② 
  
 
 
 
 
 
 
・文章表現③ 
 
 
 
 
・小論文③ 
  
 
 
   
 
 
 
・様々な表現について 
 

 
・論理的文章の書き方について学習す

る。 
・課題文を読み、問題の意図を理解す

る。 
 
 
 
・比喩などを効果的に使った文章の書

き方を学習する。 
 
 
 
 
・統計資料から、課題を見つける。 
・手順を踏み、小論文を完成させる 
・テーマ型小論文や課題文型小論文な

ど様々な小論文に取り組み、完成さ

せる。 
 
 
・手紙などの場面に応じた書きことば

や面接などでのことばについて学習

し、身につける。 
 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎科目） 

講座名 △現代文Ｂ（２年次） 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

国語総合での現代文の学習を更に発展させ、現代の様々な文章を通して、ものの見

方、考え方を深めていく。 
評論･小説･詩･短歌･俳句に触れることにより、語句の意味や用法を理解する。 
評論では論理の展開や要旨を的確にとらえることによって、評論の読み方の基礎を

確立する。小説では人物、情景、心情などをとらえ、表現を味わい、自らのものの

見方･考え方を深めていく。詩･短歌･俳句については特有の技法を学び、短い文の

中に込められた作者の意図心情を読み取っていく。 

科目の目標 

・近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え 
方を深め、進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。 

・日常生活の中に埋もれている問題を認識し、それについて考えてみる。 
・小説、詩歌を読み味わい、感受性を深める。 

授業形態 講義・演習 

教科書 
使用教材等 教科書 未定・問題集 未定・国語辞書等 

評価の観点 
評価の方法 

１．国語や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで 
表現したり理解しようとしているかどうか。 

２．自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ筋道を立てて話した 
り的確に聞きとっているかどうか。 

３．自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じ、適切に文章を書け 
るかどうか。 

４．自分の考えを深めたり発展させたりしながら、目的に応じて近代以降の様々な 
文章を的確に読みとったり読書に親しんでいるかどうか。 

５．表現と理解に役立てるための音声・文法・表記・語句・語彙・漢字等を理解し、 
知識を身につけているかどうか。 

６．文章の要点や組み立てを押さえながら、書き手の主張や文章の内容を捉えるこ 
とが出来たかなどを、定期考査、提出物、授業態度などにより、総合的に評価 
する。 

選択条件 △現代文Ｂ（３年次）を履修すること 

選択する上

での心得 

・事前に必ず、難解な語句の意味を調べておくこと。 
・授業には必ず、国語辞典を持参すること。 
                  など準備や予習などが必要である。 

備考 

国語の基礎を確立するために、履修することが望ましい 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 
随想 
  
 
 
 
小説 
 
 
 
 
 
評論 
 
 
 
  
 
 
評論 
 
 
 
詩 
 

 
・随想の文章から筆者のものの見

方・考え方・感じ方を読み取る。 
・読書の意味について考えを深める。 
 
 
 
・登場人物の人物像や心情の推移  
を的確に読み取る。 

・小説を自己の問題に引きつけて  
味わう姿勢を養い、自己について

考えを深める。 
 
 
・具体例や対比の表現などから筆者

の主張をとらえる。 
・論の展開に即して内容を的確に把

握し、筆者の問題意識や主張をと

らえる。 
 
 
 
 
 
 
 
・語句の意味、用法を理解し、語彙

を豊かにする。 
・文体や修辞など表現上の特色を 
とらえ、作品を深く味わう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間考査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末考査 
 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
評論 
 
 
 
小説 
 
 
 
評論 
  
 
 
小説 
  
 
 
 
 
 
短歌・俳句 
 

 
・時代や社会に対する関心を高め、

問題意識をもって物事を考察する

姿勢を養う。 
 
 
・主人公の心理と行動の変化を読み

取る。 
・小説の多様なあり方を理解する。 
 
 
・具体例、比喩、引用などの工夫に

よって展開をわかりやすくし、説

得力をもって物事を論じる方法を

学ぶ。 
 
 
・長編小説の展開を丁寧に追って作

品の主題に迫る。 
・作品を深く読んで人間のあり方に

ついての問題意識をつかむ。 
 
 
・語句の意味、用法を理解し、語彙

を豊かにする。 
・個々の作者の作風の特徴をつかみ、

感動の焦点を明らかにし、作品の主

題をあきらかにする。 

 
 
 
 
中間考査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末考査 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎科目） 

講座名 △古典Ｂ（２年次） 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

古文においては、国語総合で学んだ古典文法･辞書の引き方などを生かし、古文の

品詞分解･読解を自らの力で行い、文章中の基本単語を覚えていく。 
漢文は基本の句形をもとによく使われる故事成語の成り立ちを学び、漢詩文を読む

ことによって、長文の漢文に慣れていくとともに、日本文化と中国文化との関係に

ついて考え、日本文化の特質を考える。 
古文･漢文のいずれも国語総合での学習をさらに発展させ、古文･漢文に親しみ、そ

の表現を味わう。 

科目の目標 

・古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え 
方を広くし、古典に親しむことによって人生を豊かにする態度を育てる。 

・古典の理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、語彙、感じなどを理解し 
知識を身につける。 

授業形態 講義・演習 

教科書 
使用教材等 教科書 未定・古語辞典・その他 

評価の観点 
評価の方法 

１．言語文化や伝統に対する関心を深め、国語を尊重して、進んで古典に親しもう 
としているかどうか。 

２．古典に表れた思想や感情を的確に読みとり、ものの見方、感じ方、考え方を豊 
かにしているかどうか。 

３．古典の理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、 
知識を身につけているかどうか。 

４．上記の観点を考査、授業態度などにより総合的に評価する。 

選択条件 △古典Ｂ（３年次）を履修すること 

選択する上

での心得 

・事前に必ず、難解な語句の意味を調べておくこと。 
・授業には必ず、古語辞典もしくは漢和辞典を持参すること。 
                  など準備や予習などが必要である。 

備考 

上級学校進学希望者で、古典を必要とする者は履修すること。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

 
古文 説話 
 
 
 
漢文 故事・寓話 

 
 
 
古文 随筆 

  
 
 
 
 
 
 
 
漢文 漢詩の鑑賞 
  
 

・ 説話を読み、その構成や展開に

即してあら筋をとらえ、叙述さ

れた世界を読み味わう。 
・ 話の展開に即して、内容を正確

に読み取り、登場人物の考え方

を理解する。 
・ 話しの面白さを味わう。 
 
・ 作者の人生観や自然観に触れ、

ものの見方・感じ方を豊かにす

る。 
 
・ 語彙の習得や、古典文法の習熟 

をはかる。 
 

・ 繰り返し音読し、簡潔で含蓄の

ある表現を味わう。 
 
・ 豊かな詩情や明確な主張を読

み取る。 
 
・ 唐詩の規則と特徴を理解する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 
 
古文 物語 
 
 
 
 
 
古文 随筆 
 
 
 
 
 
漢文 古代の史話 
 
 
 
 
 
古文 和歌 

 

 
・ 軍記を読み、登場人物がどのよ

うに乱世の世を生きたか読み取

り、表現上の特色を理解する。 
 
 
 
・ 平安時代の人々のものの見方や

感じ方を味わう。作者の素材の

選択にはたらく鋭い感覚に迫

る。 
 
 
・ 話の展開に即して、内容を理解

する力を身につける。登場人物

の性格を読み取り、歴史の劇的

な面白さを味わう。 
 
 
・ 日本的な心が凝縮されている和

歌を通じて「日本」に対する認

識を深め、古人から受け継いで

きたものを尊重する。 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎以外の科目） 

講座名 国語表現演習 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

・文章（特に小論文）を書くことについて、その基礎から完成までを、文法・構成・

技法・推敲に関して学習し、繰り返し実践します。 
・「書くこと」だけでなく、「話すこと」「聞くこと」についても学習し、社会生活

や人間関係を支える言語表現力を養います。 

科目の目標 

・国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、 
思考力を伸ばし言語感覚を磨き、進んで表現することによって社会生活を充実さ 
せる態度を育てます。 

・進路実現に向け、正しい文章を書かせ、よりよい表現を目指させます。 

授業形態 
教室での一斉授業。課題に応じて、グループ学習や調べ学習、レポート作成などを

実施します。 

教科書 
使用教材等 

教科書 未定・国語辞典・副教材・その他（プリント教材） 

評価の観点 
評価の方法 

（観点） 
１．国語に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで表現すると 

ともに、伝え合おうとしているかどうか。 
２．自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋道を立てて効果 

的に話したり的確に聞きとったりしているかどうか。 
３．自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じて適切に文章を書け 

ているかどうか。 
４．表現と理解に役立てるための音声・文法・表記・語句・語彙・漢字等を理解し、 

知識を身につけているかどうか。 
（方法） 

上記の観点を、定期考査の成績・課題・授業態度等により、総合的に評価する。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

一方的に講義を聞くだけでなく、自らが主体となって読み、書き、話す作業が多く

なります。積極的な姿勢で授業に取り組んで下さい。 
 
２年次に国語表現を履修していなくても履修できます 

備考 

進路で作文や小論文が必要な生徒は、履修することが望ましい。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

 
・小論文入門 
    
    

   
 
・小論文添削指導 

 
 
 
    
    
    
 
      
 

 
 
     
    
 
・小論文の技術 
   意見を論理的に述べる 
   テーマ型小論文の実際 
   課題文を読んで書く 
 

 
・接続表現や指示表現に着目するこ

とで文章の構造や論理的展開を

理解する。また小論文の「型」と

しての三段構成の特徴を理解す

る。 
・要約の基本的観点を理解し、トレ

ーニングを通して読解力を身に

つける。 
・推敲の観点を具体的に学ぶ。 
 
・就職試験や推薦入試を前に、話す

ことにおける発音・発声の重要性

を理解し、滑舌訓練や早口言葉に

取り組むことによってわかりや

すい発音・発声を心掛ける。 
 
 
 
 
・小論文は根拠に支えられた意見を

述べるものであることを理解し、

トレーニングする。 
・課題文の要約の仕方に習熟する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
・話し合いの技術 
   目的にあわせた話し合い。 
   ディベートの方法 
    
       
  

 
 
論文作成の準備・論文作成の実際 
論文の仕上げ－執筆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自宅学習 

 

 
・話し合いの目的を意識し、その為

にどのような工夫がされている

か考える。 
・ディベートのプロセスと鉄則につ

いて確認し論題について調査結

果から立案していく方法を学ぶ。 
・実際にディベートに取り組む。 
 
・論文作成の手順を知り、執筆以前

の過程を具体的に理解する。 
・アウトライン作製の留意点につい

て理解する。 
・引用のルールやマナーについて理

解し、注や参考文献一覧など必要

事項について習熟する。 
 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎以外の科目） 

講座名 古典Ａ 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

「古典」の授業だけでは物足りない人の為に開講される科目です。古典作品に描か

れた世界を理解するためには、有名な箇所を読むだけでは不十分です。それぞれの

作品についてある程度まとまった分量を読んで、その作品が現代まで生き残ってき

た理由を把握できる能力を養います。 

科目の目標 

我が国の文化と伝統に対する興味と関心を深め、生涯にわたって古典に親しむ姿

勢と意欲を身につけることができるように質の高い古文・漢文を読解、鑑賞して、

古典作品の普遍性（今に生きる力）を学びます。また、今まで学んできた文法事項

や古典常識などの知識を更に深め、発展させていきます。 

授業形態 講義・演習 

教科書 
使用教材等 教科書 未定・古語辞典・漢和辞典・その他（ﾌﾟﾘﾝﾄ教材） 

評価の観点 
評価の方法 

（観点） 
１．言語文化や伝統に対する関心を深め、国語を尊重して、生涯にわたって古典に 

親しんでいるかどうか。 
２．古典に表れた思想や感情を的確に読み取り、生活や人生について考え、古典に 

親しんでいるかどうか。 
３．古典の理解に役立てるための音声、文法、表記。語句、語彙、漢字等を理解し、 

知識を身につけているかどうか。 
（方法） 
上記の観点を、平常授業の予復習や定期考査、レポート提出（自ら積極的に古 
典作品を読もうとしているかどうかの確認等）により評価する。 

選択条件 ２年次・３年次で△古典Ｂを履修していること。 

選択する上

での心得 

１．大学入試等に古典が含まれる者は選択しておくとよい。 
２．古文・漢文の世界に興味がある者。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

古文 随筆 
   
       
 
 
古文 物語 
   
     
      

     
 
   
      
      
      
      
     
             
漢文 故事・寓話 
   
  
  
  
   
 
 
 
 

・随筆を読んで、人間、社会などに対する作
者の思想や感情を読み取る。          
・文章の内容を構成や展開に即して的確にと
らえる。 
・表現上の特色を理解し、優れた表現に親し

む。 
・作品の概要を理解し、語りの体裁をとる文体
の特色について考える。 
・動作主や敬語に注意しながら正確に読解

し、話のおもしろさを味わう。 

 
・物語の展開を把握し、登場人物の行動や心
情を読み取る。 
・語句の意味や文法事項などを理解し、解釈

に生かす。 
 
 
 
・本文を訓点に従って正しく読み、書き下し文

に改める。 
・句形・語句の意味などに注意し、正確に口   
語訳する。 
・故事や寓話にこめられた古代中国人のもの
の見方・考え方を理解する。 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
古文 物語 
  
       
        
 
 
   
      
 
 
漢文  
  
 
   
 
 
 
 
 
 
自宅学習 

・作品の世界にふれるとともに、時代を超えた

人間の真実を読み味わって、古典に親しむ態

度を深める。 

 
 
・物語世界の時代背景や状況の設定、また登
場人物の人物像や心情などを考え理解する。 
 

 
 
・長めの文章を読んで、漢文に親しみを持ち、

話の内容を理解する。 
・本文を訓点に従って正しく読み、書き下し文

に改める。 
・句形・語句の意味などに注意し、正確に口   

語訳する。 

 

 

 

 
自宅学習 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎以外の科目） 

講座名 現代文演習  単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

 大学進学を目的としていて、「現代文」の授業だけでは物足りない人の為に開講

される科目です。 
 「現代文」および他の国語科の各科目を通して身に付けた理解力をもとに、基本的な現代

語の用法や、慣用句、語句などを的確に理解し、身に付けた知識を文章読解において使用

する能力を育成する。 
 主に現代の作家による様々な文章を素材にした問題文を読解し、百字に要約したりテーマ

について考察したりする。 

 

科目の目標 

・様々な教材を読み言葉に関する知識・理解を深め、より高度な学習に対応できる

能力を育成する。 
・現代文の基礎的な語法を身に付けさせると共に、文章の論理を的確にとらえ、 文学 

的な文章の表現を味わうことを通して、読解力を身に付けさせる。 

 

授業形態 クラス一斉授業 

教科書 
使用教材等 

錬成現代文（尚文出版） 
高校生必修語彙ノート（桐原書店） 

評価の観点 
評価の方法 

１．国語や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで 
表現したり理解しようとしているかどうか。 

２．自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ筋道を立てて話した 
り的確に聞きとっているかどうか。 

３．自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じ、適切に文章を書け 
るかどうか。 

４．自分の考えを深めたり発展させたりしながら、目的に応じて近代以降の様々な 
文章を的確に読みとったり読書に親しんでいるかどうか。 

５．表現と理解に役立てるための音声・文法・表記・語句・語彙・漢字等を理解し、 
知識を身につけているかどうか。 

６．文章の要点や組み立てを押さえながら、書き手の主張や文章の内容を捉えるこ 
とが出来たかなどを、定期考査、提出物、授業態度などにより、総合的に評価 
する。 

選択条件 ２年次・３年次で△現代文Ｂを履修していること 

選択する上

での心得 

１. 予習復習を行なえる者 
２. 全国紙（朝日、読売、毎日）の社説を毎日読む習慣をつけられる者 
３. 一般入試において現代文の学力検査を課される可能性がある者を対象とする 
   （大学・短期大学・専門学校等） 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

科目ガイダンス 

随想 １親切  

小説 ２栗樹  

評論 ３言語の脳科学  

 

小説 4 永遠の出口  

韻文 ５現代短歌  

小説 ６深い河  

評論 ７日曜日の読書 

評論 ８日本語の外へ 

高校生必修語彙ノート（Ｐ４ 

～２５）  テスト範囲 

 
随想 ９インターネット的 
小説 １０カエサルを撃て 
随想 １１失われた「道」の

豊かさ 
評論 １２都市の感情 
小説 １３青空のルーレット 
評論 １４私探しゲーム 
韻文 １５俳句 
随想 １６乱世の宗教者 
語彙ノート（Ｐ２６～４７） 
 

 

 

・科目への取組み方について 

1 回一文読解する。 

・随想的文章に関する学習 

 筆者たちの視線の方向、関心のよせ方、感

性や思考の動き方に注目する。 
・口語文法、修辞法に関する学習 

 
・評論文に関する学習 

 論理的な文章について、段落の要旨をまと

めながら読み進め、その構成を理解する。 
 
・小説、物語文に関する学習 

 文学的な文章について、そこに描かれた人

物の状況、行動、心情などを読み取る。 
 
・現代用語、語彙に関する学習と理解を深め

る 

 
 

・優れた韻文を読んで、そこに描かれた人物・

情景・心情などを味わう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

小説 １７花影の花 

評論 １８身体の零度 

小説 １９センセイの鞄 

評論 ２０社会学入門 

評論 ２１「切れ」の構造 

小説 ２２千日の瑠璃 

随想 ２３塵の中 

語彙ノート（Ｐ４８～７５） 

 
 
評論 ２４文学と技術 

小説 ２５奉教人の死 

評論 ２６「野性」の哲学 

評論 ２７江戸という時代 

随想 ２８働く女は敵ばかり 

小説 ２９星々の舟 

評論 ３０鴎外 戦う家長 

語彙ノート（Ｐ７６～１０７） 

 
自宅学習 

 
 
 
 

・論理的文章記述に関する学習 

 優れた小論文を素材に論理的文章展開

を記述する練習をする。 

・筆者の意見や心境把握についての学習 

 筆者が自己の体験を効果的に構成して主

旨を述べていることを理解する。 

・論理の展開を把握し文章構成についての学

習 

 資料や引用の用いられ方に留意しながら、

筆者の考えを読み取る 

・情景、心情の推移を把握することについて

の学習 

 小説を読み、印象深い点や感動的なことに

ついてまとめ、論述できるようにする。 

 
・文学史に関する学習 

・韻文に関する修辞法、鑑賞の手法を学ぶ。 
 
 

 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎以外の科目） 

講座名 △現代文Ｂ（３年次） 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

△現代文（２年）での学習を更に発展させ、現代の様々な文章を通して、ものの見

方、考え方を深めていく。 
評論･小説･詩･短歌･俳句に触れることにより、語句の意味や用法を理解する。 
評論では論理の展開や要旨を的確にとらえることによって、評論の読み方の基礎を

確立する。小説では人物、情景、心情などをとらえ、表現を味わい、自らのものの

見方･考え方を深めていく。詩･短歌･俳句については特有の技法を学び、短い文の

中に込められた作者の意図心情を読み取っていく。 

科目の目標 

・近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え 
方を深め、進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。 

・日常生活の中に埋もれている問題を認識し、それについて考えてみる。 
・小説、詩歌を読み味わい、感受性を深める。 

授業形態 講義・演習 

教科書 
使用教材等 教科書 未定・問題集 未定・国語辞書等 

評価の観点 
評価の方法 

１．国語や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図り、進んで 
表現したり理解しようとしているかどうか。 

２．自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ筋道を立てて話した 
り的確に聞きとっているかどうか。 

３．自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じ、適切に文章を書け 
るかどうか。 

４．自分の考えを深めたり発展させたりしながら、目的に応じて近代以降の様々な 
文章を的確に読みとったり読書に親しんでいるかどうか。 

５．表現と理解に役立てるための音声・文法・表記・語句・語彙・漢字等を理解し、 
知識を身につけているかどうか。 

６．文章の要点や組み立てを押さえながら、書き手の主張や文章の内容を捉えるこ 
とが出来たかなどを、定期考査、提出物、授業態度などにより、総合的に評価 
する。 

選択条件 △現代文Ｂ（２年次）を履修していること。 

選択する上

での心得 

・事前に必ず、難解な語句の意味を調べる。 
・授業には必ず、国語辞書を持参する。 
              など準備や予習などが必要である。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

 
小説 
  
 
 
 
 
評論 
  
 
 
 
 
 
随想 
  
 
 
 
小説 
  
 
 

 
・難しい言葉や表現を辞書で調べる。 
・小説の人物、情景、心情を的確にと

らえる。 
 
 
・評論の文章について論理の展開や要 
旨を的確にとらえる。 

 
 
 
 
 
・随想の文章から筆者のものの見方・ 
考え方・感じ方を読み取る。 

・既成概念を離れて発想を転換するこ 
とに目を向ける。 

 
 
・小説の時代背景、舞台状況を踏まえ、 

出来事の経過を追って登場人物の内 
面の変化を整理する。 

・登場人物の生き方を時代状況に沿っ 
て読み解く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
評論 
  
 
 
 
短歌・俳句 
 
 
 
評論 
  
 
 
 
 
 
 
 
自宅学習 

 
・具体例や対比の表現などから筆者の 
主張をとらえる。 

・言葉と対象の関係について理解を深 
める。 

 
・文体や修辞など表現上の特色と効果 
をとらえ、作風の特徴をつかみ、作 
品を深く味わう。 

 
・抽象的な用語や概念を正確につかみ、 

内容を深く理解する。 
 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 
 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎以外の科目） 

講座名 △古典Ｂ（３年次） 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

古典Ｂ（３年次）の授業は２年次の教科書を継続して使用する。 
古文においては、２年次での学習を生かし、品詞分解･読解を自ら行う力を高め、

文章中の重要語句や修辞法の知識を深める。 
漢文においては、長文の漢文に慣れるとともに、日本文化と中国文化との関係につ

いて考え、日本文化の特質に対する理解を深める。 
古文･漢文のいずれも２年次での学習をさらに発展させ、古文･漢文に親しみ、その

表現を味わう。 

科目の目標 

・古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え 
方を広くし、古典に親しむことによって人生を豊かにする態度を育てる。 

・古典の理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、語彙、感じなどを理解し 
知識を身につける。 

授業形態 講義・演習 

教科書 
使用教材等 教科書未定・古語辞典・その他 

評価の観点 
評価の方法 

１．言語文化や伝統に対する関心を深め、国語を尊重して、進んで古典に親しもう 
としているかどうか。 

２．古典に表れた思想や感情を的確に読みとり、ものの見方、感じ方、考え方を豊 
かにしているかどうか。 

３．古典の理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、語彙、漢字等を理解し、 
知識を身につけているかどうか。 

４．上記の観点を考査、授業態度などにより総合的に評価する。 

選択条件 △古典Ｂ（２年次）を履修していること。 

選択する上

での心得 

・事前に必ず、難解な語句の意味を調べておくこと。 
・授業には必ず、古語辞書もしくは漢和辞典を持参すること。 
                  など準備や予習などが必要である。 

備考 

上級学校進学希望者で、古典を必要とする者は履修すること。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考

査等 

前    

期 

４月 

古文 物語 
 

 
 
 
古文 物語 

 
 

 
 
 
漢文 逸話 

 
 

 
 
 
 
古文 日記 

 

・作品の文学的位置を確認し、特色を

とらえる。 
・大意を把握する力を養う 
 
 
・歴史物語を読み、登場人物が政治の 
世界でどのように生きたのかを理解 
する。 

・敬語表現や会話独特の文末表現に注

意して読み味わう。 
 
・読みにくい語句・句法に注意しなが

ら、訓読になれる。 
・それぞれの話に表れる中国人の物の

見方・考え方を理解する。 
 
 
 
・日記文学とはどのようなものかを理 
解する。 

・作品の概要と作者について理解する。 
・作者の心の動きについて、理解を深 
める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

漢文 史記 
 
 

 
 
 
古文 物語 

 
 

 
 
漢文 名家の文章 

 
 
 
 
 
 
 
 
自宅学習 

・作品と作者について理解する。 
・語句、句法の意味、用法を理解し、 
口語訳する。 

・本文の内容を読み取る。 
 
 
・作品の文学史での位置付けに 
ついて、理解する。 

・場面・人物をおって正確に 
読み取る。 

 
・全文を正確に書き下し文にし、口語 
訳できるようにする。 

・中国の代表的な文章を読み、作者の

人生観・心情を味わう。 

 
 
 
 
中間 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
期末 
考査 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 国語 選択科目の 
種類 自由選択科目 

講座名 創作と鑑賞 単位数 ２ ブロック

番号  

科目の概要 

日本文学史の知識を学びながら、代表的な作品を鑑賞し、我が国の伝統と文化に対

する理解を深める。 
 
古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解

したりする。 
 

科目の目標 

・文学作品についての基礎的な教養を身につけ、文学にはどのような表現手段があ 
るのかということについて理解を深める。自分自身が「表現したいこと」を適切

な手段で創作し、表現できるようにする。 

授業形態 講義・演習 

教科書 
使用教材等 『新日本文学史』（京都書房）・文学史資料等・その他（必要に応じて） 

評価の観点 
評価の方法 

１．効果的な文章表現能力を身につけるために、文法や語彙、基礎的な日本文学史 
の知識を習得しているかどうか（定期考査での確認）。 

２．自分の考えをまとめたり深めたりして、意欲的に文学作品を「創作」又は「研 
究」していたかどうか（平常評価）。 

選択条件 ２年次か３年次のいずれかで履修することができる 

選択する上

での心得 

 
多くの文学史的作品を読み味わう意欲を持っていること。 
自分の創作作品を人前に発表できること。 
自分の作品に対しては、どのような批評批判も受け入れることができること。 
小説、詩、短歌、俳句の創作をしてみたいという生徒。文学（文芸）系の進学希望

者が好ましい。 

備考 

・原則的に２、３年次が一緒に受講することになります。 
 （ただし、履修人数によっては分割して行う場合もあります） 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

上代文学の鑑賞「万葉集」 

      

 

中古文学の鑑賞「古今和歌集」 

 

 

 

短歌の創作 

 

 

中世文学の鑑賞「平家物語」 

 

 

 

 

 

・万葉集の代表的歌人、その作

品について知識を深め、表現

上の特色を理解する 

 

 

・古今和歌集の代表的歌人、そ

の作品について知識を深め、

表現上の特色を理解する 

・好きな歌人の作品を選び鑑賞

文を書く。 

・短歌を創作する。  

 

・中世文学では平家物語を取り

上げ、平家物語に対する知識

を深め、表現上の特色を理解

する 

・平家物語の主な登場人物につ

いてふれ、（義経、静御前、

敦盛、俊寛など）人物の心情

について鑑賞する。 

・平家物語の好きな登場人物に

ついてレポートを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

 

１０

月 

近世文学の鑑賞 

    （俳諧） 

 

 

俳句の創作 

 

近世文学の鑑賞 

     （近世小説） 

 

 

 

 

 

 

近代文学の鑑賞（詩・小説） 

      

 

 

(３年次 自宅学習) 

 

小説の創作 

 

・松尾芭蕉の『奥の細道』を読

んで俳文・俳諧に対する知識

を深め、表現上の特色を理解

する 

・コンクールに出品する俳句の

創作 

 

・井原西鶴の『世間胸算用』を

読んで、近世小説に対する知

識を深め、表現上の特色を理

解する。 

・江戸時代の庶民の生活につい

てレポートを作成する。 

 

・島崎藤村の詩・小説を読んで

明治大正期における近代文

学作品に対する知識を深め、

表現上の特色を理解する。 

・夏目漱石『坊ちゃん』を読ん

でレポートを作成する。 

 

・リレー小説を創作する 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

１１

月 

 

１２

月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

 



 

系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 世界史演習（４単位） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

２年次「世界史Ｂ」では産業革命以降の近現代史を中心に学習していくが、本科目

では、世界の歴史の流れを文明の始まりから現代史まで取り上げ、歴史上の諸事象

を深く掘り下げて学習していく。問題演習などを通しての歴史的事項の知識・理解

の定着をはかり、上級学校進学に向けて世界史の力を総合的に向上させるための科

目である。 

科目の目標 

 

世界の歴史の流れをより深く理解し、多角的・多面的に歴史を考察する力と国際社

会に主体的に生きる日本人としての自覚を高める。 

授業形態 
講義および演習を行う。 

 

教科書 

使用教材等 

「ウィニングコンパス世界史の整理と演習」（とうほう） 

（ 2年次世界史Ｂ使用教材：「新選世界史Ｂ」（東書）、「最新世界史図説タペス

トリー」（帝国書院） ） 

評価の観点 

評価の方法 

定期考査の結果（知識や思考力・判断力が身に付いているか）を基礎とし、提出物

の状況（資料作成能力や技能・表現力が身に付いているか）、関心・意欲・態度な

どを含めて総合的に評価する。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

世界史を大学受験科目とする生徒は、この科目を選択してください。 

進路実現のためには、授業はもちろんのこと、予習・復習も大切です。自覚をもっ

て講座に参加しましょう。 

『歴史とは、現在と過去との絶えざる対話である』――これは、イギリスの歴史家

Ｅ・Ｈ・カーの言葉です。この授業を通して過去との対話を重ね、今ここに生きる

自分の立ち位置を知ることで、激変する現代社会の中でどう生きるかを考え、これ

からの人生と未来とを切り拓くうえでの一助としてください。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１ ｵﾘｴﾝﾄと地中海世界 

 

 

２ アジアの古代文明  

 

 

３ 東アジアの形成と発展 

 

 

４ 内陸アジアの変遷 

５ ｲｽﾗｰﾑ世界の形成と発展 

 

 

６ ﾖｰﾛｯﾊﾟ世界の形成と発展 

 

７ アジア諸地域の繁栄 

 

 

 

８ 近代ﾖｰﾛｯﾊﾟの成立 

 

 

９ ﾖｰﾛｯﾊﾟ主権国家体制の展開 

 

 

漢字文化や儒教など中国を中心

とする東アジアの国際体制、南ア

ジアの仏教の成立やヒンドゥー教

とカースト制度、イラン文明の伝

統とイスラームの成立と拡大、ヨ

ーロッパにおけるギリシア・ロー

マ文明の伝統やキリスト教など、

８世紀までに成立した諸地域世界

の時代的特色について学ぶ。 

また、８世紀以降の諸地域世界

の交流や深まり、そして東西交流

と交易の活発化などについて考察

する。 

さらに、大航海時代のヨーロッ

パとアフリカ、アメリカ、アジア

との接触・交流をあつかい、16 世

紀以降の世界商業の進展と、その

影響をうけた 17・18世紀の世界の

特色について学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

問題演習 

 

この授業で前期に学んだこと、お

よび２年次で学んだ世界史Ｂ(産

業革命から現代の世界)の問題演

習を行う。必要に応じて、大学入

試問題などの演習も行う。 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

             自宅学習 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 日本史演習 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

２年次の日本史Ｂに引き続いて、日本の近現代史の展開を学習し、かつ問題演習

などを通して、古代から現代に至る日本の歴史を深く掘り下げて学習します。（日

本史Ｂの科目の概要を参照） 

上級学校進学に向けて日本史の力を総合的に向上させるための科目です。 

科目の目標 

 

日本の歴史の展開を、世界史的視野に立って深く考察し、わが国の文化と伝統に

ついて認識を深める。そうすることによって、より高い歴史的思考力を培い、国際

社会において主体的に生きる日本人としての資質を高める。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

２年次日本史Ｂで使用した教科書『高校日本史Ｂ新訂版（実教出版）』と図説『新

詳日本史図説（浜島書店）』を使用する。 

評価の観点 

評価の方法 

 

日本の歴史に関心を持ち、課題意識を高め、意欲的に追求しようとしているか。

【関心・意欲】 

日本の歴史を、世界史的視野に立って多面的・多角的に考察し、国際社会の変化

を踏まえ、公正に判断できるか。【思考・判断】 

日本の歴史に関する資料を読み取り、適切に活用することができるか。【技能・

表現】 

日本の歴史についての基本的な事項についての知識を身に付け、歴史の展開につ

いて正しく理解しているか。【知識・理解】 

選択条件 ２年次に日本史Ｂを履修していること。 

選択する上

での心得 

  

日本史を大学受験科目とする生徒は、この科目を履修しなければならない。 

 進路実現のためには、授業はもちろんのこと、予習・復習も大切。自覚をもって

講座に参加すること。 

備 考 

 

進度等の状況により、学習内容を精選する場合がある。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

第８章 大日本帝国の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 日本国憲法と現代の世

界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一次世界大戦から第二次世界

大戦に至る日本の歴史について、

世界情勢と国内の動きを関連付け

て考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次世界大戦の終結から今日

に至る日本の歴史について、世界

の動向と関連付けて考察するとと

もに、広い視野から日本の文化や

課題について理解する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

問題演習 

［原始古代］ 

 

 

 

［中世］ 

 

 

［近世］ 

 

 

［近・現代］ 

 

実際に問題を解くという作業を

通じて、原始・古代から近現代ま

でを復習する。その活動を通して

大学入試の対策を講じ、実力を養

成する。また、必要に応じて、大

学入試問題などにチャレンジす

る。 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

自宅学習  

３月 



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 地理演習（４単位） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

自然環境（地形や気候など）、資源（エネルギー資源、鉱産資源）、産業（農業、工

業、水産業など）、村落と都市、生活文化（言語・宗教・生活習慣など）について、

世界全体に視野を広げて学習します。 

必要な知識を身につけるだけでなく、さまざまな地理的課題を解決するためにはど

うすればよいのかといったことを考えたり、地図・グラフ・写真など地理的な資料

をもとに作業的な内容の学習もおこないます。 

上級学校受験に必要な能力を養うための科目です。 

前期は、講義と問題演習を並行しておこない、後期は、問題演習を中心におこない

ます。 

科目の目標 

１ 世界に対して興味関心を深める。 

２ 世界の人々の生活・文化の地域的な特色、課題を正しく理解する。 

３ 国際化の進展など、世界情勢の変化を的確に理解し、判断するための知識や、

見かた、考え方を身につける。 

４ 地図、資料などの情報を有効に活用する能力を養う。 

５ 上級学校受験に必要な能力を身につける。 

授業形態 講義と演習 

教科書 

使用教材等 

２年次地理Ｂで使用した教科書「詳解地理 B」（二宮書店）、資料集「世界の諸地域

NOW」（帝国書院）、地図帳を使用する。 

評価の観点 

評価の方法 

＜評価の観点＞  

・ 世界に対して深い関心を持つ。 

・ 写真、地図、図表から地理的な情報を読み取り、諸問題について考察を深め

る。 

・ 地図化、グラフ化、読図などの地理的な技能をのばす。 

・ 世界各地の特徴についての基礎的知識を身につけ、民族・環境など世界の諸

問題についての理解を深める。 

＜評価の方法＞  

定期考査の結果（知識や思考力が身に付いているか）や演習の状況を基礎とし、提

出物の状況、資料作成能力、関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 ２年次に地理Ｂを履修していること。 

選択する上

での心得 

 上級学校の受験を前提としている科目です。 

 進路実現のためには、授業はもちろんのこと、予習・復習も大切。自覚をもって

講座に参加すること。 

備考 

２単位の演習よりもさらに多くの時間を演習にあてます。 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１ グローバルに結びつ

く現代世界 

(1)現代世界の国家群 

(2)世界を結ぶ交通・通信 

(3)現代世界の貿易 

 

２ 近隣諸国の研究 

(1)中国の研究 

(2)ロシアの研究 

３ 地図化でとらえる現

代世界 

(1)地図化でわかること 

(2)地図化と南北問題 

４ 地域区分と現代世界 

(1)地域区分の目的と方

法 

(2)地域区分でとらえる

現代世界の課題 

５ 人口・食料問題 

６ 都市居住問題 

７ 環境・エネルギー問

題 

８ 民族・領土問題 

演習 ・現代世界における国際的組織（Ｅ

Ｕ等の国際組織）の必要性を理

解し、交通・通信、貿易が発達

することにより世界が一体化し

てきていることを理解する 

 

・近隣諸国（中国、ロシア）の研

究と、各国と日本との今後の関

わりについて考える。 

 

 

・資料を地図化するという作業を

通して、南北問題等の地球的諸

問題を理解し考察する 

・さまざまな指標をもとにして、

世界全体の区分（分類）方法を

学ぶ 

 

 

・地球全体で考えなければならな

い諸問題について理解を深め、

どのようにすれば解決できるの

か考察する 

①人口・食料問題 

②都市居住問題 

③環境・エネルギー問題 

④民族・領土問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

９ 演習 

資源と産業 

都市・村落と生活文化 

地域学習 

(1)地図の学習 

(2) アジア・アフリカ 

(3) ヨーロッパ 

(4) アメリカ大陸 

(5) オセアニア 

地球的課題 

(1) 国家と国家群 

(2) 通信・交通・貿易 

(3) 人口・食料問題 

(4) 環境・エネルギー 

(5) 民族・宗教問題 

 

問題練習を通して、地理Ｂやこの

講座の前期に学んだことの理解を

深める 

１ 産業（工業、林業、水産業） 

２ 都市・村落と生活文化 

３ 地域学習 

地図（世界地図の特徴、地形図の

読図、統計地図の読み取りと作成

など） 

各地域の研究（アジア、アフリカ、

ヨーロッパ、アメリカ大陸、オセ

アニア） 

４ 地球的課題の研究（国際組織、

通信・交通・貿易、人口・食料問

題、環境・エネルギー問題、民族・

宗教問題等） 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

自宅学習   

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 公民 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 倫理 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

・人間の内面をいろいろな視点から考察し、「よりよく生きる」ということは何か  

 ということを学習します。 

・多くの思想家の考え方を学び、その中からなぜその思想家の考え方が多くの人々  

 に受け入れられているのかを考えます。また、自分がどんな点に共感できたかを  

 考えます。 

・青年期が人生の中で果たす役割を考え、自分の生き方、あり方を考えます。 

科目の目標 

・青年期が人生の中で大きな意義を持っており、そのためには今何をなすべきかを 

 考えます。 

・多くの先哲の思想を手がかりに自分の今後の生き方をどうすべきなのかを考えま  

 す。 

・現代社会の特色を捉え、自分の将来と進路を考えます。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

教科書〔「高等学校 新倫理 改訂版」（清水書院）〕 

資料集〔「アプローチ倫理資料」（とうほう）〕、プリント 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

 ・思想、人間の生き方、現代的問題、青年期などの問題に関心を持っているか。 

（方法） 

 ・定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、提出物の状  

 況、発表表現などを総合的に判断します。 

 ・ノートやプリントを整理し提出したかなども参考にします。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

・自分で考えることが大切な授業ですから、主体的に取り組む姿勢が欲しいです。   

 青年期の特徴、多くの思想家の考え方を知識として理解するだけでなく自分の生  

 き方を考えなければいけません。 

・授業に真剣に取り組まないと内容が難しくて理解できない、授業についてこられ  

 ないということもでてきます。 

 

 

 

備考 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１編 青年期と人間としてのあ

り方・生き方 

 

 

 

 

２編 人間としての自覚と生き

方 

 

 

 

 

 

３編 国際社会に生きる日本人

としての自覚 

  

 

 

 

 

 

 

４編 現代社会と倫理      

 

青年期の意義と自己形成、青年期

の課題と生き方、モラトリアム、

劣等感、葛藤、欲求の構造、防衛

反応、アイデンテｲテイ 

 

 

ギリシア哲学（ソクラテス、プラ

トン、アリストテレス） 

ユダヤ教思想、キリスト教思想、

イスラーム教、仏教、中国思想 

 

 

 

日本思想の源流（神道）、 

仏教の伝来と隆盛 

儒教の日本化（朱子学、陽明学、

古学） 近世町人文化 国学 

西洋近代思想の受容（夏目漱石・

内村鑑三・福沢諭吉） 

 

 

 

ルネサンスの人物    

プロテスタントの動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

○モラリスト 

○自然への目と科学的なものの

見方 

 

 

○人権思想 

 

 

 

 

 

○実存主義 

 

 

５編 現代の諸課題と倫理 

 

モンテーニュ、パスカル 

F・ベーコン、デカルト、パスカル 

 

 

 

社会契約（ホッブズ、ロック、ル

ソー） 

功利主義（ベンサム、ミル）- 

社会主義（唯物史観） 

社会民主主義 

 

キルケゴール、ニーチエ、ヤスパ

ース、ハイデッガー、サルトル 

 

生命倫理の問題、現代の家族の問

題 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

 

自宅学習 
  

３月 



系 列 人文国際 教 科 公民 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 政治・経済 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

・現代の政治・経済・国際関係に関する事項を学習し、現代の諸問題について考え

ます。 

・中学校で学習した公民や、1年次で学習した現代社会の内容を基礎として、現代

社会における諸問題やその解決方法を学習します。 

・将来、自分たちが生活する社会がどうあるべきかを考え、そのための政治・経済、

国際関係について考えます。 

 

科目の目標 

・現代の政治・経済・国際関係に対する関心を持つようにします。 

・政治・経済に関する基礎的な事項を理解するようにします。 

・現代社会のなかで起こっているさまざまな問題を捉え、その背景や解決策につい

て理解し、その解決にあたって自分がどう行動するかを考えるようにします。 

・就職希望者は試験の際に出題される内容が多いのでしっかり学習することが大切

です。 

・現在、社会で起こっている諸問題を考え理解します。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

教科書〔「改訂版 高等学校 政治・経済」（数研出版）〕 

資料集〔２０１３資料政治・経済」（清水書院）〕・プリント 

評価の観点 

評価の方法 

<観点> 

・時事的問題について関心を持ち、教師の説明を理解しているかを確認します。 

<評価> 

・定期考査の結果を含め、ノート・提出物の状況、小論文などを含めて総合的に評

価します。特に定期考査を重視します。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

・現在、われわれの周りで起こっている問題に対し常に関心を持つことが大事です。    

 知識としての理解だけでなく、さまざまな問題を捉え、自分ならどう解決するか 

 という姿勢を常にもたなければいけません。 

・就職試験で出題される内容が多いので就職を希望する人が望ましいです。 

・説明を聞くだけでなく自分の考え方を持つことが大切です。 

・1年次｢現代社会｣の内容をより深く学習します。常に自分で考えなければいけま  

 せん。 

備考 

 

 

 

 

 

 

 



 月 
 

単元／題材 
学習内容 

定期考

査等 

前    

期 

４月 

第 1編 現代の政治 

第 1節民主政治の基本原理 

 

 

 

第２節日本国憲法と民主主義 

 

 

 

 

第３節現代政治の現状と課題 

 

 

 

第４節国際政治と日本 

 

 

 

第２編 現代の経済 

第１節経済社会の変容 

  

 

・政治のはたらき、民主政治の

基本原理、民主政治の歩み 

 民主政治の試練と課題 

 

・憲法の基本的性格、基本的人

権の保証、憲法の平和主義、

国会のしくみと役割、内閣の

しくみと役割、裁判所のしく

みと人権保障、地方自治  

 政党、選挙制度、世論と現代

民主政治の課題 

 

 

・国際社会の特質、国際社会と

国際法、戦後国際政治の展開 

 

 

・経済主体と経済活動、企業の  

  形態、資本主義経済・社会主      

  義、家計・企業・政府 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

第２節現代経済のしくみ 

 

 

 

 

第３節国民経済と国際経済 

  

 

第３編 現代社会の諸課題 

第１節現代日本の諸課題 

  

 

 

 

 

第２節国際社会の諸課題 

 

・市場経済のしくみ、金融のし

くみ、財政のしくみ、価格の

決定、日銀と金融政策、経済

成長と景気変動、戦後日本経

済のあゆみ    

・貿易と国際収支、国際経済の

展開、国際経済における日本  

 

 

・情報化の進展と市民社会、消

費者問題と消費者保護、産業

構造の変化と中小企業、農業

と食糧の問題、資源・エネル

ギー問題、公害防止と環境保

全、地方分権 

 ・地球規模の諸問題、核兵器と

軍縮、人種・民族問題、発展

途上国、経済摩擦、国際社会

における日本の役割 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 
自宅学習   

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 地理歴史 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 世界地誌（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

地理分野に関する基礎的な知識を土台にして、世界の様々な国や地域をとりあげ、

政治、経済、産業、宗教、歴史、生活習慣、文化などの様々な分野から研究する科

目です。また、各国、各地域が抱えている問題点にも注目し、各地域間のつながり

を意識し、世界全体を大きくとらえる視野をもって、学習に取り組みます。講義の

みではなく、各自が資料を収集したりして、レポートを作成します。 

科目の目標 

１ 地域について研究する方法を学ぶ。 

２ 世界の様々な国・地域に関する興味関心を深める。 

３ 資料を有効に活用する能力や、必要な資料を収集する能力を身につける。 

４ 世界の様々な国や地域について理解を深め、抱えている問題点を認識し、そこ

に生活する人びとの苦労や工夫を学ぶ。 

５ 国際理解と異文化理解を深めるために積極的に行動する姿勢を身につける。 

授業形態 
講義・演習 

教科書 

使用教材等 

「地理統計要覧 ２０１３版」（二宮書店）、「アトラスワークブック」（二宮書店）、 

「標準高等地図」（帝国書院） 

評価の観点 

評価の方法 

＜評価の観点＞  

・ 世界の国々に対して深い関心を持てたか。 

・ 写真、地図、図表から地理的な情報を読み取り、地図化やグラフ化などの技

能をのばすことができたか。 

・ 地域調査の方法を学ぶことができたか。 

・ 世界各地の特徴についての基礎的知識を身につけ、民族・環境など世界の諸

問題についての理解を深めることができたか。 

＜評価の方法＞  

定期考査の結果（知識や思考力が身に付いているか）を基礎とし、提出物の状況、

資料作成能力、関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

地理分野の基礎的事項についてある程度理解していることが必要です。また、定期

考査のみではなく、レポートの作成、各国・地域に関しての調査活動、資料収集に

も重点を置いているため、そのような活動に積極的に取り組む心構えが必要です。 

備考 

具体的事例としてとりあげる国、地域については、各国の状況、国際情勢の変化に

応じて変更する場合があります。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１ 東アジア 

（１） 中国の自然環境と地域

区分 

（２） 変化する中国 

（３） 朝鮮半島 

 

２ 東南アジア・南アジア 

（１） 東南アジアの自然環境

と地域区分 

（２） 東南アジアの経済改革

と開発計画 

（３） 南アジアの範囲と自然

環境 

（４） 南アジアの産業 

 

 

３ 西アジア・北アフリカ 

（１） 西アジア 

（２） 北アフリカ 

（３） アフリカの地域区分 

・ 地域区分の仕方について学

ぶ。 

・ 近年の中国の変化の様子や朝

鮮半島の国々の抱えている問

題点について学ぶ。 

 

・ 様々な角度から東南アジアに

ついて学び、日本との関わり

にも意識していきます。 

・ 東南アジアの国々を例に、資

料の収集の仕方や活用の仕方

を学びます。 

・ 南アジア地域の抱えている課

題について理解を深めます。 

・ アジアの国について学習する

ことを通して、日本がアジア

の一員であることをより具体

的に認識していきます。 

・ 西アジアと北アフリカの共通

性について学びます。 

・ 自然環境に対する人びとの工

夫の仕方を学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

４ 西ヨーロッパ 

（１） ヨーロッパの自然環境

と地域区分 

（２） ヨーロッパの統合 

（３） ヨーロッパの農業 

（４） ヨーロッパの工業 

５ ロシアと周辺諸国 

（１） 東欧地域 

（２） 旧ソ連 

６ アングロアメリカ 

（１） 北アメリカ大陸 

（２） 民族と文化 

（３） 農業と工業 

７ ラテンアメリカ 

（１） 南アメリカ大陸の自然 

（２） ラテンアメリカの住民

と社会 

（３） 主要国と産業 

８ オセアニア 

９ 日本 

・ 西ヨーロッパ諸国がなぜEU結

成に向かっていったのかを理

解し、工業・農業など様々な

分野で、EU がどのように機能

しているのかを学びます。 

・ 西ヨーロッパ諸国の共通性と

相違点について、自然、民族、

農牧業、文化、生活習慣等を

通して理解していきます。 

・ 唯一の超大国といわれるアメ

リカ合衆国について、民族・

文化・農業・工業などについ

ての特徴を学び、なぜ、超大

国といわれるようになってき

たのか考察していきます。 

・ ラテンアメリカ諸国の共通点

と相違点とについて学んでい

きます。 

・ 地域が抱えている課題を理解

し、どのようにすれば解決で

きるのかを考察する 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 
自宅学習   

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 公民 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 時事問題研究 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

毎日、私たちは多くのニュースを目にします。しかし、ほとんどのニュースは表

面的にしか理解されず、何となく私たちの前を通り過ぎていきます。 

この授業では、そうしたニュースのうちのいくつかをテーマとして取り上げ、主

に地理、歴史、政治・経済の観点から学習します。それぞれのニュースの本質を正

しく理解し、そのニュースの原因や今後の社会に与える影響などについても考えて

いきます。時にはそこから派生する世界や日本の諸問題に話題を広げて、さらに深

く掘り下げます。 

 

科目の目標 

１．近年起きた出来事について理解を深め、その背景にあるものを追究する姿勢を

育て、社会の動きに対する興味・関心を高める。 

２．現在の日本や世界が抱えている様々な問題についての理解を深め、その背景に

あるものを追究する姿勢を育て、日本や世界の諸問題に対する興味・関心を高

める。 

３．現代社会の仕組みやその歴史的背景について正しく理解し、民主的、平和的な

国家・社会の有為な形成者としての資質を養う。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

用語集 現代社会＋政治経済（清水書院） 

ＮＨＫ番組、新聞等 

評価の観点 

評価の方法 

(観点) 

・ニュースや新聞記事など社会の動きに関心を持ち、問題意識を高めているか。   

・現代の様々な出来事や事象から課題を見出し、その本質や解決のあり方について

多面的・多角的に考察し、公正に判断できるか。 

・現代の社会に関わる資料を主体的に選択し読み取って、適切に活用することがで

きるか。 

・現代の社会に関する基本的な事項についての知識を身に付け、諸問題の本質につ

いて正しく理解しているか。 

（方法） 

定期考査の結果を基礎とし、授業態度、提出物の状況などを含めて総合的に評価す

る。 

 

選択条件 ２年次か３年次のいずれかで履修することができる。 

選択する上

での心得 

 本校独自の科目です。 

 中学校の公民の授業や１年次の現代社会の授業に興味を持った生徒はぜひ選択

してください。より深く世の中の仕組みが理解できると思います。また、世の中の

仕組みや動きを知って、卒業後社会人として役立てたい、という生徒にもお勧めで

す。逆に言うと、以上の点に該当しない生徒には向かない授業といえます。 

備考 

  



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日本に関する分野 

尖閣諸島問題 

サクラサイト詐欺 

野田内閣 

安倍内閣 

 

 

２ 世界に関する分野 

中東発エネルギー問題 

ホロコースト 

北朝鮮 

アメリカ大統領選挙 

 

３ 経済に関する分野 

ＴＰＰ 

 ＡＳＥＡＮ 

 

４ その他 

オトナはいつから？ 

ギャンブル、ネット依存症 

Ｋ―ｐｏｐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の政治・社会に関連する事項

と諸問題について、ニュースや新

聞記事と関連させながら学習す

る。 

 

 

 

世界の政治・社会に関連する事項

と諸問題について、ニュースや新

聞記事と関連させながら学習する 

 

 

 

経済に関連する事項と諸問題につ

いて、ニュースや新聞記事と関連

させながら学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

期末 

考 査

（３年） 

 

期末 

考 査

（２年） 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 

 

以下の内容は平成２４年度に実施した学習内容です。 

学習順は以下の通りではなく、その時々の社会情勢に対応し

ています。 

例えば、昨年度はアメリカ大統領選挙やオリンピックの年で

したので「アメリカ大統領選挙」や「オリンピック」をテー

マに学習し、日本のＴＰＰ加盟が話題となった時は、「ＴＰ

Ｐとは何か」をテーマに学習しました。 

 

今後も時々の社会情勢に対応して学習内容は決定しますの

で、以下の内容は学習内容の事例ととらえてください。 

 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 コミュニケーション英語Ⅱ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

（授業について） 

教科書に沿った授業を展開していきます。扱われる文章の内容は、コミュニケー

ション英語Ⅰと同様、風俗習慣・物語・エッセー・説明文など幅広く、それらを通

して語法・英文法・語句などの基礎的な英語力と、グローバルな「ものの見方･考

え方」を育成します。授業では、確かな英語力を身につけるために、サイトトラン

スレーションやシャドウイングなどの様々な活動も取り入れていきます。 

また基礎力養成のために、単語テストなどの小テストを毎週行なっていきます。 

 

  

科目の目標 

コミュニケーション英語Ⅰで学習したことを、さらに発展させ、「聞く」「読む」

「話す」「書く」の４技能の総合的かつ統合的な育成を図ります。また、英語を通

じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報

や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばします。 

 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

Grove English CommunicationⅡ、書きこみノート、ワークブック、Data Base 300 
3rd Edition、Harvest 3rd Edition 

評価の観点 

評価の方法 

１．授業への参加状況、出席状況、課題の提出状況・完成度・提出率 

(関心・意欲・態度) 

２．定期試験、単語テスト、単元テスト 

 (知識・理解) 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

 

書きこみノートを利用して、予習をして授業に臨むこと。積極的に授業に参加し

ようとする姿勢が重要です。さらに、ワークブックを利用して、復習にもしっかり

と取り組むこと。コミュニケーション英語Ⅱ（大）については、大学入試に対応で

きる力を確実に身につけるために、より発展的な学習に取り組んでもらいます。 

備考 

 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。評価の対象となりますので、し

っかり取り組んでください。 

・英語検定準２級取得を目標とします。積極的に受験してください。 

 

 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

Lesson1 
Hello, Hollywood! 
 By Yuki Matsuzaki  
 
 
Lesson2 
Asian Culture and Life 
 
 
Lesson3  
A Penguin Called Happy Feet 
 
 
 
Lesson4 
The Spirit Is in My Body 
 
 
 
 
Lesson5 
Guerrilla Gardening 

高校卒業後に単身渡米、ハリウッド俳優にな

った松崎悠希さんからのメッセージを読みま

す。 

＜文法事項＞ 

５文型 

タイ・ミャンマー・カンボジア、アジア３つ

の国の生活や文化を学びます。 

＜文法事項＞ 

進行形、完了形、過去完了形 

 

ハッピー・フィートという名のペンギンの物

語を通して、動物・環境について考えます。 

＜文法事項＞ 

助動詞、助動詞＋完了形、受け身 

 

13 歳の時に突然足が動かなくなった少女の

その後を通し、チャレンジすることの大切さ

を学びます。 

＜文法事項＞ 

比較、「S+V(+O)+O(=that節)」、「S+V(+O)+O(=

疑問詞節など)」 

 

荒れ地が突然花壇に・・・意外な活動を繰り

広げる人たちについて知り、ボランティアに

ついて考えます。 

＜文法事項＞ 

助動詞を含む受け身、完了形の受け身、

「S+V+O1+O2」,「S+V+O+C」の受け身 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間  

考査 

 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

Lesson6 
Iceland 
 
 
 
Lseeon7 
Which Jam Would you Like? 
By Sheena Iyengar  
 
 
Lesson8 
Paper Buildings 
 
 
 
Lesson9 
Salty Coffee 
 
 
 
 
Lesson10 
Lunch Delivery in Mumbai 

アイスランドの人々の暮らしを通して異文化

にふれます。 

＜文法事項＞ 

To 不定詞の用法、It is ～（for～）to 不定

詞、「S+V+O+to不定詞」動名詞、「S+V+形＋that

節」 

ジャムを購入するときの実験を通して、心理

学について学びます。 

＜文法事項＞ 

関係代名詞、「S+V+O+C(=現在分詞)」、分詞の

形容詞用法、前置詞＋関係代名詞 

 

紙を使った建築で世界中の災害現場で社会貢

献を行う坂茂さんについて学びます。 

＜文法事項＞ 

分詞構文、「S+V+O+C(＝原形不定詞)」、分詞構

文、関係代名詞の非制限用法 

 

誰もが憧れる少女と内気な青年の物語。 

＜文法事項＞ 

名詞＋to 不定詞＋前置詞、疑問詞＋to 不定

詞、仮定法過去・仮定法過去完了、形容詞 to

不定詞 

 

インドの弁当配達を通して、異文化にふれま

す。 

＜文法事項＞ 

関係副詞、比較表現、関係副詞の非制限用法、

仮定法を含む表現 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

冬期 

課題 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 英語表現Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

（授業について） 

 相手に伝えたい情報や自分の考えを、場面や目的に応じて、的確な英語を使って

書く練習をします。また、効果的に相手に伝えられるように、論理的に書く方法や、

英文法・英語特有の語順を理解して、自分の表現したいことを正確に書ける方法を

学習します。 

なお、基礎力養成のために、文法テストなどの小テストを週１回行なっていきま

す。 

 

科目の目標 

 

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとと

もに、事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫し

ながら伝える能力を養う。 

１．英文を論理的に書く能力を養う。 

２．英語と日本語の構造（語順）の違いを理解して、正確に書く能力を身につける。 

３．すでに学習した文法事項の再確認と、それを効果的に使って英文を書く能力を

養う。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 
未定 

評価の観点 

評価の方法 

１．授業に対する予習・復習、課題の提出状況、授業中の参加状況、出席状況 

(関心・意欲・態度) 

２．定期試験・小テストの成績、課題の完成度 

(知識・理解） 

選択条件 コミュニケーション英語Ⅱ（４単位）を履修していること。 

選択する上

での心得 

大学または専門学校への進学を希望している者を対象とする授業なので、１年次

で学習した基本的な英語力を身に付けていることが必要です。授業では、自分の意

見などを英語で書く活動が主になります。よって、文法・構文・単語力が重要にな

ってきます。意欲的に英語を学ぼうとする意志が不可欠です。 

備考 

 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。提出が評価に大きく含まれます

のでしかり行なうこと。 

・ 文系の大学に進学を希望している生徒は選択することが望ましい。 

・ 自宅学習の習慣化と受験対策のため、小テストを週１回行い評価に加えます。 

 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

 

文の要素、種類、句と節 

 

 

英語の文を書く 

 

 

 

文法事項 

SV／SVC／SVO／受け身／SVO（＝

that節）／SVOO／SVOC／There 

is ～／形式主語の it／SVO+to

不定詞／特別用法の it／未来

形／現在進行形／過去進行形／

to不定詞／動名詞／現在分詞

／過去分詞／現在完了形／比較

／関係代名詞 

 

 

 

(週１回

小 テ ス

ト) 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

 

期末 

 考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

場面に応じて文を書く 

 

 

文法事項 

SVO（＝疑問詞節）／not to 不

定詞／SVOC（＝動詞の原形）／

助動詞／happen to do／疑問詞

+to 不定詞／How many～？／近

い未来の予定／未来進行形／未

来完了形／It seems that～／It 

is ～ whether…／過去完了形

／過去完了進行形／to 不定詞

の完了形／助動詞＋完了形／関

係代名詞…前置詞／関係副詞／

分詞構文／仮定法過去／仮定法

過去完了 

 

(週１回

小 テ ス

ト) 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

冬期 

 課題 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 英語会話 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

（授業について） 

原則的に ALT と日本人英語教諭の TTで、指示説明はほとんど英語で行われます。

また毎回、生徒の皆さんは、英語でスピーチや物語等を書くような課題を出されま

す。そして、授業でほかの生徒たちの前で、英語でのスピーチなどを発表すること

になります。このように、発表を通して英語で活動する場面が非常に多い科目です。 

科目の目標 

日常生活の身近な話題についての英語を聞いたり話したりして、それらの情報や

考えなどを理解し、自分の考えなどを英語で相手に伝えようとする基礎的な能力を

つけていきます。また、積極的にコミュニケーションを図れるように学習していく

ことが目標です。 

主に「聞く・話す」技能を向上させるための授業です。 

授業形態 講義の後、主に実技（英語によるスピーチ、ドラマなど） 

教科書 

使用教材等 
未定 

評価の観点 

評価の方法 

定期考査を中心に ALT との面接や提出物、授業態度などの平常点を加味して評価

を行います。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

英語でコミュニケーションを図ることに興味・関心のある者。 

将来英語を使う、または、日常会話程度の英語が話せるようになることを希望する

生徒を対象とする。授業では冒頭からテーマを決めて英会話をしたり、前の週から

宿題となっているテーマ英作文を発表したりする。授業中は、スピーチやドラマを

通してみんなの前で英語を話すこととなる。また、ＡＬＴとの１対１での面接試験

を定期的に行う。そのためにも、失敗を恐れず恥ずかしがらずに積極的に挑戦する

姿勢や、ＡＬＴの先生にアドバイスを頼める姿勢が求められる。 

備考 

・ALTとの英語による 1対１の面接あり 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

自己紹介 

 

 

自己表現と質問の仕方 

 
 

 

 

自己紹介の仕方 

 

質疑応答の仕方 

 

 

●予定を尋ねる、相手を誘う 

●許可を求める、許可を与える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●理由を挙げる、意見を言う 

●事柄を並べて説明する 

●興味・関心の伝え方 

 

などの表現を学ぶ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＬＴとの 

インタビュー

テスト 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ＡＬＴとの 

インタビュー

テスト 
 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
日常の場面における表現 
 

 

 

●買い物 

●数の数え方、言い方、読み方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●道の尋ね方、答え方 

●電話のかけ方、受け方 

 

などの表現を学ぶ。 
 

 

 

ＡＬＴとの 

インタビュー

テスト 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

ＡＬＴとのイ

ンタビューテ

スト 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 英語基礎演習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

（授業について） 

毎時間、英文法についての知っておくべきことについての講義と、その内容の演

習を行ないます。英文法の知識だけでなく、様々な基礎になる文法問題の演習を通

して、入試に対応できる応用力をつけていきます。 

科目の目標 

 

英文法を中心とした学習をする科目です。大学や各種専門学校等、進学に必要な

基礎的な英文法や英文を読むために必要な英文法や慣用表現などを、演習を通して

学習し、身につけていきます。 

１．基礎的な英文法を習得する。 

２．大学・各種専門学校受験に対応できる応用力をつける。 

授業形態 講義、演習 

教科書 

使用教材等 

・ Harvest English Grammar Red Course in 20 Lessons（桐原書店） 

・ Harvest English Grammar Red Course Training Book (桐原書店) 

・ DateBase3000（桐原書店）   

・ 高校総合英語 Harvest 3rd Edition （桐原書店） 

評価の観点 

評価の方法 

 

１．授業に対する予習、課題の提出状況、授業中の参加状況、出席状況 

(関心・意欲・態度) 

２．定期試験・課題テストの成績、夏季、冬季課題の完成度、授業中の発言 

(知識・理解） 

選択条件 コミュニケーション英語Ⅱ（４単位）と同時履修すること 

選択する上

での心得 

 

英語基礎演習は文法に特化した授業です。扱う文法の多くは英語Ⅰでも学習して

いますが、この授業では特に問題演習を通して英文法を再確認し、各種試験(大学、

英検等)で頻出する問題に対応できる力を養うことを目的としています。かなり多

くの問題に取り組むことになり、覚えることも多いです。そのことをしっかり意識

し、選択すること。 

受講者はコミュニケーション英語Ⅰまでに学習してきた英文法をよく復習し、授

業に臨むこと。予習はもちろん、特に復習に力を入れて学習してください。 

備考 

 

・毎回、授業のはじめに英単語帳『DateBase3000』の小テストを実施します。 

出題範囲を確認し、各自勉強しておく必要があります。成績に反映されます。 

 

・夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。提出物は評価に大きく含まれます 

のでしっかり取り組み、必ず提出すること。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

Start Here 英語のしくみ 

 

 

Lesson 1 時制(1) 

Lesson 2 時制(2) 

 

Lesson 3 完了形(1) 

Lesson 4 完了形(2) 

Lesson 5 完了形(3) 

 

 

Lesson 6 助動詞(1) 

Lesson 7 助動詞(2) 

 

 

 

Lesson 8 態 

 

 

 

 

Lesson 9  不定詞 (1) 

Lesson 10 不定詞 (2) 

Lesson 11 不定詞 (3) 

 

 

基本５文型、否定分、疑問文など復習しながら確認し

ていく。 

 

現在形、過去形、未来形、進行形について学習する。 

 

 

完了形について学ぶ。過去形との違いを確認し、否定

文、疑問文の作り方も学習する。 

 

 

 

can,will.should などの助動詞の基本的な意味と用

法だけでなく、慣用的な表現も学ぶ。 

 

 

 

能動態と受動態の違いを知り、時制が関係する受動態

(現在進行形の文の受動態など)や、否定文・疑問文の受

動態など、他の文法事項との融合したことも学ぶ。 

 

 

不定詞の基本的な用法を中心に動詞の語法を再確認

しながら学んでいく。原形不定詞、完了形の不定詞も学

習する。さらに、受動態、進行形の不定詞も学ぶことに

なるので、各自よく確認と復習をしながら授業に取り組

む必要あり。 

確認 

テスト
(毎時間） 
 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

Lesson 12 動名詞 

 

 

 

Lesson 13分詞 (1) 

Lesson 14分詞 (2) 

 

 

 

 

Lesson 15 関係詞(1) 

Lesson 16 関係詞(2) 

Lesson 17 関係詞(3) 

 

 

 

Lesson 18 比較 (1) 

Lesson 19 比較 (2) 

 

 

 

Lesson 20 仮定法 

 

 

 

 

基本的な用法・慣用表現を学習する。不定詞との比較の

観点からも問題演習をしていく。最終的に動名詞と不定

詞の使い分けができるようにする。 

 

分詞の種類・基本的用法を学習する。また、分詞構文の

表す意味、知覚動詞の入った用法など理解が難しい部分

も学習するので問題演習で繰り返し練習する。 

 

 

 

関係詞の基本的な使い方から応用問題まで学習する。

前置詞と関係代名詞の位置、関係代名詞と関係副詞の違

いなどしっかりと身につけられるよう、繰り返し演習し

て学習する。 

 

 

初めに形容詞・副詞の比較変化の再確認を行う。基本

的な比較表現である、原級を用いた表現、比較級を用い

た表現、最上級を用いた表現を学ぶ。 

 

 

仮定法過去、仮定法過去完了などを用いた基本的な文

の作り方を理解する。また、様々な重要表現も演習を通

じて学習する。 

 

 

 

＊上記は平成２５年度の２年次生の場合です。 

 

確認 

テスト
（毎時間） 

  

 

 

中間 

考査 

 

 

冬期 

課題 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 コミュニケーション英語Ⅲ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

（授業について） 

教科書に沿った授業を展開していきます。特に英文を読むための様々な方法を身

につけ、「読む力」をつけるために、まとまりのある文章を読んで、そこから必要

な情報を得たり、書き手の考えなどを理解したりします。また、文章の概要や要点

をまとめ、それについての自分の考えを発表したり、物語文などを読んで感想を話

したり、書いたりもします。その他、文章の内容や自分の解釈が、聞き手に伝わる

ように読むための音読の練習も行っていきます。 

また基礎力定着のために、単語テストなどの小テストを毎週行なっていきます。 

  

科目の目標 

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとと

もに、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を更に伸ばし、

社会生活において活用できるようにする。 

具体的には、必要な情報の読み取り方や、文章を読んで全体的な意味や大まかな

論理の流れをつかむこと。そして、全体の中で書き手が伝えたかった内容をつかめ

るようにすることです。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

Grove English CommunicationⅢ、Harvest 3rd Edition 
予定：書きこみノート、ワークブック、Data Base 300 3rd Edition 

評価の観点 

評価の方法 

１．授業への参加状況、出席状況、課題の提出状況・完成度・提出率 

(関心・意欲・態度) 

２．定期試験、単語テスト、単元テスト 

 (知識・理解) 

選択条件 ２年次にコミュニケーション英語Ⅱ（４単位）を履修していること 

選択する上

での心得 

大学または専門学校への進学を希望している者を対象とする授業なので、基本的

な英語力を身につけていることが必要です。また、かなり量のある英文を数多く読

んでいくことになるので、貪欲に英語を学ぼうとする意欲と姿勢が不可欠です。ま

た、１文１文を読めるようになることはもちろんですが、文章レベルで作者の主張

を読み取ることに力を入れて行うことになります。文章を要約する力が必要になっ

てきます。 

備考 

 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。評価の対象となりますので、し

っかり取り組んでください。 

 

・ 英語の語彙力や表現力を高め、家庭学習の習慣化を図るため、毎週小テストを

実施します。 

 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 
Lesson1 
  
 
 
Lesson2 
 
 
 
Lesson3  
 
 
 
 
Lesson4 
 
 
 
 
 
Lesson5 
 

 

教科書の内容、文法事項に沿って学習します。 
 

毎週単

語テス

ト等実

施 

 

 

 

 

 

中間  

考査 

 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
Lesson6 
 
 
 
Lseeon7 
 
 
 
Lesson8 
 
 
 
 
Lesson9 
 
 
 
 
 
Lesson10 
 

 

教科書の内容、文法事項に沿って学習します。 
 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

冬期 

課題 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 英語表現Ⅱ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

（授業について） 

 教科書の題材に応じたディスカッションやディベートを通じて、相手に伝えたい

情報や自分の考えを、場面や目的に応じて的確に英語で表現する練習をします。ま

た、効果的に相手に伝えられるように、論理的に書く方法や、英文法・英語特有の

語順を理解して、自分の表現したいことを正確に書ける方法を学習します。 

なお、基礎力養成のために、文法テストなどの行う予定です。 

 

科目の目標 

 

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとと

もに、事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫し

ながら伝える能力を伸ばす。 

１．英文を論理的に書く能力を養う。 

２．英語と日本語の構造（語順）の違いを理解して、正確に書く能力を身につける。 

３．すでに学習した文法事項の再確認と、それを効果的に使って英文を書く能力を

養う。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 
未定 

評価の観点 

評価の方法 

１．授業に対する予習・復習、課題の提出状況、授業中の参加状況、出席状況 

(関心・意欲・態度) 

２．定期試験・小テストの成績、課題の完成度 

(知識・理解） 

 

選択条件 
２年次にコミュニケーション英語Ⅱ（４単位）と英語表現Ⅰ（２単位）を履修して

いること。 

選択する上

での心得 

国公立大学や私立大学の英語系学部への進学を希望している者を対象とする授

業なので、１・２年次で学習した基本的な英語力を身に付けていることが必要です。

授業では、自分の意見などを英語で話したり書いたりする活動が主になります。よ

って、文法・構文・単語力が重要になってきます。意欲的に英語を学ぼうとする意

志が不可欠です。 

備考 

 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。提出が評価に大きく含まれます

のでしかり行なうこと。 

・ 文系の大学に進学を希望している生徒は選択することが望ましい。 

・ 自宅学習の習慣化と受験対策のため、小テストを週１回行い評価に加えます。 

 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

場面に応じて文章で

伝える 

 

 

文法事項 

SVO（＝疑問詞節）／not to不定詞／SVOC（＝

動詞の原形）／助動詞／happen to do／疑問詞

+to不定詞／How many～？／近い未来の予定／

未来進行形／未来完了形／It seems that～／

It is ～ whether…／過去完了形／過去完了

進行形／to 不定詞の完了形／助動詞＋完了形

／関係代名詞…前置詞／関係副詞／分詞構文

／仮定法過去／仮定法過去完了 

 

 

 

(週１回

小 テ ス

ト) 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

 

期末 

 考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

パラグラフで伝える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅学習 

 

 

パラグラフの構成 

パラグラフを構成する／時間順序で書く／比

較・対照する／原因と結果の関係を書く 

(週１回

小 テ ス

ト) 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

冬期 

 課題 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 英語総合演習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

（授業について） 

毎時間英文法についての知っておくべきことについての講義とその内容の演習

を行ないます。英文法の知識だけでなく、大学入試に使われたものから基礎的な問

題まで様々な英文法問題の演習を通して入試に対応できる応用力をつけていきま

す。 

科目の目標 

英文法を中心とした学習をする科目です。英語基礎演習同様、英文を読むために

必要な英文法はもちろん、それまで学んできた英語基礎演習、英語Ⅰ・Ⅱなどで学

んだ基礎文法を復習しながら、実際の入試問題など演習を通してそれに対応できる

応用力をつけていきます。 

１．大学・各種専門学校受験に対応できる応用力をつける。 

２．英語基礎演習で学んだ基礎的な英文法を再確認し様々な問題を通じて英文法

の力をさらに向上させる 

授業形態 講義、演習 

教科書 

使用教材等 

英語総合演習教科書（平成２５年度は“Practice 英文法道場（桐原書店）”） 

英文法問題集（平成２５年度は“即戦ゼミ 11 大学入試ベストポイント英語頻出問

題 740（桐原書店）”） 

評価の観点 

評価の方法 

①授業に対する予習、課題の提出状況、授業中の参加状況、出席状況 

(関心・意欲・態度) 

②定期試験・課題テストの成績、課題の完成度、授業中の発言 

(理解の能力、知識・理解） 

選択条件 
２年次にコミュニケーション英語Ⅱ（４単位）と英語基礎演習（２単位）を履修し

ていること。 

選択する上

での心得 

客観的問題を中心に、多くの問題形式を通じて今まで学んできた文法事項の総復習

と問題形式の英文法に対応できるよう徹底的に勉強する科目です。予習復習はもち

ろん、かなりの量を暗記することが要求されます。もちろん試験だけでなく、普段

の授業に対する取り組み方や、課題の提出なども重要ですので大学入試などの試験

に本気で取り組む姿勢を持つことが必要です。日頃から、復習をして一度学習した

問題は忘れないようにしてください。 

備考 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。提出が評価に大きく含まれます

のでしっかり行なうこと。 

・ 大学や短大に進学希望している生徒は選択することが望ましい。 

・ 自宅学習の習慣化と受験対策のため英文法問題集からの小テストを週に１回行

い評価に加えます。 
＊２年次総合選択科目の英語基礎演習同様に問題演習を中心に学習していきます。ただし、基礎

演習で行なうことの復習もかねるので、基本的なことの説明は省くことがあるので、自分自身で

分からないところは調べつ授業に臨むことが必要。また、問題数も英語基礎演習よりも多くなり

ます。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

 

① 基本事項の確認 

 

② 時制 

 

 

③ 完了形 

 

 

④ 助動詞 

 

 

⑤ 受動態 

 

 

⑥ 不定詞 

 

 

 

⑦ 動名詞 

 

⑧ 分詞 

★ 前期、後期ともに毎回、授業のはじめに問題集の

ある範囲からの確認テストがある予定です。成績

に反映します。 

①では基本事項の確認として三単現の S、疑問文、否

定文、命令形、人称代名詞、不定代名詞、接続詞につ

いて学習します。 

②では基本時制として過去形、進行形、未来を表す表

現について基本事項を確認し、応用力をつけます。 

③では完了形として現在完了、現在完了進行形、過去

完了、未来完了について例題を通して復習と問題演習

をします。 

④では助動詞の can、must、should、ought to、 had 

better、would、used toなどについて例題を通して助

動詞の復習と応用を学習します。 

⑤では基本的な受動態、群動詞を含む受動態、進行形

の受動態、第４・５文型の受動態、by以外の前置詞を

用いる受動態について様々な応用問題を通して応用

力をつけます。 

⑥では不定詞の３用法、結果を表す副詞的用法、疑問

視＋to不定詞、It is to構文、SVO不定詞、否定語の

位置、慣用表現、使役動詞、知覚動詞などを理解し、

問題が解けるように学習します。 

⑦では基本的な動名詞の用法、動名詞の意味上の主

語・否定・受動態、重要表現など、様々な語句のもつ

パターンを学習します。 

⑧では現在分詞の限定用法、分詞構文などについて基

礎から応用まで学びます。 

 
 

確 認 テ

スト（毎

時間） 

  

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

⑨ 比較 

 

 

⑩ 関係詞 

 

 

⑪ 仮定法 

 

 

⑫ 疑問文 

 

 

⑬ その他の重要事項 

 

 

自宅学習期間 

 

 

⑨では比較の基本事項を確認し、倍数表現、序列表現、

劣等比較、応用表現、差と強調、書き換えについて問

題演習を通して学びます。 

⑩では関係詞の基本事項について確認し、目的格の省

略、所有格、前置詞＋関係代名詞、限定用法と継続用

法について応用問題に対応できるように学習します。 

 

⑪では仮定法過去、仮定法過去完了、wishを用いた願

望を表す表現、as if、慣用表現について基本事項を

確認してから応用まで学びます。 

⑫では間接疑問文の語順、疑問詞＋do you think …?、

付加疑問について学習します。 

 

 

⑬では部分否定、二重否定、無生物主語、多い・少な

いの表し方、接続詞の表現などについて学び、大学入

試等の実践的な問題に慣れるようにします。 

 

 

 

 

 

 

＊上記は平成２５年度の３年次生の場合です。 

確 認 テ

スト（毎

時間） 

  

 

 

 

中間 

考査 

 

 

冬期 

課題 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２ 

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 英語会話上級 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

（授業について） 

原則的に ALT と日本人英語教諭の TTで、指示説明はほとんど英語で行われます。

また毎回の ALT からの課題など英語会話（２単位）で行なうことや、目標として

いることに以下のことが加わります。 

１．Speech などまとまりのある話の要点を聞き取り、それについて自分の考えを

まとめる。 

２．幅広い話題について情報や考えを整理し、効果的に発表（Speech）する。 

３．幅広い話題について話し合ったり（Discussion）討論したり（Debate）する。 

４．スキットなどを創作したり、演じたり（Drama）します。 

 

科目の目標 

幅広い話題について、情報や考えなどを整理して英語で発表したり話し合った

りする能力をつけていきます。また、積極的にコミュニケーションを図れるよう

に学習していくことが目標です。具体的には Speaking・Listening 能力といった

英語の力だけでなく自分の意見をどのように作り出し、論理的に組み立て、効果

的に相手に伝えたり、聞き取ったりするコミュニケーション能力をつけることで

す。 

授業形態 
主に講義時に実技（英語によるスピーチ、ディスカッション、ディベート、ドラ

マなど） 

教科書 

使用教材等 
未定 

評価の観点 

評価の方法 

コミュニケーションに関心を持ち、英語を聞いたり話したりして積極的に言語活

動を行う意欲と態度を評価します。また、幅広い話題についての考えを英語で発

表・話し合う表現能力、相手の英語を聞いて理解しようとする理解能力、英語の

言語運用についての知識を総合的に判断して評価します。 

選択条件 ２年次に英語会話（２単位）を履修していること。 

選択する上

での心得 

将来英語を使うまたは、自分の意見を英語で言えるようになることを希望し、

積極的にコミュニケーションを図ろうとする生徒を対象としています。自分自身

のことや、社会問題、文学、文化などについて意見を英語で説明し、相手を理解

し筋道を立てて議論できるようになることを目標としています。毎時間英語を聞

き取り、自らもスピーチやディスカッション、ディベートを通して自分の意見を

論理的に話すことが多くなります。また、ＡＬＴとの１対１での面接試験を定期

的に行うので、積極的に話そうとする姿勢と英語力が必要になります。 

備考 

  

英語でコミュニケーションを図ることに興味・関心のある者。 

将来英語を使う、または、日常会話程度の英語が話せるようになることを希望す

る生徒を対象とする。授業では冒頭からテーマを決めて英会話をしたり、前の週

から宿題となっているテーマ英作文を発表したりする。授業中は、スピーチやド

ラマを通してみんなの前で英語を話すこととなる。 

また、ＡＬＴとの１対１での面接試験を定期的に行う。そのためにも、失敗

を恐れず恥ずかしがらずに積極的に挑戦する姿勢や、ＡＬＴの先生にアドバイス

を頼める姿勢が求められる。 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考査

等 

前    

期 

４月 

 

 

自己紹介 

 

 

自己表現と質問の仕方 

 

 

 

場面設定をしながらの会話、表現 

 

 

自己紹介 

 

質疑応答の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

●ホームパーティ 

 

●ショッピングモール 

 

●トラブル 

 

●郵便局・銀行 

 

 

などにおける表現を学ぶ。 

 
 

★ 各 レ ッ

スン 課題

発表 によ

る 評 価 を

行 な い ま

す。 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

英語圏の文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ以外の国々 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

自宅学習 

 

●プロム 

 

●観光・余暇 

 

●行事・風習 

 

●学校・職場 

 

 

 

などにおける表現を学ぶ。 

 
 

★ 各 レ ッ

スン 課題

発表 によ

る 評 価 を

行 な い ま

す。 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 英語 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 異文化理解 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

（授業について） 

 教科書・資料を使った授業に加え、様々なアクティビティを通して文化とは何

か？異文化に対しての自分たちの意識はどうなのか？異文化理解をし、国際交流を

するためにはどうしていかなければならないかなどを考えていきます。 

 この授業は、道具としての英語を学ぶことに加え、自分の意見をしっかり出せる

ことを重視します。 

科目の目標 

英語で書かれた書物を読むこと、また、英語を道具として使うことを通して外国

の人々の生活や風俗習慣、地理・歴史、科学などについて学習します。また、外国

の事情や異文化について知識を単に増やすだけではなく、日本文化との相違や類似

性、異文化の背景となっている価値観やものの見方、考え方などについて考察を深

めます。 

１．英語を通して外国の事情や異文化について理解を深める。 

２．異文化をもつ人々と積極的にコミュニケーションを図るための能力や態度の

基礎を養う。 

３．英語による実際のコミュニケーションを通して異文化に対する認識を高める。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 
教科書（『英語百科』(大修館書店)）・その他 

評価の観点 

評価の方法 

（評価観点） 
・ 外国について関心を持ち、日本文化との相対関係において異文化を理解できたか 

・ 異文化を持つ人々の行動様式や考え方などに配慮する能力や態度を養えたか。 

・ 英語の理解力及び表現力を活用し、自分の意見を相手に伝える能力を伸ばせたか。 

（評価基準） 
基本としてはレポートとプレゼンテーション（グリーティングカード作成など）のでき具合を以下のような基

準で成績として重視します。定期テストの評価と同じくらいの割合で考えます。 

・ これがわかった・知った というレベル・・・・・・・・・・・・・・・・・・C 

・ 上記の評価Ｃに加え感想・感触・予測がついたレベル・・・・B 

・ 上記の評価Ｂに加え自分なりの具体的提案がある場合Ａ 

選択条件  特になし 

選択する上

での心得 

 評価の観点でも述べたように、定期テストはもちろんのこと、各授業で問われる

ことに対し、自分の意見を論理的に考え、効果的に発表することも要求される科目

です。また、他の英語の科目と異なり、“英語”を学ぶのではなく、“英語”をコミ

ュニケーションや文化比較のための道具として活用することに力をおきます。英語

を使って伝える内容である“自分の意見”を常に持って授業に臨んで下さい。 

 

備考 

 

・ 夏期休業・冬期休業ともに課題が出されます。提出が評価に大きく含まれます

のでしかり行なうこと。 

・ 東日本国際大学との連携授業が年８回行なわれます。 

・ 年間計画にある学習テーマは、順番が入れ替わる事があります。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

オリエンテーション 

・ 自分たちは何者なのか？ 

・ 文化について 
・ 身近な文化の違い 

テーマ１ 

「アメリカ文化概論」 
・ミシシッピの文化から見えるもの 

 

テーマ２ 

「アメリカンコミックとブル 

 ースミュージック」 

・アートを通して、異文化に触れる 

 

テーマ３ 

「映画の歴史」 
・ルミエール兄弟からチャップリン、 

 ハリウッド映画まで 

・映画ジャンルについての文化考察 

・黒澤明について 

 
夏期休業中の宿題 

 

＊各授業で映画、ネットなどの映像

を使用し、可能な限り異文化につい

て触れるような時間があります。 

＊東日本国際大学の教授による異文

化理解授業が行なわれます。 

⇒2012 年度は中国・韓国文化につい

ての授業が行われました。 

異文化理解年間計画を知り、この授業のねらいと予

定を知ります。 

その後、1年を通じてさまざまなテーマの下に映像や

アクティビティを通じて考えていきます。 

 

テーマ１ 

アメリカの様々な文化を紹介し、比較文化論につい

て学びます。また、ミシシッピの文化（郷土の文化）

を通して異文化理解を図ります。 

 

テーマ２ 

アメコミと Manga(漫画)の違いを学びます。さらに、

ブルースと J-pop について、異文化理解の観点から

学びます。 
 

テーマ３ 

映画の始まりから、現代にいたるまでの歴史を学び

ます。また、映画史において、分岐点となった映画

をダイジェストで鑑賞します。 

 

 

 

 
＊テーマごとにレポートが課されます。 

＊毎回のレポートの提出期限は授業の週の金曜ま

で。その期限が過ぎると、レポート点は 0 点になり

ます。 

テーマご

とにレポ

ート提出 

 

 

 

 

 

 

（中間 

考査） 

 

 

 

 

夏期 

課題 

 

 

 

 

 

 

期末 

 考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

テーマ４ 

「戦争と宇宙」 
・戦争における異文化理解 
・Space Race と人類の課題 

 

テーマ５ 

「祭」 
・諸外国の祭を通しての異文化理解 

・宗教について 

 

テーマ６ 

「クリスマス」 
・テーマ５からの継続講座。クリス 

 マスにおける異文化理解 

・テーブルマナー講習 

 

テーマ７ 

「常識とは？」 
・エスノセントリズム、オリエンタ 

 リズムについて 

・日本に生きるということ 
 

＊前期同様、各授業で映画、ネット

などの映像を使用し、異文化につい

て触れる時間があります。 

＊東日本国際大学の教授による異文

化理解授業が行なわれます。 
⇒中国・韓国文化についての授業 

テーマ４  

異なる文化の接触は、対立を生じます。国際人たる

日本人として、記憶しておくべきことについて学び

ます。 

 

 

テーマ５ 

キリスト教、イスラム教、仏教に関する異文化理解。 

その歴史から食文化まで。 

 

 

 

テーマ６ 

クリスマスをあらゆる角度から検証していきます。 

 

 

 

 

テーマ７ 

現代に必要な態度や知識、考え方を考察します。こ

れからの社会でなぜ英語が必要なのか、英語を使え

ることのメリットなどを考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

＊上記は平成２５年度の２年次生の場

合です。 

テーマご

とにレポ

ート提出 

 

 
 

（中間 

考査） 

 

 

 
冬期 

課題 

 

 

 

期末 

 考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 人文国際 教 科 外国語 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 中国語（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

中国語の発音、単語、文法を学習し、身近な話題について中国語でコミュニケーシ

ョンを図るために必要な基礎的能力を習得します。また、中国の文化や歴史につい

て知り、中国に暮らす人々について理解を深めます。 

科目の目標 

１．中国語の基礎的な発音、単語、文法について理解する。 

２．初歩的な中国語について相手の意向を理解し、自分の考えなどを伝える能力を

身につける。 

３．中国語を通じて中国を積極的に理解しようとする意欲を高める。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

・教科書「中国語 はじめの一歩」（白水社） 

・授業で配布するプリント   

評価の観点 

評価の方法 

１．中国語について積極的に関心を持ち、基礎を理解できたか。 

２．習得した知識を活用し、コミュニケーションに必要な態度、能力を養えたか。 

３．中国の文化や歴史について知り、中国に対する理解を一層深められたか。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

○ 前期は、中国語の基礎を徹底的に学習し、後期は応用に入ります。 

○ 言葉だけでなく中国の文化・習慣・歴史・音楽なども授業で触れていくので、

興味・関心を持って積極的に授業に臨んでください。 

○ 授業だけでは言葉は身に付きません。授業中に学習したことを家庭学習で復習

することが大切です。 

○ 発音の基本となるピンインは前期に必ず暗記する事になります。 

 

備考 

○ 授業中の板書も重要ですので、ノートの準備をすること。 

○ 授業中にプリントを配布することが多いので、ファイルも準備すること。 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期 

考査等 

前    

期 

４月 

ウォーミングアップ 

 

発音 

 

 

第１課「お名前は？」 

 

 

 

第２課「これは何ですか。」 

 

 

 

 

第３課「あなたはどこへ行

きますか。」 

 

 

 

 

第４課「このバッグはどう

ですか。」 

・ 中国の地理・歴史・民族・文化について学ぶ。 

・ 中国語の特徴、方言について知り、複雑な発音

を身につける。 

・ ピンインについて学ぶ。 

 

 

・ 人称代名詞を学ぶ。 

・ “是”「～である」を学習する。 

・ 自己紹介の会話を練習する。 

 

・ 指示代名詞を学ぶ。 

・ 疑問詞疑問文を学ぶ。 

・ “的”「～の」を学ぶ。 

・ 副詞を学ぶ。 

・ 疑問詞を使った質問文を練習する。 

 

・ 動詞を学ぶ。 

・ 「所有」を表す“有”の使い方を学ぶ。 

・ 省略疑問の「～は？」の使い方を学ぶ。 

・ 相手に行き先を尋ねる言い方を学ぶ。 

 

 

 

・ 助数詞を学ぶ。 

・ 指示代名詞を学ぶ。 

・ 形容詞の使い方を学ぶ。 

・ “几”“多少”の使い方を学ぶ。 

・ 持ち物の印象を尋ねる語法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

 考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

第５課「あなたは食事をし

ましたか。」 

 

 

 

☆特別授業 

アジアの留学生との交流 

 

第６課「あなたは夜用事が

ありますか。」 

 

 

 

第７課 「あなたはどこに

住んでいますか。」 

 

 

 

 

 

自宅学習 

・ 「完了」を表す“了”の使い方を学ぶ。 

・ 「所在」を表す“在”の使い方を学ぶ。 

・ 助動詞“想”の使い方を学ぶ。 

・ 食事をとるときの表現を学ぶ。 

 

 

・ 東日本国際大学から数名の留学生をお呼びして   

 文化交流を行う予定です。 

 

 

 

・ 数字の数え方を学ぶ。 

・ 日付・時刻を表す語を学ぶ。 

・ 「動作の時点」を言う表現を学ぶ。 

・ 相手の都合を尋ねる表現を学ぶ。 

 

 

・ 介詞“在”の用法を学ぶ。 

・ 「存在」を表す“有”の用法を学ぶ。 

・ 反復疑問文を学ぶ。 

・ 住まいや家族について説明する表現を学ぶ。 

 

◎年間を通じてピンインの発音を繰り返し行い、発

音に慣れるようにする。 

◎ 随時、中国について様々な話題が出されるの

で、各自ノートにまとめておくこと。 

 
 
 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

 考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 数学 A 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

数学を学習する上で 基礎・基本 となる科目です。 

 

学習テーマは大きく３つあり、中学校で学習してきた分野をさらに深く学びます。 

 

≪場合の数≫下の問題のように日常生活により近い事柄について学びます。 
▼ ８個のケーキから２個選ぶとき、選び方は何通りありますか。 

≪確 率≫上記の事柄を基礎にして、下のような事柄について学びます。 

▼ 3人でじゃんけんをするとき、１人だけが勝つ確率を求めよ。 

≪整数の性質≫数学の基本となる整数の性質について学習します。 

 

 

★★多くの生徒に学んでもらいたいと考えている科目です★★ 

 

科目の目標 

１．基礎・基本的な知識の習得と数学に対する興味関心を高める。 

２．事柄を数学的に考察し処理する能力を養う。 

３．数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。 

４．新たな課題の解決に数学を活用していこうとする態度を身につける。 

（ ＊ツール[道具]として数学を扱えることに気付き活用できる ） 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

教科書：最新 数学Ａ （数研出版） 

問題集：３ＲＯＵＮＤ 数学Ⅰ＋Ａ（数研出版）１年次に購入済み 

 

評価の観点 

評価の方法 

積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか【関心・意欲・態度】、自ら考えて課題を

解決しようとしているか【思考・判断】、計算や作図・証明に工夫を凝らしている

か【技能・表現】、定期考査【知識・理解】等を総合的に判断して評価します。 

選択条件 
３年次に「数学総合演習」「数学Ｂ」「数学Ⅲ」のいずれかを履修する者は必ず履修

すること。 

選択する上

での心得 

 

２単位（週１回）の授業なので、計画的な学習が必要になります。 

 

 

 

 

備考 
◎進学（大学・看護・医療系専門学校）を希望者は履修することが非常に望ましい。 

○公務員希望者は履修することが望ましい。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

第１章 場合の数 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場合の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

第２章 整数の性質 

 

 

 

約数と倍数 

 

 

 

 

 

ユークリッドの互助法 

 

 

 

 

 

整数の性質の応用 

（剰余類、不定方程式、ｎ進法） 

 

 

 

 

 

 

 
中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
期末考査 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 数学Ⅱ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

いろいろな式      ・・・ n 次方程式の解法を学びます。また式の証明の初歩的な技法を学びます。 

図形と方程式      ・・・ いろいろな図形を方程式を使って表す事を学びます。定規とコンパスを

使っていた幾何学とはまた違ったものになります。（精密に計算ができる） 

三角関数        ・・・ 数学Ⅰで学ぶ三角比を関数として扱います。回転するもの・振動するも

の・波や波動を表すには欠かせない関数です。 

指数・対数       ・・・ 複雑な複利計算や非常に大きな数の計算を精密に行うために考えだされ

た関数です。科学技術の発展に非常に貢献しました。三角関数等と合わせ

て初等関数といいます。 

微分・積分       ・・・ 高校数学のメインともいえる分野です。微分を学べば関数を精密に分析

することができます。積分は図形の面積・体積を測る方法を与えてくれま

す。 

科目の目標 

 

高次方程式・式と証明・図形と方程式・三角関数・指数・対数・微分・積分につい

て理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理

する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育てる。 

授業形態 
 

講義・演習・確認テスト 

教科書 

使用教材等 

教科書：最新 数学Ⅱ （数研出版） 

問題集：３ＲＯＵＮＤ 数学Ⅱ（数研出版） 

 

評価の観点 

評価の方法 

 

積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか（関心・意欲・態度）、自ら考えて課題を

解決しようとしているか（思考・判断）、計算や作図・証明に工夫を凝らしている

か（技能・表現）、定期考査・確認テスト（知識・理解）、提出物等を総合的に判断

して評価します。 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

 

数学Ⅱは、数学Ⅰと比べると等式の証明・様々な関数・新しい計算（微分積分）な

ど次々と新しい事が出てくる科目です。進度も速いので、予習・復習をしっかり行

うことが必要です。特に復習を中心に勉強することが大切です。 

 

 

 

備考 

 

理系大学・看護医療系専門学校を希望する場合は△数学Ⅱ（２・３年次）ではなく、

この科目を履修するのが望ましい。 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

いろいろな式 

 

 

 

 

図形と方程式 

 

 

 

 

三角関数 

 

 

式と証明 

 

 

 

 

高次方程式 

 

 

 

 

直線と円 

 

 

 

軌跡と領域 

 

 

 

 

 

三角関数 

 

 

三角関数の加法定理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

指数・対数 

 

 

 

 

 

微分・積分 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

指数関数 

 

 

対数関数 

 

 

 

微分 

 

 

 

 

積分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 △数学Ⅱ＊（２年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

いろいろな式      ・・・ 虚数単位 i を導入し、数の範囲を広げます。こ

れによりn 次方程式は必ず解を持つようになり

ます。証明の初歩的な技法を学びます。 

 

図形と方程式      ・・・ いろいろな図形を、方程式を使って表す事を学

びます。定規とコンパスを使っていた幾何学とは

また違ったものになります。 

科目の目標 

 

複素数と方程式・式と証明・図形と方程式について理解させ、基礎的な知識の習得 

 

と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それ 

 

らを活用する態度を育てる。 

授業形態 
 

講義・演習・確認テスト 

教科書 

使用教材等 

 

教科書：最新 数学Ⅱ （数研出版） 

問題集：３ＲＯＵＮＤ 数学Ⅱ（数研出版） 

 

評価の観点 

評価の方法 

 

積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか（関心・意欲・態度）、自ら考えて課題を

解決しようとしているか（思考・判断）、計算や作図・証明に工夫を凝らしている

か（技能・表現）、定期考査・確認テスト（知識・理解）、提出物等を総合的に判断

して評価します。 

選択条件 
 

△数学Ⅱ＊（３年次）を履修すること 

選択する上

での心得 

 

４単位の数学Ⅱと違い週１回の授業なので、その間の復習など計画的な学習が必要

になります。 

 

 

 

備考 

 

２．３年次で２単位ずつ分割して履修する 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

いろいろな式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式と証明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高次方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

図形と方程式 

 

 

 

 

 

 

直線と円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軌跡と領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 数学Ⅲ 単位数 ６ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

皆さんは登山の経験はありますか？ 苦しい辛い思いをして頂上にたどり着き、

周りを眺めるとその景色の「美しさ」に登っていた間の苦しさも忘れ、達成感を覚

えます。それに近い感覚を数学で体感できるのが高校数学の集大成と言える科目

「数学Ⅲ」なのです。 

「数学Ⅲ」では、それまでに学んだいろいろな関数（初等関数という）と数学にお

ける種々の性質（微分積分を中心とした定理や公式など）を統合的に学ぶことにな

ります。これによって今まで別々に学んできた数学の各範囲の「つながり」が見え、

また理解も深まるので数学の「美しさ」の一端に触れることが出来ます。 
 

科目の目標 

 

「数学Ⅱ」の「微分と積分」と「数学Ｂ」の「数列」の内容を中心に、問題を取

り扱う範囲を初等関数全般にまで広げ、より一層深化させます。 

極限、微分法及び積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、

事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する

態度を育てます。 

 

授業形態 

 

講義・演習 

 

教科書 

使用教材等 

 

教科書：最新 数学Ⅲ （数研出版） 

 

 

評価の観点 

評価の方法 

 

進路を意識して授業に取り組んでいるか（関心・意欲・態度）、自ら考えて課題を

解決しようとしているか（思考・判断）、計算や作図に工夫を凝らしているか（技

能・表現）、定期考査（知識・理解）等を総合的に判断して評価します。 

選択条件 

 

２年次に「数学Ⅱ(４単位)」・「数学 A」を履修していること 

 

選択する上

での心得 

 

理系大学希望者は選択することが望ましい。 

特に数学を必要とする、例えば理学部の数学科や物理学科、工学部の機械工学科や

電気・電子工学科などなどを志望している生徒は選択して欲しい科目です。 

 

「数学Ⅲ」の選択を希望する場合、２年次の「数学Ⅱ (４単位)」・「数学 A」につ

いては出来ればブロック表上で(理)付きの講座を選択して下さい。 

 

備考 

 

「数学Ⅲ」が必要になるかどうかは、各大学の一般受験をする際の受験科目に指

定されているかどうかでも判断できますので、志望する大学・学部等を調べてくだ

さい。 

いずれにせよ理系学部の場合は大学入学後にもっとレベルの高い講義を受けなけ

ればならないので、高校で「数学Ⅲ」の授業を受けておくことを薦めます。 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

平面上の曲線と複素数平面 

 

 

 

 

 

 

 

極限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微分法 

 

 

 

 

平面上の曲線 

 

 

 

複素数平面 

 

 

数列の極限 

 

 

関数の極限 

 

 

 

 

 

 

導関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

 

 

積分法 

 

 

 

 

 

 

 

導関数の応用 

 

 

 

 

不定積分と定積分 

 

 

 

 

積分の応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 
  

（自宅学習） 

 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 数学 B 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

数学Ⅱの発展として大学（国公立及び理系）進学希望者、看護医療系希望者を対

象にした科目で、主にベクトル、数列について学習します。 

 

ベクトルとは、向きと大きさをもつ量のことで、たとえば力や速度などが代表的

です。ここでは、平面上のベクトル、空間のベクトルについて学びます。 

また、規則性をもつ数の列に着目したものが、ここで学ぶ数列です。 

１＋２＋３＋・・・・＋ｎの和がｎの簡単な式で表される等のことを学びます。 

科目の目標 

 

ベクトル、数列について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察し、処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を育て

ることが目標です。 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

 

教科書：最新 数学Ｂ （数研出版） 

  

 

評価の観点 

評価の方法 

 

進路を意識して授業に取り組んでいるか（関心・意欲・態度）、自ら考えて課題を

解決しようとしているか（思考・判断）、計算や作図に工夫を凝らしているか（技

能・表現）、定期考査（知識・理解）等を総合的に判断して評価します。 

選択条件 
 

２年次に「数学Ⅱ」と「数学Ａ」を履修していることが望ましい。 

選択する上

での心得 

 

・２単位（週１回）の授業なので、計画的な学習が必要になります。 

・２年次で「数学Ⅱ」を履修していることが望ましい。 

 

備考 

 

看護医療系希望者は、「数学Ｂ＋数学総合演習」を履修することが望ましい。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

数列 

 

 

数列とその和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学的帰納法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

ベクトル 

 

 

 

 

 

平面上のベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

空間ベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自宅学習」 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 数学総合演習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

大学・看護医療系進学希望者及び就職希望者・数学に興味のある者を対象に、問

題演習を中心として行う科目です。 

 

 

大学や看護医療系専門学校への進学のため、数学Ⅰ・Ａを中心に標準的な問題の

演習を行います。 

 

 

科目の目標 

●大学進学・看護医療系進学希望者 

数学Ⅰ・Ａを中心に復習と問題演習を行い、入学試験に対応できる力を養う。 

 

 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 

教科書：例題から学ぶ数学Ⅰ＋Ａ 例題編（実教出版） 

問題集：例題から学ぶ数学Ⅰ＋Ａ 演習編（実教出版） 

評価の観点 

評価の方法 

積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか  （関心・意欲・態度） 

自ら考えて課題を解決しようとしているか （思考・判断） 

様々な視点から解法を導いているか    （技能・表現） 

定期考査                （知識・理解） 

等を総合的に判断して評価します。 

選択条件 
「数学Ｂ＋数学総合演習」をとる場合は、２年次に「数学Ⅱ（４単位）」と 

「数学 A」を履修していること。 

選択する上

での心得 

自分の進路について明確な目標を持っている人が選択してください。 

数学が大学入試等で必要な場合は「数学Ｂ＋数学総合演習」の方を選択してくだ

さい。 

「数学基礎演習」の方は一般教養的な内容や、基礎的な内容が含まれていますの

で、進学には向きません。 

備考 

注意 「数学基礎演習」と「数学Ｂ＋数学総合演習」は同時に履修できません。 

 

ブロック表の見方 

「数学Ｂ＋数学総合演習」・・・大学進学者、看護医療系希望者向け 

「数学基礎演習」・・・・・・・就職希望者、数学に興味のある者向け 



 月 
大学進学者、看護医療系希望者 

定期考査等 
単元／題材 学習内容 

前    

期 

４月 

 数学Ⅰ 

 （講義・演習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ａ 

 （講義・演習） 

 

１．方程式と不等式 

 

 ア 展開，因数分解 

 

イ 方程式，不等式 

 

２．２次関数 

 

 ア 平方完成とグラフ 

 

イ 最大・最小，不等式 

 

３．図形と計量 

 

ア 三角比，相互関係 

 

 イ 正弦，余弦定理，面積 

 

４．集合と場合の数 

 

ア 集合と要素，場合の数 

 

 イ 順列・組合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

５．確率 

 

 ア 事象と確率 

 

 イ 独立・反復試行 

 

６．平面図形 

 

 ア 三角形の五心 

 

７．命題と証明 

 

 ア 必要・十分条件 

 

数学Ⅰ・Ａ総合演習（入試対策） 

 

 

（自宅学習） 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系  列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講 座 名 △数学Ⅱ＊（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

◆三角関数 
数学Ⅰで学ぶ三角比の角度は０～180 度までです。その角度という概念を「回転」と捉え拡張し

ていきます。動的とみることで、「変数」という考え方をすることができ、さらに関数へとつな

がっていきます。関数といえば、もちろんグラフ!!sin,cos,tanのグラフについても勉強します。 

 

◆指数関数と対数関 
x4×x3と＝x7いった指数の計算方法について数学Ⅰで学習します。数学Ⅱでは、指数が０や負の

整数、有理数といったときにどうなるのか？ということから学習します。また指数が変数である

指数関数について学びます。さらに指数と非常に関係の深い対数というものについても学習し、

非常に大きな数や小さな数を有効的に利用できる方法を考えます。 

 

◆微分法と積分法（ここは高校数学のメインともいえる分野です!!!） 
微分積分の探求により自然界や社会の様々な現象が解明できるようになりました。 

関数のグラフの接線を考える微分、関数のグラフの曲線によって囲まれる面積を求める積分を

学習します。 
 

科目の目標 

三角関数・指数関数・対数関数及び微分・積分の考えについて理解させ、基礎的な

知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとと

もに、それらを活用する態度を育てる。 

授 業 形 態 講義・演習・確認テスト 

教 科 書 

使用教材等 
教科書：最新 数学Ⅱ（数研出版） 

評価の観点 

評価の方法 

◎積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか……【関心・意欲・態度】 

◎自ら考えて課題を解決しようとしているか…【思考・判断】 

◎計算や作図に工夫を凝らしているか…………【技能・表現】 

◎定期考査・確認テスト…………………………【知識・理解】 

 提出物等を総合的に判断して評価します。 

選 択 条 件 △数学Ⅱ＊（２年次）を履修すること。 

選択する上

で の 心 得 

４単位の数学Ⅱよりは余裕を持って学習しますが、週１回の授業なので計画的な学

習が必要になります。（数学Ⅰの内容がベースになります。） 

備 考 

２・３年次で２単位ずつ分割履修します。 

 

数学Ⅱを進学のための受験科目等として考えている生徒は、４単位の数学Ⅱを履修

することが非常に望ましい。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

三角関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

指数・対数 

 

三角関数 

 

 

 

 

三角関数の加法定理 

 

 

 

指数関数 

 

 

 

 

対数関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

微分・積分 

 

 

 

 

 

  

 

 

微分 

 

 

 

 

 

 

積分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 
 

 

（自宅学習） 

 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 数学 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 数学基礎演習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

就職希望者・数学に興味のある者を対象に、問題演習を中心として行う科目です。 

 

就職試験に対応するため、教養的な数学の学習や数学Ⅰ・Ａの基本的な問題の演習

を行います。 

科目の目標 
一般教養的な数学、数学Ⅰの復習・問題演習を中心に、就職試験に対応できる力を

育成することが目標です。 

授業形態 講義・演習 

教科書 

使用教材等 
ベストステップ数学Ⅰ・Ａ（中部日本教育文化会） 

評価の観点 

評価の方法 

積極的な姿勢で授業に取り組んでいるか  （関心・意欲・態度） 

自ら考えて課題を解決しようとしているか （思考・判断） 

様々な視点から解法を導いているか    （技能・表現） 

定期考査                （知識・理解） 

等を総合的に判断して評価します。 

選択条件 
「数学基礎演習」を取る場合は、２年次に「数学Ａ」を履修していること。 

 

選択する上

での心得 

自分の進路について明確な目標を持っている人が選択してください。 

数学が大学入試等で必要な場合は「数学Ｂ＋数学総合演習」の方を選択してくだ

さい。 

「数学基礎演習」の方は一般教養的な内容や、基礎的な内容が含まれていますの

で、進学には向きません。 

備考 

注意 「数学基礎演習」と「数学Ｂ＋数学総合演習」は同時に履修できません。 

 

ブロック表の見方 

「数学Ｂ＋数学総合演習」・・・大学進学者、看護医療系希望者向け 

「数学基礎演習」・・・・・・・就職希望者、数学に興味のある者向け 



 月 
就職希望者、数学に興味のある者 

定期考査等 
単元／題材 学習内容 

前    

期 

４月 

数学的計算に

関する問題  

（講義・演習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実数の計算 

 

 

 

比と歩合 

 

 

 

整式 

 

 

 

関数とグラフ 

 

 

 

１次方程式 

 

 

 

 

２次方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

論理的思考力

に関する問題 

（講義・演習） 

不等式 

 

 

図形と計量 

 

 

面積・体積 

 

 

集合・場合の数 

 

 

確率 

 

 

文章題 

 

（自宅学習） 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 化学 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

化学的な事物・現象について観察・実験を行いながら学習をする科目です。 

  

○物質の構成 ･･･ 物質と人間生活、物質の構成粒子、物質の構成に関する探究活動 

 ○物質の種類と性質 ･･･ 無機物質、有機化合物、物質の種類と性質に関する探究活動 

 ○物質の変化 ･･･ 化学反応、物質の変化に関する探究活動 

科目の目標 

 

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを

行い、化学的に探究する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的な概念や原

理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

・教科書 

・図 説 

・問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①化学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、ノート・レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにし

て、学期末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

 

四年制大学の理系、看護・医療系専門学校への進学を希望する者。 

「化学基礎」との関連を図りながら、さらに学習を進めていくので、事前に「化

学基礎」の内容を理解・整理しておくことが大切です。 

３年次では、理科演習（化学）を選択することが望ましい。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

第１部 物質の状態と平衡 

1.物質の状態変化 

2.気体の性質 

3.固体の構造 

4.溶液の性質 

 

 

 

 

 

第２部 物質の変化と平衡 

1.化学反応と熱・光 

2.電気分解 

3.電池 

4.反応速度 

5.化学平衡とその移動 

6.電離平衡 

 

○分子間力や化学結合と関連付けて

状態変化について学習する。気液平

衡や蒸気圧についても学習する。 

○気体に関する諸法則について学習

する。 

○固体の結晶格子の概念と結晶の構

造について学習する。 

○溶解度と溶解平衡、沸点上昇、凝

固点降下、浸透圧について学習する。 

 

 

○熱化学方程式、ヘスの法則、結合

エネルギーについて学習する。 

○電池の仕組みや電気分解について

学習し、電極での反応は酸化還元反

応であることを再確認する。また、

ファラデーの法則についても学習す

る。 

○反応速度の表し方や反応速度に影

響を与える要因について学習する。 

○化学平衡の法則、ルシャトリエの

原理、ｐＨおよび電離平衡について

学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

８月 

９月 

後

期 

 

１０

月 

 

第３部 無機物質 

1.典型元素 

2.遷移元素 

3.無機物質と人間生活 

 

 

 

第４部 有機化合物 

1.炭化水素 

2.官能基をもつ化合物 

3.芳香族化合物 

4.有機化合物と人間生活 

 

 

 

 

 

 

 

第５部 高分子化合物 

1.合成高分子化合物 

2.天然高分子化合物 

3.高分子化合物と人間生活 

○典型元素の単体と化合物の性質や

反応について、周期表と関連付けて

学習する。 

○遷移元素の単体と化合物の性質や

反応について学習する。 

○無機物質が、その特徴を生かして

人間生活の中でどのように利用され

ているかを学習する。 

○アルカン、アルケン、アルキンの

構造、性質及び反応について学習す

る。異性体についても学習する。 

○アルコール、エーテル、カルボニ

ル化合物、カルボン酸、エステル等

について学習する。 

○芳香族炭化水素、フェノール類、

芳香族カルボン酸、芳香族アミンに

ついて学習する。 

○糖類、アミノ酸、医薬品、染料、

洗剤等、人間生活の中で利用されて

いる有機化合物について学習する。 

○合成繊維やプラスチックなどの構

造、性質及び合成について学習する。 

○タンパク質、デンプン、セルロー

ス、天然ゴム等の構造や性質を単量

体との関係から扱い、学習する。 

○高分子化合物が人間生活に広く利

用されていることを学習する。 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

１１

月 

 

１２

月 

１月 

 

２月 

 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 生  物 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

生物や生物現象を広く取扱い、生物学的に探究する能力や、原理・法則の理解を

深めていく科目です。 

（１）生命現象と物質･･･生命現象を支えるタンパク質や核酸の働き                

（２）生殖と発生･･･動物と植物の配偶子形成から形態形成までの仕組み 

（３）生物の環境応答･･･生物個体が外界の変化を感知し、反応する仕組み 

（４）生態と環境･･･生物の個体群および生態系の構造や変化の仕組み 

（５）生物の進化と系統･･･生物界の多様性と系統について 

科目の目標 

 

生物や生物現象に対する探究心を高め、目的意識を持って観察、実験などを行い、

生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・

法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 
 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①生物学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

 

四年制大学の理系、看護・医療系専門学校への進学を希望する者。 

一年次で履修した「生物基礎」の上にさらに学習を進めていくので、生物基礎の

内容を整理しておくことが大切です。 

３年次では、理科演習（生物）を選択することが望ましい。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前

期 

４月 

(1)生命現象と物質 

細胞と分子 

 

 

代謝 

 

 

 

 

遺伝情報の発現 

 

 

 

 

 

(2)生殖と発生 

 有性生殖 

 

 

 動物の発生 

 

 

 

 

 植物の発生 

 

○細胞小器官の構造と構成物質

について学習する。 

・生体物質と細胞 

・生命現象とタンパク質 

○呼吸や光合成の仕組みとそれ

に伴うエネルギーの変換につ

いて学習する。 

・呼吸  ・光合成 

・窒素同化 

○遺伝子の発現の仕組みや発現

調節、遺伝子を扱う技術の有

用性について学習する。 

・遺伝情報とその発現 

・遺伝子の発現調節 

・バイオテクノロジー 

○減数分裂と配偶子への遺伝子

の分配について学習する。 

・減数分裂と受精 

・遺伝子と染色体 

○精子や卵の形成と成体への形

成過程について学習する。 

・配偶子形成と受精 

・初期発生の過程 

・細胞の分化と形態形成 

○花粉や卵の形成と被子植物の

器官の分化について学習する。 

・配偶子形成と受精、胚発生 

・植物の器官の分化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

(3)生物の環境応答 

 動物の反応と行動 

 

 

 植物の環境応答 

 

 

(4)生態と環境 

 個体群と生物群集 

 

 

 生態系 

 

(5)生物の進化と系統 

 生物の進化の仕組み 

 

 

 

生物の系統 

 

 

○刺激に対する神経興奮の仕組

みや、行動について学習する。 

・刺激の受容と反応 

・動物の行動 

○植物ホルモンの働きや特徴に

ついて学習する。 

・植物の環境応答 

○捕食被食関係や種内競争、社

会性などについて学習する。 

・個体群 ・生物群集 

○生態系に入るエネルギーの循

環について学習する。 

・生態系の物質生産 

・生態系と生物多様性 

○生命誕生と進化の方向性につ

いて学習する。 

・生命の起源と生物の変遷 

・進化の仕組み 

○系統に基づく生物の分類につ

いて学習する。 

・生物の系統 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 物理 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

物理的な事物・現象についての観察、実験などを行いながら学習をする科目で

す。 

  

○様々な運動…平面内の運動と剛体のつり合い、運動量、円運動と単振動、万

有引力、気体分子の運動 

○波    …波の伝わり方、音、光 

 ○電気と磁気…電気と電流、電流と磁界 

 ○原子   …電子と光、原子と原子核 

 

  

科目の目標 

 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験など

を行い、物理的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念

や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

教科書 

問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①物理学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学

期末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 ２年次に「物理基礎」を履修していること。 

選択する上 

での心得 

 

 四年制大学の理学系・工学系分野に進学を希望する者。 

数学Ⅱを履修し、基本的な数学の実力を有していることが望ましい。 

問題集等を活用した自主的な学習や、「物理基礎」についての復習が不可欠で

す。論理的な思考力や数学的な計算力を必要とし、家庭学習を怠ると単位修得は

難しくなりますので、その点を注意してください。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 
様々な運動 
 
1. 平面内の運動と剛体のつ
り合い 

2. 運動量 
3. 円運動と単振動 
4. 万有引力 
5. 気体分子の運動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
波 
 
1. 波の伝わり方 
2. 音 
3. 光 
 

○曲線運動の速度などがベクトル
で表されること、斜法投射、剛体
のつり合いを学ぶ 

・曲線運動の速度と加速度 
・斜法投射 
・剛体のつり合い 
○物体が、衝突や分裂する際の運動
量、力積、運動量の保存などを学
ぶ 

・運動量と力積 
・運動量の保存 
・はね返り係数 
○円運動、単振動など物体に働く力
の大きさや向きが一定でない運動
について学ぶ 

・円運動    ・単振動 
○万有引力による物体の運動につ
いて、その規則性を学ぶ 

・惑星の運動  ・万有引力 
○気体の法則、微視的な立場から見
た物質の熱的な性質及び気体につ
いての熱力学第一法則を学ぶ 

・気体分子の運動と圧力 
・気体の内部エネルギー 
・気体の状態変化 
○水面波、音や光などの波動現象に
ついて、波の伝わり方や干渉、回
折などを学ぶ 

・波の伝わり方とその表し方 
・波の干渉と回折 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
 
電気と磁気 
 
1. 電気と電流 
2. 電流と磁界 
 
 
 
 
原子 
 
1. 電子と光 
2. 原子と原子核 
 
 
 
 
自宅学習 

○音の干渉、回折、ドップラー効果
について学ぶ 

・音の干渉と回折 
・音のドップラー効果 
○光の伝わり方、回折、干渉などを
学ぶ 

・光の伝わり方 
・光の回折と干渉 
○電気と電流について、概念や原
理、法則を系統的に学ぶ 

・電荷と電界   ・電界と電位 
・コンデンサー 
・電気回路 
○電流が作る磁界、電磁誘導、交流、
電磁波について、概念や原理、法
則を系統的に学ぶ 

・電流による磁界 
・電流が磁界から受ける力 
・電磁誘導    ・電磁波 
○電子の電荷と質量、電子や光が粒
子性と波動性を持つことを学ぶ 

・電子    ・粒子性と波動性 
○原子の構造、原子核を学ぶ 
・原子とスペクトル 
・原子核   ・素粒子 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 地 学 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

地学的な事物・現象についての講義・実験・実習を主体とした科目です。 

 

○ 地球の大きさ、地磁気、地層、岩石、プレートを中心とした「地球内部の構造、地震・ 

火山などの地球の諸活動に関すること」 

○ 地球誕生から現在までの歴史を中心とした「地形の形成と生命の進化に関すること」 

○ 地球上の「水のはたらきと海洋の構造および気象現象に関すること」 

○ 太陽を中心とした「太陽系・宇宙に関すること」 

 

科目の目標 

 

地学的な事物・現象に対する探求心を高め,目的意識をもって観察，実験を行い， 

地学的に探究する能力と態度を育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法則 

の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書 

問題集 

資料集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①地学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 ２年次に「地学基礎」を選択していること。 

選択する上

での心得 

 

四年制大学の理系への進学を希望する者。 

２年次の「地学基礎」との関連を図りながら、さらに学習を進めていくので、 

事前に「地学基礎」の内容を理解・整理しておくことが大切です。 

３年次では、理科演習（地学）を選択することが望ましい。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 地球の概観 

 ○地球の形状 

 

 

 ○地球の内部 

 

 

 

２ 地球の活動と歴史 

○地球の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地球の歴史 

 

 

 

・地球の形と重力 

・地球の磁気 

 

・地球内部構造 

  地震波の伝わり方と内部構造 

・地球内部の状態と物質 

  温度、密度、圧力、組成 

 

・プレートテクトニクス 

  成立過程 

・地震と地殻変動 

  プレートの境界での地殻変動 

・火成活動 

  マグマの発生と分化 

火成岩の形成 

・変成作用と変成岩 

  造山運動 

 

 

 

・地表の変化と地形の形成 

・地層の観察と地殻変動 

・地球環境の変遷 

・日本列島の成り立ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

３ 地球の大気と海洋 

 ○大気の構造と運動 

 

 

 

 

 ○海洋と海水の運動 

 

 

 

 

４ 宇宙の構造 

○太陽系 

 

 

 

 

○恒星と銀河系 

 

 

○銀河系と宇宙 

 

 

 

・大気の組成と構造 

・大気の運動と気象 

大循環と対流による現象 

・日本と世界の気象 

 

・海洋の構造 

  海水の組成と海洋の構造 

・海水の運動 

  海洋と大気の相互作用 

 

 

・地球の自転と公転 

・太陽系天体とその運動 

・太陽の活動 

 

 

・恒星の性質と進化 

・銀河系の構造 

 

・様々な銀河 

・膨張する宇宙 

  現代の宇宙像 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 理科演習（物理） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

物理に関する問題演習を主体とした科目です。物理基礎の基本的な内容の復習

や、物理の発展問題、模擬試験、入試などの問題を自分で解き、授業で解答、解

説を聴いて学力を高め、応用力をつけます。 

科目の目標 

 

発展的な問題演習に取り組むことにより、物理基礎で学習した内容への理解を

深め、物理に関する知識の習得と技術の習熟を図ることによって、物理学的に考

察し処理する能力を高める。 

授業形態 問題演習・講義・実験 

教科書 

使用教材等 

教科書 

問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①物理学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学

期末および年度末に評価を行う。 

選択条件 ２年次に「物理基礎」を履修していること。 

選択する上で

の心得 

 

四年制大学の理系や工学系の進学を希望する者。 

この授業は、２年次に履修する「物理基礎」の内容を中心に、問題演習を繰り

返しながら定着させますので、並行して履修する「物理基礎」の内容が理解され

ていないと修得が難しくなります。「物理基礎」の復習をしっかり行ってください。

また、３年次で学ぶ「物理」の内容を一部学習します。 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

○＜物理基礎分野＞ 

物体の運動 
1.運動の表し方 
・身のまわりの物体の運動 
・速度 
・加速度 
2.力 
・様々な力 
・力のつりあい 
・作用と反作用 
3.運動の法則 
・慣性の法則 
・物体の落下運動 
 
エネルギー 
1.運動とエネルギー 
・運動エネルギーと位置エネル
ギー 
・力学的エネルギー保存の法

則 

2.熱とエネルギー 
・熱と温度 
・熱と仕事 
・気体の法則と分子運動 

 

 

 

 

 

○左記の各題材について選択さ

れた適切な問題を解答する。更

に解説を受け定着を図る。 

 

 

○適宜、実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０月 

 
3.波 
・波の性質 
・光 
・音 
・ドップラー効果 
 
4.電気 
・電流 
・電気抵抗 
・電気の利用 
 
5.エネルギーとその利用 
・さまざまなエネルギー 
・日常生活と物理 
・物理学の未来 

 

○＜物理分野＞ 
1. 平面内の運動と剛体のつり

合い 
2. 運動量 
3. 円運動と単振動 
4. 万有引力 
5. 気体分子の運動 

 

○左記の各題材について選択さ

れた適切な問題を解答する。更

に解説を受け定着を図る。 

 

 

○適宜、実験を行う。 

 

○物理の問題演習、問題分析を

行う。 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 理科演習（化学） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

化学に関する演習・実験を主体とした科目です。家庭学習の時間に解いてきた問

題集や模擬試験、入試などの問題を、授業で解答確認をし入試に対応できる応用力

を高めます。また、化学基礎や化学の既習事項の復習を行ったり、化学基礎や化学

の時間で行うことのできなかった実験・実習等も適宜実施したりすることもありま

す。実験・観察に関連するレポート作成を行ってもらうこともあります。 

科目の目標 

 

発展的な実験・実習および問題演習に取り組むことにより化学基礎や化学で学習

した内容への理解を深め、化学に関する知識の習得と技術の習熟を図ることによっ

て化学的に考察し処理する能力を高める。 

授業形態 問題演習・講義・実験  

教科書 

使用教材等 

・教科書 

・図 説 

・問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①化学に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 ２年次に「化学」を履修していること。 

選択する上

での心得 

 

四年制大学の理系、看護医療系専門学校への進学を希望する者。 

この授業は、１年次に履修した「化学基礎」２年次に履修した「化学」の内容を、

問題演習を繰り返しながら定着させていきます。様々な問題に直面しても自分で解

こうとする粘り強い姿勢が必要になります。 

 

 

備考 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

＜化学分野＞ 

物質の状態と平衡 

1.物質の状態変化 

2.気体の性質 

3.固体の構造 

4.溶液の性質 

 

物質の変化と平衡 

1.化学反応と熱・光 

2.電気分解 

3.電池 

4.反応速度 

5.化学平衡とその移動 

6.電離平衡 

 

無機物質 

1.典型元素 

2.遷移元素 

3.無機物質と人間生活 

 

有機化合物 

1.炭化水素 

2.官能基をもつ化合物 

3.芳香族化合物 

4.有機化合物と人間生活 

 

 

 

 

 

 

 

○左記の各題材について選択さ

れた適切な問題を解答する。更

に解説を受け定着を図る。 

 

 

○適宜、実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

高分子化合物 

1.合成高分子化合物 

2.天然高分子化合物 

3.高分子化合物と人間生活 

 

 

＜化学基礎分野＞ 

物質の構成と化学結合 

1.物質の構成 

2.物質の構成粒子 

3.粒子の結合 

 

物質の変化 

1.物質量と化学反応式 

2．酸と塩基の反応 

3．酸化還元反応 

 

 

自宅学習 

 

 

 

 

 

 

○左記の各題材について選択さ

れた適切な問題を解答する。更

に解説を受け定着を図る。 

 

 

○適宜、実験を行う。 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 理科演習（生物） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

  

生物に関する問題演習を主体とした科目です。生物基礎の基本的な内容の復習

や、生物の発展問題、模擬試験、入試などの問題を自分で解き、授業で解答、解説

を聴いて学力を高め、入試に対応できる応用力をつけます。 

科目の目標 

 

発展的な問題演習に取り組むことにより、生物基礎、生物で学習した内容への理

解を深め、生物に関する知識と思考力を習得することによって、生物学的に考察し

処理する能力を高める。 

授業形態 問題演習・講義 

教科書 

使用教材等 
 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①生物学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 ２年次に「生物（４単位）」を履修すること。 

選択する上

での心得 

 

四年制大学の理系、看護医療系専門学校への進学を希望する者。 

この授業は、多くの問題を解きながら「生物基礎」、「生物」の内容を定着させて

いく科目です。様々な問題に直面しても自分で解こうとする粘り強い姿勢が必要に

なります。 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前

期 

４月 

＜生物基礎分野＞ 

○生物の特徴 

・生物の共通性と多様性 

 ・細胞とエネルギー 

 

○遺伝子とその働き 

・遺伝情報と DNA 

・遺伝情報の分配 

・遺伝情報とﾀﾝﾊﾟｸ質の合成 

 

○生物の体内環境とその維持 

・体内環境 

・体内環境の維持のしくみ 

・免疫 

 

○生物の多様性と生態系 

・植生と遷移 

・気候とバイオファーム 

・生態系と物質循環 

・生態系のバランスと保全 

 

＜生物分野＞ 

○生命現象と物質 

・細胞と分子 

・代謝 

・遺伝情報の発現 

○生物基礎・生物の復習を行う。 

 

○大学・短大・専門学校等の入

試に対応した問題演習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

○生殖と発生 

・有性生殖 

 ・動物の発生 

 ・植物の発生 

○生物の環境応答 

・動物の反応と行動 

・植物の環境応答 

 

○生態と環境 

・個体群と生物群集 

・生態系 

 

○生物の進化と系統 

・生物の進化の仕組み 

・生物の系統 

 

 

自宅学習 

○生物基礎・生物の復習を行う。 

 

○大学・短大・専門学校等の入

試に対応した問題演習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 応用物理 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

「物理基礎」及び「物理」で学習した内容を更に発展させて、観察や実験を行

いながら特に以下の分野について学習（演習）する科目です。 

  

○電気と磁気…（電場、電流、電流と磁場、電磁誘導と電磁波） 

  ○原子…電子と光、原子と原子核 

  

科目の目標 

 

 

２年次に学んだ｢物理基礎｣及び３年次に履修する｢物理｣の内容を深化させ、物

理的に探究する能力と態度を高め、科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

問題集を用いた演習を中心に行います。２年次に用いた｢物理｣の教科書も適宜使

います。 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①物理学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学

期末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 「物理｣を履修していること。 

選択する上 

での心得 

 

 四年制大学の理学系・工学系分野に進学を希望する者。 

数学Ⅱを履修し、基本的な数学の実力を有していることが望ましい。 

問題集等を活用した自主的な学習や、「物理基礎」｢物理｣についての復習が不

可欠です。論理的な思考力や数学的な計算力を必要とし、家庭学習を怠ると単位

修得は難しくなりますので、その点を注意してください。 

 

 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電気と磁気 
 
1. 電気と電流 
 
 
2. 電流と磁界 
 
 

 
 
・電荷と電界 
 
 
・電界と電位 
 
 
・コンデンサー 
 
 
 
・電気回路 
 
 
 
・電流による磁界 
 
 
 
・電流が磁界から受ける力 
 
 
 
・電磁誘導     
 
 
・電磁波 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 
 
 
 
 
原子 
 
1. 電子と光 
 
 
2. 原子と原子核 
 
 
 
 
自宅学習 

 
 
・電子 
 
 
 
・粒子性と波動性 
 
 
 
・原子とスペクトル 
 
 
 
・原子核 
 
 
 
・素粒子 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 応用化学（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

 

化学的な事物・現象について観察・実験を行いながら学習をする科目です。 

  

○有機化合物･･･脂肪族炭化水素、アルコールと関連化合物、芳香族化合物 
 
  ○天然有機化合物･･･天然有機化合物、天然高分子化合物、 合成高分子化合物 

 

科目の目標 

 

１年次に学んだ｢化学基礎｣及び３年次に履修する｢化学｣の内容を深化させ、化学

的に探究する能力と態度を高め、科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

・教科書 

・図 説 

・問題集 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①化学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、ノート・レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにし

て、学期末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 

 

「化学」（４単位） を履修すること。 

 

選択する上

での心得 

 

四年制大学及び、四年制大学理系、看護・医療系専門学校への進学を希望する者。 

「化学基礎」｢化学｣との関連を図りながら、さらに学習を進めていくので、事前に

これらの内容を理解・整理しておくことが大切です。 

 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前 

 

期 

４月 

１．有機化合物 

 有機化合物の分類と分析 

 

 脂肪族炭化水素 

 

 

 

 
 
 アルコールと関連化合物 

 

 

 

 
 
 
 
 
 芳香族化合物 

 

 

 

 

 

 
有機化合物の特徴と分類 
 
有機化合物の分析 

 

飽和炭化水素 
 
不飽和炭化水素 

 

アルコールとエーテル 
 
アルデヒドとケトン 
 
脂肪族カルボン酸と酸無水物 
 
エステルと油脂 

 
 
芳香族炭化水素 
 
フェノール類 
 
芳香族カルボン酸 
 
芳香族アミンとアゾ化合物 
 
有機化合物の分離 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後 

 

期 

１０

月 

 
２．天然有機化合物 

 天然有機化合物 

 

 

 

 

 

 天然高分子化合物 

 

 
 
 
３．合成高分子化合物 
 
 高分子化合物の性質 
 
 
 合成高分子化合物 

 
 
天然有機化合物の種類 
 
単糖類・二糖類 
 
アミノ酸 

 
 
多糖類 
 
タンパク質 

 
 
高分子化合物の構造と性質 
 
合成繊維 
 
合成樹脂 
 
高分子化合物と人間生活 

天然ゴムと合成ゴム 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

 

 

３月 

 



系 列 自然科学 教 科 理科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 応用生物（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

生態系のバランスや生物多様性の重要性について考える能力と態度を身に付け

ていく科目です。 

 

（１）生物の環境応答･･･動物の反応と行動及び植物の環境応答 

  （２）生態と環境･･･生物群集と生態系 

  （３）生物の進化と系統･･･生物進化のしくみと生物の系統  

 

科目の目標 

 

１年次に学んだ｢生物基礎｣及び２年次に学んだ｢生物｣の内容を深化させ、生物学

的に探究する能力と態度を高め、科学的な自然観を育成する。 

授業形態 講義・実験 

教科書 

使用教材等 

生物資料集    ゼミノート（出版社未定）   プリント     

２年次で用いた「生物」の教科書 

評価の観点 

評価の方法 

 

・評価の観点… 

①生物学的に探究する能力・態度が身についたか。 

②基本的概念や原理・法則が理解できたか。 

③科学的な自然観が身についたか。 

④授業に熱心に取り組んだか。 

 

・評価の方法… 

定期考査の成績、レポート等の提出物、出席・学習態度等をもとにして、学期

末および年度末に評価を行う。 

 

選択条件 
「生物(２年次)」 を履修すること。 

この科目を履修した場合、３年次の理科演習(生物)も履修することが望ましい。 

選択する上

での心得 

 

四年制大学文系進学を希望する者。 

一年次で履修した「生物基礎」及び「生物」の上の学習をさらに進めていくので、

予めこれらの内容を整理しておくことが大切です。 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

 

 

 

 

 

前 

 

期 

 

 

 

 
 

 

 

 

４月 

○生物の環境応答 

動物の反応と行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の環境応答  

 

 

 

 

 

 

○生態と環境 

生物群集と生態系 

 

 
ニューロンとその興奮 
 
刺激の受容 
 
情報の統合 
 
刺激への反応 
 
動物の行動 

 
 
植物の反応 
 
成長の調節 
 
花芽形成と発芽 

 
 
個体群 
 
個体群内の個体間の関係 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月

８月 

９月 

 

 

 

 

 

後 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

 

○生態と環境 

生物群集と生態系 

 

 

 

 

 

 

○生物の進化と系統   

 

 

 

 

 

 

 
 
異種個体群間の関係 
 
生物群集 
 
生態系における物質生産 
 
生態系と生物多様性 

 

生命の起源 
 
生物の変遷 
 
進化のしくみ 

 

生物の分類と系統 
 
原核生物 真核生物 
 
植物 動物 菌類 
 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

11 月 

12 月 

１月 

２月 

 

３月 

 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △ファッション造形基礎（２年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

衣生活について専門的に学ぶ。被服製作や手芸などを主に行う。 

ＴＰＯ（Time（時間）、Place（場所）、Occasion（場合））を考慮した衣生活につい

て考える。 

科目の目標 

・製作の技術を高めるとともに、製作する楽しみや喜びを知る。 

また、学んだ内容を発展，向上させることにより、応用技術を身につける。 

・ＴＰＯを考慮した衣生活を創造することができる。 

 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
教科書（実教） 

評価の観点 

評価の方法 

考査・出席状況・授業態度・実習作品・その他の提出物等総合的に評価します 

２級まで受験することが単位認定の条件になります。 

（合否は問いませんが、成績には反映いたします。） 

選択条件 △ファッション造形基礎（３年次）を履修すること。 

選択する上

での心得 

ファッションに興味のある者 

備考 

実習費（4,500円程度） 

＊授業で使用する材料・用具代をすべてこの実習費より支出します。 

検定受験料（2,500円） 

＊全国高等学校家庭科被服製作技術検定４・３・２（和服）の受験料になります。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%99%82%E9%96%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%B4%E6%89%80
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A0%B4%E5%90%88&action=edit&redlink=1


 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１． 衣服の構成 

 

 

２． 洋服の製作 

  ・製作の基礎 

 

  ・小作品製作 

        

 

  ・簡単な洋服の製作 

 

 

（1）人の体と衣服 

（2）立体構成衣服と平面構成衣服 

 

（1）洋裁の基礎 

製作 

①基礎縫い 

小作品を製作し、基礎縫いを確認す

る 

②簡単な衣服の製作 

小作品を製作し、基礎縫いを確実に

身につける。 

 

ア.型紙の展開 

 （各自の製作するデザインに型紙

を作り直す） 

イ.縫製 

 ・裁断―仮縫いと補正―本縫い 

 ウ.着装 

自分の作った下衣に、上着などを

組み合わせ着装する。 

ファッションショ―を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

３． 和服の製作 

  ・製作の基礎 

 

  ・小作品製作 

        

 

  ・和服（日常着）の製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オリジナル作品の制作 

（環境問題と衣生活） 

  

 

 

 

（２）和裁の基礎 

製作 

①基礎縫い 

小作品を製作し、和裁で使用する 

用具の使用方法・基礎的な技法を身

につける。 

②和服（日常着）の製作 

ア.寸法の決め方 

 （各自の体型にあった寸法の割り

出し方を習得する） 

イ.縫製 

 ・裁断―しるしつけ―本縫い 

 ウ着装 

自分の作った下衣にあわせ、着用

する。和服の基礎的・基本的な 

着装の方法を学ぶ。 

ファッションショ―を行う。 

 

製作 

 １年間で出た残布を使用し、 

オリジナルポーチを製作する。 

（ファスナーつけ・接着芯 

     裏地の扱いを学ぶ） 

 

 

 

 

中間 

考査 

実技 

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

実技 

試験 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △フョッション造形基礎（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

２年次のファション造形基礎で学習した内容をふまえ、衣生活についてより専門的

に学ぶ。 

アパレル産業として被服をとらえ、主に外出着の制作過程・着装について学ぶ。 

実習が中心となる科目です。 

 

科目の目標 

・専門的技術を高めるとともに、製作する楽しみや喜びを知る。 

・家庭科技術検定（洋服２・１級）程度の検定合格をめざす。 

・アパレル産業について学ぶ。 

 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
教科書（実教） 

評価の観点 

評価の方法 

考査・出席状況・授業態度・実習作品・その他の提出物等総合的に評価します 

１級まで受験することが単位認定の条件になります。 

（合否は問いませんが、成績には反映いたします。） 

選択条件 △ファッション造形基礎（２年次）を履修すること。 

選択する上

での心得 

ファッションに興味のある者 

備考 

実習費（7,300円程度） 

＊授業で使用する材料・用具代をすべてこの実習費より支出します。 

検定受験料（2,700円） 

＊全国高等学校家庭科被服製作技術検定２・１（洋服）の受験料になります。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１． 既製服のできるまで 

 

 

２． 洋服の製作 

  ・日常着の製作 

（シャツ・ブラウス） 

 

  ・洋服（日常着）の製作 

 

 

 

 

 

 

・外出着の製作 

（スカートｏｒパンツ） 

 

（1）アパレル産業 

(2) アパレル製品の生産と現状 

 

製作 

（１）洋裁の応用① 

ア.型紙の展開 

 （各自の製作するデザインに型

紙を作り直す） 

イ.縫製 

 ・裁断―仮縫いと補正―本縫い 

 ウ着装 

自分の作ったシャツ・ブラウスに、

下衣などを組み合わせ着装する。 

ファッションショ―を行う。 

 

（１）洋裁の応用② 

ア.型紙の展開 

 （各自の製作するデザインに型

紙を作り直す） 

イ.縫製 

 ・裁断―仮縫いと補正―本縫い 

 ウ着装 

自分の作ったシャツ・ブラウスに、

組み合わせ着装する。 

ファッションショ―を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

２． 洋服の製作 

  

・外出着の製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅学習 

（１）洋裁の応用③ 

製作 

ア.型紙の展開 

 （各自の製作するデザインに型

紙を作り直す） 

イ.縫製 

 ・裁断―仮縫いと補正―本縫い 

 ウ着装 

自分の作ったシャツ・ブラウスに、

スカート・ジャケットを合わせ 

着装する。 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

実技 

試験 

 

 

 

期末 

考査 

実技 

試験 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △子どもの発達と保育（2年次） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 家庭総合で学んだ保育を発展させ、乳幼児の成長，発達を知り、保育の意義を考

え、将来の生活に役立たせることができるようにする。実習を多く取り入れ保育に

ついて専門的に学習します。 

科目の目標 

 乳幼児期が人間の発達の基礎を培う時期であることを学ぶ。 

 保育所などに行き実際に乳幼児と触れ合い集団保育の学習を通して乳幼児の発

達や生活と保育に関する知識や技術を学ぶ。 

 家庭保育における子育ての不安、乳幼児への虐待等いろいろな問題を取り上げ、

その原因や予防について考えさせる。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
教科書「発達と保育 育つ・育てる・育ち合う」（教育図書） 

評価の観点 

評価の方法 
考査・出席状況・授業態度・実習作品等総合的に評価します 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

絵本などの実習作品は必ず提出する。 

保育実習などには積極的に参加する。 

備考 

・幼児教育・保育系進学希望者は選択することが望ましい。 

・高大連携にともない、いわき短期大学（幼児教育学科）において「保育原理」を

前期（４月～７月）土曜日に 1回聴講生として参加する。 

・実習費（２，０００円程度） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

１．人間としての発達 

 

・絵本の読み聞かせ（通年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．乳幼児の発育 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．乳幼児の精神発達 

   

・折り紙課題製作 

 （５月～９月） 

 

(1)人間の発達のなかの乳幼児期 

 １．人間の発達とライフサイクル 

 ２．乳幼児期の発達課題 

  

(2)発達観の変遷 

 １．愛着と安全の基地 

 ２．乳幼児の能動性 

 

(3)児童観の変遷 

 １．外国の児童観の変遷 

 ２．日本の児童観の変遷 

 

(1)乳幼児期の発育の特徴 

 １．発育・発達・成長の関係 

 ２．胎児から新生児、乳幼児へ 

 ３．乳幼児期の身体の発育 

 ４．乳幼児期の生理的特徴 

 

 

 

 

(1)乳幼児期の発達の特徴 

 １．発達の特徴 

 ２．素質と環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

３．乳幼児の精神発達 

 

 

  ・絵本つくり課題制作 

   （１０月～12 月中旬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)乳幼児期の精神発達 

 １．感覚機能の発達 

 ２．運動機能の発達 

 ３．情緒（感情）の発達 

 ４．言葉の発達 

 ４．知的能力の発達 

 

(3)対人関係の発達 

 １．愛着関係の形成 

（人との絆の形成） 

 ２．自立と対人関係の広がり 

 

(4)心の健康と精神保健 

  １．人格形成に及ぼす環境の 

    重要性 

  ２．心の健康と保育 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △子どもの発達と保育（3年次） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 家庭総合で学んだ保育を発展させ、乳幼児の成長，発達を知り、保育の意義を考

え、将来の生活に役立たせることができるようにする。実習を多く取り入れ保育に

ついて専門的に学習します。 

科目の目標 

 乳幼児期が人間の発達の基礎を培う時期であることを学ぶ。 

 保育所などに行き実際に乳幼児と触れ合い集団保育の学習を通して乳幼児の発

達や生活と保育に関する知識や技術を学ぶ。 

 家庭保育における子育ての不安、乳幼児への虐待等いろいろな問題を取り上げ、

その原因や予防について考えさせる。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
教科書「発達と保育 育つ・育てる・育ち合う」（教育図書） 

評価の観点 

評価の方法 
考査・出席状況・授業態度・実習作品等総合的に評価します 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

絵本などの実習作品は必ず提出する。 

保育実習などには積極的に参加する。 

備考 

・幼児教育・保育系進学希望者は選択することが望ましい。 

・高大連携にともない、いわき短期大学（幼児教育学科）において「保育原理」を

前期（４月～７月）土曜日に 1回聴講生として参加する。 

・実習費（２，０００円程度） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

４．乳幼児の生活 

 

・絵本の読み聞かせ（通年） 

  ・課題制作 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

(1)子どもの養護 

 １．健康と生活 

(2)子供の食生活と衣生活 

 １．乳幼児期の栄養と食生活 

 ２．乳児期の食事 

 ３．幼児期の食事と食生活 

 ４．子どもの衣服と衣生活 

(3)子どもの遊び 

 １．子どもの生活と遊び 

 ２．遊びを育てる児童文化財 

 ３．児童文化財の選択と活用 

(4)生活習慣としつけ 

 １．背割習慣とは何か 

 ２．基本的な生活習慣を身に着ける 

 ３．基本的生活習慣の習得 

 ４．社会的自立をめざして 

(5)子どもの健康管理 

 １．子どもの健康を守る 

 ２．子どもの病気とその予防 

 ３．病気の子どもの看護 

 ４．病気の予防 

 ５．現代の子どもの健康 

(6)子どもの事故と安全 

 １．子どもの事故 

 ２．応急処置と救急用品 

(7)子どもの生活と環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

  ・課題制作 

 

 

５．乳幼児の保育 

  ・絵本作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．乳幼児の福祉 

 

 

 

 

 

１．子どもの育つ環境の変化 

 ２．子育て意識の変化 

 ３．求められる意識の変革 

(1)保育の意義 

 １．保育とは 

 ２．育つ・育てる・育ちあう保育 

 ３．すべての人が担い合う保育 

(2)保育の目標と大人（保育者）の 

  かかわり 

 １．保育のめざすもの 

 ２．子どもの育ちと大人のかかわり 

 ３．保育者としての具体的な援助 

(3)家庭保育と集団保育 

 １．家庭保育  

 ２．集団保育 

(1)子どもの福祉とは 

(2)子どもの福祉と法律・制度 

(3)これからの子どもの福祉 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

  



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 子ども文化 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 
 子どもの遊びの意義と重要性及び遊びの種類と発達とのかかわり、子どもの表現

活動の意義とそれを支える児童文化財の重要性など事例を通して具体的に学ぶ。 

科目の目標 
子どもと遊び、子どもの表現活動、児童文化財などに関する知識と技術の習得を

目標とする。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
教科書「児童文化」（文部科学省） 

評価の観点 

評価の方法 

子どもの生活の中の文化活動としてとらえ、実際の子どもの生活する姿を見つめ

理解を深めたり、知識や技術を応用発展することができるかを定期考査、授業態度、

提出物等を通して総合的に評価します。 

選択条件 発達と保育を履修していることが望ましい。 

選択する上

での心得 

実習作品は必ず提出する。 

保育実習などには積極的に参加する。 

備考 ・実習費（２，０００円程度） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

１ 児童文化とは何だろう 

 

 

２ 幼児の遊びの観察 

 

 

 

３ 子どもと遊び 

 

 

 

 

４ 子どもと表現活動 

 

 

 

   

 

 

  ＊夏休み中保育所体験 

 

５ 子どもと文学 

 

（１）児童文化とは 

（２）児童文化を歴史から見る 

 

（１）幼児と出会う前に 

（２）遊びの観察 

        〔やってみよう〕 

 

（１）遊びの意義と発達 

（２）遊びの現状 

（３）遊びと遊具・玩具 

（４）遊びと伝承 

        〔やってみよう〕 

（１）子どもの表現活動の 

         おもしろさ 

（２）造る・描く 

（３）言語表現活動 

（４）歌う、踊る、演奏する 

（５）幼稚園における 

       表現活動の実際                     

        〔やってみよう〕 

 

（１）素話 

（２）紙芝居 

（３）絵本 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

６ 現代の子どもの生活と文化 

 

 

 

 

 

７ 児童文化を支える活動 

 

  

 

 

 

 

 

 

  自宅学習 

 

（１）テレビ、キャラクター、 

            ゲーム 

        〔やってみよう〕 

（２）子どもと年中行事 

        〔やってみよう〕 

   

（１）児童文化活動 

         

（２）児童文化のための施設 

        〔やってみよう〕 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 着付け（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

ゆかたの製作を通して、和服の歴史や着付けの方法・マナーを学び、一人で着物が

着られるようにする。 

科目の目標 

１．ゆかたを製作し、和服に関する知識や技術を身につける。 

２．ゆかたの着付けや帯結びを身につける。 

３．和服の T・P・Oやマナーを理解する。 

授業形態 
講義・実習 

教科書 

使用教材等 

市販テキスト(主婦の友社) 

評価の観点 

評価の方法 

人の一生における生活課題を見つけ、その解決を目指して自ら考え、適切に判断し

意欲的に取り組む態度や、基礎的・基本的な技術・知識を身につけているかを、定

期考査、授業態度、提出物等を通して総合的に評価します。 

選択条件 着付けを履修するためには、被服製作Ⅰを履修していることがのぞましい。 

選択する上

での心得 

ゆかたを製作するにあたり、進度が遅れないよう１時間１時間を大切にしてくださ

い。遅れてしまった者は、放課後必ず残って進度をあわせてください。 

備考 

和服に興味のある女子生徒 

・実習費（五千円程度）浴衣地・糸・腰ひも２本・半幅帯の製作費です。 

・着物が必要となります。下記の物を準備してください。 

（各家庭にあるものを持参すること） 

（用意のできない生徒は選択前に相談すること） 

長じゅばん・一重長着（あわせでもよい）・名古屋帯（袋帯）腰ひも４本・ 

伊達締め２本・帯板・帯締め・帯あげ・足袋・など 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

1. ゆかたの製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ゆかたの着付け 

 

(1) 大裁女物単衣長着 

・和服と洋服の違い 

・和服地や糸と針・用具について 

① 基礎縫い 

② 長着の形と各部名称 

③ 材料の選び方 

④ 寸法の決め方 

⑤ 裁断 

⑥ しるしつけ 

⑦ 本縫い 

ア. 背縫い 

イ. 袖 

ウ. 繰越の揚げ縫い 

エ. 肩当・居敷当て 

オ. 脇縫い 

カ. おくみ付け 

キ. 衿つけ 

ク. 袖付け 

ケ. 仕上げ 

コ. 着物のたたみ方 

(1)ゆかたの着付け・一文字結び 

・一人で着る 

（肌じゅばん・ゆかた・半幅帯・

腰紐 2本・伊達締め・帯板・ 

下駄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

 

 

3一重長着の着付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅学習 

 

(2)女性の帯結び（半幅帯） 

・蝶結び  ・文庫結び  

・片花文庫 ・都結び   

・貝の口 

 

（１）長じゅばんを着る 

（２）一重長着を着る 

（３）一重太鼓を結ぶ 

（４）帯じめの美しい結び方 

（５）帯揚げの美しい結び方 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

実技 

試験 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

実技 

試験 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 フードデザイン《2年次》 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

家庭基礎で学んだ食生活を発展させ専門的な学習をする。また、調理実習を多く

取り入れ、調理の基本技術を習得する。 

食生活の現状を理解させ、食生活を総合的にデザインする能力と態度を育てると

ともに、学習した内容を生かして、家庭や地域において進んで職位句の推進に寄与

することができるようにする。 

科目の目標 

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーデｲネートなどに関する知識と技術を修

得させ、食生活を総合的にデザインするとともに職位句の推進に寄与する能力と態

度を育てる。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「フードデザイン」（教育図書） ノート「フードデザインワークノート」

（教育図書） 

評価の観点 

評価の方法 

人の一生における生活課題を見つけ、その解決を目指して自ら考え、適切に判断し

意欲的に取り組む態度や、基礎的・基本的な技術・知識を身につけているかを、定

期考査、授業態度、提出物等を通して総合的に評価します。 

選択条件 
フードデザイン（３年次）を履修すること。 

選択する上

での心得 

調理実習時は、三角巾・エプロン等の服装をきちんとして取り組んでください。 

備考 

食物系進学希望者は選択することが望ましい。 

３年次では、テーブルマナーを実施する。 

実習費（２年次は４，０００円程度、３年次は８，０００円程度） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４

月 

（１）健康と食生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 食を取り巻く現状 

 １、我が国の健康の栄養状態の

現状 

   ・朝食の欠食 

   ・栄養の偏り 

   ・脂質の過剰摂取、野菜の 

    摂取不測などの実態 

 ２、健康な食生活についての 

   課題 

 ３、食生活の外部化、社会化 

 (実習１) 

 

イ 食事の意義と役割 

１ 人間関係の円滑かなど精神

的な役割や文化的な役割 

 ２ 望ましい食習慣形成に果た

す日常の食生活の重要性 

 ３ 伝統食や郷土食（食文化） 

 

 (実習 2) 

         

       (実習 3) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

後

期 

１

０

月 

（２）フードデザインの構成要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 調理実習 

ア  栄養 

 1 炭水課物  ２ 脂質 

 ３ たんぱく室 ４ ビタミン 

 ５ 無機質 

(実習４) 

イ  食品 

１ 食品の特徴 

２ 調理上の性質及び調理 

   (実習５) 

ウ  料理形式と献立 

   １ 日本料理 

   ２ 西洋料理 

   ３ 中国料理 

エ  調理 

   １ 調理の目的 

   ２ 調理操作 

       (実習６) 

４ テーブルコーディネート 

 １ テーブルセッテｲング 

２ 食卓の装飾   

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 
（2年次） 

１

１

月 

１

２

月 

１

月 

２

月 

３

月 

 



系 列 生活福祉 教 科 家庭科 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 フードデザイン《３年次》 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

家庭基礎で学んだ食生活を発展させ専門的な学習をする。また、調理実習を多く

取り入れ、調理の基本技術を習得する。 

食生活の現状を理解させ、食生活を総合的にデザインする能力と態度を育てると

ともに、学習した内容を生かして、家庭や地域において進んで職位句の推進に寄与

することができるようにする。 

科目の目標 

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーデｲネートなどに関する知識と技術を修

得させ、食生活を総合的にデザインするとともに職位句の推進に寄与する能力と態

度を育てる。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「フードデザイン」（教育図書） ノート「フードデザインワークノート」

（教育図書） 

評価の観点 

評価の方法 

人の一生における生活課題を見つけ、その解決を目指して自ら考え、適切に判断し

意欲的に取り組む態度や、基礎的・基本的な技術・知識を身につけているかを、定

期考査、授業態度、提出物等を通して総合的に評価します。 

選択条件 
フードデザイン（２年次）を履修すること。 

選択する上

での心得 

調理実習時は、三角巾・エプロン等の服装をきちんとして取り組んでください。 

備考 

食物系進学希望者は選択することが望ましい。 

３年次では、テーブルマナーを実施する。 

実習費（２年次は４，０００円程度、３年次は８，０００円程度） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４

月 

（１）フードデザイン実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 食事テーマの設定と献立作成 

 １、食事テーマ 

  

イ 食品の選択と調理 

  １ 加工品の鑑別方法 

  ２ 調理実習 

 

ウ テーブルコーデｲネートとサ

ービスの実習 

１ 食卓空間の演出 

２ サービスの実習 

 

  (実習１)         

        (実習２) 

    （実習３） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

後

期 

１

０

月 

（２）食育と食育推移新活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア  食育の意義 

(実習４) 

(実習５) 

 

 

イ 家庭や地域における食育推進

活動 

１ 食生活上の万代店や課題の

把握 

２ 食 育 に 関 す る 実 践 活 動   

(実習６) 

 ３ 食育推進活動 

 

（テーブルマナー実習） 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 
（3年次） 

１

１

月 

１

２

月 

１

月 

２

月 

３

月 

 



系 列 生活福祉 教 科 看護 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 基礎看護 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

 

看護の意義や目的、保健・医療・福祉における看護の役割について理解し、看護

に関する基礎的な知識や考え方について学びます。また、看護を行なう上で望まし

い看護観や職業観を養います。 

科目の目標 

 

看護の意義と保健・医療・福祉における役割を理解させ、看護に関する基礎的知

識を習得させる。また、看護を適切に行なう能力と態度を育む。 

授業形態 講義、演習 

教科書 

使用教材等 

 

教科書「基礎看護」 （文部科学省・実教出版） 

評価の観点 

評価の方法 

・ 看護に対して関心を持ち,意欲的に取り組み、望ましい看護観や職業観を身に

つけたか。                 

・ 看護に関する諸課題の解決を目指し思考を深め意義や役割を判断する能力を

身につけたか。              

・ 看護に関する様々な資料や情報を適切に選択して活用し、その成果を適切に表

現できたか。              

・ 看護に関する基礎的・基本的な知識を身に付け,看護の理念と意義,役割を理解

したか。 

◎ 定期考査、課題レポート、演習の評価をもとに、総合的に評価します。 

選択条件 ・３年次で生活と看護を履修すること。 

選択する上

での心得 

 

・ 医療・看護に興味・関心があり、医療福祉系・高等看護専門学校への進学を考

えている者。 

 

備考 

 

・ 授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリーの装着、

爪の長さ、化粧、頭髪の色・スタイル等」で臨むこと。 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 看護の意義と役割 

（１） 看護の対象の理解 

 

 

（２） 人間の基本的欲求と看護 

 

 

（３） 人間の成長・発達の過程 

 

 

 

 

２ 看護の意義 

（１） 看護の目的と機能 

 

（２） 患者とその家族の理解 

 

 

 

（３） 看護の変遷 

 

（４） 現代の看護 

 

 

・看護の対象となる「人間」を

理解する際に大切なことにつ

いて学びます。 

・人間の基本的欲求を理解する

ことが基本的看護に結び付い

ていることを学びます。 

・成長・発達の過程について学

びます。また、人間の基本的欲

求の現れ方と成長・発達の過程

との関係について理解します。 

 

 

・看護の意義と目的、機能につ

いて学びます。 

・患者の理解には、患者を取り

巻く家族や地域社会、職業など

の社会背景への理解が重要で

あることを学びます。 

・看護の起原とその歴史的変遷

について理解します。 

・現代の看護について保健・医

療・福祉を取り巻く社会変化を

ふまえながら学びます。 

 

 

 

 

課題レポー

ト 

 

 

 

前期中間考

査 

 

 

 

 

 

夏期休業課

題 

 

 

 

 

前期期末考

査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

３ 看護活動の分野 

（１） 家庭における看護 

（２） 学校における看護 

（３） 職場における看護 

（４） 病院における看護 

 

４ 看護職とその倫理 

（１） 看護とは 

 

 

 

（２） 看護倫理 

 

 

 

（３） 生命倫理 

 

 

 

 

 

 

・看護の対象、特徴、看護活動

の実際について生活の場であ

る家庭・学校・職場・病院に分

けて理解します。 

 

・看護従事者に求められる資質

や態度について考え、専門職と

しての看護について理解を深

めます。 

 

・法律などからよりよい看護を

行っていくための看護従事者

としての倫理について考えま

す。 

・生命倫理について、現代の医

療を取り巻くさまざまな課題

を取り上げ、考えを深めます。 

 

 

 

後期中間考

査 

 

 

 

 

冬季休業課

題 

 

 

課題レポー

ト 

 

後期期末考

査 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 看護 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 生活と看護 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

看護を行うために必要な、心の健康やストレスの対処、生活環境と健康の関係、

社会保障制度に関する知識を身につけます。 

科目の目標 

 

 

看護を行うために必要な、精神保健、生活者の健康及び社会保障制度に関する知

識を習得させ、社会生活における医療と保健及び福祉との関係について理解させ

る。 

 

授業形態 

 

講義・演習 

 

教科書 

使用教材等 

 

教科書「生活と看護」（文部科学省・実教出版） 

 

評価の観点 

評価の方法 

・ 看護を行うのに必要な心の健康について関心を持ち、生活と健康、社会保障制

度に関し意欲的に考えようとする態度を身に付けたか。 

・ 心の健康や生活と健康、社会保障制度について思考を深めることができたか。 

・ 心の健康や生活と健康、社会保障制度と福祉に関する基礎的な知識を身につけ

ることができたか。 

◎ 定期考査、小テスト、課題レポート、授業態度等の評価をもとに総合的に評価

します。 

選択条件 ２年次で基礎看護を履修していること。 

選択する上

での心得 

 

・ 医療・看護に興味・関心があり、医療福祉系・高等看護専門学校への進学を考

えている者。 

 

備考 

 

・ 授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリーの装着、

爪の長さ、化粧、頭髪の色・スタイル等」で臨むこと。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１精神保健 

(1) 心の働きと発達 

 

 

 

 

(2) 心の健康 

 

 

 

 

(3) ストレスとその対処 

 

 

 

 

 

(4) 精神保健活動 

 

 

脳の構造と精神機能のを理解

し、心の概念について考える。 

 

 

 

心の健康の概念について学習

し、心の健康を保つ働きについ

て理解する。 

 

 

ストレスの概念について学習

し、ストレスによる心身や生活

の障害との関連からストレス

が健康に及ぼす影響について

理解する。 

 

ストレスと社会環境のとの関

連を学習する。 

 

 

 

 

 

 

課題レポート 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

夏季休業課題 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

２．生活と健康 

(1)生活環境と健康 

 

 

 

(2)人々の生活と健康 

 

 

 

３．社会保障制度と福祉 

(1)社会保障と社会福祉 

 

 

(2)保健医療福祉制度 

 

(3)保健医療福祉関係法規 

 

 

様々な環境要因と健康との相

互作用、衣食住と健康との相関

について理解する。 

 

個人の生活行動と健康との関

係、家族の発達段階における健

康課題について理解する。 

 

 

社会保障及び社会福祉の理念

と意義について理解する。 

 

保健医療制度の仕組みについ

て理解する。 

関係法規についての目的、概要

を理解する。 

 

自宅学習 

 

課題レポート 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

冬季休業課題 

 

課題レポート 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 社会福祉基礎 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

社会福祉の基礎的知識を学び、その意義や役割について考えを深めます。 

また、社会福祉や高齢者福祉の法律や制度、サービス内容について学び、福祉に関

する視野を広めます。 

科目の目標 

社会福祉に関する基礎的知識を習得させ、現代社会における社会福祉の意義や役割

を理解する。 

授業形態 講義、演習 

教科書 

使用教材等 

・社会福祉基礎（実教出版）                                                                                                                 

 

評価の観点 

評価の方法 

・社会福祉に対する関心をもち、福祉社会に向けた課題に意欲的に取り組むことがで

きたか。 

・日常生活から派生する社会福祉に関する問題に興味をもち、解決を目指して思考を

深めることができたか。 

・社会福祉に関する基礎的な知識を身につけ、社会福祉の理念と意義、役割を理解す

ることができたか。 

◎ 定期考査、授業態度、レポートの内容等の評価をもとに、総合的に評価します。 

選択条件 
・２年次で基礎介護を履修し、３年次で社会福祉演習を履修すること。 

 

選択する上

での心得 

 

・ 社会福祉に関する社会の問題に積極的に考えようとする者 

・ 常にニュースや新聞などに目を通し、社会福祉問題に興味を持つことが必要です。 

 

 

備考 

・ 授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリーの不可、

短い爪、化粧禁止、福祉に携わる人間としてふさわしい態度」で臨むこと。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ ガイダンス 

２ 福祉について知る 

（1）社会福祉とは 

（2）現代社会と社会福祉  

３ 社会福祉の理念と意義 

（1）社会福祉の理念  

 

（2）社会保障と社会福祉 

 

４ 社会福祉の歴史 

（1）世界の福祉 

（2）日本の福祉   

・地域の福祉とボランティアの

役割、福祉が求められるように

なった背景について学びます。 

・社会福祉にはそれぞれ目的が

あり、その目的を達成するため

に、憲法、法律、条例などがあ

ることを調べます。 

・欧米の社会福祉の歴史につい

て学びます。 

・戦前と戦後の社会福祉のしく

みを知り、どのように変化して

きたか資料をもとに考えます。 

課題レポート 

 

 

 

 

 

 

 

前期中間考査 

 

 

夏季休業課題 

前期期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

５社会福祉の現状と課題 

（1）児童・家庭の福祉 

（2）障害者の福祉  

（3）高齢者の福祉 

 ・「高齢者疑似体験」 

（4）公的扶助 

（5）地域の福祉 

６ 社会福祉の担い手と福祉社

会への展望 

（1） 社会福祉の人材 

（2） ボランティアの考え方と  

歴史的展開 

７ まとめ            

（１）次世代への展望 

 

・少子化や障害者問題を中心

に、社会福祉の現状について学

びます。 

・セーフティネットについて学

びます。 

・今までの学習をもとに、「社

会福祉」に対して、自分がどの

ようにかかわっていくかを考

えます。 

 

 

 

 

 

後期中間考査 

 

冬季休業課題 

 

 

 

後期期末考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 介護福祉基礎 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

社会福祉における「介護」の意義や目的、役割について理解します。その際、私

たち人間の暮らしに対する理解を深めます。そのうえで、多様な介護ニーズをもつ

高齢者や障害児・者に対して、本人の望む生活を実現させるために、適切な介護や

かかわり方ができるように、介護の基礎知識と安全性や自立性、個別性等に配慮し

た介護技術の基本を学びます。 

科目の目標 

 

 

介護の意義や高齢者と障害者における介護の役割を理解し、介護に関する基礎的

な知識と技術を習得します。また、介護を適切に行う能力と態度を育みます。 

授業形態 講義、演習、実技演習（ロールプレイ等） 

教科書 

使用教材等 
「介護福祉基礎」（実教出版） 

評価の観点 

評価の方法 

・ 介護の意義や役割について関心を持ち、よりよい介護を目指して取り組む創造

的・実践的態度を身につけか。 

・ 介護に関する諸問題の解決を目指して思考を深め、介護活動の現状について適

切に判断し、創意工夫する能力を身につけたか。 

・ 高齢者に対する基礎的・基本的な介護技術を身につけ、介護活動を計画・展開

し、その成果を的確に表現できたか。 

・ 高齢者や障害者に対する介護の基礎的・基本的な知識を身につけ、介護の意義

や役割を理解したか。 

◎ 定期考査、小テスト、課題レポート、演習・実技演習の内容や態度、現場実習

の評価をもとに、総合的に評価します。 

選択条件 ・２年次で社会福祉基礎、３年次で社会福祉演習を履修すること 

選択する上

での心得 

 

・ 社会福祉や介護に興味・関心があり、社会福祉・保育系大学・短大・専門学校

への進学を考えている者。 

・ 社会福祉に関する社会の問題に積極的に考えようとする者。 

 

備考 

 

・ 授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリー不可、

爪は短く、化粧禁止・福祉にふさわしいスタイル」で臨むこと。 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

Ⅰ.介護の意義と役割 

1 介護の意義  

  ＊高齢者疑似体験 

2介護従事者の役割 

     

 

3 介護過程の概要 

  

4 介護従事者の倫理 

 

 

Ⅱ.高齢者の生活と心身の特徴 

1高齢者の生活 

2 加齢に伴う精神的機能の変

化と高齢者の心理 

 

 

3 加齢に伴う身体的機能の変 

 化 

 4 高齢者の疾病 

5 高齢者の介護 

 （1）環境整備（2）運動と移動 

（3）睡眠と休息（安楽の技法） 

 （4）食事、排泄（5）身体の清潔 

（6）衣服の着脱と衣類 

・介護の理念と定義、目的、原

則について学びます。 

・介護の歴史、介護活動の場と

特性、介護と看護・他職種との

役割、関係について学びます。 

・介護の展開について、介護計

画作成から学びます。 

・介護従事者に求められる資質

や態度、倫理について理解を深

めます。 

・高齢者の生活を私たちの今の

生活と比べながら考えます。 

・高齢者の精神的・社会的機能

の変化と生活への影響、老いへ

の適応やいきがい作りについ

て考えます。 

・運動機能、感覚・知覚機能、

生理的機能の変化と生活への

影響について学びます。 

・利用者の健康状況の把握と共

に高齢者の疾病の特徴、主な疾

病について理解します。 

・高齢者介護の基本について、

理論と技術を確認し身につけ

ます。 

 

 

 

 

 

課題レポート 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

夏季休業課題 
 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

Ⅲ.障害者の生活と心理 

1 障害者の生活 

 

2障害者の心理 

3障害者の介護 

 

Ⅳ.自立性と支援と介護 

1人間らしい生活 

 

2自立への援助と介護 

 

3 自立生活とリハビリテーション 

 

Ⅴ.地域生活を支えるシステム 

1保健・医療・福祉の連携 

 

 

 

 

2 在宅サービスと施設サービス

の連携 

 

3ケアサポートの状況と課題 

・障害についての基本的な考え

方や定義、範囲、障害者の生活

課題と介護について学びます。 

・様々な障害のある人たちにつ

いて知り、理解を深めます。 

 

 

・“人間らしい生活とは”“自立

とは何か”をについて理解を深

め、自立を目指した介護につい

て考えていきます。 

 

 

・地域生活を支えるシステムと

その理念について学びます。 

・保健、医療、福祉サービスの

種類と機能、連携、役割につい

て理解を深めます。 

・在宅サービスと施設サービス

の特徴と連携について学びま

す。 

 

 

課題レポート 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

冬季休業課題 

 

 

課題レポート 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 コミュニケーション技術 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

「社会福祉」や「介護」の実践に必要な“コミュニケーションのとり方”や“人

とのかかわり方”、“人間関係の築き方”など、高齢者や障害者に対する対人援助の

知識と技術を習得します。また、さまざまな社会福祉現場における事例や援助場面

を想定した実技演習（ロールプレイング等）を通して体験し、人間のよりよい生活

について考えを深めます。 

科目の目標 

 

 

対人援助に関する知識と技術を習得し、社会福祉援助活動に活用する能力と態度

を育む。 

授業形態 講義、演習、実技演習（ロールプレイング等） 

教科書 

使用教材等 

 

新介護福祉士養成講座５ コミュニケーション技術（中央法規） 

評価の観点 

評価の方法 

 

・ コミュニケーションの基礎的・基本的な知識を身につけ、介護現場でのコミュ

ニケーションの意義や目的を理解できたか。 

・ コミュニケーションの基礎的・基本的な技術を身につけることができたか。 

・ サービス利用者に応じたコミュニケーションを的確に、効果的に行えたか。 

 

◎ コミュニケーションの基礎的・基本的知識を身につけ、小テスト、定期考査、

授業時の演習・実技演習の内容や態度、課題レポート等の評価をもとに、総合

的に評価します。 

 

選択条件 

・社会福祉系大学(短大)進学希望者⇒２年次で社会福祉基礎と基礎介護を履修し、 

３年次で社会福祉演習を履修すること。 

・医療福祉系大学等進学希望者⇒２年次で基礎看護を履修し、3年次で看護基礎医

学を履修すること。 

選択する上

での心得 

 

・社会福祉や介護に興味・関心があり、社会福祉・保育系大学・短大・専門学校へ

の進学を考えている者。 

・社会福祉に関する社会の問題に積極的に考えようとする者。 

備考 

 

・授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリーの装着、

爪の長さ、化粧、頭髪の色・スタイル等」で臨むこと。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１介護におけるコミュニケーシ

ョン 

(1)コミュニケーションの意義と

役割 

 

 

(2)コミュニケーションの基本技

術 

・話を聴く技法 

 

・感情表現を察する技法 

 

・利用者の納得と同意を得る技法 

 

・質問の技法 

 

・相談助言指導の技法 

 

・意欲を引き出す技法 

 

・利用者と家族の意向を調整する

技法 

 

・複数の利用者のいる場面でのコ

ミュニケーション 

 

 

・コミュニケーションの意義と

本質について学びます。 

・言語的コミュニケーション、

非言語的コミュニケーション

について理解を深める 

 

・特に、具体的なコミュニケー

ション方法、人間関係の形成に

ついて理論を知り、技術を習得

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題レポート 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

夏季休業課題 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

２サービス利用者や家族とのコ

ミュニケーション 

(1)サービス利用者に応じたコミ

ュニケーション 

・コミュニケーション障害の理解 

 

・コミュニケーション障害のある

利用者への対応とコミュニケー

ションの実際 

 

３介護におけるチームのコミュ

ニケーション 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

サービス利用者に応じたコミ

ュニケーション技法について

学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

・記録による情報の共有化やチ

ームによる連携の意義や目的、

記録の活用と留意点などの理

解を深めます。 

自宅学習 

 

課題レポート 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

冬季休業課題 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 生活支援技術 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

「福祉」に関する基礎的、基本的な学習をもとに、認知症を中心としたテーマを設

定し課題研究や事例研究などの学習を行い「福祉」や「介護」の知識と技術を深め

ていきます。 

実際に調査・研究を行うなど実践的な学習を通して、テーマにおける問題や課題

を明らかにし改善策や解決方法を考え、実践していきます。 

認知症高齢者や障害者の生活の様子・必要とする福祉的サービスとその背景を学

ぶことにより、社会福祉に関する幅広い視野を養い、高齢者福祉や障害者福祉の理

念、なおかつ自分と社会のかかわりについて考えます。 

科目の目標 

 

社会福祉の法律や制度、社会福祉サービスなどに関する知識を習得させ、社会福

祉の現状と意義や役割を理解させるとともに、社会福祉の向上を図る能力と態度を

育てる。 

授業形態  講義 ディベート プレゼンテーション 

教科書 

使用教材等 

・認知症ライフパートナー基礎編・応用編 

評価の観点 

評価の方法 

１ 社会福祉に対する関心を持ち,意欲的に取り組み福祉観や実践的な態度を身に

つけたか。                 

２ 社会福祉に関する諸課題の解決を目指し思考を深め意義や役割を判断する能力

を身に付けたか。              

３ 社会福祉に関する様々な資料や情報を適切に選択して活用し,その成果を適切

に表現できたか。              

４ 社会福祉に関する基礎的・基本的な知識を身に付け,社会福祉の理念と意義,役

割を理解したか。 

◎ 定期考査、課題レポート、演習評価をもとに、総合的に評価します。                                               

選択条件 

 

・社会福祉系大学(短大)進学希望者⇒２年次で社会福祉基礎と基礎介護を履修し、 

３年次で社会福祉演習を履修すること。 

・医療福祉系大学等進学希望者⇒２年次で基礎看護を履修し、3年次で生活と看護

を履修すること。 

 

選択する上

での心得 

・ 社会福祉に関する社会の問題に積極的に考えようとする者 

・ 常にニュースや新聞などに目を通し、社会福祉問題に興味を持つことが必要で

す。 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリー不可、

短い爪、化粧禁止、頭髪の色・福祉を目指すものとしてふさわしい態度」で臨

むこと。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

はじめに 

１．認知症とは 

 

 

２．認知症の理解とケアの基本 

 

 

 

３．認知症とコミュニケーション 

 

 

 

４．認知症とアクティビティ 

 

 

 

 

 

 

 

５．認知症ケアに関する社会資源 

 

 

 

・認知症の症状などの概要を学

びます。 

 

 

・認知症のケアの基本を学びま

す。 

 

・認知症の方とのコミュニケー

ション方法を学びます。 

 

 

 

・認知症ケアにおけるアクティ

ビティの種類と実際について

学びます。 

 

 

 

・介護保険制度などの認知症ケ

アに関わる社会資源について

学びます。 

 

 

 

 

 

課題レポート 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

夏季休業課題 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

1 調査・研究 (個人) 

（1）ガイダンス 

 

（2）テーマの設定、設定理由の

検討 

 

（3）調査・研究の内容、方法、

研究計画の検討 

 

（4）個人研究の実施 

 

（5）まとめ 

 

（6）発表 

 

 

自宅学習 

 

 

 

 

・調査･研究の進め方を学びま

す。 

①課題・テーマの設定 

②計画・方法の作成 

③情報収集、整理 

④資料の分析と考察 

⑤まとめ 

⑥発表 

・個人で課題･テーマを設定し

ます。 

・個人で、①～⑤の順で、それ

ぞれ調査･研究を行います。 

・③では文献・資料の集め方、

活用の仕方等を学びます。 

・④では③の資料を使って、テ

ーマにそった分析の仕方学び

ます。 

・⑤ではワープロで５枚（8,000

字）以上にまとめ、レポート・

論文のまとめ方を学びます。 

・⑥では模造紙、PCを使った発

表方法を学びます。 

 

課題レポート 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

冬季休業課題 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 介護総合演習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

「福祉」に関する基礎的、基本的な学習をもとに、福祉住環境整備を中心としたテ

ーマを設定し課題研究や事例研究などの学習を行い「福祉」や「介護」の知識と技

術を深めていきます。 

実際に調査・研究を行うなど実践的な学習を通して、テーマにおける問題や課題

を明らかにし改善策や解決方法を考え、実践していきます。 

 

科目の目標 

 

課題研究や事例研究などの学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を

図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育む。 

福祉住環境整備とは何かを知り、資格取得を目標とする。 

授業形態 

 

講義、演習（調査・研究、ディスカッション、ロールプレイング等） 

 

教科書 

使用教材等 

 

社会福祉基礎（実教）介護福祉基礎（実教）継続使用 

福祉住環境コーディネーター2級テキスト 

 

評価の観点 

評価の方法 

 

・ 社会福祉に関する様々な問題に課題意識を持ち、その改善・向上を目指して意

欲的に取り組み、創造的・実践的に問題を解決する態度を身につけたか。 

・ 社会福祉に関する様々な問題の解決を目指して自ら思考し、知識と技術を活用

して適切に判断し、創意工夫する能力を身につけたか。                                                                            

・ 社会福祉の各分野における基礎的・基本的知識を深め、意義や役割を理解した

か。 

 

◎ 定期考査、演習課題（調査・研究）の内容・取り組み態度等をもとに、総合的

に評価します。 

選択条件 

・社会福祉系大学(短大)進学希望者⇒２年次で社会福祉基礎と基礎介護を履修し、 

３年次で介護総合演習を履修すること。 

・医療福祉系大学等進学希望者⇒２年次で基礎看護を履修し、3年次で看護基礎医

学を履修すること。 

選択する上

での心得 

 

・ 社会福祉や介護に興味・関心があり、社会福祉・保育系大学・短大・専門学校

への進学を考えている者。 

・ 社会福祉に関する社会の問題に積極的に考えようとする者。 

・ 東日本国際大学との高大連携により、希望者は３年次に大学の教員による授業

を受けることができ、取得単位が１単位増になります。 

 

備考 

 

・授業には、ガイダンスで指示された「服装、身だしなみ、アクセサリーの装着、

爪の長さ、化粧、頭髪の色・スタイル等」で臨むこと。 

・福祉住環境コーディネータ検定試験 2級程度の力がつき、受験できる。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

はじめに 

１．福祉住環境とは 

 

 

２．障害や老化の理解とケアの

基本 

 

 

 

３．環境整備の基礎知識 

 

 

 

４．検定試験① 

 

 

 

 

５．社会資源とまちづくり 

 

 

・福祉住環境の概要を学びま

す。 

 

 

・住環境整備の基本を学びま

す。 

 

 

・身体状況に応じた住まい方を

学びます。 

 

 

・3級または 2級にチャレンジ 

 

 

 

 

・介護保険制度に関わる地域社

会のあり方について学びま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

1 調査・研究 (個人) 

（1）ガイダンス 

（2）テーマの設定、設定理由の

検討 

（3）調査・研究の内容、方法、

研究計画の検討 

 

検定試験② 

 

 

（4）個人研究の実施 

（5）まとめ 

（6）発表 

 

 

 

 

 

 

 

自宅学習 

・調査･研究の進め方を学びま

す。 

①課題・テーマの設定 

②計画・方法の作成 

③情報収集、整理 

④資料の分析と考察 

⑤まとめ 

⑥発表 

・個人で課題･テーマを設定し

ます。 

・個人で、①～⑤の順で、それ

ぞれ調査･研究を行います。 

・③では文献・資料の集め方、

活用の仕方等を学びます。 

・④では③の資料を使って、テ

ーマにそった分析の仕方学び

ます。 

・⑤ではワープロで５枚（8,000

字）以上にまとめ、レポート・

論文のまとめ方を学びます。 

・⑥では模造紙、PCを使った発

表方法を学びます。 

 

自宅学習 

 

 

 

 

 

中間考査 

・口頭発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

・口頭発表 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 介護実習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

高齢者や疾病・障害をもつ人々が、日常生活を快適に営んだり、自分らしく生活

したりすることができるような介護技術の理論とその方法の基礎を学びます。 

また、社会福祉施設等でのボランティア実習などを通して、講義・演習・校内実

習等で学んだ知識と技術を実際に活用し、援助や介護に関する実践的能力を身につ

けます。 

科目の目標 

 

 

社会福祉や介護等に関する体験的な学習を通して、社会福祉や介護の総合的な知

識と基本的技術を身につけ、社会福祉の向上を図る実践的な能力と態度を育む。 

授業形態 講義・演習・校内実習 

教科書 

使用教材等 

 

絵でみる介護（福祉教育カレッジ） 

評価の観点 

評価の方法 

 

・ 介護の意義や目的を理解し、介護活動を展開するうえでの望ましい態度を身に

つけたか。 

・ 介護の現状を理解し、高齢者や障害者などの全体像を把握する能力を身につけ

たか。 

・ 高齢者や障害者、介護現場等の理解を深め、介護にするうえで必要な基本的介

護技術を身につけたか。 

 

◎ 定期考査、小テスト、課題レポート、実習等の評価をもとに、総合的に評価し

ます。  

選択条件 

・社会福祉系大学(短大)進学希望者⇒２年次で社会福祉基礎と基礎介護を履修し、 

３年次で社会福祉演習を履修すること。 

・医療福祉系大学等進学希望者⇒２年次で基礎看護を履修すること。 

選択する上

での心得 

 

・社会福祉や介護に興味・関心があり、社会福祉・保育系大学・短大・専門学校 へ

の進学を考えている者。 

・社会福祉に関する社会の問題に積極的に考えようとする者。 

備考 

 

・授業には、ガイダンスで指示された「正しい服装、身だしなみ、アクセサリー不

可、短い爪、化粧禁止、頭髪の色・介護職としてふさわしい態度」で臨むこと。 

授業前に、毎回検査をします。 

 

・この科目を選択した生徒には夏休みに５日間、福祉施設現場実習を実施します。

（実習費 4,000円程度徴収いたします。） 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

１ 高齢者・障害者の日常生活の理解 

(1) 介護の目的と機能、介護技術の役割 

(2) 介護の理念と基本原則 

２ 介護技術の基本と実際Ⅰ 

(1) 環境･寝具（ベッド）の整え方 

(2) 運動･移動の援助 

  ・体位変換 

 

  ・歩行と移動 

 

 

(3) 食事の援助 

・食事援助の基本的知識・技術と工夫 

  ・食事援助の実際 

  ・視覚障害者への食事援助の方法と実 

   際（クロックポジション） 

 

(4) 衣服の着脱の援助 

 

 

《場実習》 

 

 

 

４ 介護技術の基本と実際Ⅱ 

(1) 清潔の援助 

  ・身体の清潔 

 

 

 

 (2) 排泄の援助・介助方法 

 

 

・介護の意義や目的、介護を行う上で重

要な基本原則について学びます。 

 

・ベッドメーキングの方法や臥床時での

シーツ交換の技法を学びます。 

・臥床者を水平移動、上方移動、仰臥位

から側臥位、仰臥位から端座位にする方

法を実践し学びます。 

・杖歩行の介助、車椅子移乗の介助方法

を実践し学びます。 

 

 

・高齢者の食事の留意点、誤嚥や脱水の

予防、食事の形態による種類について学

びます。また、臥位・座位姿勢での介助

を実践し、片麻痺、上肢障害者の場合の

介助方法について学びます。 

・寝巻きやパジャマへの更衣の介助、自

力更衣の介助について実践し学びます。 

 

 

 

 

 

・清拭・足浴・熱布浴・洗髪・口腔ケア

の方法、入浴介助について実践し学びま

す。 

 

 

 

・ポータブルトイレの介助、尿器・便器

の介助、おむつ交換の介助を実践し学び

ます 

 

 

 

 

 

 

課題レポート 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

課題レポート  

 

 

 

 

 

校外実習 

（５日間） 

 

夏季休業課題 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

(3) 環境の整え方Ⅱ 

・居住環境の整備、周囲の環境、住居  

 の条件とバリアフリー 

・福祉用具の活用 

(4) 緊急時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

６ 高齢者と障害者の介護-介護事例検討- 

（１） 高齢者の介護 

（２） 障害者（児）の介護 

（３） 相談援助とケア計画の方法 

 

 

 

自宅学習 

 

・高齢者や障害者に適した居住環境と整

備の仕方、バリアフリーについて学びます。 

・さまざまな福祉用具の種類と活用法に

ついて学びます。 

・緊急時の気道確保、人工呼吸、心マッ

サージ、異物除去の方法、応急処置の方

法を実践し学びます。 

 

 

 

 

 

・実際の事例をもとに、利用者理解とア

セスメントの方法を学びます。また、ニ

ーズの把握やそのニーズに応じた介護に

ついて考えていきます。 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

課題レポート 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

課題レポート 

 

 

冬季休業課題 

 

 

 

期末考査 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 生活福祉 教 科 福祉 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 手話・点字（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

手話・点字を通して、聴覚障害者・視覚障害者に対する理解を深めます。 

前期は手話、後期は点字を、外部講師を招いて学びます。 

科目の目標 

 

障害に応じたコミュニケーションの方法、自己表現の仕方を習得し、聴覚障害者、

視覚障害者についての理解を深める。 

授業形態 講義・実技 

教科書 

使用教材等 

手話・新手話教室入門 

点字・初めての点訳 

評価の観点 

評価の方法 

 

・授業に意欲的に取り組み、技術習得のために努力していたか。 

・聴覚、視覚障害に関心を持ち社会の課題に気づき、解決に向けて認識を深めるこ

とができたか          

・コミュニケーションの１つの手段として、積極的に自己表現しようとしていたか。                   

・手話、点字、聴覚障害、視覚障害に関する基本的な知識を理解することができた

か。 

◎ 定期考査、授業態度、課題の提出等の評価をもとに、総合的に評価します。 

選択条件 特になし 

選択する上

での心得 

 

・手話・点字を意欲的に学ぼうとする者が履修してください。 

 

・手話では、自己表現が中心になります。自分の殻を破って、テーマに沿って、表

現することが求められます。 

 

・点字では、毎週、点訳や点字の課題が出されます。その課題をきちんと行うこと

が求められます。 

備考 

 

・手話については、手話検定５級程度の力が半年で身につき、手話検定試験の受験

資格が得られます。成績優秀者は 4級受験も可能です。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 聴覚障害について知る 

 

 

 

 

２ 伝えあってみましょう 

 

 

 

 

 

３ 話しかけてみよう 

 

 

４ 手話で歌おう 

 

 

 

 

５ 話し合ってみましょう 

・ 聴覚障害について、外部講

師の聴覚障害者の方から生

活で不便なことや聴覚障害

者の生活について、体験を

通した話を聞きます。 

・ 指文字（５０音）を覚えま

す。 

・ 身振りで身近な単語を表現

します。 

・ 指文字と手話を使って自己

紹介をします。 

・ 疑問詞を使って会話をしま

す。テキストの内容を手話

で表現します。 

・ 歌詞を手話で覚えて音楽に

合わせて表現します。１曲

手話で歌を覚えることがで

きます。 

・ 役割を決めて会話する。話

し手と聞き手に分かれて、

手話で表現します。 

・ 授業の感想を手話で発表し

ます。ほとんどの人が手話

で発表できるようになり

ます。 

 

 

 

 

 

 

前期中間考査 

（実技試験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期期末考査

（実技試験） 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

１ 視覚障害について知る 

 

 

２ 点字を書こう 

・点字を書く練習（基礎） 

 

 

３ 点字について詳しく知る 

 

 

４ 点字を読もう 

・ 点字を読む練習 

・ しおり作り 

 

５ 視覚障害者への接し方 

 

自宅学習 

・ 視覚障害について、生活で

不便なことや視覚障害者の

生活について学びます。 

 

・ ５０音の点の打ち方を覚え

ます。 

 

・ 点字の特殊な文法を学びま

す。 

 

・ 点字の読み方を学びます。 

 

・ 授業内で点訳した自分の作

品を製本し、1 冊の本にまと

めます。 

 

自宅学習 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 
（筆記試験） 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 
（筆記試験） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 スポーツ概論 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

現代社会におけるスポーツの意義や必要性を理解するとともに、運動における歴

史・文化及び実際の戦術・スポーツとの関わりについて理解する。 

科目の目標 

体育・スポーツの指導者としての資質や能力を育て、運動の必要性や運動の効果や

合理的な練習方法、また運動を行う上での安全面についての知識、体育・スポーツ

の運営について学習する。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
「基礎から学ぶスポーツ概論」（大修館） 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 ３年次にコーチ学・スポーツトレーナー実習を選択する者は必ず履修すること。 

選択する上

での心得 

スポーツに対して意欲関心を持ち、将来を考えて積極的に授業に参加すること。 

備考 

スポーツライフの設計と実践について理解をすること。スポーツに対して意欲関心

があり、将来スポーツ関係に進学を希望する者。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

第１章 スポーツについて考え

よう 

① スポーツの魅力について

考えよう 

② スポーツのこれからとこ

れまでを考えよう 

③ 現代スポーツの問題点を

考えよう 

④ スポーツと社会のついて

考えよう 

第２章 スポーツの競技力を向

上させよう 

① 競技力向上に必要な基礎

知識を知ろう 

② 競技力を向上させる練習

方法・練習計画を知ろう 

③ メンタルトレーニングに

ついて知ろう 

④ 競技力向上に向けた指導

体制や情報戦略について

知ろう 

第３章 体力トレーニングをや

ってみよう 

① 体力向上の科学的基礎に

ついて知ろう 

② 体力トレーニングの方

法を知ろう 

 

 

 

・ 競技スポーツ・生涯スポーツの

魅力 

・ スポーツが生まれてから現代ま

で 

・ 競技スポーツの問題点と生涯ス

ポーツのあり方 

・ スポーツは社会・地域・経済・

世界を変える 

 

 

・ 競技力を構成する諸要素の関係 

 

・ 種目ごとの練習方法･練習計画 

 

・ メンタルトレーニング 

 

・ 指導体制や情報戦略について学 

  ぶ 

 

 

 

・ 目的に応じたトレーニングプロ

グラムの作成 

・ 筋力・持久力・調整力・柔軟性

のトレーニングについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

第４章 スポーツライフのマネ

ージメントを考えよう 

①  自分の体をマネジメン  

トしよう 

 ② 栄養でパフォーマンス

を高めよう 

  ③ 危険予知トレーニング

について知ろう 

第５章 スポーツ指導者をめざ

そう 

① スポーツキャリアと職業

について知ろう 

② 指導の場としての学校に

おける体育・スポーツ活

動やスポーツイベントに

ついて知ろう 

③ 指導の場としてのスポー

ツクラブについて知ろう 

④ 効果的なスポーツの指導

方法を知ろう 

 

 

・ ウォーミングアップとクーリン

グダウン、応急処置や外傷につ

いて知る、テーピングなど 

・ スポーツ栄養の基礎 

 

・ 危険感受性と安全教育 

 

 

 

・ スポーツにかかわる職業とタイ

プ 

・ 学校の運動部活動やスポーツイ

ベントの企画・運動・管理 

 

 

・ 地域スポーツのビジョンと運営 

 

・効果的なスポーツ指導のための基

礎的条件・内容的条件 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 スポーツⅠ（２年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

採点競技及び測定競技の特性について理解と課題の解決を目指した計画的な運動

の実践を通して、これからのスポーツの高度な技能と審判法を習得できるようにす

る。 

科目の目標 

体操競技･陸上競技･水泳競技の基礎･基本を身につける。 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 

カラーワイドスポーツ 

競技用水着 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

採点競技及び測定競技の特性を理解し、自己の能力・適性等に応じて目標や課題を

もち練習や競技を行える者。 

備考 

３種目の科目に興味関心を持ち実践し意欲的に行動できる生徒（部に所属して技術

の向上を目指す） 

２年次では基礎的な実技を行います。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

オリエンテーション 

 

競争種目 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

 

競争種目 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

 

水 泳 

・陸上競技の特性 

 

・ 走基本、３０ＭＴＴ、リレー練

習 

・ ロングジョギング 

 

・ ５０Ｍ走、バウンディング、跳

躍基本練習 

・ メディシンボール投げ、補強運

動 

 

・ スティック走、加速走、補強運

動 

・ ロングジョギング、インターバ

ル走 

・ 跳躍基本、ＳＤ 

 

・ ダッシュ、砲丸投げ、補強運動 

 

・ クロール、平泳ぎ、バタフライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

体 操 

 

 

 

 

競争種目 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

 

 

競争種目 

 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

・ 前転・開脚前転・倒立前転 

・ 後転・後転倒立 

・ 倒立・倒立歩行・側転 

・ 演技発表 

 

・ ハードル基本、ラダートレーニ

ング・加速走 

・ １５００Ｍ・３０００Ｍ 

 

・ 加速走・跳躍基本（走り高跳び・

走り幅跳び） 

・ 突き刺し練習、基本動作練習 

 

 

・ スタート練習、スティック走、

ミニハードル、インターバルト

レーニング 

・ ロングジョギング、ファルトレ

ク 

・ サーキットトレーニング 

 

・ サーキットトレーニング 

 

・ 記録会 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 スポーツⅡ（２年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

球技の特性について理解と課題の解決を目指した計画的な運動の実践を通して、こ

れからのスポーツの高度な技術と審判法を習得できるようにするとともに、技能を

発揮してゲームをすることができる資質や能力を育てる。 

科目の目標 

２０１３年度実施種目【ゴール型（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ、ｻｯｶｰ）、ネット型（ﾊﾞ

ﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾃﾆｽ、ｿﾌﾄﾃﾆｽ、卓球）、ベースボール型・ターゲット型（野球、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）、

についての高度な戦術と審判法を習得する。】 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 
カラーワイドスポーツ 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

各種目において、自ら意欲的に実践し、競技力の向上を目指すこと。規則（服装、

時間など）を守り、安全に留意して行動すること。 

備考 

種目、科目に興味関心を持ち実技を自ら実践し意欲的に行動できる生徒（部に所属

して競技力の向上を目指す） 

２年次では基礎的な実技を行います。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

各種目のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

ｺﾞｰﾙ型    ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ﾈｯﾄ型    ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型  野球 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｺﾞｰﾙ型   ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

ﾈｯﾄ型    ｿﾌﾄﾃﾆｽ・ﾃﾆｽ 

ﾀｰｹﾞｯﾄ型  ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ  

・各実施種目の特性と年間計画の確認。 

・基礎的技術、3 対 2・5 対 5 の技術、

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの確立、1 対 1 の技術、ｼｭｰ

ﾄ、ﾊﾟｽ、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、試合、審判法 

・基本技術の習得、ﾁｬﾝｽﾎﾞｰﾙの処理、

ｻｰﾌﾞ・ｽﾊﾟｲｸﾚｼｰﾌﾞ、ﾌｪｲﾝﾄｶﾊﾞｰ、ﾌﾞﾛｯ

ｸﾌｫﾛｰ、各ﾎﾟｼﾞｼｮﾝの役割と責任、作

戦・戦術の理解、効果的なﾀｲﾑｱｳﾄ、

試合、審判法 

・ｽﾛｰｲﾝｸﾞ、ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ、犠牲

ﾊﾞﾝﾄ、守備、作戦・戦術、試合、審

判法 

・基礎的技術、3 対 2 の技術、ﾌｫｰﾒｰｼｮ

ﾝの確立、1 対 1 の技術、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、2

対 2・3対 3のﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、5対 5の技術、

作戦・戦術の理解、試合、審判法 

・ｽﾄﾛｰｸ・ﾎﾞﾚｰの確認、ｽﾄﾛｰｸのｺｰｽ打ち

分け、ﾎﾞﾚｰのｺｰｽｺﾝﾄﾛｰﾙ、ｻｰﾌﾞの組み立

てとｺｰｽ、ﾀﾞﾌﾞﾙｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ、ｼﾝｸﾞﾙｽ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

ｺﾞｰﾙ型    ｻｯｶｰ 

ﾈｯﾄ型     卓球 

ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型  ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 ﾀﾞﾌﾞﾙｽの試合展開、ｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾚ 

 -とﾌｧｰｽﾄﾎﾞﾚｰ、ｽﾄﾛｰｸのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ、ｱﾌﾟ

ﾛｰﾁ･ﾎﾞﾚｰ、体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｸﾗﾌﾞの握り方、基本的な技術、ｱﾌﾟﾛｰ

ﾁｼｮｯﾄ、ﾊﾟｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｼｮｯﾄ、ｺｰｽ

ﾗｳﾝﾄﾞ 

・ﾎﾞｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、1対 1、ﾄﾗｯﾋﾟﾝ

ｸﾞ、ﾊﾟｽ、ｼｭｰﾄ、ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞ、ｽﾙｰﾊﾟｽ、

ｵｰﾊﾞｰﾅﾝﾊﾞｰ 2対 2、3対 3、ﾒｲｸｽﾍﾟｰｽ、

簡易ｹﾞｰﾑ、作戦・戦術、審判法 

・ｽﾄﾛｰｸ・ﾎﾞﾚｰの確認、ｽﾄﾛｰｸのｺｰｽ打ち

分け、ﾎﾞﾚｰのｺｰｽｺﾝﾄﾛｰﾙ、ｻｰﾌﾞの組み

立てとｺｰｽ、ﾀﾞﾌﾞﾙｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ、ｼﾝｸﾞﾙ

ｽ・ 

 ﾀﾞﾌﾞﾙｽの試合展開、ｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾚ-とﾌｧｰｽ

ﾄﾎﾞﾚｰ、ｽﾄﾛｰｸのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ、ｱﾌﾟﾛｰﾁ･ﾎﾞ

ﾚｰ、体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｽﾛｰｲﾝｸﾞ、ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ、犠牲

ﾊﾞﾝﾄ、守備、作戦・戦術、試合、審

判法 

   

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 スポーツⅢ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

武道等についての理解と課題の解決を目指した計画的な運動の実践を通して、これ

らのスポーツの高度な技能と審判法を習得できるようにするとともに、技能を発揮

して試合をすることができる資質や能力を育てる。 

科目の目標 

柔道競技の格技についての基礎･基本を身につける。主に柔道を実施する。 

授業形態 実技・講義 

教科書 

使用教材等 
カラーワイドスポーツ 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

武道の特性を理解し、計画的に実践する。武道に興味関心を持ち実技を自ら実践し

意欲的に行動できる生徒。 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

オリエンテーション 

 

 

柔道 

 

 

① 礼法 

 

② 姿勢・組み方 

 

③ 進退動作 

 

④ 崩し・体さばき 

 

⑤ 受身 

・ 足払い系 

・ 大内刈り系 

・ 大外刈り系 

 

⑥ 投げ技 

・ 背負い投げ 

・ 大腰 

・ 大外刈り 

・ 大内刈り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

柔道 ⑦ 抑え技 

・ けさ固め 

・ 横四方固め 

・ 上四方固め 

・ 縦四方固め 

 

 

 

 

⑧ 自由練習 

（体重別） 

 

 

 

⑨ 試合競技 

（体重別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 スポーツⅠ（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

採点競技及び測定競技の特性について理解と課題の解決を目指した計画的な運動

の実践を通して、これからのスポーツの高度な技能と審判法を習得できるようにす

る。 

科目の目標 

体操競技･陸上競技･水泳競技の基礎･基本を身につける。 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 

カラーワイドスポーツ 

競技用水着 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 スポーツⅠ（２年次）を履修していること 

選択する上

での心得 

採点競技及び測定競技の特性を理解し、自己の能力、適性等に応じて目標や課題を

もち、練習や競技を行える者。 

備考 

３種目の科目に興味関心を持ち実践し意欲的に行動できる生徒（部に所属して技術

の向上を目指す） 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

オリエンテーション 

 

競争種目 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

 

競争種目 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

 

水 泳 

・陸上競技の特性 

 

・ 走基本、３０ｍＴＴ、リレー練

習 

・ ロングジョギング 

 

・ ５０ｍ走、バウンディング、跳

躍基本練習 

・ メディシンボール投げ、補強運

動 

 

・ スティック走、加速走、補強運

動 

・ ロングジョギング、インターバ

ル走 

・ 跳躍基本、ＳＤ 

 

・ ダッシュ、砲丸投げ、補強運動 

 

・ クロール、平泳ぎ、バタフライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

体 操 

 

 

 

 

競争種目 

 

中長距離走 

 

跳躍運動 

 

投運動 

 

競争種目 

中長距離走 

跳躍運動 

投運動 

 

自宅学習 

・ 前転・開脚前転・倒立前転 

・ 後転・後転倒立 

・ 倒立・倒立歩行・側転 

・ 演技発表 

 

・ ハードル基本、ラダートレーニ

ング・加速走 

・ １５００ｍ・３０００ｍ 

 

・ 加速走・跳躍基本（走り高跳

び・走り幅跳び） 

・ 突き刺し練習、基本動作練習 

 

 

・ 記録会 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 スポーツⅡ（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

球技の特性について理解と課題の解決を目指した計画的な運動の実践を通して、こ

れからのスポーツの高度な技術と審判法を習得できるようにするとともに、技能を

発揮してゲームをすることができる資質や能力を育てる。 

科目の目標 

２０１２年度実施種目【ゴール型（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ、ｻｯｶｰ）、ネット型（ﾊﾞ

ﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾃﾆｽ、ｿﾌﾄﾃﾆｽ）、ベースボール型・ターゲット型（野球、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ゴルフ）、

についての高度な戦術と審判法を習得する。】 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 
カラーワイドスポーツ 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 スポーツⅡ（２年次）を履修していること 

選択する上

での心得 

各種目において、自ら意欲的に実践し、競技力の向上を目指すこと。規則（服装、

時間など）を守り、安全に留意して行動すること。 

備考 

種目、科目に興味関心を持ち実技を自ら実践し意欲的に行動できる生徒（部に所属

して競技力の向上を目指す） 

年５回の実習（ゴルフ）を行う。（実習費３，６００円） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

各種目のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

ｺﾞｰﾙ型    ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ﾈｯﾄ型    ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型  野球 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｺﾞｰﾙ型   ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

ﾈｯﾄ型    ｿﾌﾄﾃﾆｽ 

ﾀｰｹﾞｯﾄ型  ｺﾞﾙﾌ                 

・各実施種目の特性と年間計画の確認。 

・基礎的技術、3 対 2・5 対 5 の技術、ﾌ

ｫｰﾒｰｼｮﾝの確立、1対 1の技術、ｼｭｰﾄ、

ﾊﾟｽ、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、試合、審判法 

・基本技術の習得、ﾁｬﾝｽﾎﾞｰﾙの処理、ｻｰ

ﾌﾞ・ｽﾊﾟｲｸﾚｼｰﾌﾞ、ﾌｪｲﾝﾄｶﾊﾞｰ、ﾌﾞﾛｯｸﾌｫ

ﾛｰ、各ﾎﾟｼﾞｼｮﾝの役割と責任、作戦・

戦術の理解、効果的なﾀｲﾑｱｳﾄ、試合、

審判法 

・ｽﾛｰｲﾝｸﾞ、ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ、犠牲ﾊﾞ

ﾝﾄ、守備、作戦・戦術、試合、審判法 

・基礎的技術、3 対 2 の技術、ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ

の確立、1対 1の技術、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、2対

2・3 対 3 のﾃﾞｨﾌｪﾝｽ、5 対 5 の技術、

作戦・戦術の理解、試合、審判法 

・ｽﾄﾛｰｸ・ﾎﾞﾚｰの確認、ｽﾄﾛｰｸのｺｰｽ打ち

分け、ﾎﾞﾚｰのｺｰｽｺﾝﾄﾛｰﾙ、ｻｰﾌﾞの組み

立てとｺｰｽ、ﾀﾞﾌﾞﾙｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ、ｼﾝｸﾞﾙｽ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

ｺﾞｰﾙ型    ｻｯｶｰ 

ﾈｯﾄ型     ﾃﾆｽ 

ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型  ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 ﾀﾞﾌﾞﾙｽの試合展開、ｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾚ 

 -とﾌｧｰｽﾄﾎﾞﾚｰ、ｽﾄﾛｰｸのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ、ｱﾌﾟ

ﾛｰﾁ･ﾎﾞﾚｰ、体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｸﾗﾌﾞの握り方、基本的な技術、ｱﾌﾟﾛｰﾁ

ｼｮｯﾄ、ﾊﾟｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｼｮｯﾄ、ｺｰｽﾗｳ

ﾝﾄﾞ 

・ﾎﾞｰﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、1対 1、ﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ、

ﾊﾟｽ、ｼｭｰﾄ、ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞ、ｽﾙｰﾊﾟｽ、ｵｰﾊﾞｰ

ﾅﾝﾊﾞｰ 2 対 2、3 対 3、ﾒｲｸｽﾍﾟｰｽ、簡易

ｹﾞｰﾑ、作戦・戦術、審判法 

・ｽﾄﾛｰｸ・ﾎﾞﾚｰの確認、ｽﾄﾛｰｸのｺｰｽ打ち

分け、ﾎﾞﾚｰのｺｰｽｺﾝﾄﾛｰﾙ、ｻｰﾌﾞの組み

立てとｺｰｽ、ﾀﾞﾌﾞﾙｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ、ｼﾝｸﾞﾙｽ・ 

 ﾀﾞﾌﾞﾙｽの試合展開、ｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾚ-とﾌｧｰｽﾄ

ﾎﾞﾚｰ、ｽﾄﾛｰｸのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ、ｱﾌﾟﾛｰﾁ･ﾎﾞﾚｰ、

体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

・ｽﾛｰｲﾝｸﾞ、ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ、犠牲ﾊﾞ

ﾝﾄ、守備、作戦・戦術、試合、審判法 

   

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 スポーツトレーナー実習 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

スポーツ界に幅広く取り上げられている、ストレングス＆コンディショニング等の

実技・実習を段階的に学習するとともに、実際にスポーツの現場で活用できる資質

や能力を育てる。 

科目の目標 

ストレングス＆コンディショニング等の意義を理解し、トレーニングの実技を通し

て習得する。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
トレーニング指導者テキスト実技編 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
２年次に体育理論を履修していること 

コーチ学と同時履修すること。 

選択する上

での心得 

専門的な分野を学びますので、復習と自主的な態度が求められます。将来を考えた

上で、積極的に技能習得をはかること。 

備考 

スポーツが好きな生徒。体育系進学希望者は必ず選択すること。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

レジスタンストレーニング 

 

 

プライオメトリクス 

 

 

持久力トレーニング 

 

 

 

 

柔軟性トレーニング 

 

 

・ 上肢のエクササイズ、下肢のエ

クササイズ、体幹部のエクササ

イズ、クイックリフト 

・ 下肢のプライオメトリクス、上

肢のプライオメトリクス、体幹

部のプライオメトリクス 

・ 有酸素性持久力トレーニング、

水中で行う有酸素性トレーニン

グ、無酸素性持久力トレーニン

グ 

 

・ 上肢のスタティックストレッチ

ング（セルフ）、体幹・下肢のス

タティックストレッチング（セ

ルフ）、上肢のスタティックスト

レッチング（パートナー）、体

幹・下肢のスタティックストレ

ッチング（パートナー）ダイナ

ミックストレッチング（スタン

ディングベース、ウォーキング

ベース、フロアーベース）、スポ

ーツ障害予防のコンプレッショ

ンストレッチング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

スピードトレーニング 

 

 

 

バランス能力・姿勢支持能力向上

のトレーニング 

  

 

 

 

ウォームアップのための運動 

 

 

 

形態測定・体力測定 

 

 

自宅学習 

 

・ランニングスピード向上のトレー

ニング、アジリティ向上のトレー

ニング 

   

・静的なバランス能力・姿勢支持能

力向上のトレーニング、動的なバ

ランス能力・姿勢支持能力向上の

トレーニング、その他のバランス

能力・姿勢支持能力向上のトレー

ニング 

・セルフエクササイズ系、ウォーキ

ング系、スキップ系、ステップ系、

バランス系、スピード系 

 

・形態測定、体力測定 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 コーチ学 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

専門とするスポーツ種目の技術・作戦などコンディション・イメージトレーニング

の技法を習得するとともに、実際にスポーツに親しむことができる資質や能力を育

てる。 

科目の目標 

スポーツ・体育・運動心理学を通して、コーチとスポーツ、心理学との関わりや、

コーチングの役割を習得する。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
「知的コーチングのすすめ」（大修館）・カラーワイドスポーツほか 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
２年次に体育理論を履修していること 

スポーツトレーナー実習と同時履修すること 

選択する上

での心得 

運動を実践するに当たっては、知的な理解に基づいて行うことが効果的である。体

育・スポーツの指導者などに関心があり、積極的に取り組む者。 

備考 

スポーツに対して意欲関心があり、怪我予防や怪我再発防止についての知識を学び

将来自分が行っている競技に役立てた生徒を対象とします。 

２月にいわき市消防本部の普通救命講習Ⅰを受講する。 

スポーツボランティア活動に積極的に参加できる者。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

第１章ｺｰﾁﾝｸﾞ哲学を考える鍵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章ｺｰﾁﾝｸﾞの指針を考える鍵 

・失敗を恐れない精神 

・ｺｰﾁの語源に見る指導者の役割 

・独りよがりでないｽﾎﾟｰﾂ観 

・日本独特のｽﾎﾟｰﾂ観が生み出した

もの 

・知的文化としてのｽﾎﾟｰﾂ 

・競技ｽﾎﾟｰﾂにおける勝利学のすす

め 

・ｺｰﾁにとって一番大切なもの 

・ｺｰﾁがもつべき５つの顔 

・受け継がれるｺｰﾁの遺伝子 

 

・勝たせたｺｰﾁ、育てたｺｰﾁ 

・競技者の成長に合わせた指導ｽﾀｲ

ﾙの変化 

・心技体＋「知」 

・ｽﾎﾟｰﾂ･ﾌｨｰﾙﾄﾞにおいて求められ

る賢さ 

・公としての義務をもつｺｰﾁの役割 

・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄの重要性 

・創造的ﾙｰﾙ破りのすすめ 

・競技ｽﾎﾟｰﾂに向き合うための「覚

悟」 

・勝利者の条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

第３章ｺｰﾁﾝｸﾞの方法を考える鍵  

 

 

 

 

 

 

 

第４章練習を考える鍵     

・向上を約束する論理的ﾌﾟﾛｾｽの構   

築  

・世界で戦うための資質とは 

・ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄを育てる鍵 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｽｷﾙ 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｽｷﾙを高める５つの鍵 

・知る・わかる・できる 

 

・練習の構成を考える 

・ｹﾞｰﾑのように練習を組み立てる 

 ～ｹﾞｰﾑ･ﾗｲｸ･ﾌﾟﾗｸﾃｨｽ～ 

・逆算して練習を組み立てる～

M-T-M Method～ 

・攻防形式だけで練習を組み立て

る～ｳﾞｨﾙﾌﾟﾙｰ方式～ 

・ｽｶｳﾃｨﾝｸﾞ情報をもとに練習を組

み立てる～情報戦略型練習～ 

１年間のまとめ 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 スポーツⅣ（ダンス） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

ダンスの特性についての理解と課題の解決を目指した計画的な運動の実践を通し

て、その高度な技術を習得できるようにするとともに、交流し、発表することがで

きる資質や能力を育てる。 

科目の目標 

現代的なリズムに乗り、自由に相手に対応して踊る楽しさや喜びを学習する。テー

マに沿って（創作ダンスで）自分の感情や考え方を身体表現する。 

授業形態 
実技 

教科書 

使用教材等 

カラーワイドスポーツ 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
２年次か３年次のいずれかで履修することができる。 

選択する上

での心得 

授業には正しい服装で臨むこと。 

ダンスでは、自らダンスを創作することが求められますので積極的かつ自主的な態

度で臨むこと。 

備考 

 

・ダンスに興味関心があり実践を通して、将来に役立てたい生徒を対象とします。 

 

・実習場所の条件から人数上限を３０名とします。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

オリエンテーション 

 

 

基本運動 

 

 

 

 

 

 

リズム・伝承型ダンス 

・学習の意義や内容・評価 

 

 

・身体づくり 

・基本姿勢 

・身体各部位の運動 

・組み合わせた運動 

・リズミカルな音楽に合わせた運動 

・運動の発展 

 

・よさこいソーラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

即興からの作品づくり 

 

 

 

 

 

 

・創作ダンス 

・現代的なリズムのダン

ス  

 

 

・ダンスを踊るための簡単な動き 

・運動課題、イメージ課題をてがかりにし

た空間の変化を利用したダイナミック

な踊り 

・テーマに沿った表現を利用した作品作り 

 

・自由創作（選曲から完成まで） 

・既製の作品を模倣し、その動きを表現す

る。 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 スポーツⅤ（野外活動）（２年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

自然とのかかわりの深い野外の運動の特性について理解し、その知識と技能を習得

できるようにするとともに、自然の中での行動の仕方を身に付け、自然に親しむこ

とができる資質や能力を育てる。 

科目の目標 

野外活動として、キャンプ（磐梯青年の家）・スキー（猪苗代スキー場）を体験し、

基礎、基本を習得します。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

カラーワイドスポーツ 

 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

講義と年２回の実習がありますので、積極的に授業に参加し、やる気があること。 

備考 

野外活動に興味があり、実践を通して、将来に役だてたい生徒を対象とします。ま

た、実習以外での講義がキャンプ 1１時間・スキー11時間、７校時目にあります。 

 

諸経費 キャンプ 15,000円、スキー32,000円 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

キャンプ実習基礎知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ実習 

 

・ 講義１(テントの基礎知識) 

・ 講義２(テントの組み立て) 

・ 講義３(テントのはる場所を選ぶ) 

・ 講義４(テントのたたみ方) 

・ 講義５(ままどをつくる) 

・ 講義６(上手な火の燃やし方) 

・ 講義７(火の後始末と救急処置) 

・ 講義８(野外炊飯) 

・ 講義９(飯ごうの使い方) 

・ 講義 10(天気を調べる基礎知識) 

・ 講義 11(病気の応急手当) 

 

・ １ 三角テント設営 

・ ２ 五色沼散策 

・ ３ 縄文焼き絵付け 

・ ４ 達沢沢登り 

・ ５ ナイトハイク 

・ ６ 野外炊飯 

・ ７ 猪苗代湖水浴 

・ ８ キャンプ実習テスト 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

スキー基礎知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキー実習 

 

 

・ 講義１(スキーの歴史・特性) 

・ 講義２(スキーの用具、部位) 

・ 講義３(学習に使われる用語) 

・ 講義４(スキーの実技説明) 

・ 講義５(スキーの実技説明) 

・ 講義６(スキーの実技説明) 

・ 講義７(準備すべき服装・用具) 

・ 講義８(ゲレンデのマナー) 

・ 講義９(スキー事前調査アンケート) 

・ 講義 10(班分け) 

・ 講義 11(危険予測と応急手当) 

・ １ スキーの付け方の確認 

・ ２ グループ別レッスン 

・ ３ ナイターレッスン 

・ ４ スキースクールでのレッスン 

・ ５ スキースクールでのテスト（国際ス

キー技術検定バッチテスト） 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 
スポーツ 

健康 
教 科 保健体育 

選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 ニュースポーツ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

自分の能力に適した挑戦課題を設定し、スポーツの楽しさを生涯にわたって継続す

る大切さ理解するとともに、実際にスポーツに親しむことができる資質や能力を育

てる。 

科目の目標 

フラインディスク・インディアカ・ソフトバレーボール・ターゲットバードゴルフ・

フィールドホッケーなどの新しいスポーツを体験し学習する。 

授業形態 実技 

教科書 

使用教材等 
ニュースポーツ大百科 

評価の観点 

評価の方法 

関心・意欲・態度・思考・判断・運動技能・知識・理解（運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができ、自ら進んで計画的に運動をし、健康・安全に関心を持ち意欲

的に学習に取り組む） 

選択条件 ２年次か３年次のいずれかで履修することができる。 

選択する上

での心得 

ニュースポーツでは、体育の授業では学ぶ事のできないスポーツを学びます。ゲー

ム形式での授業が中心となるので、他の生徒と協力する心（協調性）や自ら進んで

行動する態度（自主性）をしっかり持つこと。 

備考 

スポーツに対して意欲関心があり社会体育において将来活躍し、役立てたい生徒を

対象とします。 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

オリエンテーション 

 

バードゴルフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インディアカ 

・ 学習の意義や内容・評価 

 

・ 基本的な技術 

・ 羽根を打つ 

・ アプローチ・パッティング 

・ 簡易コースを回る 

 

 

 

 

 

 

 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲーム 

・ 試合・審判法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

フライングディスク 

 

 

 

 

 

ソフトバレー 

 

 

 

 

 

フットサル 

 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲーム 

・ 試合・審判法 

・ 基本技術の練習 

 

・ 基本技術を応用した簡易ゲーム 

・ 試合・審判法 

 

 

 

・ 基本技術の練習 

・ 基本技術を応用した簡易ゲーム 

・ 試合・審判法 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 声楽Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

姿勢や呼吸法、発声や共鳴などに関する基本的な知識や技術を習得します。その

ためには、まず、楽譜が読めることが最低条件です。「声楽」の教科書として使用

するコンコーネ５０番は、様々な調で作曲された練習曲集です。長調から短調に転

調もあります。このように、たいへん専門的な知識をふまえて、声の質に合わせた

発声法や共鳴のさせ方を学びます。 

また、イタリア歌曲や日本歌曲などの芸術歌曲や、オペラ、ミュージカルナンバ

ーを幅広く鑑賞することにより、理想とする発声を参考にして自分の声を作ってい

く科目です。 

科目の目標 

 

１ 腹式呼吸、共鳴のさせ方、息のコントロールを身につける。 

２ 読譜力（音程、リズム）の向上を目指す。 

３ さまざまな演奏を鑑賞することにより、よりよい発声や共鳴への意欲を高

め、理想とする声を目指す気持ちを持つ。   

 

 

 

 

授業形態 
 

個人レッスン、グループレッスン 

教科書 

使用教材等 

 

コンコーネ５０番、イタリア歌曲 

評価の観点 

評価の方法 

 

歌詞の意味を深く理解し、美しい言葉の表現を工夫し、個性的で創造的な表現が

できたか。 

実技テスト、授業態度などを総合して評価する。 

選択条件 
 

特になし 

選択する上

での心得 

 

声楽が受験科目にある学校に進学しようとする者は選択することが望ましい。ま

たソルフェージュⅠを同時履修することが望ましい。移動ドで読譜をしていくの

で、読譜力を必要とする。 

人前で歌う覚悟を持つこと。 

クラシックの発声法を学習するので、そのつもりで授業に臨むこと。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 発声の基礎 

・ 姿勢、呼吸法 

・ 共鳴 

２ 練習曲 

・ コンコーネ５０番から 

   No1～２ 

３ 鑑賞 

・ イタリア歌曲から 

「Caro mio ben」 

「Lascia ch’io pianga」 

４ 練習曲 

・ コンコーネ５０番から 

   No３～４ 

５ 鑑賞 

・ ドイツ歌曲から 

「魔王」 

「菩提樹」 

６ 練習曲 

・ コンコーネ５０番から 

   No５～６ 

７ 鑑賞 

・ 日本歌曲から 

「この道」 

「赤とんぼ」 

・ 腹式呼吸、軟口蓋の共鳴、

横隔膜の意識の仕方につ

いて、意識的に行えるよ

うにする。 

・ 横隔膜の支えを使って、

息を支えられるようにす

る。 

・ のびやかな発声を聞き取

る。 

 

 

・ 幅広い音域にわたっても

安定した息の支えができ

るようにする。 

 

・ 声による多彩な表現を感

得する。 

 

・ レガートで響きのある声

で歌えるようにする。 

 

・ 日本語で歌う場合の、母

音や子音の発音の重要性

に気付く。 

 

中間実技テ

スト 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

８ 練習曲 

・ コンコーネ５０番から 

   No７～８ 

９ 鑑賞 

・ オペラ「蝶々夫人」より 

～ある晴れた日に～ 

  オペラ「ﾄｩｰﾗﾝﾄﾞｯﾄ」より 

  ～誰も寝てはならぬ～ 

10 練習曲 

・ コンコーネ５０番より 

   No９~10 

11 鑑賞 

・ﾐｭｰｼﾞｶﾙ「ｳｴｽﾄｻｲﾄﾞｽﾄｰﾘｰ」より 

  ～トゥナイト～ 

  ～アメリカ～ 

12 練習曲 

・ コンコーネ５０番より 

   No11～12 

13 鑑賞 

 「We are the world」 

 

・ フレーズのかたまりを感

じながら、音楽的に表現

できるようにする。 

・ オペラアリアの劇的な表

現を味わい、声の魅力を

感得する。 

  

・ 音程を正確に取りなが

ら、音楽的に歌えるよう

にする。 

・ ミュージカルナンバーの

魅力的なメロディーライ

ンや、掛け合いのおもし

ろさを味わう。 

 

・ 正確なリズムで歌えるよ

うにする。 

・ トップスターたちの録音

風景を観賞することによ

り、音楽の感じ方や表現

の違いを超えて、一つの

作品を作り上げていく過

程を鑑賞する。 

中間実技テ

スト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 ソルフェージュⅠ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

コールユーブンゲン第１巻の練習をとおして、楽譜の読み方、演奏の仕方、音楽

の書き取りの方法を学びます。 

コールユーブンゲンは、読譜力を身につけるための練習曲集です。音程の取り方、

リズムの取り方、あらゆる調での視唱力を養います。 

また、読譜の簡単な練習曲の視唱を積み重ねて、初見力を高めます。 

リズムやメロディの書き取りの練習を積み重ねて、聴音の力を高めます。 

 

科目の目標 

 

音楽を構成する諸要素を正しくとらえ、音楽的に表現するための基礎的能力を養

う。 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

コールユーブンゲン第１巻 

伴奏付きソルフェージュ１ 

評価の観点 

評価の方法 

 

正しい音程で歌うことができ、聴音においての正しい記譜法を理解したか。 

選択条件 

 

音楽理論Ⅰと同時履修すること。 

   

選択する上

での心得 

 

階名唱ができること。 

ピアノなど音楽経験があること。 

家庭で、予習復習ができること。 

備考 

 

 五線譜を使用する。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

 

 

視唱 

コールユーブンゲン第１巻     

２度音程 

   ３度音程 

   ４度音程   

 

伴奏付きｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ１ 

   １～１０ 

聴音 

 リズム聴音 

  ２拍子、３拍子、 

  ４拍子、６拍子 

 

旋律聴音 

 ２度、３度 

 

 

 

 

正しい音程を理解し、歌うこと

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

リズムを正しく聞き取ること

ができるようにする。 

 

 

音程が正しく聴き分けられる

ようにする。 

 

 

 

中間考査 

実技テスト

（視唱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

実技テスト

（視唱、聴

音） 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

視唱 

 コールユーブンゲン第１巻 

   ５度音程 

   ６度音程 

   ７度音程 

 

 伴奏付きｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ１ 

     １１～２０ 

 

聴音 

 旋律聴音 

 ４度、５度  

 

 

 

 

読譜力を身につけ、楽譜を見て 

音程やリズムを理解し、歌える

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

聞き取った音程やリズムを正

しく記譜できるようにする。 

中間考査 

実技テスト

（視唱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

実技テスト

（視唱、聴

音） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 器楽Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

  

基礎打ちの練習を行うことにより、リズムの読譜力を高め、リズム感の向上を図

ります。 

次に、アンサンブルを通して、合奏の基礎について学びながら、楽曲の特色を生

かした表現法を学びます。 

 また、ピアノ初心者について、キーボードを使用したレッスンを行います。 

 

 

科目の目標 

 

１ 楽器の特徴を把握し、奏法の向上を目指す。                               

２ 楽曲が要求している曲想を的確に表現できる能力を身につける。 

授業形態 
 

演習 

教科書 

使用教材等 

ピアノ初心者 バイエル教則本、 

その他の楽器については、各人で準備する。楽譜は、教員と要相談する。 

評価の観点 

評価の方法 

楽器演奏の基礎をふまえ、正しい姿勢で、基本に基づいた演奏ができているか、 

美しい音色で。演奏することができているか、評価する。また、、楽曲分析に基づ

いた、ゆたかな表現ができたか、生徒同士の相互評価も含めて、総合的に評価する。 

選択条件 
 

保育系の上級学校に進学予定者が履修することが望ましい。 

選択する上

での心得 

 

音楽室及び講義室の２室での授業展開となり、使用可能な楽器の数が制限され、

他の音が鳴っているところでのパート練習になることを覚悟して授業に臨むこと。 

また、保育系上級学校進学希望者の中で、すでに個人的にピアノを習っている生

徒、あるいは今後ピアノを学外で習う予定の生徒は学外のレッスンを優先するこ

と。希望者が多い場合、授業内の個人レッスン時間は５分ずつしか確保できない。

ピアノとキーボードの台数に制限があり、多人数には対応できない。 

備考 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

１ 打楽器の基礎奏法 

 

 

２ ピアノ・ギターの基礎奏法 

 

 

３ ピアノ・ギターの独奏曲 

 

 

４ アンサンブル奏法 

  二重奏 

  三重奏 

 

＊上記と同時進行でバイエルを

教材とする個人ピアノレッスン

を行う。 

（個人レッスンに通っていない

ものに限定する。） 

 

５ ピアノ・ギターの和音奏法 

    

 

 

基本リズム練習を行うこと

により、読譜力の確認をする。 

 

 ピアノ・ギターの運指と姿勢

について学習する。 

 

 それぞれ速いテンポで、ハ長

調長調音階ができるようにす

る。 

  

曲想に応じた表現を工夫で

きるようにする。 

 ハーモニーのバランスを考

えた演奏ができるようにする。 

 

 

 個人の目標に応じた練習計

画に基づき、練習を進める。 

 

 Ｃ、Ｇ、Ａｍ、Ｄｍ、Ｅｍの

コードを復習する。 

中間考査 

実技テスト

（ﾋﾟｱﾉ・ギ

ター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

実技テスト

(ギター､ﾋﾟ

ｱﾉ) 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

６ ギターアンサンブル 

  ピアノアンサンブル 

 

 

５ アンサンブルによる発表会

のためのグループ編成と選曲 

 

 

６ パート練習 

 

 

 

７ 合奏練習 

 

 

 

 

 

８ 発表会 

 

 

＊上記と同時進行でバイエルを

教材とする個人ピアノレッスン

を行う。 

 旋律と伴奏を分担し、それぞ

れのアンサンブルの形態を体

験することにより、表現方法の

幅を広げる。 

 グループ毎に演奏曲目を決

めて、必要があればグループの

実態に合わせた編曲も行う。 

 

 パート分けを行い、各自自分

のパートの譜読みを確実に行

い、互いに確認し合う。 

 

 合奏を行い、表現やハーモニ

ーの確認を行う。 

 完成度の高い演奏ができる

よう、練習を重ねていく。 

 

 

 発表会形式の相互評価を行

う。 

中間考査 

実技テスト

（ギター、

中 間 発 表

会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

実技テスト

（発表会） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 音楽理論Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

音程、リズム、音階、音楽用語、について学習します。音楽大学受験生が３年か

けて学習する内容を２年間で学習するうちの１年目ですので、音楽経験のない人に

はかなりきつい内容です。楽譜が読めること、長調、短調などの調性について理解

していることが最低条件です。 

ピアノ学習者であれば、ハノン練習曲集の長調短調のスケールまで練習済みであ

ること、合唱経験者であれば、楽譜を見て指揮ができること、吹奏楽経験者であれ

ば、スコアが読めることが音楽経験の目安です。 

科目の目標 

 

音楽に関する基礎的な知識および法則を習得する。 

 

授業形態 
 

演習 

教科書 

使用教材等 

 

楽典 理論と実習 

評価の観点 

評価の方法 

  

表現の分野において、実際に活用できる知識を身につけることができたか。 

 音楽を理論的に思考する能力を身につけることができたか。 

選択条件 
 

ソルフェージュⅠと同時履修すること。 

選択する上

での心得 

 

ピアノなど音楽の演奏経験があること。ない場合は、かなり厳しい内容であるこ

とを覚悟して選択すること。また、学校の授業時間だけでは演習時間が十分ではな

いので家庭でしっかり復習する時間を確保する覚悟を持つこと。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

 

１ 音価、音高 

   音符、休符、付点音符 

   付点休符、タイ、三連符 

   五線、加線、音部記号 

   譜表、音名、変化記号 

 

 

 

 

 

２ 幹音と派生音 

    

 

 

 

 

３ 音程 

 

 

   

 

 

 

 楽譜の仕組みを理解する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

幹音と派生音、派生音の音名 

と変化記号の効力、楽譜の書き

方について理解する。 

 

 

 

音程、度数、種類、二つの幹音

による音程、派生音を含む２音

による音程について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

 

４ 拍子 

 

 

 

５ 複音程、転回音程 

 

 

 

６ 音階 

   長音階 

   短音階 

 

 

 

 

 

拍子記号、いろいろな拍子につ

いて理解する。 

 

 

 複音程、転回音程について理

解する。 

 

 

 長音階、短音階、属音、下属

音、導音、音階の仕組み、音階

の調号について理解する。 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 日本伝統音楽研究Ⅰ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

箏曲と三味線の演奏を通して、日本伝統音楽への理解を深めます。 

科目の目標 

 

１ 箏曲と三味線の演奏形態や表現上の特質を知る。 

２ 音楽の種類の違いによる発声法や歌唱法、楽器及びその奏法、また、調弦の違

いによる表現の多様性について理解を深める。 

授業形態 
 

演習 

教科書 

使用教材等 

 

箏曲小曲集第１巻 

評価の観点 

評価の方法 

 

伝統音楽の学習を通して、自国の文化についての理解を深めることができたか。 

 実技テストと授業態度などで総合的に評価する。 

選択条件 
 

３年次に日本伝統音楽研究Ⅱを履修する場合は必ず履修すること 

選択する上

での心得 

 

和室での正座の授業になります。正座が苦手な人はすこしずつ練習しておくと良

いでしょう。 

 希望者が多い場合、個人的に指導する時間が確保できません。 

 筝および三味線の数に制限があり、多人数には対応できません。 

備考 

  

琴爪爪皮代、１，３５０円、三味線の糸代，譜尺代６００円を必要とします。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

 

 

 

１ 箏曲の歴史 

 

２ 箏曲の基礎奏法 

 

 

３ 演習 

  「さくらさくら」 

  「荒城の月」 

 

４ 三味線の基礎奏法 

 

 

６ 演習 

  「さくらさくら」 

  「うさぎ」 

 

 

 

 

 

 箏曲の歴史を理解する。 

 

 右手の奏法、左手の奏法につ

いて理解する。 

 

  

 箏曲の響きを生かした音色

で弾けるようにする。 

 

 右手の奏法、左手の奏法につ

いて理解する。 

 

 三味線本来の音色が出るよ

う心がけて演奏する。 

中間実技テ

スト（箏曲、

三味線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト（箏曲、

三味線） 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

７ 演習 

  「黒田節」 

  「越天楽」 

  「古今の調べ」 

  「六段」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 学年末演奏会 

 

 「六段」を含めて、学年末発

表会にふさわしい選曲を行う。 

 慎重に譜読みをし、表現の工

夫を考える。 

 

 

 

 

 

完成度の高い演奏ができる

よう、弾き込みを重ね、間の取

り方など日本伝統音楽の特徴

を捉えた演奏ができるように

する。 

 また、相互評価をさせる。 

実技テスト

（箏曲・三

味線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト（箏曲、

三味線） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 声楽Ⅱ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

１ 声楽Ⅰで学んだ歌唱技術をふまえて、イタリア歌曲などの独唱曲で歌唱表現を

学びます。 

２ 重唱や声楽アンサンブルを通して、アンサンブルの技術について学びます。 

科目の目標 

 

１ イタリア歌曲、ドイツ歌曲、日本歌曲など独唱曲の表現力を身につける。 

２ 重唱や声楽アンサンブルの経験を深める。 

授業形態 
 

演習 

教科書 

使用教材等 

コンコーネ５０番 

イタリア歌曲 

評価の観点 

評価の方法 

 

楽曲分析に基づいた、豊かな表現で歌うことができたか。 

発表会形式による実技テストを実施し、相互評価を含めて総合的に評価する。 

選択条件 
  

２年次に「声楽Ⅰ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

 

かなり高度な歌唱技術や読譜力を要求され、外国語の発音や意味も調べ学習をす

るので、声楽を専門的に学習したい生徒に限る。 

備考 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 練習曲 

   コンコーネ５０番から 

   10 ～１5 

２ 鑑賞 

   イタリア歌曲 

    「祈り」 

    「アマリッリ」 

３ 独唱曲 

   イタリア歌曲 

 「Nel cor piu  non mi sento」 

   「優雅な月」 

４ 鑑賞 

   イタリアオペラ 

  「オテロ」より 

   ～柳の歌～ 

  「トスカ」より 

   ～歌に生き、恋に生き～ 

５ 練習曲 

   コンコーネ５０番から 

   16～18 

 

 

６ 卒業演奏会曲目選曲 

 しっかりした腹式呼吸に支

えられ、響きの位置が音高によ

って乱れずに歌えるようにす

る。 

イタリア語の発音の特徴と

伸びやかな発声法を聞き取る。 

 

 イタリア語の発音に留意し

ながら、イタリア歌曲らしい表

現ができるようにする。 

 

 

 劇的な表現を味わう。 

 

 

 

 

 

 

 細かい音符についてもしっ

かりした腹筋の支えで、安定し

て歌えるようにする。 

中間実技テ

スト（コン

コーネ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト（イタ

リア歌曲） 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

７ 卒業演奏会練習 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

８ 卒業演奏会 

 

 

 

９ 一年間の反省 

 

 

 

自宅学習 

 

 発音と歌曲の一曲に込めら

れた世界を理解するようにす

る。 

 

  フレーズ毎に音楽のかた

まりを感じ取りながら歌える

ようにする。 

  

 美しい響きで歌えるように

する。 

 

 

 

 一年間の学習をとおして学

んだことを振り返る。 

中間実技テ

スト（中間

発表） 

  

 

 

実技テスト

（ 卒 業 演

奏） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 ソルフェージュⅡ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

ソルフェージュⅠで学習した内容をふまえて、なおいっそう読譜力を高め、正し

い音程で歌う力を身につけ、音楽の書き取り（聴音）ができるようにします。 

科目の目標 

１ ｺｰﾙﾕｰﾌﾞﾝｹﾞﾝ第１巻を正確な音程とリズムで歌えるようにする。 

２ 調号の付いた新曲を視唱できるようにする。 

３ 調号のついた曲を聴音できるようにする。 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

 

コールユーブンゲン第１巻、伴奏付きソルフェージュ２ 

評価の観点 

評価の方法 

各種音部記号による読譜を習得し、それを正しい音程で歌うことができたか。 

また、演奏された音楽を五線紙に書き取ることができるようになったか。 

 実技テストと授業態度などで総合評価する。 

選択条件 
 

２年次に「ソルフェージュⅠ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

生涯を通して音楽に携わっていく覚悟を持つこと。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等

前 

期 

４月 

 

 

 

視唱 

コールユーブンゲン第１巻から 

  ８度音程 

  跳躍音程 

  長調 

 

 

新曲視唱 

伴奏付きソルフェージュ２ 

  1～25 

 

聴音 

  ハ長調 

   ２拍子 

   ３拍子 

   ４拍子 

   ６拍子  

 

 

 

 

 正しい音程で歌えるように

する。 

 

 

 

 

  

 初見で歌えるようにする。 

 

 

 正しい記譜法でかけるよう

にする。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

視唱 

コールユーブンゲン第１巻 

   短調 

 

 

 

新曲視唱 

伴奏付きソルフェージュ２ 

  26～50 

 

聴音 

  イ短調 

    ２拍子 

    ３拍子 

４拍子 

   

自宅学習 

 

 

 正しい音程で歌えるように

する。 

 

 

 

 

 伴奏の響きを参考に音程を

取れるようにする。 

 

 

 旋律的短音階、和声的短音階

の特徴をよくふまえて、記譜で

きるようにする。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 器楽Ⅱ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

器楽Ⅰで学んだことをふまえ、さらに楽器演奏のための知識を深め、音楽表現力

を高めます。 

楽器の特性を生かすための演奏法を工夫し、楽曲の構成を理解した音楽性豊かな

演奏ができるようにします。 

 

科目の目標 

 

１ 表現内容に応じた奏法の工夫ができるようにする。 

２ 曲の構成および曲想を生かし創造的な表現ができるようにする。 

３ 重奏・合奏における充実した表現ができるようにする。 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

 

ピアノ初心者 バイエル教則本、中級者 ブルグミュラー練習曲集 

その他の楽器は、各人で準備する教則本など 

評価の観点 

評価の方法 

 

器楽に関する技能を向上させ、個性を生かした創造的な表現ができたか。 

発表会形式による実技テストを通して、人前で演奏することによって自己表現する

ことを学ぶことができたか。 

選択条件 
 

２年次に「器楽Ⅰ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

 

 

人前で演奏する覚悟を持って臨むこと。 

自主練習ができること。 

重奏・合奏の練習計画が立てられること。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 選曲（編曲を含む） 

 

 

２ 個人（またはパート）練習 

 

 

３ 合奏練習 

 

 

 

  

 

 

４ 発表会 

 

 

 

 

５ 卒業演奏会選曲 

６ 個人（パート）練習 

 

 個人、グループなど演奏形態

を決定し、選曲する。 

 

 個人、またはパート毎に練習

する。 

 

 互いのパートを聞き合い、呼

吸の合わせ方や、音楽表現をそ

ろえる工夫をする。 

 

  

 

 

完成度の高い演奏ができるよ

う、練習を積み重ねる。 

 相互評価を行う。 

 

 

 ２年間の締めくくりにふさ

わしい選曲をする。 

 完成度の高い演奏ができる

よう、しっかり譜読み、アナリ

ーゼをする。 

 

 

中間実技テ

スト（中間

発 表 会 形

式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト（発表

会形式） 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

７ 合奏練習 

 

 

 

 

９ 卒業演奏会 

 

 

 

 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

 

 豊かな音楽表現ができるよ

う練習を進める。 

 

  

 

表現したいことがわかる演奏

を心がけ、相互評価をする。 

中間実技テ

スト（中間

発 表 会 形

式） 

 

 

 

 

 

学年末考査

実技テスト

（ 卒 業 演

奏） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 音楽理論Ⅱ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

音楽理論Ⅰ学習した内容に続いて、和音、機能和声に基づく調性判断、旋法、楽

式に関する学習をします。最終的に楽曲分析ができるように学習を進めます。 

 

科目の目標 

 

楽曲分析に関する知識や技術を身につける。 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

 

楽典 理論と実習 

評価の観点 

評価の方法 

 

学習した内容を理解し、知識を活用した楽曲分析ができるようになったか。。 

 

選択条件 

 

2年次に「音楽理論Ⅰ」と「ソルフェージュⅠ」を履修すること 

「ソルフェージュⅡ」を同時履修すること。 

選択する上

での心得 

 

ピアノなど音楽経験があることが望ましい。ない場合は、かなり厳しい内容であ

ることを覚悟して選択すること。また、学校の授業時間だけでは演習時間が十分で

はないので家庭でしっかり復習する時間を確保する覚悟を持つこと。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 移調、関係調、転調 

 

 

 

 

２ 和音 

   三和音 

 

 

 

 

 

   七の和音 

 

 

 

３ 旋法  

 

 

 

移調、関係調、転調、五度圏、

調号と調名について理解する。 

 

 

 

和音、和音記号、三和音の種

類、和音の配置、和音の転回に

ついて理解する。 

 

 

 

 

七の和音、和音記号、和音の

配置、和音の転回、終止、コー

ドネームについて理解する。 

 

旋法について理解する。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

４ 機能和声 

 

 

 

 

５ 調性判断 

 

 

 

６ 楽式 

  一部形式 

  二部形式 

  三部形式 

  ソナタ形式 

 

 

 

 

自宅学習 

 機能和声について理解する。

主和音、属和音、下属和音、導

音の働きについて理解する。 

 

 

 調を確定するための法則を

理解する。 

 

 

 楽曲形式について理解する。 
中間考査 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 日本伝統音楽研究Ⅱ 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

日本伝統音楽研究Ⅰの学習を更に深めた授業です。箏の合奏や三味線との合奏な

ど、アンサンブルを主体にした内容です。日本伝統音楽ならではの、同じ旋律のよ

うで同じではない特徴あるアンサンブルを経験します。 

科目の目標 

 

１ 箏曲合奏の特質を知る。 

２ 箏と三味線の合奏を通して、日本伝統音楽の特徴ある合奏について理解を深め

る。 

授業形態 
 

演習 

教科書 

使用教材等 

 

箏曲小曲集第１巻、 

評価の観点 

評価の方法 

 

伝統音楽の学習を通して、自国の文化についての理解を深めることができたか。 

 実技テストと授業態度などで総合的に評価する。 

選択条件 
 

２年次に「日本伝統音楽研究Ⅰ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

 

西洋音楽の合奏も楽しいものですが、日本伝統音楽の合奏もまた趣の違う楽しさ

やおもしろさがあります。仲間と気持ちを合わせて合奏するためには、自分のパー

トを責任もってマスターしなければなりません。自分の課題にきちんと向き合う姿

勢が大事です。 

備考 

  

三味線の糸代，譜尺代６００円を必要とします。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 箏曲合奏 

   「三段の調べ」 

 

 

 

 

 

 

２ 箏曲合奏 

   「つち人形」 

 

 

 

 

 

 

「三段の調べ」のパート毎に譜

読みをする。 

 

 

「三段の調べ」の合奏練習をす

る。 

 

  

「つち人形」のパート毎に譜読

みをする。 

 

 

「つち人形」の合奏練習をす

る。 

中間実技テ

スト（箏曲

合奏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト（箏曲、

合奏） 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

７ 三味線 

  「六段」 

   

 

８ 箏曲「六段」の復習 

 

 

 

９ 合奏 

  「六段」  

 

 

 

９ 学年末演奏会 

 

 

 

 

自宅学習 

 「六段」の譜読みをし、表現

の工夫を考える。 

 

 

 昨年度学習した「六段」を復

習する。 

 

 

箏と三味線の旋律がつかず

離れずのヘテロフォニーにな

っていることを味わいながら、

掛け合いの呼吸を感得する。 

 

完成度の高い演奏ができる

よう、弾き込みを重ね、間の取

り方など日本伝統音楽の特徴

を捉えた演奏ができるように

する。 

 また、相互評価をさせる。 

実技テスト

（箏曲・三

味線） 

 

 

 

 

 

期末実技テ

スト（箏曲、

三味線） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 音楽 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 音楽史 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 

西洋音楽史、日本音楽史について、鑑賞や考察を通して学習します。 

科目の目標 

 

１ 音楽の歴史的な推移や変遷を学習することにより、音楽についての視野を広

げ、理解を深める。 

２ 音楽が持つ文化的意義や、文化における音楽の位置づけについて理解を深め

る。 

授業形態 
 

講義・演習 

教科書 

使用教材等 

 

音楽史〈作曲家とその作品〉 

評価の観点 

評価の方法 

 

音楽と社会の関わりや、時代の様式観について理解することができたか。 

考査期間内の筆記試験の結果と、授業態度、提出物などを総合して評価する。 

選択条件 
 

２年次か３年次のいずれかで履修することができる。 

選択する上

での心得 

 

世界史の流れが理解できていないと、わかりにくい部分があるので、高校入試に

出る程度の内容について前もって復習しておくとよい。 

定期考査の内容がかなり専門的な内容になるので、音楽鑑賞のようなつもりで選

択すると苦労することになる。 

３年次で音楽系列の課題研究を選択する予定の者は２年次で履修することが望

ましい。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ 古代～中世 

 

 

 

 

 

 

２ ルネッサンス 

 

 

 

 

 

３ バロック 

 

 

 

４ 古典派 

 

 

 

５ ロマン派Ⅰ 

 

古代文明の音楽、ギリシャの

音楽、ローマ時代の音楽、グレ

ゴリオ聖歌、ポリフォニーの発

生、オルガヌム、ノートルダム

楽派、世俗音楽について理解す

る。 

 

アルスアンティカ、アルスノ

バ、ブルグンド楽派、ネーデル

ランド楽派、ベネチア楽派、ロ

ーマ楽派、イタリアの世俗歌

曲、フランスのシャンソンにつ

いて理解する。 

歌劇の誕生、ヴァイオリン音

楽、オルガン音楽、チェンバロ

音楽、バッハとヘンデルについ

て理解する。 

器楽の隆盛、マンハイム楽

派、ハイドン、モーツァルト、

ベートーヴェンについて理解

する。 

イタリア､フランス､ドイツ

歌劇、名音楽家の出現、メンデ

ルスゾーン、シューベルト、ド

イツリートについて理解する。 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

６ ロマン派Ⅱ 

 

 

７ １９世紀から２０世紀へ 

 

 

８ 印象派 

 

９ 標題音楽 

 

10 １２音主義 

 

 

11 近代、現代の音楽 

 

 

 

12 日本音楽史 

 

（３年次自宅学習） 

 標題音楽、ﾍﾞﾞﾙﾘｵｰｽﾞ､ｼｭｰﾏﾝ､

ｼｮﾊﾟﾝ､ﾘｽﾄ､ﾌﾞﾗｰﾑｽ､ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ､ﾜｰ

ｸﾞﾅｰについて理解する。 

 19 世紀後半のﾄﾞｲﾂ､ｵｰｽﾄﾘｱ､ﾌ

ﾗﾝｽ､ﾛｼｱ５人組、国民主義音楽

について理解する。 

 印象主義音楽、ドビュッシー

について理解する。 

 標題音楽とベルリオーズに

ついて理解する。 

１２音主義、シェーンベルク

とその弟子たちについて理解

する。 

20世紀音楽、ラヴェル、スト

ラヴィンスキー、アメリカ音楽

の流れ、前衛的な音楽について

理解する。 

古代、奈良・平安時代、鎌倉・

室町・安土桃山時代、江戸時代

の４つの時代背景をもとに、日

本伝統音楽の特徴を理解し、発

声法や独特の音色や奏法をも

つ楽器の特色について理解す

る。 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 構成Ⅰ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

近年、社会生活を豊かに営む上で、その役割がますます注目されるデザイン分野

について、その背景となる歴史や文化、色彩学や図像学を学びます。 

また、様々な演習作品制作や、テーマ設定による作品制作を通して、形態、配色、

バランスなどの美の法則性を学び、用と美の融合を目指した完成度の高い作品を制

作します。 

科目の目標 

１ 現代生活の幅広い分野に広がるデザインについて、その歴史的背景を知り、都

市生活や生活文化に密接に結びつくザインの役割を理解する。 

 

２ 用と美の融合について、様々な考え方や方法、技術を知り、自分のデザイン作

品制作のうえでのアプローチの方法を学ぶ。 

 

３ 目的やテーマ性を考えた配色、形態のデザイン化の技術や技法を習得する。 

授業形態 講義・作品制作 

教科書 

使用教材等 
「デザインの色彩（日本色彩研究所）」 

評価の観点 

評価の方法 

１ 授業への関心・意欲・態度 

２ 作品内容（完成度・形態、構図・配色の工夫、オリジナリティー・用と美の追求） 

３ 定期考査による評価・実技と筆記（年間４回） 

選択条件 ２年次での選択科目 

選択する上

での心得 

・色彩、デザインの基礎的な技術等に関し、学問として学びます。 

・色彩や図像に関する講義もあり、その内容を踏まえ、数多くの課題に取り組み進

学や就職にむけた力をつけていきます。 

・楽しく作品を創るという時間ではなく、ある課題やテーマ、条件をふまえ、より

完成度の高い作品制作を目指す時間です。授業時間のみならず、放課後や自宅で

の作品制作に取り組む貪欲な姿勢が不可欠です。 

・美術系学校に進学を目指している者、美術表現系の仕事に興味を持っている者。 

備考 

教材費―年間２，０００円（年度初めに一括徴収） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１ 基礎デザインの学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ポスターの制作 

  （視覚伝達デザイン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○色の認識システム、色の構成要素

について学ぶ。 

① 光と色 

② 眼の認識システム 

③ 有彩色 

④ 色名 

⑤ ＰＣＣＳトーン 

⑥ 彩色の技法 

演習１ 色相環の作成 

２ 色相差、有彩色、無彩色に

よるグラデーションの作成 

 ３ 線の分割と円による「静」、

「動」の平面構成の 演習。    

○情報とデザインの関係を認識す

る。 

① デザインの歴史を学ぶ。 

② 構成の基本を学ぶ。 

③ 配色計画をたて、完成度を

上げる。 

   

 

 演習 文化祭ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

３ ロゴデザイン 

 

 

 

 

 

４ ラッピングデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 線による構成 

 

 

○  レタリングの基礎を学び名前    

をレタリングする。 

○ ロゴデザインの特徴と要素を理解

し、作成する。 

 

 

○ 仮説上の商品のロゴデザインとロゴ

マークを用いて、手提げ袋と包装紙のデ

ザインする。 

  ①商品の設定をする。 

  ②ロゴ、ロゴマークのデザイ   

ンをする。 

  ③配色と絵柄の構成をし、商品とし    

  ての完成度を高める。  

 

 

 

 

○ 点から線へ、線から面への造形の基

礎を認識する。 

○ オリジナルな発想と、線描道具のみ

で、豊かな造形を生み出す、おもし

ろさを発見する。 

○ 既存の生物をもとに、個性的な造形

物を作成し、美的な完成度を追求す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 絵画Ⅰ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

絵画的表現の技術や知識理解を深め、豊かな表現能力の育成と専門的技術の習得を

目指します。題材は絵画として鉛筆デッサン、木炭デッサン、油絵、水彩画、卵テ

ンペラその他。版画はドライポイント、エッチング、メゾチント、木版その他。彫

塑的題材も設定します。テーマは人物、生物、風景、抽象、構想等さまざまな分野

から選択して提示します。 

科目の目標 

１、絵画的表現の歴史や特徴を知り、その表現の可能性を理解する。 

 

２、絵画的表現の技術を習得し表現の工夫ができるようにする。 

 

３、個性豊かで創造的な表現ができる能力を高める。 

 

４、美意識を高め主体的に美を味わい批評できるようにする。 

授業形態 講義 作品制作 

教科書 

使用教材等 

教科書：「美術 表現と技法（日本文教出版）」 

プリント資料 教材は年度初めに集める教材費より購入（油彩絵の具、キャンバス、

筆、画用紙、ピグメント など） 

評価の観点 

評価の方法 

１、授業への関心・意欲・態度および技能・知識の理解 

２、作品内容（完成度・形態、構図・配色の工夫、オリジナリティーの追求） 

３、年４回の考査（実技内容も含む） 

選択条件 ２年次での選択科目 

選択する上

での心得 

週 4時間の授業で絵画を中心に深く学習します。主体的に長時間にわたって制作

する根気強さや自己の感性を磨く意志の強さが必要。 

・ 美術系統に進学を希望する者で特に油絵科、デザイン科、彫刻科、工芸科を考

えている者は選択することが望ましい。 

・ 作品の出来はもちろん、制作時間中もしっかりと作品と向き合うことが大切で

す。 

備考 

教材費年間２，０００円（年度初めに一括徴収） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

人物クロッキー 

 

 

 

彫塑(人物全身像)油土による 

 

 

 

 

 

自画像(油彩) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

版画(メゾチント技法) 

 

人体構造と性格の理解を図る比

例・バランス・構成の研究を深め

る。用具・材料の理解を深める。 

人物クロッキーで培った人体把

握能力さらに高める。モチーフの

選択と設定方法や空間・量・マチ

エール・省略・強調などの感覚的

造形言語を実空間で理解する 

 デッサンからはじめ構図・ポー

ズの研究をする。人物画の歴史・

性格描写の技法・色彩と形の研究

をする。 

 

 

 

 

 

 

金属板版画技法各種の理解と明暗

の諧調を幅広く取るデリケートな

感性を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

風景画(水彩) 

 

 

 

 

 

テンペラ画(静物) 

 

 

 

 

 

 

 

デッサン(鉛筆) 

 

 

 

デッサン(木炭) 

鉛筆淡彩技法による水彩画の技法

理解を図り、光と影や色彩の魔術

的魅力を感じる。 

 

 

 

卵黄を混入させた油彩の原型とも

言われる技法を理解し、その素朴

な色調を堪能する。 

ハッチングと言う細密な線描技

法の習得と作業に対する粘り強さ

を培う。 

 

 

代表的な 2 種類のデッサンの対比

により、描画素材の違いによる変

化を感じる。構図とデリケートな

明暗の調子に神経を研ぎ澄ます面

白さを味わいたい。 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 ビジュアルデザイン 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

絵画、デザイン、工芸、彫刻など、多岐に渡る美術表現の内容全般について、幅

広く学びます。 

楽しみながら自己表現、もの創りに取り組む内容です。 

科目の目標 

１ 美術を愛好する心情を育成する。 

 

２ 幅広い美術表現能力を身に付ける。 

 

３ 自分や友人の作品を鑑賞し理解することで、様々な個性を認め、理解しようと

する心情を育成する。 

授業形態 講義・作品制作 

教科書 

使用教材等 
たのしいロゴづくり 

評価の観点 

評価の方法 

１ 授業への関心・意欲・態度 

２ 作品内容（完成度・形態、構図・配色の工夫、オリジナリティー） 

３ 考査による評価（年２回程度） 

選択条件 ２年次での選択科目 

選択する上

での心得 

・ 美術の多様な分野（絵画・デザイン・彫刻・工芸）の１分野に偏ることなく、

全体的に学びます。 

・ 美術の全体像をとらえたい者、教養的に造ることを深めたい者等、積極的に表

現にこだわれることのできる生徒の選択を希望します。 

備考 

教材費年間２，０００円（年度初めに一括徴収） 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１．四季のデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ネームプレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ギフトボックス 

 

○ 四季のイメージを文字と色で

表現する。 

●色のイメージ、特性を学ぶ。 

●イメージを視覚化し、構成をす

る。 

  

    

  

 

○ 木彫の技法の習得とレリーフ

の特徴を学ぶ。 

● レタリング 

● 構成 

● 彫刻（薬研彫り、片きり彫

り） 

● 塗装 

 

  

  

○目的、内容物にあったデザインを

考える。 

●立方体の作成 

●展開図の作成 

●色、柄のデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

４．コラージュ （デザイン） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

５ テキスタイルデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ モダンテクニックを知り、表現

の幅を広げる。 

 

●モダンテクニックの種類と

表現方法を学ぶ。 

●コラージュ表現の特徴と素

材（マチエール）の生かし方を

考える。 

 

 

 

○身近にある繊維製品のデザイン

の再認識をする。 

 

● インテリア、ファッション

デザインを見直し、素材、

季節、使用目的を考慮し、

個性的な柄を考案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

 

２月 

 

 

３月 

 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 構成Ⅱ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

「構成Ⅰ」で学んだ内容を更に深め、より質の高い作品制作を目指します。 

また、「構成Ⅰ」に引き続き、色彩や構成、歴史などの講義と演習を交互に展開

します。 

 「構成Ⅱ」の授業では、個々の進路先に応じ、具体的な進路先の問題や内容を想

定した課題やテーマを設定して取り組みます。 

  

科目の目標 

１、形体と色彩の基本的な原理について理解し、活用することができる。 

 

２、形体と色彩の配色を用いて、表現の広がりを求めようとする。 

 

３、形体と色彩の特質を理解し、主題に合った表現方法を工夫しようとする。 

 

４、美術系進路実現に向け、対応できる力を身につける。 

授業形態 講義・作品制作 

教科書 

使用教材等 
教科書：「デザインの色彩（日本色彩研究所）」 

評価の観点 

評価の方法 

１ 授業への関心・意欲・態度 

２ 作品内容（完成度・形態、構図・配色の工夫、オリジナリティー・用と美の追求） 

３ 考査による評価（年間４回） 

選択条件 ２年次に「構成Ⅰ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

・ 進学や就職に向け、各々の進路に対応した内容が中心。 

・ 授業時間のみではなく、放課後も活用し、個別の進路対策を進めます。進路実

現のため、真摯に努力する姿勢が不可欠です。 

・ 実技試験や自己表現テスト（論述を含む）、感覚テストなどが進学・就職試験に

ある生徒中心。 

備考 

アクリル絵の具、ケント紙、色紙など教材は年度初めに集める教材費（年間２，０

００円）より購入 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

（１）平面構成の応用 

■素材の形と色を活かし表現する

平面構成 

①与えられた素材 

のイメージスケッチ 

②アイディアスケッチ 

（平面構成用） 

③アイディアスケッチ 

（色について） 

④作品制作 

  （テーマに基づく平面構成） 

※「平面構成の応用」では、与えら

れた素材のイメージと形と色の

組み合せを考えながら、より高度

な平面構成作品の完成を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

（２）立体構成の基礎 

 

■動きまたは感情を立体で表現す

る立体構成 

①動き・感情の表現について 

 

②立体化へのエスキース 

    

③造形制作 

（ボール紙・スチレンボードなど） 

※「立体構成の基礎」では、動く人

または動く物の姿をどう捉えるか、

または感情をどう形にすれば良い

かを追究し、個性的で表現豊かな立

体作品を制作します。 

 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

（３）応用制作 

■ポスター及び広告を想定した 

平面または立体作品制作 

 

①参考作品の鑑賞と制作の流れ 

    

②コンセプトシート制作 

    

③制作（立体及び平面） 

    

※立体の場合は、写真撮影等 

   ・場面設定と照明設定 

・撮影構図と撮影技術 

・撮影とプリント 

   ・完成と鑑賞 

 

※「応用制作」では、構成Ⅱの総ま

とめとして制作を行います。 

 

■この課題では、自分で架空の映画

やイベントを企画し、それを宣伝

するためのポスターや広告を制作

します。 

①平面作品 

 コンセプトシートを基に、アクリ

ルガッシュ等を使い平面作品を制

作します。 

②立体作品（撮影含む） 

 コンセプトシートを基に、立体イ

ラストレーション（ボックスアー

ト）を制作します。その後、写真

撮影・プリント出力し、ポスター

や広告として作り上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

（４）まとめ 

■ファイルと作品の整理 

 

  ・作品制作の反省と鑑賞 

・ポートフォリオ制作 

・テーマ別課題制作 

 

「３年次自宅学習」 

※「まとめ」では、年間を通じ制作

してきた作品をファイルに綴じる作

業をします。その際「作品集（ポー

トフォリオ）となるように題名や制

作年月日なども記録します。またお

互いの作品を鑑賞する時間を設けま

す。 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 絵画Ⅱ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

素描的、絵画的制作を通じて感性・創造性を高め技能知識を育てる。 

「絵画Ⅰ」で学んだ内容を更に深め、より質の高い作品制作を目指す。 

科目の目標 

１、感性･創造性豊かな絵画的作品制作技術を習得する。 

 

２、独自性と完成度の高い作品表現を目指す。 

授業形態 講義・作品制作 

教科書 

使用教材等 
教科書：「美術 表現と技法（日本文教出版）」 

評価の観点 

評価の方法 

１、授業への関心・意欲・態度および造形知識の理解と感受性。 

２、作品内容（完成度・造形的工夫、オリジナリティーと美の追求） 

３、考査による評価（年間４回） 

選択条件 ２年次に「絵画Ⅰ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

素描の大切さを知りそれを元にさらによい作品を目指す。 

備考 

画用紙、木炭、油彩絵の具など教材は年度初めに集める教材費（年間２，０００円

程度）より購入 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

●クロッキー･デッサン 

 ･人物デッサン 

 ・静物デッサン 

 

 

 

 

 

 

●樹木を描く 

 

 

 

●ミクストメディアによる制作 

・ ブロックプリント 

・ コラグラフ 

・ ローレリーフ 

 

 

 

 

 

 

●塑像 

 

・素描用具{鉛筆･木炭･パステル･ペ

ン}や諸技法の理解と実技 

 

 

 

 

 

 

・デッサンをもとに水彩画を描く 

 

 

・ ミクストメディアの歴史につい

て 

・ 技法の理解とテーマ設定 

・ 各テーマによる制作 

 

 

 

 

 

・ 対象物のデッサン 

・ 粘土による立体表現 

・ 空間･立体･動勢感の追及 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

●自画像 

 

 

 

 

●音楽を媒介とした抽象表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「３年次自宅学習」 

 

・素描から 8号大キャンバスボード

へ油彩 

 

 

 

・ イメージスケッチ 

・ アクリル絵の具を中心として画

材を選択し､個性的に表現をす

る｡ 

 

 

 

 

 

中間 

 考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 立体造形 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

近年、都市計画や空間表現など、多岐な場面にその表現や知識が必要とされてい

る立体表現について、塑像、彫刻、模型制作、抽象構成などの多様な立体表現を学

ぶことによって、理解を深めます。 

 

科目の目標 

１ 立体表現の歴史や特徴を知り、その表現の可能性を理解する。 

 

２ 都市生活で果たす造形表現の役割を理解する。 

 

３ 立体表現の技術を習得する。 

 

４ 学んだ知識や技術を活かし、オリジナリティー性の高い立体造形表現を追求す

る。 

授業形態 講義・作品制作 

教科書 

使用教材等 
教科書：「イラストでわかる建築模型のつくり方（彰国社）」 

評価の観点 

評価の方法 

１ 授業への関心・意欲・態度 

２ 作品内容（完成度・形態、構図・配色の工夫、オリジナリティー・用と美の追求） 

３ 考査による評価（年２回） 

選択条件 3年次選択科目 

選択する上

での心得 

・ 建築や彫塑分野について、かなり専門的内容まで踏み込みます。 

・ 学ぶ姿勢と、より良いモノづくりへのこだわりを、長期にわたり持ち続ける自

信がある生徒の選択を希望します。 

・ 美術系進学（特に建築科、彫刻科の者は選択することが好ましい）を選択して

いる者。 

・ 美術表現関係の仕事に興味がある者。 

備考 

スチレンボード、スチレンボンド、色紙、製図紙など教材は年度初めに集める教材

費（年間２，０００円程度）より購入 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

１．都市生活と立体表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 都市計画と建築 

 

「建築の基礎知識」 

① 都市計画の歴史 

 

② 建築の歴史と特徴 

 

③ 建築技術 

   ・縮尺の考え方 

   ・構造 

・柱 

・壁 

     ・屋根 

     ・窓・ベランダ 

     ・植栽 

 

 

 

演習１ 切断と接着の技法 

２ 長方形の壁と窓 

３ 2種類の屋根  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

立体住宅模型の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自宅学習」 

 

 

演習１を踏まえて 

 

「模型制作」 

    ・図面の作成 

    ・寸法の算出 

    ・材料の切断・接着 

    ・装飾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 美術概論 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

美術と自然・社会・生活など人生全般との関わりを通じて芸術・美術とは何かを考

える。哲学的要素も加味される。 

科目の目標 

美術作家・美術史・技法・実習などを通じて如何に生きるべきかを考えるとともに

文化と伝統を理解・尊重し、芸術を愛好する心情を育てる。 

授業形態 講義中心（作品制作もあり） 

教科書 

使用教材等 
教科書：「美との対話～鑑賞への誘い～（日本文教出版）」、プリント資料 

評価の観点 

評価の方法 

美術への関心・意欲・態度。芸術的感受の高まり。 

技法・知識の理解。鑑賞能力の向上。 

自分と他者との関係理解。 

自己表現能力の力量。文明批評能力 

定期考査（年２回） 

選択条件 ３年次選択科目 

選択する上

での心得 

美術のみならず人生全般にわたる事柄を考えますので、 

知識欲・感性の豊かさ･意志の強さなどが要求されます。 

安易な選択は継続を不可能にします。 

美術の伝統・知識・文化を愛好する心情を持つ者もしくは芸術学志望者。将来学芸

員など美術の担い手や啓蒙的存在になりたい者が履修してください。 

高度な文章読解力が必要となります。 

備考 

墨汁、和紙、画用紙、筆など教材は年度初めに集める教材費（年間１，０００円）

より購入 

 

２５年度は受講生徒がいないため、開講しない 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

作家論 

 

 

 

日本・東洋美術について 

墨絵制作 

 

 

西洋美術について 

 

 

芸術の哲学的基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

美学入門 

 

岡本太郎・ゴッホ・ピカソその他作

家の作品とその背景から美術表現

の根源を探る。 

 

代表的作品の解説および鑑賞 

墨絵制作により東洋絵画の本質に

迫る。 

 

代表的作品の解説および鑑賞 

 

 

芸術とは何か、人間の精神の本質か

ら理想が生じそれをどのように表

現していくのかを考える。 

 

 

 

 

 

古代ギリシャ哲学から始まり自然

と美・歴史と美・日本東洋・西洋美

術とは何かについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

創作家の態度 

 

 

 

 

模倣と独立 

 

 

 

陶芸とは 

 

 

 

美的要素とは 

 

 

 

「自宅学習」 

創造的作家となるにはどのような

心構えが必要であるか考察する。 

 

 

真の芸術作品を作り上げる人はオ

リジナルの人でなければならない

のではないか。 

 

美の根源を求めて古代の土器制作

実習 

 

 

構図・色彩・形・遠近法などの理解

を深める。 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 美術 
選択科目の 

種類 
自由選択科目 

講座名 クラフトデザイン 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

工芸的分野の作品制作を通じ、実用と美の関連についてについて考えながら作品を

制作する。ハンドクラフトのオリジナルで素朴な味わいは物作りの基本となる。 

科目の目標 

１、現代生活の幅広い物分野の原点に広がるクラフトデザイン(手工芸的デザイン

について、その用途や美の特徴を理解する。 

２、使用目的や美術性を考えた色や、形態のデザイン化の技術を習得する。 

３、根気強く、味わいのある素朴な作品をつくる個性的な感性や、それを鑑賞でき

る感性を育てる。 

授業形態 講義・作品制作  

教科書 

使用教材等 
教科書：「革の技法」日本ヴォーグ社、プリント資料  

評価の観点 

評価の方法 

１、授業への関心・意欲・態度および造形的知識の理解および感性の高まり 

（※ 技術の習得のみならず、作品に向き合う制作姿勢を重視します） 

２、作品内容（完成度・形態の工夫、オリジナリティーの追求） 

選択条件 

・ ２年次か３年次のいずれかで履修することができる。 

・ 制作スペースの確保と専門用具を使用するため、選択人数２５人以下を目安と

する。 

選択する上

での心得 

より良い作品の完成を目指し、図面や縮小作品（エスキース）のパターンを作る等、

手仕事が好きで地道な練習を嫌がらず、最後まで仕上げる根気と意欲が不可欠。 

 

・ きちんとした態度で授業に臨むこと。 

・ 危険な道具を使っての制作もあるので、真剣に取り組める者のみ受講して下さ

い。 

備考 

皮革、金具、染料、絵の具など教材は年度初めに集める教材費（年間２，０００円）

より購入 

 



 月 単元／題材 学習内容 
定期考

査等 

前    

期 

４月 

 

七宝焼 

 

 

 

 

 

木彫 

 

 

 

 

シルクスクリーン 

 

 

 

 

 

 

勾玉 

 

 金属工芸で唯一の多彩な色を使

う工芸品として、その制作工程およ

びイッテンの色彩学を踏まえた学

習を行う。 

 

 

 美的要素と使用目的に適した形

状のデザイン（機能美）と加工技術

と学ぶ。 

 

 

 様々な版画技法への理解を深め、

その一つであるシルクスクリーン

を体験し、作品の美しさ、デザイン

性を考え、日常で使えるものを制作

する。 

 

 

 古来の装身具としての勾玉の歴

史的背景を学ぶとともに、オリジナ

ルデザインの装飾品を制作する。 

 

 

 

 

 

 
５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

レザークラフト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３年次選択者は 

    「自宅学習」期間） 

 

 

皮革の特性や用具･制作方法への 

理解を深める。 

 時間をかけて基本の制作技法を

学び、それらを応用してオリジナル

の革小物を作る。 

 

 

１、革にお種類と性質 

２、用具とその使い方 

① スタンピング法 

② カービング法 

③ かがり 

３、染色方法 

４、仕上げ剤について 

５、金具の取り付け方 

 

 

  制作品 

   ブレスレット 

   コースター 

   カードケース 

           など 

 

 

 

 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 芸術表現 教 科 演劇 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 舞踊Ⅰ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
D 

科目の概要 

 

演技に必要な身体を作るためモダンダンス・ジャズダンスを学ぶ。モダンダンス

ではクラシックバレエの基礎レッスン、ジャズダンスでは筋力トレーニングなどを

行い、ダンスを通した身体作りを行います。 

科目の目標 

 

モダンダンス・ジャズダンスを通して演技に必要な身体感覚を目覚めさせ、自分

で自由に体をコントロールできるようにする。 

授業形態 
 

実技 

教科書 

使用教材等 

 

「新クララのバレエ・レッスン バーレッスン＆センターレッスン」（新書簡） 

評価の観点 

評価の方法 

 

○ダンス技能の習得度を前・後期とも中間・期末考査において実技テスト。 

○ダンスという体系化された心身表現の知識を理解して、自己の表現の向上に 

 つなげているか。                              

○１年間を通して出席状況と授業に参加する意欲・姿勢、表現者としての姿勢も 

 評価の対象となる。 

選択条件 
 

「演技・演出」と同時履修すること。 

選択する上

での心得 

 

舞踊ではモダンダンスでダンスに必要な動きの基本を、ジャズダンスでリズムに

乗って表現することを学びます。 

 ダンスについて｢楽しい｣というイメージだけが先行してしまいがちですが、ダン

スがある程度形になるまでには訓練と時間が必要です。「習ってすぐに踊れるよう

になるだろう」という安易な気持ちではなく、地道にレッスンを重ねる努力が必要

であることを分かっておいてほしいです。 

備考 

 

稽古着の購入                                

レオタード・タイツ・ダンスパンツ・ジャズスニーカーなど約２万５千円程度。 

校内発表会等で実技発表あり。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

モダンダンス ストレッチ・立ち方・ポジション・ 

ポワント・ドミポワント・ルルベ・ァ・テール  

中間考査は

ジャズダン

スのみ。 

期末考査に

ついてはモ

ダン・ジャ

ズ と も 実

施。モダン

については

技術的なこ

とが主に考

査対象とな

る。授業中

の小テスト

有り。 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身

体の動きのレッスン 

５月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・手の動き 

ドュミプリエ・振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身

体の動きのレッスン、ステップ、振り付け。 

６月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・手の動き 

タンジュ・振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動きのレッ

スン、ステップ、ロックミュージックによる振り付け。 

７月 

モダンダンス  ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

 ジュテ 振り付け 

ジャズダンス  ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動き、ス

テップ、ロックミュージックによる振り付け。 

８月 

モダンダンス  ７月までの学習内容の復習 

 

ジャズダンス  ７月までの学習内容の復習 

 

９月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

ロンドゥ・ジャンブ・ア・テール 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動き、ステッ

プ、ロックミュージックによる振り付けの仕上げ。 

後

期 

１０

月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

バットマン・ 振り付け 

中間考査・

期末考査中

に実技のテ

ス ト を 実

施。その他

授業中の小

テ ス ト 有

り。 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動きのレッ

スン、ステップ、スタンダードジャズによる振り付け。 

１１

月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

グラン・バットマン 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動きのレッ

スン、ステップ、スタンダードジャズによる振り付け。 

１２

月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

ストゥーニュ 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動き、ステッ

プ、スタンダードジャズによる振り付けの仕上げ。 

１月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

アン・デ・オール アン・デ・ダン 振り付け 

ジャズダンス  ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動きのレッ

スン、現代ポップスによる振り付け。 

２月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ポールドブラ 

シェネ・振り付け 

ジャズダンス  ストレッチ、筋力トレーニング、基本的な身体の動きのレッ

スン、ステップ、現代ポップスによる振り付けの仕上げ。 

３月 

モダンダンス  １年間の学習内容の復習 

 

ジャズダンス  １年間の学習内容の復習 

 



系 列 芸術表現 教 科 演劇 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 演技・演出 単位数 ４ 
ブロック

番号 
C1・G1 

科目の概要 

 

前期 

演技をするための解放された心と身体作りのレッスン。発声法のレッスン。 

舞台技術の基礎（照明・音響）について学ぶ。 

後期 

モノローグ作品『自画像』作品創作を中心に、表現の基礎を学ぶ。 

学年末に『自画像』校内公演を実施。公演を通して、舞台仕込み・広報活動など公

演のための様々な制作活動を体験する。 

科目の目標 

 

演技に必要な声と身体を獲得するための基礎レッスン、訓練方法を習得する。 

また、実際に作品を創作、公演を打つことにより舞台制作の現場を体験する。 

授業形態 
 

実技 

教科書 

使用教材等 

 

『発声と身体のレッスン』（増補新版）白水社 

評価の観点 

評価の方法 

 

前期・・・心身解放・発声法などの技能の習得度を中間・期末考査において 

     実技テストを行う。 

後期・・・演技・舞台技術などで習得した知識・技能を応用して、『自画像』公演 

     制作へ意欲的に関わることができたか。 

 

 １年間を通して出席状況と授業に参加する姿勢・表現者としての姿勢も評価 

 の対象となる。 

選択条件 
 

「舞踊Ⅰ」と同時履修すること。 

選択する上

での心得 

 

演劇の授業は教師が一方的に何かを生徒に教える、生徒はただ教師のいうことを

聞いているだけでよいという授業ではありません。毎日の授業メニューの中から自

分で何かを学び取っていこうとする意欲と、表現に対するアンテナの高さが必要と

なります。自分で考え、自分で学ぶ。この姿勢が何よりも必要になってきます。ま

た、実技なので２コマ連続で授業を行います。身体を使う運動性の高いメニューも

多いということも知っておいて下さい。 

備考 

 

※実習費 

  ７月外部参加事業（東京研修旅行）１万円 

  および３年次卒業公演積立金 １万５千円 

  舞台技術実習費 千円 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

声 

身体 

信頼 

 身体と声を使って心身を解放するウォーミン

グアップ・ゲーム等を通して創作活動を共にす

る仲間との信頼関係を築く。また、表現の元と

なる「自分」に気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査に

おける実技

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査に

おける実技

試験。 

５月 

声 

身体 

信頼 

 

引き続き心身解放のワークショップの他、野口

体操、アレクサンダーテクニーク等、声を響か

せる身体を作る基礎レッスン及び、響く声を出

すための発声法について学ぶ。 

６月 

声 

身体 

信頼 

 

 引き続き心身解放のワークショップの他、声

を相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を

使わずに相手とコミュニケーションを取り、身体

表現の可能性に気づく。 

７月 

声 

身体 

信頼 

 

引き続き心身解放のワークショップの他、声を

相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を使

わずに相手とコミュニケーションを取り、身体表

現の可能性に気づく。 

８月 

声 

身体 

信頼 

表現 

 ３年次生卒業公演の制作実習。劇場仕込

み、公演運営などを通して舞台制作の現場を

学ぶ。長期休業後であることから思いっきり心

身を解放する。 

９月 

声 

身体 

信頼 

表現 

 引き続き心身解放のワークショップの他、声

を相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を

使わずに相手とコミュニケーションを取り、身体

表現の可能性に気づく。台詞の解釈と分析に

ついて学ぶ。 

後

期 

１０

月 

 

舞台技術講座 

・舞台スタッフ概説 

・照明 

  
舞台技術講習その１ 

劇場舞台の仕事についての基礎知識を学

ぶ。 

照明についての基礎知識を学ぶ。 

 
後期中間考

査：舞台技

術に関する

ペーパーテ

ストによる

評価。 

 

 

 

 

 

 

2 月末、演

技 公 開 試

験：モノロ

ーグ『自画

像』公演に

よる評価 

１１

月 

舞台技術講座 

・音響 

 

舞台技術講習その２ 

音響についての基礎知識を学ぶ。 

１２

月 

声・身体 

舞台技術講習 

モノローグ『自画像』公演

作品制作 

10･11 月で学んだ照明・音響について、実際

に劇場に出向いて体験学習する。モノローグ

『自画像』の作品を創作する。 

１月 

声・身体 

モノローグ『自画像』公演

作品制作 

引き続き心身解放のワークショップ。 

モノローグ作品『自画像』の公開試験に向けて

作品を制作する。ポスター作成、広報活動を

行う。 

２月 
声・身体 

アトリエ公演作品制作 

引き続き心身解放のワークショップ。 

モノローグ作品『自画像』の公開試験に向けて

作品を制作する。ポスター作成、広報活動を

行い、アトリエで『自画像』公演を実施する。 

３月 1年間を振り返って 
 公演終了後のふりかえり作業。 

１年間の活動から学んだこと、「自分」について

考えたことを文章化する。 



系 列 芸術表現 教 科 演劇 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 舞踊Ⅱ 単位数 ４ 
ブロック

番号 
A・B2 

科目の概要 

 

舞踊Ⅰに引き続き、演技に必要な身体を作るためモダンダンス・ジャズダンスを

学ぶ。モダンダンスではクラシックバレエの基礎レッスン、ジャズダンスでは筋力

トレーニングなどを行い、ダンスを通した身体作りを行う。 

科目の目標 

 

モダンダンス・ジャズダンスを通して演技に必要な身体感覚を目覚めさせ、自分

で自由に体をコントロールできるようにする。 

授業形態 
 

実技 

教科書 

使用教材等 

 

「新クララのバレエ・レッスン バーレッスン＆センターレッスン」（新書簡） 

評価の観点 

評価の方法 

○ダンス技能の習得度を前・後期とも中間・期末考査において実技テスト。 

○ダンスという体系化された心身表現の知識を理解して、自己の表現の向上に 

 つなげているか。                              

○１年間を通して出席状況と授業に参加する意欲・姿勢、表現者としての姿勢も 

 評価の対象となる。 

選択条件 
 

２年次に「舞踊Ⅰ」を履修していること 

選択する上

での心得 

 

舞踊ではモダンダンスでダンスに必要な動きの基本を、ジャズダンスでリズムに乗

って表現することを学びます。 

 ダンスについて｢楽しい｣というイメージだけが先行してしまいがちですが、ダン

スがある程度形になるまでには訓練と時間が必要です。「習ってすぐに踊れるよう

になるだろう」という安易な気持ちではなく、地道にレッスンを重ねる努力が必要

であることを分かっておいてほしいです。 

 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・２年次の復習 

中間・期末

考査による

実技試験 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

ターン、２年次の復習。 

５月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ドゥミプリエ 

グランプリエ・振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

ミュージカルダンスによる振り付け。 

６月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・タンジュ 

シャンジュマン・振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

 ミュージカルダンスによる振り付け。 

７月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・タンデュ 

アントルシャ・カトル 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 ミュー

ジカルダンスによる振り付けの仕上げ。 

８月 

モダンダンス ７月までの学習内容の復習 

 

ジャズダンス ７月までの学習内容の復習 

 

９月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ピケ・ターン 

ストゥーニュ 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

スタンダードジャズによる振り付け。 

後

期 

１０

月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・ジュテ 

ソテ・ 振り付け 

中間・期末

考査による

実技試験 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

スタンダードジャズによる振り付けの仕上げ。 

１１

月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・カブリオル 

アラベスク 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

自己を表現する。 

１２

月 

モダンダンス ストレッチ・バーレッスン・グリッサード 

グランジュテ 振り付け 

ジャズダンス ストレッチ、筋力トレーニング、ステップ、 

自己を表現する。 

１月 

モダンダンス １年間の学習内容の復習 

 

ジャズダンス １年間の学習内容の復習 

 

２月 

 

自宅学習 

３月 

 

 



系 列 芸術表現 教 科 演劇 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 演劇総合演習 単位数 ４ 
ブロック

番号 
E2・G2 

科目の概要 

 

二年次の「演技・演出」で学んだ事をベースとして、表現者として必要な基礎的

な知識と技術を修得し、それらを活かすための身体能力を身につける。また、夏期

休暇の最後に行う卒業公演においては、外部講師の指導の下で作品を作り上げてい

くことで、作品の立ち上げから公演に至るまでの作業を実際に体験する。 

科目の目標 

 

１、表現者として必要な演技・演出・舞台技術の知識・技術を身につける。 

２、自身がコントロールし、より高度な表現をすることの出来る身体を作る。 

３、多人数での表現の核となる、創造的な集団作りを学ぶ。 

授業形態 
 

実技演習・卒業公演（いわき芸術交流館アリオス小劇場） 

教科書 

使用教材等 

 

演劇入門 （講談社現代新書） 

評価の観点 

評価の方法 

 

出席状況と授業に対する関心・意欲、身体解放・各表現技能を理解し、卒業公演・

授業内発表で活用することが出来たか、卒業公演・授業内発表においてそれぞれの

役割・能力を理解し、より積極的に取り組めたかを評価の対象とする。 

選択条件 
 

２年次に「演技・演出」「舞踊Ⅰ」、３年次に「舞踊Ⅱ」を履修していること。 

選択する上

での心得 

 

演劇の授業は教師が一方的に何かを生徒に教える、生徒はただ教師のいうことを聞

いているだけでよいという授業ではありません。毎日の授業メニューの中から自分

で何かを学び取っていこうとする意欲と、表現に対するアンテナの高さが必要とな

ります。自分で考え、自分で学ぶ。この姿勢が何よりも必要になってきます。また、

実技なので２コマ連続で授業を行います。身体を使う運動性の高いメニューも多い

ということも知っておいて下さい。 

備考 

 

 卒業公演制作費（約 28,000円）を徴収する。 

 卒業公演の練習については夏期休業中も行うので参加すること。 

 後期に外部公演を行う場合もある。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

身体解放 

表現 

ヴォイス 

 

響く身体をつくる 

卒業公演作品制作 上演作品の検討、制作

日程と役割の決定をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

考査 

実技 

試験 

 

 

 

 

 

演技 

公開 

試験： 

卒業公演に

よる評価 

５月 

身体解放 

ヴォイス 

表現 

卒業公演作品制作 

距離と関係性を知る 

卒業公演作品制作 上演作品を決定する 

 

６月 

身体解放 

ヴォイス 

表現 

卒業公演作品制作 

イメージの伝達について学ぶ。 

卒業公演作品制作 音響・照明・舞台美

術・衣装・小道具・情報宣伝などのプラン

決定 

７月 

身体解放 

ヴォイス 

表現 

卒業公演作品制作 

イメージの伝達について学ぶ。 

卒業公演作品制作 劇場との打ち合わせ、

広報活動を実際に体験する 

８月 

身体解放 

卒業公演 

卒業公演作品制作・発表 劇場での公演準

備、舞台稽古後に発表。公演終了後の礼状

作成・発送などの作業をする 

９月 

表現 

 

言葉と身体の両方向から、表現や伝達の可

能性について探る。 

後

期 

１０

月 

表現 

 

言葉と身体の両方向から、伝達や表現の可

能性について探る。 

 

 

 

 

中間 

考査 

実技 

試験 

 

 

 

 

 

期末 

考査 

実技 

試験 

１１

月 

表現 言葉と身体の両方向から、伝達や表現の可

能性について探る。 

１２

月 

表現 言葉と身体の両方向から、伝達や表現の可

能性について探る。 

 

１月 

授 業 内 発 表 作 品 制

作・発表 

 

２年間のまとめ ２年次からの２年間で

学んだことを考え、文章化してまとめる。 

２月 

  

３月   

 



系 列 芸術表現 教 科 演劇 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 日本舞踊 単位数 ２ 
ブロック

番号 
C2 

科目の概要 

 

日本舞踊を学ぶ。浴衣の着付け・日本舞踊の所作・扇の扱いなどの基礎知識、舞踊

の振り付けを記録するための振り書き、日本舞踊史を学び、男型・女型・組踊り・

江戸舞踊のそれぞれの曲を、一年間を通して習う。 

科目の目標 

 

１、日本舞踊の所作を身につけ、伝統芸能の中の美意識を知る。 

２、習った舞踊を全曲通して踊れるようにし、日本舞踊に対する理解を深める。 

３、振り書きの仕方を覚え、習った振りを自分で記録・復習できるようになる。 

授業形態 
 

実技演習・講義 

教科書 

使用教材等 

 

日本舞踊ハンドブック（三省堂） 

評価の観点 

評価の方法 

 

出席状況、授業態度、日本舞踊に対する意欲・関心とともに、振り書きを習得・活

用することができたか、各曲の振りや特徴を理解し表現できたかを、前後期中間・

期末考査での筆記・実技試験で判定する。 

選択条件 
 

２年次に「演技・演出」を履修していること 

選択する上

での心得 

 

日本舞踊は浴衣を着ての稽古になります。月曜５・６時間目の授業なので、昼休み

中に浴衣に着替え、授業時間に遅れないようにしましょう。 また、授業終了後も

清掃に遅れることのないよう、速やかに着替えて移動することが最低限の心構えと

して必要です。その他、演技や舞踊でも述べた心構え等も同じように必要です。 

備考 

 

浴衣着用での授業参加とする 

舞扇(2,300円）の購入 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前   

期 

４月 

 

日本舞踊入門 

浴衣の着付け 

日本舞踊の所作 

扇の扱い方 

中間・期末

考査におけ

る実技試験 

５月 

 

女踊り 

「春よ来い」 

 振り書きを学び、振り付けの記録を

取れるようになる 

 

６月 

 

女踊り 

 

長唄「梅桜」 

 

７月 

 

女踊り 

 

長唄「梅桜」 

８月 

 

男踊り 

 

長唄「あやめうり」 

９月 

 

男踊り 

 

長唄「あやめうり」 

後 

期 

１０

月 

 

組踊り 

 

長唄「せせらぎ」 

中間・期末

考査におけ

る実技試験 

１１

月 
組踊り 長唄「せせらぎ」 

１２

月 
組踊り 長唄「せせらぎ」 

１月 全曲さらい 1年間のまとめ 

２月 自宅学習  

３月   

 



系 列 芸術表現 教 科 演劇 
選択科目の 

種類 

自由選択科目 

 

講座名 演劇表現 単位数 ２ 
ブロック

番号 

２年次 B1 

３年次 F1 

科目の概要 

 

心身解放や信頼、コミュニケーションなど、演劇の手法を用いたワークショ 

 ップを体験することで、自己の身体と心のつながりに気づき、自己の心の動き 

 をみつめることで、自己と他者の関係やひいては人間そのものについての洞察 

 を深める。 

科目の目標 

 

１、身体を使った心身解放のためのプログラムを体験し、自己の身体と心のつ 

   ながりに気づく。 

 ２、声がエネルギーであることに気づき、自己の声やその用い方について意識 

   化する。 

 ３、信頼やコミュニケーションなどのプログラムから、自分自身の不安や恐れ、   

他者との関わり方について考える。 

 ４、自己に気づくことで、他者との関係やひいては人間そのものについての洞 

   察を深める。 

 

授業形態 
 

実 技 

教科書 

使用教材等 

『表現力のレッスン』鴻上尚史」（講談社） 

評価の観点 

評価の方法 

 

前期・・・心身解放・声などの技能の習得度を中間・期末考査において 

     実技テストを行う。 

後期・・・引き続き表現に関するプログラムの実技テストを行う。 

また、「表現」に関する課題について製作。発表作品を評価する。 

 １年間を通して出席状況と授業に参加する姿勢・表現者としての姿勢も評価 

 の対象となる。 

選択条件 

 

・他の演劇科目を履修した場合、この科目を履修することはできない。 

・２年次か３年次のいずれかで履修することができる。 

 

選択する上

での心得 

 

演劇の授業は教師が一方的に何かを生徒に教える、生徒はただ教師のいうことを

聞いているだけでよいという授業ではありません。毎日の授業メニューの中から自

分で何かを学び取っていこうとする意欲と自主性が必要となります。自分で考え、

自分で学ぶ。この姿勢が何よりも必要になってきます。また、実技なので２コマ連

続で授業を行います。身体を使う運動性の高いメニューも多いということも知って

おいて下さい。 

備考 

 

・実習場所の条件から人数上限を２０名とします。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

解放 

声 

身体 

信頼 

 身体と声を使って心身を解放するウォーミン

グアップ・ゲーム等を通して他者との関係を築

く。また、関係の元となる「自分」に気づく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査に

おける実技

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査に

おける実技

試験。 

５月 

解放 

声 

身体 

信頼 

引き続き心身解放や信頼のワークショップを

通して、コミュニケーションの元となる「自分」に

ついて考える。声を響かせる身体を作る基礎

レッスンを行う。 

  

６月 

声 

身体 

信頼 

表現 

 引き続き心身解放のワークショップの他、声

を相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を

使わずに相手とコミュニケーションを取り、身体

表現の可能性に気づく。 

７月 

声 

身体 

信頼 

表現 

引き続き心身解放のワークショップの他、声

を相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を

使わずに相手とコミュニケーションを取り、身体

表現の可能性に気づく。 

８月 

声 

身体 

 

 長期休業後であることから思いっきり心身を

解放する。 

９月 

声 

身体 

表現 

引き続き心身解放のワークショップの他、声を

相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を使

わずに相手とコミュニケーションを取り、身体表

現の可能性に気づく。 

後

期 

１０

月 

声 

身体 

表現 

引き続き心身解放のワークショップの他、声を

相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を使

わずに相手とコミュニケーションを取り、身体表

現の可能性に気づく。 中間考査実

技試験によ

る評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 技 試 験

『シーン』

授業内発表

による評価 

１１

月 

声 身体 表現 

作品制作 シーン 

 

引き続き心身解放のワークショップの他、声を

相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を使

わずに相手とコミュニケーションを取り、身体表

現の可能性に気づく。 

１２

月 

声 身体 表現 

作品制作 シーン 

引き続き心身解放のワークショップの他、声を

相手に届け、声による表現を学ぶ。言葉を使

わずに相手とコミュニケーションを取り、身体表

現の可能性に気づく。 

１月 
声 身体 表現 

 

引き続き心身解放のワークショップ。 

「声」について、イメージやベクトルについて学

ぶ。 

２月 

声 身体 表現 

「名乗り」 

授業内発表 

引き続き心身解放のワークショップ。 

声について、イメージやベクトルについて学

ぶ。 

全員の前で自分の名前を名乗る。 

 

３月 1年間を振り返って 
１年間の活動から学んだこと、「自分」について

考えたことを文章化する。 

 



系 列 情報 教 科 商業 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 △簿記演習＊（２年次） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

家庭において家計簿に記録・計算・整理することで、その家のお金の使い方や、

管理の仕方がわかります。 

簿記では、企業における取引の記録・計算・整理に関する知識と技術を習得する

ことを目標とし、計数的に把握する能力を育てていく科目です。 

科目の目標 

 １ 簿記の基本的な仕組みを理解する。   

２ 企業における取引を合理的、能率的に記帳する知識と技術を習得させる。  

３ 会計帳簿や財務諸表を通して経営上の問題を適切に判断する能力の育成。   

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

  新版日商簿記 ３球 テキスト （実教出版） 

  新版日商簿記 ３級 問題集 （実教出版） 

評価の観点 

評価の方法 

授業態度や定期考査、２年次「（日商）簿記検定３級 合格」を目標とし、 

到達度などを加味して評価を行う。 

選択条件 
 △ワープロ演習＊（２年次）と同時履修すること 

 △簿記演習＊（３年次）を履修すること 

選択する上

での心得 

授業時間だけでなく、毎日の復習を中心とした自宅学習が必要です。 

また、長期休暇中の復習課題や検定試験直前の課外があります。 

必ず取得するために強い意志を持って臨んでください。 

備考 

 各種検定受験料 ３級 ２，５００円 

 問題集      １，１００円から１，５００円 

※ 計算用具として各自で電卓を用意 

（最低でも８桁以上の表示、ソーラー充電） 

校内での斡旋も可能 （簿記検定・電卓検定 公認 ５，２５０円） 

検定試験 

日商・・・日本商工会議所 簿記検定 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１．簿記の基本原理 

 

２．簿記一巡の手続き 

 

 

 

 

３．決算手続き 

 

 

 

４．現金・預金取引 

 

 

 

 

 

５.商品売買取引 

 

 

 

 

６.掛け取引 

 

７.手形取引 

・簿記の目的・種類 

・簿記の基礎概念 

・取引 

・仕訳 

・勘定口座への記入方法 

・仕訳帳と総勘定元帳 

・試算表 

・決算の意味 

・帳簿の締め切り 

・損益計算書と貸借対照表 

・精算表の作成 

・現金勘定 

・当座預金勘定 

・その他の預貯金 

・小口現金勘定 

・夏休みの宿題 

 

・３分法 

・仕入諸掛、売上諸掛 

・仕入帳、売上帳 

・商品有高帳 

・人名勘定 

・売掛金元帳、買掛金元帳 

・受取手形、支払手形 

・手形裏書譲渡、割引 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

８.有価証券取引 

 

９.その他の債権・債務 

 

10.固定資産取引 

 

 

11.資本取引、税金処理 

 

12．帳簿と伝票 

 

13．決算整理（１） 

 

14．決算整理（２） 

 

15．財務諸表作成 

 

 

 

 

16．日商２級への取り組み 

  現金・預金 

・手形記入帳 

・有価証券売買 

・有価証券利息、配当 

・未払金、未収金 

・商品券、他店商品券 

・有形固定資産取得 

・資本的主出、修繕費 

・有形固定資産売却 

・引出金勘定 

・税金処理 

・３伝票、５伝票 

・伝票集計 

・売上原価 

・貸倒れ、減価償却 

・費用、収益 繰延、見越 

・消耗品、消耗品費 

・損益計算書 

・貸借対照表 

 

 

 

 

・銀行勘定調整表 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

日商簿記検定 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 商業 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 △ワープロ演習＊（２年次） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

一般社会で通常利用されている文書の作成や取り扱いなどについての知識と技

術を習得することを目標とし、ワープロソフト（ＷＯＲＤ）を操作・活用すること

でその習熟を図り、図形などのマルチメディアを利用した文書作成能力を育てる。 

科目の目標 

１ 文書を正確にすみやかに作成する知識・技術・技能 

２ 文書を正確にすみやかに伝達し合う知識・技術 

３ 文書の保管・保存・廃棄まで組織的に処理する知識・技術 

授業形態 実習・講義 

教科書 

使用教材等 

日本語ワープロ問題集（日本情報処理検定協会） 

パソコンスピード認定試験（日本語）（日本情報処理検定協会）  

60時間でエキスパート Word ＆ Excel 2007/2010  （実教出版） 

評価の観点 

評価の方法 
授業態度や定期考査、検定の設定目標級に対する到達度を加味し、評価を行う。 

選択条件 

△簿記演習＊（２年次）と同時履修すること 

 △ワープロ演習＊（３年次）を履修すること 

パソコン室を使用するため、選択人数３０人以下を目安とする 

選択する上

での心得 

授業時間だけでなく、放課後の自習や自宅学習が必要です。 

授業時間は、つねに時間を計測します。 

自主的かつ継続的に学習しなければ、上位級は取得できませんので 

強い意志を持って臨んでください。 

また、長期休暇中の学習も欠かせません。 

備考 

各種検定受験料 １，５００円から５，０００円 

問題集      ８００円から１，５００円 

ワープロ検定    7月、１０月、１２月、２月 

日本語スピード検定 ７月、１０月、１２月、２月 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

パソコン、ワープロソフト 

の基本操作 

 

ブラインドタッチ 

 

ビジネス文書の構成 

 

速度、通信文 

・初期設定 

 

 

・ブラインドタッチ練習 

・速度練習 

・ビジネス文書の構成について 

速度 

「到達目標・10分２００文字」 

・速度練習 

・通信文の練習 

 （文字の設定）（文字の配置） 

（表の作成方法）（体裁調整） 

（表の挿入方法） 

速度 

「到達目標・10分３００文字」 

 

 

 

 

・速度練習 

・通信文の練習 

（複数表の挿入） 

 

・速度、通信文の練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

日本語 

ﾜｰﾌﾟﾛ検定 

（日情） 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ検定 

（日情） 

 

 

 

 

期末考査  

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

  

 

 

速度 

「到達目標・10分４６０文字」 

・速度練習 

・通信文の練習 

 （表の応用） 

速度 

「到達目標・10分５００文字」 

・速度練習 

・通信文の練習 

 （地図の作成、基本） 

 

・速度、通信文の練習 

 

速度 

「到達目標・10分６００文字」 

・速度練習 

・通信文の練習 

 （地図の作成、応用） 

 （図形の取り込み） 

 （計算式処理） 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

日本語 

ﾜｰﾌﾟﾛ検定 

（日情） 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ検定 

（日情） 

 

 

 

 

期末考査 

日本語 

ﾜｰﾌﾟﾛ検定 

（日情） 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ検定 

（日情） 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 商業 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △簿記演習＊（３年次） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 企業会計の役割や財務諸表の作成に関する知識と技術を習得させ、対外的な報告

書式の作成ができるまでの能力と態度を習得することを目標とする。 

製造業（メーカー）における簿記（原価計算）の基本的な知識と秘術を取得させ、

製造原価から得られる情報を活用する能力を育てる。 

科目の目標 

 １ 財務諸表の作成に関する知識と技術を身に付ける。 

 ２ 財務諸表を活用して企業の姿を正しく把握する能力を育成する。  

 ３ 工業簿記の基本的な記帳方法を身に付ける。 

 ４ 原価計算の役割や有効な活用を理解する。 

授業形態 講義 

教科書 

使用教材等 

新版日商簿記 ２級 商業簿記 テキスト（実教出版） 

新版日商簿記 ２球 商業簿記 問題集 （実教出版） 

新版日商簿記 ２級 工業簿記 テキスト（実教出版） 

新版日商簿記 ２級 工業簿記 問題集 （実教出版） 

 

評価の観点 

評価の方法 

 授業態度や定期考査、３年次「（日商）簿記検定２級 合格」を目標にした到達

度などを加味して評価を行う。 

選択条件 
△ワープロ演習＊（３年次）と同時履修すること 

△簿記演習＊（２年次）を履修すること 

選択する上

での心得 

２級については、２つの科目を同時に学習しますので、 

授業時間以上に毎日復習を中心とした自宅学習が必要です。 

また、必ず合格するためには継続的な練習が不可欠になります。 

最後まであきらめない強い意志を持って臨んでください。 

 

備考 

 各種検定受験料  ３級 ２，５００円 ２級 ４，５００円 

 使用教材等       １，６００円から２，１００円 

       年度開始時期 ３，８００円程度 

 

検定試験 

日商・・・日本商工会議所簿記検定 ７月、 ２月実施 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１.手形 

 

２.有価証券 

３.商品売買（１） 

４.商品売買（２） 

 

５.固定資産 

６.繰延資産 

７.引当金 

８.社債 

 

９.純資産 

 

 

10.帳簿組織 

11.決算・財務諸表の作成 

 

12.本支店会計 

 

ｱ.工業簿記の基礎知識 

ｲ.材料費 

ｳ.労務費 

ｴ.経費 

・自己受為替手形 

・自己宛為替手形 

・有価証券差入、預かり、保管 

・棚卸商品の期末評価 

・委託販売、受託販売 

・割賦販売 

・無形固定資産 

・繰延資産償却 

・負債性引当金 

・社債の発行、利払い 

・社債の償還 

・株式の発行 

・剰余金処理、損失処理 

・企業結合 

・特殊仕訳帳 

・精算表 

・決算集合勘定 

・内部取引の控除 

・本支店合併財務諸表の作成 

・原価と原価計算 

・材料費の計算と記帳 

・労務費の計算と記帳 

・経費の計算と記帳 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

日商簿記検定 

 

 

 

 

期末考査 

 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

ｵ.製造間接費 

 

ｶ.部門別計算 

 

ｷ.個別原価計算 

ｸ.作業屑 

ｹ.総合原価計算 

ｺ.単純総合原価計算 

ｻ.工程別総合原価計算 

ｼ.組別総合原価計算 

ｽ.等級別総合原価計算 

ｾ.副産物の計算と記帳 

ｿ.連産品 減損  仕損 

ﾁ.製造原価報告書 

ﾄ.標準原価計算 

ﾅ.直接原価計算 

ﾆ.損益分岐点分析 

ﾇ．原価予測 

ﾉ.本社工場会計 

 

・製造間接費の予定配賦 

・配布差異 

・部門費の予定配賦 

・個別原価計算の手続き 

・原価計算表と仕掛品勘定 

・作業屑評価 

・月末仕掛品原価 

・計算方法 

・計算方法 

・計算手続き 

・計算方法 

・副産物・連産品の計算方法 

・計算方法 

・作成方法 

・標準原価の算定 

・原価差異の分析 

・勘定記入法 

・損益分岐点分析 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

 

 

 

 

 

日商簿記検定 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

 

３月 

 

 

 

 

 



系 列 情報 教 科 商業 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △ワープロ演習＊（３年次） 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

文書の作成や取り扱いなどについての知識と技術を習得することを目標とし、ワ

ープロソフト（ＷＯＲＤ）を操作・活用することでその習熟を図り、図形などのマ

ルチメディアを利用した文書作成能力を育てる。 

科目の目標 

 １ 文書を正確にすみやかに作成する知識・技術・技能を身に付ける 

 ２ 文書の保管・保存・廃棄まで情報を適切に処理する知識を身に付ける 

 ３ 創造力を持って文書作成ができる能力を身に付ける 

   

授業形態 実習・講義 

教科書 

使用教材等 

日本語ワープロ問題集（日本情報処理検定協会） 

パソコンスピード認定試験問題集（日本語）（日本情報処理検定協会） 

情報処理技能検定試験（表計算）（日本情報処理検定協会） 

評価の観点 

評価の方法 
 授業態度や定期考査、検定の設定目標級に対する到達度を加味し評価を行う。 

選択条件 
△簿記演習＊（３年次）と同時履修すること 

△ワープロ演習＊（２年次）を履修していること 

選択する上

での心得 

授業時間だけでなく、放課後の自習や自宅学習が必要です。 

授業時間は、つねに時間計測です。 

上位級取得のためには日頃から、自主的かつ継続的に学習することが大切です。

高い目標を持って日頃から研鑽に努めることが重要です 

備考 

各種検定受験料   １，５００円から５，０００円 

問題集         ８００円から１，５００円 

日本語ワープロ検定     ７月、１０月、１２月、２月 

パソコンスピード認定試験      ７月、１０月、１２月、２月 

情報処理技能検定      １０月、１２月、２月 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

文書に関する必要な知識 

 

速度、通信文 

        （2年次の続き） 

 

文書をデザインする知識 

 ・ワードアートの利用 

 ・テキストボックスの利用 

 ・クリップアートの利用 

 ・EXCEL文書の挿入 

 ・文書の合成 

 ・静止画像の利用 

・速度、通信文の練習 

 

 

 

 

・文書デザイン 

（図形の挿入、応用） 

（画像の挿入、応用） 

・速度、通信文の練習 

速度 

「到達目標・・10分７００文字」 

 

・速度、通信文、 

 

 

 

・表計算の練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

日本語 

ﾜ ｰ ﾌ ﾟ ﾛ検定 

(日情） 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ検定 

  （日情）  

 

 

 

 

期末考査 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自宅学習 

 

 

 

速度 

「到達目標・10分７５０文字」 

 

・速度、通信文、 

・表計算の練習 

 

 

 

 

速度 

「到達目標・10分８００文字」 

 

・速度、通信文、 

・表計算の練習 

 

日本語 

ﾜ ｰ ﾌ ﾟ ﾛ検定 

(日情） 

情報処理技

能検定（日

情） 

 

 

 

中間考査 

情報処理技

能検定 

（日情） 

日本語 

ﾜｰﾌﾟﾛ検定        

(日情) 

期末考査 

日本語 

ﾜｰﾌﾟﾛ検定        

(日情） 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ検定 

  （日情） 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 情報 選択科目の 
種類 

総合選択科目 
（基礎科目） 

講座名 アルゴリズムとプログラム 単位数 ４ ブロック

番号  

科目の概要 

 アルゴリズムとプログラミング及びコンピュータを活用して、問題解決における

データ構造に関する基礎的な知識と技術を総合的に習得します。 

科目の目標 

１ アルゴリズムとプログラミング及びデータ構造に関する知識と技術を理解す

る。 
２ アルゴリズムとプログラミング及びコンピュータを活用して、問題解決におけ

る能力と態度を習得する。 
 

授業形態 
 
講義・実習 

教科書 
使用教材等 

教科書「 」 
副教材「30 時間でマスター Visual Basic.NET&Express(実教)」 

評価の観点 
評価の方法 

（観点） 
１ 問題解決の方法等に関心をもち、意欲的、主体的に取り組み理解することがで 
きたか。 

２ 習得した知識・技術を実際に活用し工夫することができたか。 
（方法） 
 定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、アルゴリズム

及びデータ構造とプログラミングソフトウェアの活用技術、課題提出、関心・意欲・

態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 
「情報テクノロジー」と同時履修すること。 
パソコン室を使用するため、選択人数 35 人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

 システムの設計・管理分野に関わる応用科目として、アルゴリズム及びデータ構

造とアルゴリズムの表現方法について学習します。プログラミング言語（C 言語、

Visual Basic など）について、プログラミングソフトウェアを活用して学習します。 
 学習した知識を、コンピュータを活用した実習や演習を通して、より深く理解す

ることが大切です。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ アルゴリズムの基礎 

 

２ プログラミング演習１ 

 

 

３ プログラミングの基礎 

 

 

４ プログラミング演習２ 

 

 

５ 数値計算の基礎 

 

 

 

６ プログラミング演習３ 

 

 

 

 

 

７ データ型と構造 

１ アルゴリズムの基本要素 

２ 処理手順の図式化 

１ Visual Basic の基礎 

  １ 簡単な計算 

  ２ キッチンタイマー 

１ プログラムの構成 

２ 基本的な命令文 

３ プログラミング 

１ Visual Basic の基礎 

  ｳｨﾝﾄﾞｳの中で画像を動かす 

 

１ 基本的な数値計算 

２ 実践的な数値計算 

 

 

１ Visual Basic の基礎 

  計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 

 

 

 

１ データの基本的な型と構造 

２ データ構造とアルゴリズム 

 

５月 

６月 
中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 
７月 

８月  

９月 
期末考査 

筆記試験 

課題提出 

後

期 

１０

月 

８ プログラミング演習４ 

 

 

 

９ アルゴリズムの応用 

 

 

 

10 プログラミング演習５ 

 

 

 

 

12 プログラミング演習６ 

 

 

 

13 プログラミング演習７ 

１ Visual Basic の基礎 

  複数の画像を動かす 

 

 

１ 整列 

２ 探索 

３ 効率的なアルゴリズムとプ

ログラムの開発技法 

１ Visual Basic の基礎 

  グラフィックツールを作る 

 

 

 

１ Visual Basic の基礎 

 １ 色を選べるｸﾞﾗﾌｨｯｸﾂｰﾙを

作る 

 ２ セットアッププログラム

の作成 

１ Excel のマクロ登録 

  マクロによる線形探索 

 

１１

月 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

１２

月 

 

１月 

２月 
期末考査 

筆記試験 

課題提出 

３月  

 



系 列 情報 教 科 情報 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 △情報テクノロジー＊（２年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

ハードウェアやソフトウェアにかかわる技術の構成や特徴について、実習などの

体験的な活動を通して学習し、実際に活用する能力と技術を習得します。 

科目の目標 

１ 情報産業を支える情報テクノロジーの基礎的な知識と技術を習得し、実際に活 

 用する能力を習得する。 

２ アプリケーションソフトウェアにかかわる基礎的な知識と技術を確実に身に 

付ける。 

３ 職業資格に関連する学習に主体的に取り組み、情報関連分野の技術革新に対応 

できる能力を習得する。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「  」 

副教材「  」 

各種検定試験問題集 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

１ 情報関連機器活用や作品制作等に関心をもち、意欲的、主体的に取り組み理解

することができたか。 

２ 各専門分野に関する知識や技術を活用し工夫することができたか。 

３ 各種検定試験に目標を設定し取り組むことができたか。 

（方法） 

 定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、アプリケーシ

ョンソフトウェアにかかわる基礎的な知識と技術、課題提出、関心・意欲・態度な

どを含めて総合的に評価する。 

選択条件 

「情報実習テクノロジー＊（３年次）」を履修すること。 

「アルゴリズムとプログラム」と同時履修すること。 

パソコン室を使用するため、選択人数３５人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

基礎的な情報実習として、日本語ワードプロセッサ、表計算等のアプリケーショ

ンソフトウェアの操作について学習します。 

職業資格の取得にも目標を設定し、主体的に学習に取り組むことが大切です。 

備考 

各種検定受験料  １回 ２,０００円×２科目から２,５００円×２科目 

         ※２回受験予定（１０月と２月）  合計１０,０００円程度 

問  題  集  １冊  ６００円から７００円 

         ※４冊使用予定（４月と９月）    合計３,０００円程度 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

１ キーボード操作 

 

２ ハードウェア 

 

 

 

 

 

 

３ 文書処理に関する実習１ 

 

 

 

１ ブラインドタッチによる 

   キー操作 

１ コンピュータの構造と内 

  部処理 

 

２ 周辺機器とインタフェー 

  ス 

 

 

１ 日本語ワープロソフト 

基礎１ 

２ 表計算ソフト基礎１ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

 

１ 日本語ワープロソフト 

応用１ 

２ 表計算ソフト応用１ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

４ 文書処理に関する実習２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 文書処理に関する実習３ 

 

１ 日本語ワープロソフト 

応用２ 

２ 表計算ソフト応用２ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

５ 検定問題１ 

６ 検定問題２ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日本語ワープロソフト 

応用３ 

２ 表計算ソフト応用３ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

５ 検定問題１ 

６ 検定問題２ 

 

日情 

日本語ワー

プロ・情報 

処理検定 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

 

日情 

日本語ワー

プロ・情報

処理検定 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 情報 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 情報の表現と管理 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

情報を収集、整理、加工、表現などをするために必要な基礎的な知識と技術につ

いて、実習などの体験的な活動を通して学習し、実際に活用、管理する能力と技術

を習得します。 

科目の目標 

１ 情報の表現と管理に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

２ 情報を目的に応じて適切に表現するとともに、管理し活用する能力と態度を 

 身につける。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「  」 

各種検定試験問題集 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

１ 情報機器に特有な表現方法等に関心をもち、意欲的、主体的に取り組むことが 

 できたか。 

２ 情報や情報手段の特性などに応じた情報の表現や管理の方法を習得できたか。 

３ 各種検定試験に目標を設定し取り組むことができたか。 

（方法） 

定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、課題の状況、 

情報を適切に表現する能力、授業への関心・意欲・態度などを含めて総合的に評 

価する。 

選択条件 パソコン室を使用するため、選択人数３５人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

基礎的な情報実習として、日本語ワードプロセッサのアプリケーションソフトウ 

ェアの操作について学習します。 

職業資格の取得にも目標を設定し、主体的に学習に取り組むことが大切です。 

備考 

各種検定受験料  １回 ２，０００円から２，５００円 

         ※２回受験予定（７月と２月）   合計４，５００円程度 

問  題  集  １冊  ８００円から１,０００円 

         ※２冊使用予定（４月と９月）   合計１，８００円程度 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

１ 情報活用とメディア 

 １ メディアの種類と特性 

 ２ コミュニケーションの基礎 

 

 文書デザイン実習１ 

 

 

２ 情報の表現 

 １ 文書による表現 

 

 ２ 図解による表現 

 

 

 ３ 音による表現 

 

 

 

 

４ 画像による表現 

 

 

 

 ５ 動画像による表現 

 

 

１ メディアと表現 

２ メディアと発達 
１ コミュニケーションの成立 

２ コミュニケーションの技法 

 文書デザイン１ 

 ・図形の挿入、基本 

 ・画像の挿入、基本 

 

１ 文書作成の基礎 

 

１ 図解表現の基礎 

２ 表・グラフの作成 

 

１ 音声・音楽表現の基礎 

 

 

 

 

１ 画像表現の基礎 

２ 画像の取り込みと編集 

３ 画像の作成と編集 

 

１ 映像表現の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

日情 

文書デザイ 

ン検定 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

６ プレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 文書デザイン実習２ 

 

 

 

７ ネットワークを利用した 

情報発信 

 

 

 

 

３ 情報の管理 

 １ ドキュメンテーション 

 

 ２ 情報の管理 

 

 

 ３ コンピュータによる情報 

        の管理と活用 

１ プレゼンテーションの意義 

と重要性 

２ プレゼンテーションの準備 

３ プレゼンテーションの技法 

４ プレゼンテーションソフト 

の利用 

 文書デザイン２ 

 ・図形の挿入、応用 

 ・画像の挿入、応用 

 ・表の挿入、応用 

１ 電子コミュニケーション 

の意義と重要性 

２ 電子コミュニケーション 

          の媒体 

３ ネットワークの活用 

４ 情報発信者の心構え 

 
１ ドキュメントの意義と重要性 

２ ドキュメントの構成と作成 

１ ファイリングシステム 

２ データの保護とセキュリティ 

３ 情報の管理に関する法規 

１ ファイルと階層構造 

２ コンピュータによる情報の管理 

３ これからの情報社会 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

 

日情 

文書デザイ 

ン検定 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 情報 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎科目） 

講座名 情報メディア 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 情報コンテンツを制作・発信するために、必要な情報メディアにかかわる基礎的

な知識と技術を習得します。 

科目の目標 

１ 情報メディアの知識と技術を理解する。 
２ 情報メディアの果たす役割や目的に応じた適切な情報メディアを選択し、活用

するための知識と技術を習得する。 

授業形態 

 
講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「  」 
副教材「30 時間でマスター Photoshop Elements 5.0/6.0/7.0（実教）」 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 
１ 情報メディアの基礎的な知識や技術を習得することができたか。 
２ 画像処理ソフトウェアの基本操作ができ、独自の処理ができたか。 
（方法） 
定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、提出物の状況、 
関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 
 
パソコン室を使用するため、選択人数 35 人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

 情報コンテンツの制作・発信分野の応用科目として、情報コンテンツを制作・発

信するために、必要な情報メディアにかかわる知識や技術について学習します。実

習を通して、これらを実際に活用する能力と態度を身に付けます。 
 著作権などの知的財産権の取扱いに留意して、自ら積極的に学習に取り組むこと

や、計画的に実習に取り組むことが必要とされます。 

備考 

3 年次「表現メディアの編集と表現」を履修する場合は、副教材の「30 時間でマ

スター Photoshop Elements 5.0/6.0/7.0（実教）」を継続して使用する。 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

１ メディアの基礎 

 

 

２ 画像処理ソフトウェア演習１ 

 

 

 

 

 

 

３ 情報メディアの特性と活用 

 

 

４ 画像処理ソフトウェア演習２ 

 

 

 

 

 

５ 課題制作１ 

 

１ メディアの定義と機能 

２ メディアの種類と特性 

 

１ 画像処理ソフト 

２ 起動と終了 

３ ツールボックス 

４ パレット操作 

５ フィルタ機能 

６ エフェクト機能 

 

１ 情報メディアの種類と特性 

２ 情報メディアの活用 

 

１ 文字の入力と配置 

２ 簡単な画像合成 

３ 複雑な画像合成 

４ 画像と色調の補正 

５ シェイプで作画 

 

１ 共通課題制作 

２ 自由作品制作 

 

 

 

５月 

６月 
中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 
７月 

８月  

９月 
期末考査 

筆記試験 

課題提出 

後

期 

１０

月 

６ 情報メディアと社会 

 

 

 

７ 課題制作２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 課題制作３ 

 

１ 情報メディアが社会に及ぼ

す影響 

２ 情報メディアと情報産業 

 

１ 共通課題制作 

２ 自由作品制作 

 

 

 

 

 

 

 

１ 共通課題制作 

２ 自由作品制作 

 

 

１１

月 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

１２

月 

 

１月 

２月 
期末考査 

筆記試験 

課題提出 

３月  

 



系 列 情報 教 科 情報 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 ネットワークシステム 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

コンピュータ同士を接続したネットワークシステムなどについて、その役割、デ

ータ通信技術、設計構築、運用、保守及び安全対策などに関する基礎的な知識・技

術や実際に活用する能力を習得します。 

科目の目標 

１ ネットワークを構成する機器の働きとデータが転送される仕組みを理解する。 

２ ネットワークシステムの安全な運用ができる基本的な知識を理解する。 

３ データ管理システムを実際に作成しサーバで管理し LANで利用するしくみを 

実習を通して理解する。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 
教科書「  」 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

・１ ネットワークシステムに対する関心を深め、意欲的、主体的に取り組み理解す

ることができたか。 

２ ネットワークシステムの役割を理解し、習得した知識・技術を実際に活用し工

夫することができたか。 

３ 実習等に目標を設定し取り組むことができたか。 

（方法） 

定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、提出物の状況、  

関心・意欲・態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 

２年次で「アルゴリズムとプログラム」を履修していること。 

「情報テクノロジー（３年次）」と同時履修すること。 

パソコン室を使用するため、選択人数３５人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

インターネットが普及した現在では、用意された環境でインターネットを利用す

るだけではなく、ネットワークに接続されたコンピュータを、コンピュータウイル

スや外部の攻撃から守ったり、簡単なネットワークを構築・利用したりすることが

求められています。このような知識や技術を身につけ、その成果を実社会の中で役

立てていくために自ら積極的、計画的に学習に取り組むことが必要とされます。 

備考 

 

 

 

 

 

 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

 

１ ネットワークの基礎 

 

 

 

２ ネットワークシステム実習１ 

 

 

３ ネットワークの設計と構築 

 

 

 

４ ネットワークシステム実習２ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１ データ通信の仕組みと働き 

２ プロトコル 

３ ネットワーク関連技術 

 

１ 資源共有の実習 

２ LAN の構成要素を確認 

 

１ ネットワークの分析 

２ ネットワークの設計 

３ ネットワークの構築 

 

１ ネットワークマップ（物理配線） 

作成 

２ アドレスマップの作成 

３ ストレートケーブルとクロスケー 

ブルの実習 

４ ハブとスイッチングハブの違い 

の確認 

５ パソコンに IP アドレスを手動設 

定 

６ ping コマンドによるブロードキャ 

ストの確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

 

５ ネットワークの運用と保守 

 

 

 

 

６ ネットワークシステム実習３ 

 

 

 

 

７ ネットワークの安全対策 
 

 

 

１ ネットワークの運用管理 

２ ネットワークの保守 

３ ネットワークの障害管理 

 

 

１ 暗号化の実習 

２ バックアップの実習 

３ アクセス権の設定 

 

 

１ 情報セキュリティポリシー 

２ 不正行為とその対策 

３ ネットワーク利用者の啓発 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 情報 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 表現メディアの編集と表現 単位数 ４ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

 コンピュータによる表現メディアの編集と表現に関する知識と技術や、実際に活

用する能力を習得します。 

科目の目標 

１ 表現メディアの編集と表現に関する知識および技術を習得する。 

２ 習得した技術を活用できるよう、作品を構成し企画する実践的な能力を身につ

ける。 

授業形態 講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「  」 

副教材「３０時間でマスター ホームページビルダー Ver11,12,13（実教）」 

副教材「Windows Live ムービーメーカー ビデオ編集テクニック(新紀元社)」 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

１ 表現メディアの編集と表現に関する知識や技術を習得できたか。 

２ 習得した知識・技術を実際に活用することができたか。 

（方法） 

定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、課題の状況、 

作品制作の完成度、作品を構成し企画する実践的な能力、授業への関心・意欲・ 

態度などを含めて総合的に評価する。 

選択条件 
２年次で「情報メディア」を履修していること。 

パソコン室を使用するため、選択人数３５人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

 表現メディアの特質として、図形、画像や音などの情報をディジタル情報として

一元化し、目的に応じて選択、統合し、利用者に効果的に伝達することができます。

このような表現メディアのもつ伝達効果とその特質を理解し、作品を構成、企画す

ることができるよう、自ら積極的、計画的に学習に取り組むことが必要とされます。 

 作品制作では、ディジタルカメラやビデオカメラなどを活用し、必要な素材を収

集するため、著作権や肖像権に配慮して取り組むことが必要です。 

備考 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

１ 表現メディアの種類と特性 

 

 

 

２ コンピュータグラフィックス・ 

 音・映像の編集と表現 

 

 

 

３ マルチメディアソフトの利用１ 

 

 

 

 

４ 課題作品制作１ 

 

５ マルチメディアソフトの利用２ 

 

 

 

 

 

６ 課題作品制作２ 

 

 

 

 

１ 文字   ２ 図形 

３ 静止画  ４ 音 

５ 動画 

 

１ コンピュータグラフィックスの 

 編集及び表現 

２ 音・音楽の編集及び表現 

３ 映像の編集及び表現 

 

１ Photoshop Elementsによる画像 

処理・編集 

２ Illustratorによる画像処理・ 

編集 

 

１ 課題作品の制作 

 

１ ホームページとは 

２ 基本的なページの作成 

３ 画像の利用 

４ リンクの設定 

５ 表現豊かなページの作成 

 

１ 課題作品の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

 

７ マルチメディアソフトの利用３ 

 

 

 

８ 課題作品制作３ 

 

９ マルチメディアソフトの利用４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 課題作品制作４ 

 

 

１ Flashによるイラストの描画 

２ Flashによるアニメーション制作 

３ Flashによる Web制作 

 

１ 課題作品の制作 

 

１ ビデオ制作の流れとパソコンの 

準備 

２ ビデオクリップに必要な素材の 

収集 

３ ビデオクリップの編集 

４  ビデオクリップへの演出 

５ ビデオクリップへの BGMの追加 

６ ビデオクリップの出力 

７ フォトシネマの作成 

 

１ 課題作品の制作 

２ 課題作品の評価 

 

 

自宅学習 

 

 

 

  自宅学習 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 

 



系 列 情報 教 科 情報 
選択科目の 

種類 

総合選択科目 

（基礎以外の科目） 

講座名 △情報テクノロジー＊（３年次） 単位数 ２ 
ブロック

番号 
 

科目の概要 

ソフトウェアにかかわる技術の構成や特徴、情報通信ネットワークの基本的な機

能を、実習などの体験的な活動を通して学習し、実際に活用する能力と技術を習得

します。 

科目の目標 

１ 情報産業を支える情報テクノロジーの基礎的な知識と技術を習得し、実際に活 

 用する能力を習得する。 

２ アプリケーションソフトウェアにかかわる基礎的な知識と技術を確実に身に 

付ける。 

３ 職業資格に関連する学習に主体的に取り組み、情報関連分野の技術革新に対応 

できる能力を習得する。 

 

授業形態 
 

講義・実習 

教科書 

使用教材等 

教科書「  」 

副教材「  」 

各種検定試験問題集 

評価の観点 

評価の方法 

（観点） 

１ 情報関連機器活用や作品制作、コンピュータ操作の諸問題等に関心をもち、意

欲的、主体的に取り組み理解することができたか。 

２ 各専門分野に関する知識や技術を活用し工夫することができたか。 

３ 各種検定試験に目標を設定し取り組むことができたか。 

（方法） 

 定期考査の結果（知識や思考力が身についているか）を基礎とし、アプリケーシ

ョンソフトウェアにかかわる基礎的な知識と技術、課題提出、関心・意欲・態度な

どを含めて総合的に評価する。 

選択条件 

「情報テクノロジー＊（２年次）」を履修していること。 

「ネットワークシステム」と同時履修すること。 

パソコン室を使用するため、選択人数３５人以下を目安とする。 

選択する上

での心得 

基礎的な情報実習として、表計算、データベースのアプリケーションソフトウェ

アの操作について学習します。 

 職業資格の取得にも目標を設定し、主体的に学習に取り組むことが大切です。 

備考 

各種検定受験料  １回 ２,５００円から３,０００円（７月 １０月） 

 

問  題  集  １冊  ８００円から１,２００円（４月） 

 



 月 単元／題材 学習内容 定期考査等 

前    

期 

４月 

 

１ 文書処理に関する 

応用実習１ 

 

 

 

 

 

 

２ 文書処理に関する 

応用実習２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文書処理に関する 

応用実習３ 

 

１ 表計算ソフト応用１ 

２ 表計算ソフト応用２ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

 

 

 

 

１ 表計算ソフト応用１ 

２ 表計算ソフト応用２ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

５ 検定問題１ 

６ 検定問題２ 

 

 

 

 

 

１ 表計算ソフト応用１ 

２ 表計算ソフト応用２ 

３ 練習問題１ 

４ 練習問題２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

日情 

情報処理 

検定 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

後

期 

１０

月 

４ 文書処理に関する 

応用実習４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ ネットワークシステム実習 

   データ管理システム 

 

１ データベースソフト応用１ 

２ データベースソフト応用２ 

３ データベースソフト応用３ 

４ 練習問題１ 

５ 練習問題２ 

６ 練習問題３ 

 
 

 

１ 実習室内ＬＡＮの活用 

 

※ ネットワークシステムのコ

ンピュータを利用した実習

と連携しながら総合的に実

習を行う。 

 

 

 

自宅学習 

 

 

 

自宅学習 

（日情 

情報処理 

検定） 

 

 

 

 

 

中間考査 

筆記試験 

課題提出 

 

 

 

 

期末考査 

筆記試験 

課題提出 

 

１１

月 

１２

月 

１月 

２月 

３月 
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